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序章

はじめに

本巻文は､①ベ トナム北部征河デルタ農村が､20世だ初頭の植民地期から､独立を集は

するための民族革命､ r反対廷 草食である土地改革､tJ:金主美化 (Jt村においては患え

合作杜によるJL薬匙団化)とその被疑､現在の社会三義市場捷済を取る柑放件利 くいわゆ

る刷新-ドイモイ)に至るまで､どのような構造変化を遂げてきたのかを明らかにするこ

と､②ベ トナム北路社会の姐頼原理について考案することを主たる目的とする･

その際､筆者が分析の前提としたい分析枠組みはF･′{ル トと阻本願大の トランザクシ

ョン/インコ ボレーションである｡

バルトの言うトランザクソヨンとは､ r互鮒蛙によってシスアイマテイツクに支配され

た相互行為の連軌 であり､行為者はいかにエゴの価値が増加するかという牧点から､選

択を行う 一方インコーポレ-ショノの内部においては､関与者か捻体として何を'#るか

が間接てあり内部の相互関係は互鮒性の原理に支配されるものではない.関与者総体は一

個の単位をなして､他の個人ないし集団とトランザク-/ヨンを行う (BarLh】966‥4､関本

1986:274)Cこの枠組みは後述するように､関本照夫によって東南アジア社会の分析に応

用された｡ここでこの枠組みに言及する理由は､タイやマレ シ7を【LlJC､とする東南アジ

ア社会一般についてのモデルとの対比を通じ､ベ トナム北部点村社会の特質をきわただせ

るのに役立つと考えられるからである｡

また､スコット(ScoL11976)のモラル･エコノミー論で展開された､兆rSJ体全体のJt年

をEElらねばならないとする 生存維持の包埋(subsistenceelm)C) か､現在のベ ト ム

でどのように実現されているか､という問題も本芸文の重点である.

第-節 問題設定及び､へ トナム北S紅河デルタの歴史的 ･生態的概槻

北部ベ トエム島村の鑑かれている生砦的 ･歴史的条件は､東南アノワIt会一般のイメ

i,とかけ焦れている 縫民地化以前の東商アン了は人口に対して可耕地の比率が高く､無

住地に移動し､新しい生活を'(.Tiることが宕見て.他の領主 ･L'王のbとへの連敗か良民の

主要な抵抗の形態であり､支配の主要IiW,態は人と人とのあいたでのLa按的なa属関拝で

あった ここには人か耕地に分かちかたく縛りつけられ､時代の変転を越えて生きつづけ

る村落共同体というモデルとは反するような現実かある (関本 1991=101)

1



このようfi歴史的 .生態的条件にある東南7ジ7社会の経営戦略を､関本 ()986)は､

′くルト仙 rlhl㈱ )を応用して､ rトランサクショ/軌 鵬 と名づけた･それはインド

ネシアの中部ジャワ地方の耳市における′くス野菜に鵜型的に表れている (阻本 1986:274

276)｡すなわち パス会社の所有者に相当するJ<ス所有者は､運転手･車掌を庖用してパ

ス運行の全過程を掌握 ･管理することをせず､月々の凍 手と日ごとの車両舵 契約を捨

ふー運転手は自分で′く-トナ たる車掌を探し､収入の分配について契約を鮎 も さらに

運転-F､車掌はそれぞれ知り合いの少年を助手として′くスに乗り込ませ･約3flこしたかっ

て労質を与える｡パス所有省と都 ≡手の関係は基本的には日ごとに車両を箕尉替する契約

的係であり､敷EIで脚 け るか長掛 け るかは､この両者間のバ-ノナルな附肺 情に瓜

定される｡運転手と車掌以下の.,･-け との関係についても､同様である｡今Ejの日本

であれば単一のインコ d!L/ シコンによって担われるバス逓送繋が､それぞれ独立した

経済行為の主体である話個人間に矧 i･TLた二部 姫 済取引の連鎖によ-て実現され､企業

という射司の内離構造の分析が､独立した主体問の取引の分析に置き換えられる｣のであ

る｡

納本は､ジャワ村落の点薬の社会的特質もまた､①インコーポレイトな内鮮秩序を持つ

大きな主脚 こ担われるのではなく､細分化された主体相互の二者ril経済蚊引の遵鰍 こよっ

て実現されること､②経済活動をおこなう個人かインコーポレートな脚係にみずからを固

定するのでなく､社会的ネットワークの機能に依拠して､兼菜と敬菓問移動の可能性をた

えず和恵していることを指摘している.具体的には､以下のような経営形態を取るo

みずからを経常主体として拡大せず､多くの外部主体と､小さく短期的な取引を大且

に維持するやり方である (q鳩 )｡所有する水田は自己の顛米の確保に必要な最小限だ

けを自ら経営し.残りは脚 ごとに不特定の相手に貸し出して現金化するC余剰Fi金

は､所tJ一塊性拡大のためよりも､一時的な農地借入にあてる｡缶金はストックよりbフ

ローの状態にあり､状況に応じ点薬分野の外に洗れていく｡労働力を自前で調達するこ

とにはこだわらず､随時EI掛 ､労缶をもちい､白身の労助ル まべつの分野の仕'Jlにあて

ることt,多い｡凍菜はもはや副菜ともいえず､完全に構造化されている｡核家族より大

きな主体は井;成せず､規子問にも独立した主体問の経済契約関係が掛まれる (中略)

小作関係に入る切含t,､ 一人の地主との長掛 こ安定した嫡孫はむすばれす､晩秋の相手

との契約の関係の可能性を維持して赴くことか重要である.こうした戦略は､分かちあ

ー2-

いによる平等化のメカニズムとは別のものであることに注漉しなければならない (中略

)｡俄を見るに故だったり､運がよか-,たものは､しだいに財を甜 し､経済活動の網

の目を拡大していく 丑かなものは､他の村人よりはるかに広く多様な人間関係の広か

りを持ち､たえず同時並行的に大足の耶 l%おこなっているくだが､経済主体か組 化

された集団として拡大されていくことはないのである (B4本 1986:290).

このように､二者関係を顛繭アジア社会の主要な組鉄板理とする見方は･前田(1989)に

よっても振出されている

一方､ベ トナム北孝の紅河デルタは16世紀までにはは宛先しつくされ･6･000もの行政

村落が分布していた｡現在でも社会的移動性は高くなく､1991年の紅河デルタ人口1･352

万人に対して､19別年以来の同デルタからの移住者は250万に過ぎず､しかt,描郷を前提

としているという (桜井 19952)｡また､雨季冠水するデルタでの水m耕作は､店任地を

狭少な徽高地に限定し､そのため村落社会のtE1台を酎 ヒし､堤防載長持と乾季稲のための弛

故システムを維持するため､村蕗の共同システムを必須とする (桜井 )9拡:2)○

東南アジアが16世紀やそれ以前の時期に､世非的な交易 ･南井のネットワ クの~つの

中心地であり､また鹿近まで政肘エコノミストの観点から見て､苅三世界の巾でも経済発

展の優等生 (関本 1991101)であったのに対し､ベトナム北部では､前述のデルタ開先に

ょる在英と小農社会を支えるための､ r非東南アジア的｣で r中国的｣ナr官僚制･領域支

配の観念が13世紀以来定廿していった (挑人 1990245)｡さらに17t世紀末以降､恥租おや

日本向け生糸の抽出が証過し､ベ トナム北掛 ま国際交易ネットワ クからlまずれ､18世紀

の世界的天候不帆 こも見舞われ､飢低と反乱の続発の中で国ま ･巾F'J催^の搾取と流民の

袈勤 ､らの防衛のために朗酬 ヒ･自立化していき (枕木 )990･252)､またL9世定半は以降

の､嵐民地支藍を武法相争で克服 ･打倒しようとする絶え間ない隅争紘,ヘ トナムに社会

主義体制と国際分薬体制の拒否を連択させ､その結果､国脚 にt'耕弄されて経済発展

にはるかに暴れを放ることとなるという､7セアン諸国とは共なるRlを歩むことになった

｡往訪開放体制にシフト(いわゆるトイモイdol叫1-早漸政和 するのはI980年代半は

で､その効果が現れはしめるのは90年代に入ってからである

このような歴史的 .生好的環境をもつベ トナム北隼社会では･他の姫繭7lj7杜全とは

異なり,農業経営t,上記の 'トランザクション軌 戦略を取るのではない.

関本か挙げる トランザクシ,ン空_戦略の対局にある､ インコ ポレ/ヨン将 の
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敬略とは,

いわば､自分だけでできることは可眺 限りやってしまおう､自分の足もとをまず固

めようという､自足舶 載略であるL自分がもっている水田は自分で経営する｡もし､

そのBi段か小さすぎるなら､借入による規模拡大をはかる｡さらに大きな資金力明 きで

きれば､少しずつでも水田をr王いたす｡経営規段をあまり小さくせず･また芳書力をで

きるだけ自前で調達するためにIま家族の規模も大きいほうがよく､核家族の分立などは

さける｡丘菜外の兼英lま･王発として点薬-の資本と労働の投下を妨tiない投射 こしか

許容しない｡土地を持た山 ､､あるいは家計の推拝に- 少な艶操しか持たない椴合に

は､長仙こ安定的な地主 イト作関係のなかに入り込む｡つまり､みずからを疑似的に自

足的な主体の一審としてしまう｡必 こ自分で経営するには所有親如 く大きくなりすぎた

場合b､小作人をとりこみ岸似的に主体を拡大することで解決する｡

というt)のである机 ここで措かれている姓艶経営の姿は､地主 ･小作関係に的する記述

を除けば､現在の北部ベトナム,とりわけガ 肖貸地の首紗 ､ノイ周辺で農業以外の現金獲

得手段に収まれている､というわけではない良民の姿とはぼ重なると言って良い｡

1997年現在､,yイエムサー (畑 文の調査村･バクニン省イエン" ン県ホアロン杜ヴ

ィェムサー札 本章罪帽 で詳述する)の約700戸のうち､耕地を分配されながら自分で

耕作せず､貸賃している世矧iLO戸に済たない｡労助は家族､親族､姻族で行うo経営塩

焼が大きく多人数の親臥 姻族による労働が必要な場合 (その分･心理的に遠い･または

鮒Rでは頼めないと感じられる関係の者も含まれることになる)は日当を支払うこともあ

るか､家族でM.･うことかできれば､それが使先される (婚出した掛 ま依然有力な働き手で

ぁり､労*の対掛ま食可や孫の世話などの形で提供される)｡交付地を全て貨任してしま

ぅ世帯が島めて少11いこと(700戸中､10戸に満たない)から､関本の言う 鳩 菜への資本

と労飴投下を妨げない髄 の範軌 で､副勤 溜 まれていることは明白である (現在では

紳 男子屑を中心に､建設労⇔昔としてハノイなど都市への出稼ぎも行われるようになっ

ているか､虚常軌 こは舟村する̀ また社会保障 ･健康保険が不常であるこれらの短期の雇

用よりも､収入は低くてt,合作祉斡林などの村内での施用を好む傾向も襲い)

このように親子の共同甜 宮に代滋されるような､関与者が絶体として利益を追求す

るという､インコ ポレ ション里の粗放形態の一例をあげよう｡
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(事例) グエン.ヴ7ン･′てン氏は､1956年に家屋を改集した｡同一昆敷地内に二軒

の家屋を建て､一軒には′<ン民夫Jfと長男夫妻とその子が､もう一軒には=一男夫Rか住

む｡それぞれの家屋はtを分けている｡新築にかかった始発用は3500万ドンで､2700~2

800万 ドンは自己でまかない､鼓り7-800万 ドンを借金した｡

改築に際して､′くン氏とその家族は以下のようなトランザクションを行った･長男タ

ンは合作杜と煉瓦の入札契約 (入札地に炉を建て､入札地の土を原料に､人をAdって嫌

瓦を生産させる)を結んでいるので､自己調達した｡また､良男の幼児からの遊び仲間

12人で構成されている 同性会(ho主donRtinh)｣は.棟上げ式に金 くきん)2チー (

100ドル相当)を腔った｡r同性会 中の6人は､チョイホというEl本のr叔母子訪

｣に似た組按を構成しており､籾100kg(19万ドン-18ドル相当)と豚肉50kg(50万ドン

相当)を吸助した｡また､′くン氏の養親の息子は､以前煉瓦を借りていたので､それを

適した｡バンの兄の息子は建設労中に参加する一方､同性会の成凸として桝と豚肉を援

助したうちの一人である｡また三男夫輩は実際の建設労働に参加したはか､金銭的にも

可能な限り貢献したと推定される｡

このようにバン氏夫礎と兵乱 三男J夫妻は､改築という共通の利益を適成するために･

ィンコーポレーション叔輔を破った｡そして各人が親族幽係､疑似的兄弟関係､経営体の

人間幽保､友人関係､蛭話的互助組縫関係を利用して取引を行い､ひとつの群集の速成に

責献した｡また､バン氏夫妾と長男夫妻､三男夫妻の間では,こうした協ノJか当然であり

三組の夫瓜は一体であるとの規範や理念､感情が共有されており､この三細のEu係はftltt

の度合いによって利益の享受の粗空か決まるといった､契約的的係ではない｡さらに､こ

の三親の協同は､長男夫妻の鍬 こ対する扶養や､三男犬始のそのこと-の協力 (W1人滋

の変掛 こ労働力が足りないときに､老親の耕地を耕すことなど)によ･,て良恥 こ維持され

る｡このような鵬保は村落生活のいたる所に兄い1=すことができる,

良美経営においてt,､前に引用した関本のインコ ポレ ノヨン戦略にきわめて類似し

た方式を取る

1988年に経営自主権を公iJ.されて交付された耕地 (いわゆる r交付胤 )併作をまず行

い､装本が準備できる槻合は､合作杜か管理する入札地を蕗札して経営する 労働ノJはま

ず家族､放族でできるたけまかfiい､それか不可能である併合に初めて･金鉄を支払う魅
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用労合力に頗 るL

小作は現在ではヴィエムサ では行われてい机 ､が､土地改革前にlま･二世代に滋って

コンアオイ (弟子の一席)として地主に率仕した剛 鴫 った｡土地改革期の r農村におけ

る帝政判定条例 で,七重やコンプオイを家族労4力であるか､小作人の一昔であるかを

判定する基準が設けられた (第2号第三称》参県)のは･地主が小作人を疑似家族として

取り込むインコ ポレ-ション戦略か､ぺ け ム北帯で広範に行われていたことを示し､

前述したトランザクション桝 において､-人の地主との長鰍 こ安定した関係が掛ゴれず

挽政の相手との契約の関係の可能性を維持しておくのとは対県的であるo

また､むらは現在でも､啓蒙の承認の下にむら独自の r粂例Jを持ち､事で城隆神を条

記し､むら内鉢での婚姻が圧倒的多政をしめる｡また第5章で述べるように､農業合作杜

合作祉月-むらぴと全体の生存維持を蛤体として目指す､インコーポレ ションであると

言えよう｡

ところで､ベ トナム研究に関しては､1970年代以降のいわゆるスコットとボブキンによ

るモラル･エコノミー対ポリティカル･エコノミー詮争に触れないわけにはいかないo

スコットは 岨 民のモラル･エコノミーJ(Scou 1976)において､格見地化以前の東南

ァジ7m肘 では､共同体内で成Jiの生存維持を保障する窺者救済の規範が実行されていた

が､植民地化によってその親範が失われた時､農民はその回復を求めて､絶望的で独占的

反乱に立ち上がるとして.1930-31年のベ トナムのゲティン･ソヴィエ ト運動や､ビルマ

のサヤ･サン反乱を･拝例として示した｡ボブキンは r合理的な農民J(Popkin1979)でこ

れに反論し､植民地化以前のベ トナム村執 こ弱者救済歳能はなかったこと､スコットが描

きだすー利益の鳥大化よりも生存維持ラインを割り込まないことを望むという ｢安全第一

王典｣の農民俊は妥当ではなく､東南ア･}7点民は常に利益を最大にしようとする合理的

存在であることを主張し､｢掛こ共同体の協同行動は,自分がそれに貢献することなくそ

の成果だけを亨受しようとする､フリ ･ライダーによって成立し11いが､外洋から適切

な指導かあ た場合に､農民は革命的運動に進んで参加すると主張した｡この二人の主張

はさまざまな諸芸を引き起こし､シンポジウムが開催されたりしたが､H'今ロではこの

問題は､二者択一的に解芯がでる性質ものでは/Sいことが明らかになっていると考えてよ

いであろう Itl

スコソトはその'絶､昆民反乱よりも､サボタ ジュや盗みのような EI常的な抵抗 Jfi

盤に関心を移した(ScoLL1985).
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本i文は､この論点に血妓答えることをEl的とするt)のではない｡しかし･スコットが

モラル ･エコノミ ー̂で投出した､弱者敷済を含む r生存維持の倫哩(subsIStenCeelh'C

)｣と言う盲点に影■を受けている｡また･その r生存維持の合理｣か､スコットの言う

ように歴史的に過去のものでも､復古的なものでt>なく､現在の社会主義ベトナムの良民

にとって依然重要Iibのであること､国家の制度的支援がなくとも杜金主盛の理想として

自前の要廉を動員しても達成されることが望ましいと考えられていることを示したい.つ

まりーぺけ ム社会主削 単なる官製のスローガンや国家の押しつけでlifiく･且の掛か

社会主義掛 こ支えられて成立していることを主張するものである･

本芸文では､このようIi歴史的 ･生態的砂亮のなかで生きているベ トナム北部農民の村

落輯遠が､本章口跡 こ挙げたように抵民地時代の20世紀初頭から･社会主義市場経済体制

を取る現在まで､とのように変化してきたのか､また･ベ トナム北林社会を舶排する軌板

原理とはどのようなものかを分析 ･考察することを目的とする｡

第二節 研究史の回蘇

本藷文の目的との阻過で,ベ トナム北部研究に関して､キン くべ ト)族の村落研究に限

って言及することとする｡

フランス植民地時代に始まった本格的ベトナム研究は､当机 柾民地行政官であるオリ

-(oryl1894])らによって行われていた｡20世紀例軸 ､ら､ハノイにノラノス榛火学院か

武力､れ､フランス人､ベ トナム人による質の高いフィール ド･I, クによる研究か行われ

た｡本論文で引用するもの榊 でも､グエン･ヴ7ン17エン くNguyenVanlluyen1938)

やグエン･ヴ7ン･コアン (地uyenVanKhoant930)の串におけるか Lの研究などか･榛

東学院のた要に榔 された.またデゥムーティエ(DUE-rLLer1907)の村落構造の研究t,

r妃熟 に船威されたt)のではないが重要である また､中部7工を中心に広軌 宗教研

究を行ったカディエ ル(Cadlere)は､詳細かつ質の高い多くの菜班を鼓 した `

この時即 )ベ トナム人によるベ トナム語 (クオ･/ク･グ ロ マ亨i{記)による良俗

習慣の研究としてlま､フアン･ケー･ビン(PhankeBinh1990L1915-)やグオ･ズイ･7

ィン(DaoDuyAmh1985tI938])が､近代机 知汲人としての批判的な立脚 ､らの詳机 研

究を行った｡このU謎 スタイルは､1960qZ代の トアン17イノ(一oanAnh)の諸研究に引き

船 柵 たか､この3人の著作ではその知見かいつ､とこで肖られたbのIlのか言放されて

いないのが惜しまれる
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192030年代には､グール (Gouroul936･1940)､デュモン(Du- 1935)･イ{/.ア

ンtJ(Henry1932)らの点糞地理､点玉経済の研究が行われ､その鵬 は未だにあせていな

い｢また､ブール のプロジェクトに参加したヴ十一･グエン･ザップは､チュオン･ナ

ンととt)に共藍主義者の立剃 ､ら農民の悲惨な生活を描き出し､ r耕す者に土地をJとい

ぅ共産党の主張の鮒 けを行った(Tm叫 ChinhiVo蜘 eDCLapL974[1937])｡

1945*の^月革命以梓のベトナム北野では､外国人による人類学的調査は不可能にILっ

た｡その臥 ベ トナム人白身による刃香か､戟争やその後の経済的苫境の中で･いくつか

の凍れた芙鞍を生み出した.特に人析学的訓族を受けた研究者によるt)のとして､チャン

･トウ(TramTu1984)の研究が采車であるOまた､この時期の例外的在外臥 による社会

学的研究に､ウタ ルら(NoutartALekrCinler1984)の村落調査かあるか､質問卦 こ依

拠して洗計に配点を正いた研究は､人類学的参与観察とは鮎 い｡

198時 代後半から踊放放熱 こよって､制限を伴いながらも外国人による調査が許可され

るようにfiった｡先椎をつけたのは､海外在住ベ トナム人であるルオ>(Luong1989･1992

)で､制限された条件下での比較的足掛のフィ ルト ワークを､海外での拙さ破りや文

献賢料で補い､ネイティヴの利点を最大限活かした成果を挙げている｡

ルオンは､ボブキン流の竹用 ･利得分析では､抗仏戦の1946-50年という圧倒的にフラ

ンスが後身な時卿 こ､fj:ぜ多くの異なる社会階層の青年たちが独立運動にすすんで参加し

たのか､1945年の軌跡 こさいして食料を求める蜂起が起きなかったのはなぜか､L965 19

75年の抗米軌鰍 こ.長男合作杜如 く自らの利益を減らしてまで､安価で国家に籾を売って

敏や協ノ化 たのかが良明できないとする一方で､モラル ･エコノミー盆者として吾及され

ることが多いJ･ペイジの階級分化の観点からは､多様な階層からなるベ トナムの民炭主

義運動が説明でき11いし､階届分化の激しい南Sよりも､前EZ本主義的な安東を多く残し

た北野･中部のほうが市命運動が盛んであったことも説明できないとする｡そして､西欧

ei本主義の拡大とロ カルな上音システムとの不一致と､階奴関係の構造という視点をと

もに動flLて (ペイジのように､階放関係のみに関心を払い､ネイティヴのカテゴリ-香

無視するのでなく)､歴史的.好件と私命運動のダイナミクスを分析した結果､北林 ･中部

ベ トナムの前fl本主義的伝耗 (価孜の､経済的lj:請の鞘 よりも､道徳的自己商兼に体位

を試くこと､数行を受りた苛の他の社会階層へのノ1レス･オプリ-ジュなど)か軒店構

造的ヒエラルキ と兆It.q休的先FFl主義の閲にある繋砧を抜和して､個別的にはフランス岨

民地主弟､｢披的にはi3本主花的布団王射 こ対する活発な反抗へのイデオロギー的 -組凍
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的力を供給し､ナショナリズムや文民土嚢の発展に価値を付与したとiずる(Luong1992)

また､マラ ニー(hlarDey1994)も､ベ トナム人の心の望 情感(tinhcaJ-)Jの世界

を措さだし①1945年以前のベトナム北蕃村落社会が､地位のヒエラルキ-と､ 憎乱 に

基づ く地位を凪越した平等/i世界か併存していたこと､②共産主義者による革斜 に のこ

っの面を平等なものに統一しようとして､地位の差か表象される坊である人生儀礼や宗教

淋 しに制限を加えようとしたこと､③その試みは完全には成功し11かったこと,･d;開放政

策 ドイモイに伴って､制限された俵礼の-孝は復活したか､全てか復活したわけではない

ことなどを明らかにした｡

日本人では長井由粥雄を代表とする歴史学者､人類学者による捲合的地は研究として､

紅河デルタ下部の合作社についての集団調査が)994年以来行われている｡その中からは松

尾 (1996.1998)の合作社研究が発表されている｡また､皮付社会学者である岩井は支族研

究(1995)､合作祉研究(1996)で先約を発表しており､筆者の研究と接合 ･比較できる点か

多い.東成(1998)は､祖先崇拝に焦点を置いた研究を目指しながらも､その前提となる礼

会生活全般,むらびとの歴史恵卦 こついて､住み込み許可という好条件を得て､内界の患

い研究を行っているO本来の主題である祖先崇拝に関しての成火の元血糊 たれる｡以上

がフィ ル ド･ワークにもとづいたベトナム北部研究である｡

次に､社会主幾国に対する人知学研究における､本研究の位冊･1'けについて述べると､

掛 こ､1989年の一連の社会三森体制の崩壊以降に出てきた新たな滴れとして､ワトソン (

yats｡nctaL.1994)らの研究かある.これはポスト社会主義国において､社会上義の名に

おいて制定された公的な歴史のB3に､圧殺され､忘却することを強制された個人的な記憶

があり､それらはどのような形で､密かに促降されてきたか､或いは､公的なイデオロギ

ーに従うふりをして､抵抗か如何に行われたか､更にはそれらか､社会上耕 制崩J壊後iこ

どのような形で噴出し､新たに起こってきたナショナリズムに正統性を与える語りとして

公的歴史となっていくかについて分析したものである｡

社会主義体制か船 室でも維持されているベ トナムにおいても､社会主義の公的な歴史の

場では長らく語ることができ11かったことか､当然存在していた○例えば1955156年の土

地改革恥こ中開のやり方を技械的に適用したため､多くの無事の切払者を出し[:ことはそ

の一例てあるpまた､触臨耕作か社会主義的鼻炎生産であるとされた柑 t:には･農民はFl
留地 (いわゆる5｡.地)の耗宮で､収入の約半分を挙げており､地かこおいてiitみられ･
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当初は社会主動 ､らの逸脱とされた世･-Nlこ対する生産三根 制臥 7畔 からは徐々に世帯の

経営権を拡大していくという国家政策に取り入れられた｡国象政策に対する点丘の抵抗が

国家改革そのものを変えた.

また､社会王耕 首崩域という状況下に- て体制を推持していくために､ ベ トナム

的社会主義 という舶 力収 用され･そのなかで r民族の伝統の推持 ･発軌 が称静され

た｡従来柳 の対象になっていた宗教行か ､ 逆にそのシンボルとして見取され､社会主

義イデオロ羊 に代わる国民扶合の手段としてのナショナリズム高安のために公的11歴史

にtIみ込まれるといった弔鮭か出現している｡本宅文においても､こうした事即 現 述さ

礼.分析の対象になるか､そのことをもって本芸文の主題とはしない｡むしろ､人類学的

には主に中国(Poke,丘Pouer1990)(薪 1992[)990])(秦 1994)･最近はベ トナム (Lu

one1992)(Nalanley1994)をフイ-ルドに展開されてきた､特定のコミュニティーに塊点
を据えて､社会主射 ヒ前後の社会変容を明らかにするという研究主題と傾向を同じくする

bのである｡次iEiでは､本態文が考察の子機 とする植民地期のベ トナム社会が､どのよう

なものであったのかを放牧する｡

苅三節 植民地朋のベトナム北林村落

1 岨民地化

フランスか1860年代のベ トナム南Sの胤民地化に摸いて､中部 .｣ヒ部の植民地化に着手

し､その支配をGL立したのはl弘0咋代であった(直轄領の南部コーチシナと速い､此珠の

トンキンと中部のアンナンは保護領と11り､以降フランスの行政艮棟と朝聾の行軟披柵が

併存する形とな.I,た.ただし､岨民地経営にあたっては､同化主義を取るか､それに対tT.

する救急である協同主我をとるか植民地当局内にも講話があり､大粛としては､値民地経

営の円滑化をE)るという目的に合致する範囲においては､村落構造に手をつけないという

政託が取られた (しかし植民地支配の期間中､植民地当局の村落に対する干渉が皆無であ

ったわけではなく､この点は次苛で述べる)｡

植民地期ベ トナム｣ヒ私村落の.瀬的特徴ま､(訓点民地化以前から起こっていた階層分化

がますます汲化したこと､②披民地当局が創設した税制 ･専売制が良民を苦しめたこと､

3W 落内有力名店の伝統的促戒 ･正扶性か動揺したことの三点にある

10

(夏)轄屈分化

もともとベ トナム丘村社会では､女子を含む分割相操のtR行により､古や七地茸穀か分

散 ･集硫するサイクルがあった｡r三つの族がすべて金持ちであることはなく､誰も三代

に渡って賓しくはない(仙onga181aUbaho,khonga)kbobadoi)Jということわざは

このような土地の分散 集中一分故のサイクルを表したものであるという (TramTu1984

=28-29)｡15世托にはは未耕地か前鼓した北奇の紅河デルタでは､人口増加と生産力の符

掛 こより､主要な生計手段である土地の希少価値が高まY)､その争考がik化した｡蔽民地

化によって､不十分ではあるか､上地が商品化されたこともこれに拍車をかけた く⊥urray

1980_55-56;63)｡

圧倒的な款の農民は､きわめて零細な土地所有と経営規模であった｡1930年代に行われ

たフランス人の農光経済学者による調査はそれを裏付けている｡

すなわち､イヴ･7ンリ("enry19321108-log;144;211)によれば､1930-31年において

農村人口の36%が土地無しであった｡これら土地撫し居は小作人や丘共労働者として地主

の土地を排作し､小規挟土地所有者よりもさらに不安定な状態におかれていた｡一方､グ

ールーによれば､1939年に土地所有者の62%がlマウ以下の所有であった(CourouJgLIO･2

29)｡北部デルタの二期作地･rZでは､稲作で一一一年間生計を推持するには3マウの水n]が必

要だったというから (菊池 1978-59)､その事掛な経営規模がわかる｡

良民の生括 レベルは向上せず､良策の主要作物である稲の一人当たりの生産宜は､生存

維持レベルを割り込んでいた｡1932年に､北孝では一人あたりの年間執生起且は217kgで

あったが､生存維持には240kg(I/ ル [Gouroul936:406〕の計井では277kg)か必要であ

った(Hurray1980:4L4.610)｡その他の作物や手工業は､あくまで補完的な攻入薮として

のレベルにとどまった｡絶民地当局は農藁用水路の建設や､良薬信用和1度を設けて､良民

特に小農のEi茄経営の安定と向上を図ろうとしたことも弔文であるか､効用をあげること

はできなかった｡水路建設による増産は人口増加に相殺され一点菜信用制度は杓保に乏し

い小土地所有者が利F11することができず､烏局は苗糾貸しの資金漁として利用された (Nu

Tray1980:)83;410-411)｡
またベトナム村執 こは､I,とt)と国家が分拾し､課税する公nかあ･'たか､19世掛 こは

分絵の主体は､市芙上は村落､それも村政を牛耳る有力者に握られており､彼らか農良な

田を俊先的に配分を受けたり､占有することか行われていた.仏棚 JにJiると､鹿民地当

局は入植者のために近代的1+L土地登記制度を導入したり､時効淑子.Tlを認めて.入植者や｣二
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地払い下げを受けf･者､脚 櫛の- に便宜を囲ったため､共有地である公EBL絶 入

により取得 ･丑記され 大幅に済少した 1929-31年の牡民地当局による調音では･北部

における水田に対する公E]比率は21%にすぎなかった(Henry1932ニ213)｡

髄 民地期の税制･専売制･広役

植民地財政をフランス本国に依存せずに･抵民地が自前で財源を確立するために創設さ

れた各種の現金､掛 こ7ルコール､臥 阿片の専売制度lま農民を苦しめた｡7ルコ ルと

塩の噛充は､それを生産する丘民の収入の横会を奪い･自給を較壊した｡アルコ-ル専売

は,Gこと､村ごとにJ*入朝のノルマか決まっており､植民地期以前のように､農民が自家

製造することくま車道と見filされて､投獄の対象となった｡塩専売は･生産者が代理店に､

国家か定めた佑格で強制的に納入し､国家がこれを生産者からの買い上げ価格の6-8倍

で消費者に販売するものであった(Hurray1980177)o

また､人頭税や地租が金肘 ヒされたことも､農民の貨幣軽済-の依存を強めた｡人頭税

紘.村の人丁執 こ記載されたFM 性に課されるものでー納税と引換えにIDカードである

ヵルドが発行された.これなしでは日常の移動や経済活動に支鯉を来すはか､罰金 ･投獄

の対象とされた.凪民地期以前は漏丁 (村落が課税対象者の人数を偽って申告すること)

かひろく行われていたが､カルド制導入以降は国家による個人-の管理 ･統制が酎 ヒされ

た｡18'L921年に入所軌 ま､平均的耕作者の三カ月分の米消数量に相当する朝であった｡

地柾目ま､土地の等級ごとに課税されるものであったか､税額は1893年に10タ｡､1894年に

100ふ､1897年に230.値上げされ､さらに1903年には省ごとに10--30‰の上愛せが哲められ

た(Hurray1980:79)｡

さらに賦役は､1886年には咋48日が課されており､以後徐々に口数の削減や金紗 こよる

代納が認められるようになったか､その劣悪な労飴環境は多くの死者を出した｡最終的に

は年10日を放して人頭臥 こ吸収されるが､金銭で代納できない茸困属への負担とな-,た(u

urray19808】87)

噂)村落内有JJ古越の丘珠的促成 ･正統性の動揺

へトナム北瓢付添内部では､古El(kyTDUC)と呼はれる村政 ･村事を牛耳る屯力E層と､

自T(bachdlnh)と呼ばれる-1地 民屑に別れていた｡前者は.現役または旧正貞I艦 …

旧正副F蛙k､退戦官吏､唯色 (科単の進士､副傍､挙人 文官の九品､JR官の卒隊以上の

)2

人々など)､その他の試験台偽名､賢役を免れる特権をA一入した者､正EIJ秘の地位を耳っ

た者(PhanKeBlDh1990〔1915二:123)なとからなる｡

彼らは書目会同を形成し､その地位はむらびとの中から遠出される堅長くh lruong-村

良) ･副里(pholy)よりも高かった`里長･iu里か国家の出先枝朗にすぎ1J.-いのに対し､

むらの財政や祭礼の役割分担に関して､里長は吉日会同の羊頭である先鑑 ･次故に報告し

なければならず､盲目会同か相談してものごとを決めていた(PhankeBlnh1990r19151I

27-129)｡また､国禁から課される人頭税や地組は地簿とT簿に基ついて諌捜されること

が原則であったが､実際には国家I朝的税者一人一人から散税を行っていたわけではなく､

村落が行っていた.里長は毎年国東から旨件という村全体の税の捻額を示されー先統 ･次

枕にそれを示して､税の割り振りの日を決める｡当日になるとむらぴとを串に難め､里長

が旨牌を見せて､番目か丁簿に基づいて一人一人に割り振っていった｡その較むらによっ

ては､国家規定とは異なる独自のやり方で課税したり､地租と人頭税を一つにまとめて徴

収したり､徴収漏れの分を予め見込んで上乗せして徴収するところもあった(PharlKe81rl

h1990[1915]:147-148)｡このようfj:いわば村請け制は､ダオ･ズイ･アイン (DaD1985

[193B.83)にも指摘されている｡また､里長は書目より劣位に提かれていたとはいえ､一

般のむらびとに対しては軸力をふるい､濫用することは苦Frと同様であった｡

里長を含む村港内有力者層は､こうした税徴収の権限を利用して私腹を肥やした(Truon

g丘VoL974[1937]･9Ll-97)｡また､彼らは公田の便先的分配を受けたり､公田か少なすぎ

てむらぴとに分配できず一括して賃矧 こした場合に､その焚任料を私的目的に使用したり

公田分絵の権利を握っていることでむちびとから賄賂を取ったりした(Truon且LYo1974r

1937]78-83).

このような村港内有71着のぷ敗と前述の階層分化の汝化は､村落内での階層l乱対立を招

くとともに､村落内有力者の伝統的な地位･権威に動揺をt)たら4ことにliった｡

フランス縦民地当局も朝廷も､村落エr) トと､その村落エリ トを救Ef年に渡って支

えてきた儀礼の不変性が､村落を革命から遠ざけるものと確信していた.村落エリ-トは

個人的li利益ではなく､大鶴のために鼓争を受け入れ､その柁想化された礼毎かフランス

の接略古に対する武器となると,植民地当局は1言していたのてあったか(Woodslde1976:I

33-)34)､前述のように広放した,或いは植民地文軌 こ迎合し.無抵抗な村石エリ トが

従来の正統性 ･他戒を保持し掛 ナることは困錐であった 1920年代に現れ1∴ 社会事由と

ナショナリズム革命の双JJ-を鮎野に入れた遵命券JJか､対象エリ トのライ′､ルとIJった
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のである｡共産主義者は r#す者に土地を と主張した｡

ただし､序.--第一時で､ルオン(Luong1992)の崇を担介した通り､伝統的エt) トの全

てか､J3臥 或いl旭 丘地支配に*抵抗であったわけではなく･革命運動は多様な社会階

層からなっていたことも忘れてはならない｡実臥 ヴィエムサ- 快 食)社には里長であ

りながら革斜こ協ノ化 ､抗仏鞍で､草食分力lこ籾を運ぶ途中で仏軍に捕まり銃殺された地

主､グエン･ヴ,･ン･ファイ (玩文末)のような人物もいたのである｡

次に革命運動とその村落への形書を次に述べるo

ll_反植民地 ･民族主義連動

施民地当局は､フランス領インドシナ連邦か成立して･植民地制度 ･朋 が確立した後

も､ベトナム人の岨民地体制への反抗に常に悩まされた｡こうした反植民地 ,民族主艶運

動は､その運動の日席や志向する脱施民地後の体制などの違いによって､いくつかの段博

に区分することができる｡

く第一段階〉フランスの侵略が始まってから19世紀の終わりまで臥 運動は宮人や地方

の文軸によって指導されていた｡彼らは科挙試験合格者であり､その教養は儒学によるも

のであった｡その日指すところは､フランスをベ トナムから追放し､玩朝皇帝の支配を回

復することである｡1885年にフ工の宮廷を脱出し､山地に熊もった成宜帝が出した詔勅に

従う ｢勤王運動｣はその晩点である｡これらの宮人 .文紳主導の勤王運動は､フランスに

対してだけでなく､ベトナム人キリスト教徒-の虐殺 ｢故秦｣として荒れ狂った｡勤王運

動は､フランス僧か同よ帝を捷立し､鎮圧軍を差し向けたことにより､名文を失った文紳

膚が将板 .投降して崩壊した (桜井 199la)｡

く第二段席〉この時JJJの運動は､20LLfだ初めのフランスに屈した朝廷を見限った科挙知

盗人､いわゆる開明的士太夫たちによるものである｡代蓑的な存在であるフアン･ポイ.

チャウや77ン･チュウ･チンはいずれも､科挙に合格しなから､フランスに屈した朝廷

に仕官することを潔しとせず､植民地体制打倒の道を凍り､ベ トナム国内を行附して同志

を糾合しようとした また彼らは中国の洋裁 ･変放期の 新音Jを通じて西洋の政治恩憩

に触れ, r尾管 民搬Jの腿 ,商工業のff成などを唱えたくこれらの主張の具体的展

開として､チャウは敢追運動 (故立のための人材育成としてのEl本留学運動)を唱え､テ

ンは′､ノイに史東萩艶を役立し､近代化のために必要li一知議を′芦はせようとした｡例えは

収束義金では､クバック･y (へ トナム.吾のアル77ベ7ト表記)教育を中心に､仏語
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･数学 ･'&生学 ･自然科学 ･炭史･文字などの科Elか設正され､西洋思想 ･制度の紹介か

行われ､鰍 や科挙は迷信と並んで､ベ トナムの近代化の脈 と見なされた.

またチャウは､ r国 と r君Jを分焦し､従来の臣民に変わって rLB民 という社会､

また r君主｣に対して 民主 という抜会を用い､独立後の政体を当初は立王君主制､中

国の辛亥革命以後はその影書を受けて､共和制とした｡ただし､チャウの 国民｣放念に

は､社会の下層にいる貧しい良民は入っていないという限界があった (白石 1993a167

288)｡

東題運動は1907年の日仏協約で､日本牧村か在日ベ トナム人の取繰りに乗り出したこと

により､チャウや留学生が姓8して終わった｡また東京麓塾も]908年に閉めされ､チンは

同年に中津で起きた抗税一校に連座して投獄､のちフランスに出国した｡チャウもrtl同で

ベ トナム光復金を結成したか､1910年代の反仏 ･民族主艶連動は､散発的な武装鵬 が短

期間の内に餌圧されることの錬り返しに終わった｡

く第三段階〉こうしたいわば､手詰まりの状況に変化が訪れるのは､L920年代になって

からである｡ロシア鼻面や孫文の三民主義に影皆を受けた民族主盈運動が生まれてくる｡

1924年には､広州を妨れたインドシナ総督メルランに､ベトナム入坑仏政治団体ダムタム

(心心)杜のメンバ-が爆弾を投げつける事件が起こり､ベトナム回内の政治運動の急進

化に大きな影帯をL-Jえる (古附 )991:97)｡タムタム社の中でも急進的なメンバ は､グ

エン･アイ･クオック (当時､コミンテルンの東方部委員で南方局の費任者であった､後

ム青年革命同志会は①ベ トナムの独立凹復だけでなく､社会改IVLのプログラムを持ったこ

と､②労飴者 ･虚民なとの大衆を組鞍しようとしたこと､③指導者個人の威信や地投 ･血

鐘でなく､_革命理論の共有を基礎にしたことなどが､従来の民族主義 ･抗仏連動とは兄な

っていた(HuyDh1982:63-89) また､グェンは広東に集まったベ トナム人jT年のために､

政治訊顔 クラスを開き､横網紙 r百年Jを発行し､ l革命の道Jというテキストを著した

そこで彼は民族革命と世界革命の二段階長命蓋を放り､世界革命を 世界のどんな国の

どんな場所であろうとも全ての農民､労働者がみな一つの家の兄弟のように丘いに適合し

て､世界の全ての洋本を倒し､との国､どの民であろうとt,幸福で､天下を大同にする

(NgtJyenAIQuor19771927]24)ことであるとした.また､ロノア革命の恵美を高く評価

し､ベトナム革命に成功するためには､マルクス･レ ニン主義に従い､第三インタ ナ

ショナルに類らIJ.-けれほならIiいとした｡
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このような同志会の活動は･他の民巌主義政党にも大きIi影書を与えた｡例えばベトナ

ム蛸 ゲティンの ｢鵬 会 は､1926年に同志会と嬢- た後､会名を Tベ トナム榊 同

志会] (グエン･7イ･クオックの rベトナム青年軸 同志会Jから 情 年｣を恥 たた

け)に妙 見防 食と世界革命の二紳 革命を目指す押領を採択した(GDuVerne■enLCe

neraldeL･Indochlne･ DLreCLioDdesAfrairesPollLlqUeeLdelaSBreLeGeneralI
933.12-13).また192畔 には新出革命党と改名し､ r大同世界民主軍釦 を主張する(Dan

gCo柁 Sa- INa-BanChapuanhTTunEUong1977167)C以後､新鮎 命覚はベ トナ

ム青年革命同志会と合同を損索する一方で-汝しい勢力争いを演じ､多くの党員をベ トナ

ム青年革命同志会に射 )れ九oLかし､ベ トナム岬 における民族主義政党の掛 こ桝 ､

)930*のベトナム共産党の結成に加わる三政党の-つ､インドシナ共産主集連盟の母体に

なる｡また､1927年にハノイで轄成されたベ トナム国民党もその網鰍 こ民族革命と世界革

命の二段階革命芸をとっていたが､この綱領はグエンから､新盛事命党経由で国民党にも

たらされたものであった｡ただし､国民党には大衆の支持基盤が欠けていた(HuynhI982:

92-93)｡

ベトナム1･押 革命同志会や新政革命党は-エ軌 学扱 農村に浸透して大衆紙轍を作り

その主張を広めていった｡192畔 にはベ トナム青年革命同志会の脚 下にある広民会が轄

成され､150名の会ji故を数えた(Huynh1982･112)O

このような大衆を組依しようとする運動方法は､193畔 2月に結成された共産党にも引

き#.かれてい く｡L930年4月から10月の掛こ400の良民デモが行われ､31万4L3ilの参加

者があったとする報告t)ある(lluynh1982:lL2)｡メーデーに合わせた共産党によるデモの

呼びかけに応えてのことであった｡矧 こ中離ゲティン地方では､当初のデモンストレ シ

jンや訪鹿行動の枠を越え､次掛 こ実力行使を伴って､それぞれの村の抱えている問題 (

不当に占襖された入会地や公田の回収など)を解決するようになった｡1930年9nに入る

と､里良か遠亡して､共産党指軒下の農会が自治を行うようになった｡いわゆるケティン

･ソヴィエト連動である.これらの村々では､公田の回帆 迷信 ･宵俗の廃止､n字連動

男女平等､′ト作料の強免などが実施されるようになった｡こうした農村日掛 ま､フランス

の帝tfによってrpi機する31年綾､拝まで掛 ＼た｡

共産主点は､広丘にと,て惨めさ､抑圧､搾取からの解放を､また草創 ま畔に抽象的な

ナショナル11日由ではなく､ト分な食剛 バあり､尊厳をもって生きることを念珠した(lIuy

t)h1982:102-)03).
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ただし､これらの共産主よ連動の没運は地域Iこよって差かあり､一様ではない｡北容で

はま工河デJL,タの下範タイビン､ニンビン､ナムディンの諮省一中部のタインホ7､ゲ7ン

-ティン､ク7ンビン､クアンチ､クアンガイークアンティンの措省で影■が大きかった

(Hurt)A1982:104)｡またさらに言えば､同L=省でもむらごとに制削ま異なると言えるであ

ろう｡実転ヴィェムサーでは､共藍主義連動の影書は1930年代後半まであらわれない｡

次埠では､調査村ヴィェムサーの坂略を述べる｡

第四野 粥査村及びバクこン地方の鼓略

1 むらへのアクセス柑l

筆者が調査村として選んだのは､′くクこン省 (1963年4月 】ロから1996年12n31日まで

はハバック省LT)rthHaBac]であったので､本芸文では時期によって使い分けている)イ

エンフォン県ホアロン杜rL/ィエムサ-村(丁目1hBacNlnh.fluyenYenPho叩.XaHodLong

.ThonVle工】Xa)であり､紅河デルタ中にある｡紅河デルタは､虐高10メートルから0.3

メートルはどの広大な沖故平地である｡同村は首都ハノイから鹿北に35km､古都バクニン

市から北へ約 5kJlの取離にある｡ハノイからは中越国境へと向かうl弧 )A苛税をバクニン

市まで走り､市の入口にあるバクこン教会を右手に見なから､左手に折れ､鉄道の騰切を

渡り､バクニン市からイエンフォン県の都を向かう省道に入る｡√iか敷きつめられている

が､7スファルト舗勤 まされていないこの道を､街並みが途bUれるまで起り､木工所のあ

る三つ角でー田の間の畦辺に入る｡この道は蛙紡-出る近道だが､雨が降っf:ときには､

ブレーキをかけると棟桁りするので自転車では連れない｡この道を赦キロ行くあいだにも

むらの事を二つ瓦過する 手前にあるのは､トウォンドンという中国からの移住者のむら

で､事の中には由緒ある碑文かあるが､なぜか未だ写掛こ写せた者はいないという｡二つ

白の辛が右手に見える頃には､ポンプ .ステ ションと堤防にたとり着く 堤防上のR!(

これも態装されていない)を少し走れば､すぐに竹で作られた.-j7リエ (道断横)を通ja

L､ホアロン社の最初のむらス7ン･rl/ィェン (樹封)である ryアリエは通過づる並か

ら通行料を徴収するためのものであろうが､速断横が下りているのt,､竹で作られた.詰所

といっても簡単なべyトたが に ｢防衛(baove) が詰めているのも､はとんと見かけ

ないのはなぜだろう 迫は堤防を外れ､坂道を下り､市場とfj:る三つ角を退き (ウィJム

サ のむらひとt)ここで野菜を･I:ち)､スアン･アイ (春琵)､I/7･カム 架敢)とtJ
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らを過ぎていき､どん詰まりがryィエムサーである｡左手に r山｣ (美顔は丘)が見える

そのふもとには､ベトナム特有の女神である聖母神のやしろ (デン【den])と､本風前

の井戸があり､これかむらの入口である〇本段前のスラブ建ての建軌 まr安定所｣で､tn

晋でむらの外で死んだ連体は.むらの中に入れないので､ここで葬儀を行うのである｡安

置所はまた 休畝所 とも呼はれ､むらの中から出てきた葬列は義正 (一次葬基地)へ向

かう前に､必ずこの安ZZ薪の前で小休止する｡ r死者と生者がともに憩う場所である｣と

は､むらのある老人の言糞である｡

LIJJのふもとにも繁が密集して建っているか､ここは1970年代以降に開かれた､いわ

ば新開地であり､むらの下位単虹であるソムとは呼ばれない｡ソムは現在合作社の生産隊

となっているが､希世j削まここに家を娃てる前に所尻していたソム (生産隊)に属する｡

聖母のデンを過ぎると､すぐ目の前左手に寺が見える.右手は地と芝生で覆われた広場､

池､そして事である｡串はむらの守護神を配る､むらの信Pt)生活の中心であり､革はまた

瓜実合作社の大会や保ガ会 (老人会)の穣会が捌かれる場所である｡革をflん中にして左

右すfj:わち東西に､熊村形態でむらの家々が建っている｡むらのメインストリートとなる

コンクリ舗装の道は東西南北に走り､そこから南北に路地(ngo)が何木も出ている｡路地

は転2メートルも撫く､各家の門はその路地に対して開く形でつけられているが､ふだ/V

は戸は閉じられており､壁心馬く､中を覗き込むことはできない｡しかし､家屋どうLは

密果して建っており､禁U)北側u)壁が､す1J.わち隣接する屋放地とo)境であP)､そV)噂に

ついている小窓を日掛ナれば､北陳の中庭は丸見えで､プライヴァシ-を保ちにくい01970

年代後半から80年代前半の従前的苦境の時代に､隣家に肉を食べていることを知られない

ように､包丁ではなく､はさみで内を切って昔か出ないようにしたという話があるほどだ

つきやすい カウ河はむらの北側を煎れ､これを越えれば､バクサン省ヒエップホ7仁と､

ヴィェットイエノ県であるo

m_むらの伽

ヴィェムサ むらは､上述の通り､行政単比としての付 くthon)と一致する｡)9115年以

前はひとっのd:(xa)であった.｢娘にむら(lang)はE三高 ･耕地 .宗教施設などから柵蚊さ

れ･城陛Mlの信仰臥 給梱圏ともなっており､官族や親族とともに､社会生活の基本的な

単位をなしている機会か卑し､.特に､バク-ン地方は､領域的には村-合作牡 1915年以
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前の社である場合か多く､】945年以降､本来国家の正式な行政単位でなかった村に､村長

を置くところが全村の2割 (古田 1996b･161)に及び､行政単位としての村と人々の生活

圏であるところのむらの領域も一致する｡同じ紅河デルタでも､デルタ下寺のナムディン

省コ･/クタイン合作社と旧首穀杜のように､合作杜と現在の杜､1945年以前の社かかなり

ずれてしまっている所もあり､そういう所に比べると､人々にとってのむらはかなりはっ

きりとした境界を持って存在していると言える｡ひとびとは､むらに生まれ,むらに住み

むらの耕地を耕しーむらぴとと捨栃し､むらの雌 神を拝み､同しむらの者とそれ以外を

区別し､後者には誉戒感すら抱くことかある｡

現在の村の人口は約3,100人 (700戸)であるが､現役の国菜公務且､公共企兼柵 旦

軍人､教員などは､村内に居住していてら戸籍(hokhau)が村に無い｡その場合､丘井合

作とL員とはならないので､1992年の勝地交付を受けなかったし､合作社幹部の選挙 ･披選

挙権が無い｡しかし､夫が公務月で単身赴任､あるいはむらから亜勤していても､女や子

は合作社員として耕地交付を受けている場合が多いから､合作社や村の行政と全く胸わら

ないむら内居住者はいないと言ってよい｡

合作社鼻として耕地の交付を受けながら､自分で耕作せず貸貸して､商売を布兼にして

いるLLHI拝は､合作iLが把撮しているのは剃 E4戸だが､実際はあと敷戸はある可能性もあ

るoLかし､稲作を中心とする艮菜がむらの主要な生業であるoその他に美東､養豚､Jt

T_､豚の仲H､小商い､稚気償理､煉瓦作り (農作物への煙.Bのため､1997年旧柄の大晦

日を最後に禁止)､建設労■者などの副菜を富んで現金猟 等を削旨うのか普通である.し

かし､第一節で述べた インコ ポレ ション型 戦略の説明でも述べたように､それは

あくまで主発としての農濃への斑木と労働の投下を妨げない程度にしか許容しない 合作

社の報告では､村内人口のBOOoが点薬に携わり､商業など他の藍井に従叩するのは200.に

すぎない｡また､商遜などである程度の収入をあげた者は､曹免税を凹菜に支払わfiけ九

はならないが､ヴィエムサーでは､宮薬税を国家に納入し11ければならないはとの#.宮規

模が大きい世帯は数十戸というから､全世帯のLO%前後でしかない 次に主要な産裳であ

る農菜について述べる｡

皿 農薬

①稲作

稲作は壬に二務 (妨【vujは収穫期のこと)､すfiわち二期作､冬春作 け エム作)と
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圭から秋にかけての作 (ム7作)が行われている｡1945*以前は一柳 )Pt地が多かった

が､価 仲 代の水路建乱 土地改良で二鍬Dbt地が増えた｡国家の定めた土地等激と期

作のBg係､面軌ま以下のjBり. " I

-等地 福二凍(21ua)､野菜一番 (1Lau)頑張れば二番 捨面軌841824J

二等地 席二番､野菜一帯､捨面軌98.381Ⅰ才

三等地 福一番､野菜一番ー捻面軌88462･相

田等地 稲-務､稔面破191.408EJ

玉等地 社員には交付されておらず､入手雌 (第6章で拝述)として耕作されてい

る｡絵面琉196,6936

六等地 苗代用または､稲一番､野菜-務､放面税206･828nf

七等地 苗代用､絵面接194,229d

計1360,825d

28,690uT

粗面坊 L332.135tJtT)

taI冬春作 (vuchlet)

冬膚作早壌米(xuansol)のDT10､DT13､x21掛 ま､95-恥年は櫛陸を11月151

20日 (九月二十三日 二 卜八日)､96197年は11月20130日 (十月 卜日一卜月二十日

)に､移植を95-%年はL月15口 30口､96-97年は1月25-2月 lElに行うことか

合作杜の丘●Ii僧に表示された｡

C70､C7l､CR203等の通常の冬春作品種(xuanchinhvu)は､播種が95 舗年は

11月20 30日､9697科ま12月 1-10Bに､移植を95-96年には L月30-2J120EI､

9697年には2)15日-2月2B日に行うこととされた.農民の知議では.括掛 ま冬至

を避け､移植は立木 (2月4口)の前後一週間に行うのか良いとされる｡収掛 ま､気

候が温かければ100日後､寒けれは120u後である｡

虐作速水(xuatH[uOn)の夕 77･ザオ5(〔TapGlaO51中国唖)､VR11は､播種

が9596年はl月20 30El､96 97年は2月1 2月10日､移駐が9596年は2月中

に､96 tJ7年は3月10円前に終えることとされたE.

20

(b)ムア作 (vu)ua)

合作杜の脚 席によれば､1淋 年のムア作はCR203や中国掛ま6月5 6別0日に

播種､6月20-7jnOEl拶胤 主要品種であるCR203は115130日で収穫ー

CR203･もち米は6月1016月20日播凄､7月10-20日移軌

モック･トゥエン(uocTuyen ｡140-150El)､パオ･タイ(BaoThal′Z40150

Ej) (ともに中国種)､x22､6月10-6月20日播種,7月1030日持仏

タム･ソ7ン(TaJhah)は6月10日前に播種､7月20日前に移植｡

′くオ･タイ､モック･トウエンlま6月2517月15tヨ播種､8月20El以前に移払

lc)夏秩作(vuheth】)

ヴィェムサーでは1960年代の水路建設以前に行われたが､現在は､生産経費に反収

が引き合わないので､通常行われない｡

平均反収等に付いては､第5牽 r生存絵持の倫理 】 農薬合作祉｣で触れる｡

②野菜

a) トウモロコシ(ngo)｡A14月と9月20日-12月｡L996 97年の冬作では､激増

面掛ま46マウ(1"duニ3600DI)､平均反収はサオ当たり(】sao360nT)765kg､収穫領
は35,222kg(合作杜入会用告｡1997年5月｡以下同様)｡

β)ジ十ガイモ(khoa,Lay)は年二務｡一務は75日.9月-り紬､主で､2月以降は

少しだけ.合作杜大会報告 (1997年5月)によると､最初の投幣に15-20万 ドン 日 米

ドル三日.000ドン)かかると言われており､その割に売値が安定しない (期の初めはキ

ロl･8002,000ドン､JF-ct後は80011.200ドン)ので､二期作面前の200DLか生産されな

いC栽培面接2lTウ2サオ､平均反収は塀換井でサオ170kg､収穫丑は36,040kg.

7)サツマイモ(khoaHang)は901100日｡9-11月､食いときはll I2月に繊える｡

投別 削ま少ないか､反帆 ま低い｡食用､養豚の飼料用､吸,J:用として刑現される.併作

面拓は､49マウ4サオ11トウオック(1Lhuoc三24【J) 平均反収は籾換井でサオ75k80収

穫最37.100kg

e)味噌用豆(dauLuong.I Ll月｡

野勤 ま他にキャベツ(bapcaり ､コ-ルラビ(suhao)､空L項 (サウムオンIra=uong
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】)､トマト(cachua)､ねぎ(hanh)などがよく作られるが､ニンニク (loi)11どの珊 価

値の高い野熟 L 班本不足であま｡作られてい- という｡その中で､投資が少なくて済

み市制 山砂 安定しているのは･いんげん豆(daulo昭 Chau)で･サオあた｡の収入は70

80万ドンになるという

農業は他に衰栽培 ･養紗 あるが､これについては､諦5章､農薬合作社の入札契約の

項で触れたい ｡

筆者は以上のよう11桝 を持つヴィエムサー村で-1996年2月から1997年6月まで刃重

を行った.ただし､現在のベトナムでlま馴 化 して､村落での外臥 の住み込みが許可さ

れていないので､筆者は5仙生れたバクニン市から､鍬 こむらに向かい､夕方に描るとい

う通いの調査を行った｡

以上で序謡的説明を終え､次帝以下で本卦 こ入っていく｡第1車では､序未読3蔀のベ

トナムの植民地化を受けて､抵民地時代のryイエムサー (炎舎)社の政治 ･経済 ･社会に

っいて述へる｡誘2帝では､植民地からの独立をもたらした民族革命である八月革命と抗
仏臥 r反対軌 芯命の+.地改且 社会主巌化である農業果酎 ヒ(農薬合作祉設立)で､

ヴィエムサ-の村落構造がどのように変わったかについて述べる｡第3輩以下は､現在の

ヴィエムサーである｡すIiわち序論第1節で述べたインコーポレ-ション型の戦略を取り

成即 噸互に依存し､コ-ポレート城 田を形成する家族を第3輩で-親族を馴 顎で扱

ぅ.第5費では段数合作払 第6輩では保有金 (老人会)という､むら全体の崩餅で､成

且の生存維持を阿ることを目的として運営され･むらの建設に重要+1役割をEtたしている

二人組鰍 こついて分析する｡第76-は括宅として､①抵民地肋から現在に至かブイエムサ

-の村落櫛宜の変化､②ベトナム北部村落社会の組扱原理について､発着の見解を示す｡

注)

(1)TheJournaloIAs.anStud.es(vol42;4 1983)I

(2)注(1)の各遥B･(keyes,Brocheux)､1tjlyクと′1'リー(m ckAParryI989)Iiどは

そうした立切を取っている

(3)ただし､hJレドは頓繁に売口されたくMurraY1980=523)というから､植民地当跡 こよ

る人丁の把握t>完全ではなかった

(4)蛤はtLの上の子碑 単比で､正iilRはその長ということになるか､次奇でも述べるよう
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に､仏領期には金鼓でその位をEうことが｢投化していたようである｡

(5)社(h)､村(thou)はEgまによって設定された行政単位である｡しかし王朝時代から､

社や村は､戚格な成員鹿や独自の規約である r特約(huo叱 UOC)Iを持ち､村落共有田で

ある公田を自らの手で分治し､社の守差押である脚 (lhaDhhoaDg)を飯だする象だ腰

と､村内婿を規範として村外蛎を規制する棚 野を共にする竪凶Ii団結を維持していた`

つまり社 ･村は耕地と11拓をともにし､信仰 ･捨場の範囲である点で､その成且にとって

の生活観であった｡このような俵域を､行政単位である社 ･村とは別に､人々は むら (

IaDg)｣という言葉で呼んだ｡そこに蕃らす人々も､また rむらぴと｣として､共同体的

意義を持っていたのである｡1945年以前は､社の長である里長も､むちびとの中から選ば

れ､さらに実質的な推力は､むらの有力者居からなる書El会同(hotdongkyLUG)が撮っ

ていた｡19L15年の八月革命後､こうした吉E]届を解体するために社の統合か行われたか､

かつての社の範閏は､依然として信仰圏､婚姻願であり掛 ナた｡本芸文では､行政中位と

しての祉 ･村と､人々に怠讃されている生活圏としての rむら｣を使い分けて記述する｡

(6)1994年作成のヴィエムサー点薬合作社作成の r総合耕地簿Jによるが､その後､法維

改定で六等級までに､段階分けが変わった｡

(7)ハバック省指示275号決定により､堤防建設のために耕地から収用された面切かある

ので､その分を引いたものが､現在の絶排地面概である｡収用両叫の内訳は､一等地15.5

75Df､六等地13,116Jである｡



第1章 1945年八月革命以前のヴィエムサ (炎合)社

はしめに

本草でlまー糊 5年の八月革命以前のヴィエムサ 村 (当時l比 亭省叡 山府武江県針渓始

炎全社)の状況を述べる｡炎舎社は･トンキン理事長首府が酌 ､れた-ノイから束北に35

h､北寧省の省布北草から北に約5k■､カウT･l沿いにある｡ベ トナム村削 叢語名とノム

(チュノム)の二つの名を持つか･炎舎社のノム名をジェム(Dle■)という｡tH

l9-20世尼に書かれた風土記の帯を見ても､炎舎杜に関してくま何の書己述もなく･どこと

いって特徴の/iいむらであったらしいotl〉このことは反抵見地主義･民族主乱 共産主

義運動にか ても同様で､.,ィエムサーの名は､ ハ ′くック (現バクニン)省の共産党史に

も出てこない｡

しかしヴィエムサ を現在､全国的に (或いは世界的に)有名にしているものがある｡

それはまず亭 (むらごとにあり､城陸神を配り､集会場を兼ねる)である｡梁に ｢正和拾

参年睦月弐拾五日良時上軌 ､前条 (前庭)のカイフォン (carphuong-線番を供える石

柱)に ｢新進正和拾式年臨平間捌月□ (一字不明)日｣と刻まれていており､それぞれ西

胤 693､t692年にあたる.この巧はその彫刻が特徴有るものとされ､独立以後の地組 こb

紹介されている(TyVa"JLOaXuaLBan-tlaBac197365-73)｡有名なディン･パン(Dl山一

8allg)村の･T･と鵡んで､バクニン地方で三rBに入る亭であるとも言う｡辛は現JEもベ トナ

ム政府の r歴史遺跡(dILIChLIChsu)Jに指定されている｡

さらにもうひとつ､炎令社はバクこン地方独特のクアンホ民謡を伝える48力付 (49カ村

軌 にもそのことは記されている(Courou19361504)｡ rLu-界的に｣と言ったのは､その

ことである｡

さて本章では､まずL945年以前の生澄 ･土地所有状況を概観し､村諸の政治生活､社会

生活を年齢階梯制と地位薮は註争(sLalusco叩etltion)桝 という観点から分析づる｡そ

の過程で､むらの政治制度や社会生活にも触れるE,

誘 一節 生叉 .上地所有状況

l一札EH L地所Tfの宥軸性と輿rt)･偏在
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紅河デルタ (ブ ル の言うトンキン-デルタ)の中絶齢こあるバクニン地方は､稲作を

主要な生業とする急発地帯である｡

炎舎杜の玩朝時代の地簿は､現在ハノイの国家資料舷第-局に保存されていると考えら

れるが､閲見は許可されていない｡また､仏領期の地溝 (1930年代後､紬､ら45年までのも

)はやはり第一局に鼓されているが完全ではなく,その利用に制限があり､1945年以前の

土地所有状況についてその全貌をつかむことができない｡H)

ただ､むらぴとの回想から,当時むら全体で500-6007ウ (1マウニ3.6001才)はどの

耕地があり､その約半分が公田であったこと､また土地改革勤(1955-1956年)に地主 ･盲

点と分類された土地所有者の所有状況を知ることはできる｡

またグ ルー(Gourou1936:360)による､北軍省の5村の土地所有状況によれば､2,17

9人の丁数 (18歳から60歳までの人頭税納入者)中､33_7%が土地無しである (滋1)｡

ただし､土地無し丁数の割合は､ラックトのように全丁数の47%に連するところもあれば

ギアチ-のように13%にしかいないところもあり､偏差が大きい｡

また､女性を含むL672人の土地所有者数のうち､3マウ以下の土地所有者は全体の9l

.3%を占めている｡つまり､圧倒的大多数が自給できなかったか､自給ぎりぎりであった

ことがわかるoこのような零細土地所有者は､自己の所Tfする零細な上地を駄作する一方

で他の土地所有者の′J､作人になったり､手1二光や物売り､荷物担ぎなどで収入を揃わなけ

ればfj:らなかったし､土地なし胤 ま､小作人や皮装労働者として地主に依存しなければな

らなかった｡

具合社の革命前の土地所有状況はどのようなものであっただろうか｡むらぴとの何憩に

よれば､土地改革初期の1955咋段階で､地主と階級分現 (1956年に修正)された人々の土

地所有状況は (表2)の通りである｡所有面積は､一人の土地所有者についてb､鮫政の

むらぴとの言己憶が一致しないことがあるので､その平均値を計算上の仮の所有両村とした

｡その上でグールー(CourouI940)やデュモン(I)u恥E]11936:348)に依拠して､点繁期に

定期的に雇用労働を必要とするのは､5マウ程度の土地所有者であるという菊池(1978:61

)の説を採用して､5マウ以上の所有者を_上層良民と見なし,仮所有面接の蜘 】を求める

(それ以下の両横所有者[表中の⑤､⑥､⑨､⑬]は除外する)｡く5'さらに地籍に記さ

れている村外地主 1人 (人頭税をイエンマン社で納め､炎舎社に側室[voLeを持ってい

た)の､1942年当時の発令杜での所有面耕6マウを加え､tB'土地所有Gの仮所七一血芯の

軸を私田の推定捨面獄(250-3007ウ)で割る｡一万､5マウ以上の世常故を上地改,箪期の25



推定世常軒別Jく7-で割る.

ここから､生旦主上 立 止 地改革棚 に地主と頒 されなかった5マウ以上の土地所有

者がいた可能性が牌 ではないので)全世静の- か､全耕地の22･7-27･2%の捌 ほ 所

有していたという､耕地の如 】がわかる｡また､鼻薬だけでは自給できない柳 】土地所有

層 ･土地無し居の存在をうかがわせる｡実庶･むらぴとの回想によれば土地改革以前に r

十分食べられた(duan)のは- ｣であり､それ以外l蛸 々な手段で生計を掛 つIiけれ

ばならなかったという｡

2.公田及び村落共有地

公田は全耕地の約半分､250300マウ程度あったと推定される016歳で入村 (vaolan8

後述)した93子にまず2サオ (lサオ-360Ef)分姶され 年齢があがるにつれて､両

脚 t,9しずつ増えていった.この他に里長､革の守り､管社に与えられる公田や､むらか

ら出た兵丁への兵田があり､これらは面芯 (里長､串守りについては後述)､等扱 く兵田

は一等EE)において一般に分拾される r宮田供給(quandlenCungCap)｣よりも条件が良

かった｡通常の公田はむらの北威力､ら東に広がる低湿地であり､一期作で反収も低く･二

等田､三等u]であった.前述したように､分絵を行うのは国家では11く､むら (それも畠

目や里長Iiどの有力省)であり､割換えも国家艶定とは異なり､毎年行われることになっ

ていた｡

また役肘 を除いては､反収も悪い敷サオが与えられるに過ぎず､苓如上地所古層や+一

地無し屈には生む維持を保証するものとはなり得なかった｡このため､多くの零細土地所

有居や土地無し続､病盛者､凸威具や水牛を所有していない者は､分治された公田を期肘

付きで売りに出し(典:.七)､小作人になるか､農芙労ib者などの賃労辞に出た｡公田の売

却柘格はサオあたり年3ドンほどであった ただし､むらぴとの回想では､典尤鵜IiUは )

3年だったというから､お腹えがむらの規定通りに侮年行われていたわけではIiく-購

入者 (実転には中規段上地所有者以上であったろう)に一時的に占有される状況かあった

このように公田は､むらの正式な成員である成人男性に年齢階梯原理に基ついて分治さ

れるt,のである｡この条件を溝たす取りでは､年さかこ従って平等に分拾される また､排

他の全てが私附である状況と対比すれば､炎全社の公田維持の行為は､何らかの公共恵良

を見ることができると自えよう｡しかし､その平等､または公共恵譲は､スコット(Scou
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1976‥43)が考えたようにBt者や寡婦､瓜児救済の概念は持っていなかった｡

但し2Otg掛 こいたっても老人 ･孤児･湖 に対する公田支給のtF君を持った村石は存在

した (桜井 1987:137;230)｡また詞態十八(1865)年には､社村民や公fflの収穫の一番を納

めさせて･村落の公共の倉に貯法する ｢農倉｣が初めて成定され(NeuyenSIGiac1993[

∩??,]=2122)6)､乗鞍に特約でその設立や､囚作 ･飢億 ･疫病流行時に､陶窮者を抑

する T公議(co皿g爪ghia))の目的のために使うことを及定したH蕗も存在した(PhanKe8

Lnh1990日915]･178-181) ｡ベ トナム北取 こ､弱者政所の牡念を含む生存投持生理が全

く欠如していたわけではなかった｡

公田の他に､むら(胡臓 の村落共有地を所有していた｡そのひとつは､后田(hau)であ

る｡これは･死後自分をだってくれる子孫がいない者や､特に信仰亡､の厚い者が死後の桑

だと引換えに､革や寺にR]を谷付するものであった｡炎舎社では､この后田はむらの地掠

粗雑であるソムが管理していた｡ソムは､毎年寄託者の忌El無能を行うことと､1ドンを

納めることを条件に､ソム内の甲(gtap)の成人男子に分治した｡例えば､ソム .ドン(…

dons)では､30人に9トオウックから1サオが分治されていた｡后田の管理簿があり､甲

の書記である ｢文官(vanthu)Jがこれを持ち､忌Elの前別こ､卿 三者に祭記を行うよう

に伝えに来た｡祭記を行わないと2ハオの罰金 (後述するように､男性の良薬労働薪の平

常時の日当は1ハオから1.5ハオ)を耽られた｡また后EFとは別に､むらの寺のITr有地で

ある寺田があった｡

3_小作人 ･長井労働者及びその他の貸方働

前述のように､公田は､それだけで零細土地所有眉や土地なし居のJI=_存推特を保証する

bのではJj:く､これらの届は公EElを期限付きで･,売りにだし､小作人にflるか､良男労働者

その他の貨労軌 こ出た 南Sのプランテーションに書きに行った者もいた

一般に､ベ トナム北部の′ト作にはm ,J､作(Lodone)と分益′J､作(lore)の二雁類があ

った(VleDKlnhTel968‥36-40)｡ブール-によれば､小作人は収穫のL/3-1/2を地主に

払いー不作のとき地上は′ト作料の榊 に応しろという(Gourou1936377)｡炎全社でt,､

了か情は同様であった.すftL'わち､当時の反収はサオ当たり祝60100kgで､小作料は20 50

kgであったという また水IfLの貢貨科は37ウで軌 00kgか細Jaで､数時間幣位(Jbuol)

で借りても､概数 卜kgを破られたoLかしむらひとの回想では､隣比に比べて矢倉社では

小作人そのものは多くなく,ほとんとが小作人よりも不安定な良港労tb者や貸方鰍 こ従1,
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した｡その理由は､G)地主が供給するのは土地だけでJ B科､家畜､朝 は小作人が用意

せねばfLらなかったこと､②5bLかlれていない省射 畔 に火薬工場や紙 工郎 どか

ぁったことや､カウ河を挟んTCjヒ軌 こね芸や葡作りで有名な上河 (ト ハThoHa)社など

があり､膜 以外の現金収入者得の手段に･比較的鹿まれていたことによるものであろう

ただし､成金が多いことは必ずしも生活の安定をt)1=らさなかった｡工墳労tb･働き

か悪いと判断されるとすぐクt･になり･そうなればすぐ次の仕事を疎さねばならIiかった

現在､貴方*に就いていた老人たちか当時を回想して､異口同音に言うのは rできるこ

とは何でもやったJということである｡日hiいの者は-仕苛が終わるとむらの辛の齢 こあ

る市場で､米をポ-(Lb0-400官)ごとにHった｡農薬労曲者の日給lま1ハオ (10スー)か
ら15ス で､10ス なら8ポー(3･2kg)の米が買えたれ 夫婦二人子供四人なら日に9ポ

ーの米が必輩であったというから食べるにはギリギlJであった｡t暮)火薬工掛 ま更に安く

月給が 1ドン (-10ハオ-100ス )El割にすると3-4スーで､米は2-3ポー(800g-

1.2kg)fZえるだけであった.

良策労働者には､日掛 ､､月掛 ､のはか､年雇いがあった｡年雇いは家族同然の扱いを

受け､しばしば世代を越えて一人の地主に奉ftした(Courou1936375)o炎舎社では､年

軌 ､は貸金わずか1ドンで､服二-2i(一着3ハオ)と三度の食市がついた｡この金甲がつ

くことで､和 弘､の労働者として雇われることは rとても嬉しかったJという｡まf=､炎

舎杜ではこのような場合は､地上のコンヌオイ (connuol-養子の一種)となることがあ

った｡

(事例)グエン-ヴ7ン･ズオンは､20歳ごろに父が亡くなったため､グエンIryアン

･ヴィエソトのコンヌオイとなり､ヴィエットの家で農作業に従事した`ズオンは結婚

し三人の息子をもうけたが､1942年に死亡したため､その三人の息子はヴィエットの実

子であるティンのコンプオイとなった｡三人はティンの家に住み込み､食事をし･造作

菜をした｡ティンはコンヌオイに対して ｢実の劫のように臥 し､上地を買って家を瑳

ててやり､結婚のLtl話をし､生計(laJlan)をたてる道を教えた｡

このようにズオン父7-は､二代に凍って､同一の地主のコンヌオイとして.佳7>込みで

働いた.養親は衣 ･食 ･任から､繁を建てたり､婚地､生計の道に至るまで面倒を見た.

失会社ではbうーっ､コン7オイか遺産として､凄艶か扱放所有していた家屋敷のうちの
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一一つを相排した例がある｡

しかし､このJ:うな幼合のコンヌオイは､その境遇に同付した 竹軌 から出たbので

あるとはいえ､吊子として財産栂麓や祖先崇拝の地位集束を目的とするものではなく､軍

人としての駐屯先で､主に食苛の面顔を見てもらうが､除隊すれば放拝に掠り､その後は

主に棚 や葬式に捺して､掛 こ牡ずる形で参加するというような関操でもなく､あくまで

労働力鍾保としてのコン7オイであったことを忘れてはならない

その証恥 こ､先の琳例で言うなら､地主ヴィェットの実子ティンは北事の仏虐倒女に適

い･当時のむらの水準としてはかなり高いレベルの教育を受け､その実子ト7ンbI954年

のジュネーヴ協定以前に北等救会が開いた学校に適っていたのに対し､コンヌオイである

ズオンとその三人の息子は､教育を受ける棟会がほとんどなかった｡実だ､労働力として

のコンヌオイであった人々は､養親の家族に対してアンヴィバレントfJ.-感情を持っている

｡｢敗に養親の実子たちは､自分の親がコンヌオイを育て､婚姻や家の世話をしたことを

誇りに思い､コンヌオイに対して最速感を持ち､彼らのことを ｢実の女鹿｣r臼分の./ン

ホの~fi｣と述べるのに対し､コンヌオイの側は､自分からはコンヌオイであったことを

筆者には言わないし､麓掛こ感謝の念を持ち､養親の実子たちと括桁式や恭式､または桂

済的な互助関係を維持しながら､養親のゾンホの一員とはけして放ってはいない｡

さらに､女性の労働力が家計の捕矧 こ貢献していたO農作兼においては､防沫から本附

への移胤 ま､主に女性によって行われ､一日に4-5スー (食事付き)か､8ス (食邪

なし)を稼いだ(TruoDgAVo1974【1937]二29)｡土河で荷担ぎに雇われる女性もいた｡

しかし､女性の才党が発も発揮されるのは物売り､小商いの領域であった｡泊まりがけ

で20激辛ロ疑れたバクサンや､鉄弟に乗って30キロ焦れたハ/イまで商売に行く女性もい

た｡後者は他に崇やタニシを捕まえて売った｡ある老女は､こうして貯めた金で家族を養

い､亡夫 (死別｡彼女は再抵)の父の葬式まで出したのか自慢である｡

こうして､零細土地所7i省や上地無し届はさまざな手段で安計を維持しようとしたか､

生存維持も建しい貧困や､冠婚葬祭への出費や買官 ･質せ (後述)､小作料を人両税 ･地

租を払うためなどの理由から､高利賃し (しばしば地主が高利度しを.Kねた)から借金し

て債聴亀遠に略り､軸 Jri土地を失ったり､高利を返すために無報鮒で触かねはILL･らない

という良吊的な地蛙に還かれることか多かったくCourou1936=379)

以上1945年以前の生遜､i地所有状況､捉済について述べてきた 少款の上層点民に上

地が集中し､零細土地所も眉や上地無し暦は､小作人､虚空労琳古や手工乗付の下缶きゃ
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紳 担ぎ.工塔芳書者- の不安定畑 作柵 で家計を掛 ､ながら､その日その日をしの

いでいた｡一方で､上中層良民にとって､土地を菓恭し･が 的に上昇することは､単な

る提卵 的 蒙昧以上のものを持っていた｡村の朗 ､での政治的 ･社会眺 上昇が､軽か J

を前提としていたからである｡次郎 1降では･その地位麓得をめぐる妊争と､それと併存

する形でtIらの脚 を作｡だしていた､輔 柳 原理について述べる｡なお叙述上の称合

で､後者を先に述べる.

第二や 年齢階梯制

194坪 以前のベト族村落については､デュムウティエ(Du恥山IerL907306-310)によっ

て､村落内の粧力のありようが朝廷の与えた官峨 ･品掛 こよって決定されるタイプ (いわ

ゆる王軌 uongLuo射 )と､年掛 こよって決定されるタイプ (天敵 hlenLuo肘 )がある

ことが指括されている｡くれ

こうしたむらの中での搬力のありようの逢いは､亭(dinh)(城脚 を祭り､むらの狐会

協も誰ねる､むらのソンポル的王陳 物)における祭礼や宴会の席次(ngoILわu)に表象され

ることも､多くの旨者によって言放されてきた(肘 arDey19931061107･124127など)｡

すなわち王蔚村においては現職 .非現収を問わず､朝廷から官職 ･品級をLiえられたり

村の役Blこついた者が肺次の上位を占めるのに対し､天患村ではむらぴとの且713位にある

トウチー(lhuch.) ".,の地位や席次は年掛 こよるものであり､老人に権力が与えられる

とされ､年齢階層ごとに結次と役割が定められていた(DuJKMl.erl907‥306)o u ‖こうし

た天農村の成人男性先団のあり方は人類学でいう､年齢階梯畑 であると考えられる｡

一方こうした二分掛こ疑問をLa_したの-蛸 足(1992:L12-153)である｡叫尾は1g世だ後半

に二度にわたって投手されたハノイ近称の-村落の綻､いわゆる郷約の内容を検討するこ

とにより､むられ 年輪原理と朝廷に室付けを得た官職.品扱または学位による促成との

l凶で､席次やむらの秩序をめぐってバランスを取ろうと跡Clする過程を明らかにした｡

本節ではこうした先行研究の成果を鉱車しつつ､席次の点から見るとはは天蔚村であり

デュムウティエが指括したように､年齢階梯尻澗!によって権力が与えられるという特汝か

見られる一方で､席次以外の局面でむちびとか､権力や地政獲得のための鼓争をくりひろ

げた灸合札の部例を不可ことにより､むらの牡鹿 .権力 ･地位が一元的に席次に収故しな
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いこと､年齢原理だけが村落生活を支配するのでなく､異なる原理が共存していたことを

明らかにする｡また時代は30年-ほどずれるか嶋足 (1992)の紹介した事例か､村落内の汝

辛 (漢字)居からなる斯文金が､村落生活全般において指導的役割を果していたのに対し

斯文が本来の食味を失い､こどもでも金鉄で入会賢格を得ることができたという別のタイ

プのむらがあったことを示す｡

本年では､まず Jで事における席次､甲(宜iap)､同年会の年齢階梯細 的な侍従を示し

た後､次帝では地㈱ 故争を澄明する前提として､1945年以前のむらの行政 ･政子台動座

を捷牧し､さらに炎舎杜のむらぴとを強く親刺し､むらに抵びつけていた成文規約である

いわゆる揮約(huonguoc.炎舎社での呼び名は r券｣)の内容を挽討する｡

] 年齢階梯封王国

1. むらの席次

炎舎社では旧暦八月､数えで16才になった男子が入村(vaolang｡vaoは入る､】angは

むらの恵昧)といって串に線番､酒､ビンロウ樹の実とキンマの丑を持っていき､城陛神

を拝んだ.またこの時､むらの名簿に記録され､以後公Eflを分治され､むらのLL-iliを割り

振られたり､革で行われる英会に参加できるようになった｡

宴会の席次は､炎会社でははは完全に年齢願であり､国家から与えられた官位 ･品搬 ･

学位や､村落内での役職､金銭で買った地位などで決定されるものではなか-･'た.つまり

村長たる正副里､吉日屑を構成する先紙､次紙､正金 (これらはいずれも止別里経験者で

あることが､その地位に就任する或いは地位を買う前提である)や正岳Il稔u711ども､自

己の年齢を飛び越えて古い席次につくことはできなかった.

席次は怨 (I)an)で区分される｡最高位は一番で､その中は6つのマム(tall)(円形の大食

)に分かれており､1マムi･Ll人で囲むEつまり-盤は24人である｡二五blgJtXに6マム

計24人で､以下三盆､四怨と抜く｡現在は取り払われているか､八月･Yl命以前の炎舎社の

亭内は､高床式 (saロ)になっていて一恵が廉t)高く､以下各車ごとに段差か付けられてい

た (宇内の各匁の配匙について11即 】を参府)｡

以上の四恵までが串内に座ることができ､官員 (quanvlen)と呼ばれた"7iの本火の恵

味を失って､高齢古層を指す古典にIiってしまっている点か興味探し､ 戊次かははirl齢佃

に1J:っているためにこのよう1J.語意の逸脱か起こったのであろうか 1日'また7iE以下は
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9･イハ(daLha=大下?)と呼ばれ 草の建物の外の前掛 L)ente｡ただし194弥 以前は

細 があったという)に座って宴会のごちそうを食べた｡入村した者なら誰でも紗 こ参

加することかできた.

官月たちの重要な脚 他 事やテンでの射 しを主催することである｡射 Lの初日に地

神を招く入庫(nhaptlCh)"A,､その後の正札(Lechlnh)､集札の最後に行われる出舶

uaLLlch)( W )eLa)などテー(te一&)"iの掛 こ､官員は黒や市(郎 齢のク･ト

ゥォンcuthuonglは )の手LJIEに身を包み､冠を被り､革の条軌 こ掛畑 をし､乱文の祭

文を読んだ｡具上か灸文を読み､匹柱と呼ばれる長勧 噺 りを掛 1る役E)を負った｡-盤

から三並までは､ r72人の翁(bay-UOLhalO叱)｣と呼ばれ 官員の中でも舟下位の田並

と郎 TJLて考えられていた○後述するように､一発から三盤までの中から一人ずつ 博 役

(kydlCh)｣が運出され･昏役は官軍の応接 (後述する推約の②粂)､兵丁選出のための
名簿作り (⑤粂)､公節 ･会合への参加益務 (⑳粂)など､一定の公掛 こ携わった｡

また蝿 は祭礼の準備などの実務を指揮する役割を負うはか､旧居三月三Elに村のデン

･クン(･6-にある井戸i･汝うという諒重な票数的行事を担当することになっていたotlT)

また官員は､むらぴとの恭式に招かれてテーをした｡これに対し死者の過族ば組 らに r

分Jとして水牛や豚の内､-ム(gio)を贈らなければならなかったD一方､低年齢膚は無

礼の時に臥 太臥 神典(kleU)､日除けの傘 (Lan)を担ぐ仕事をした く但し後述するよう

に､金銭でそれを免除してもらう方法があった)｡

さらに公田は､里良､兵丁､TJ守fiどの役壮者を除いては年齢臓に分給され 年齢か上

がるほど､面桝 ～増えた｡

このように発令社の辛における成人男性非田の席次は､社会全体を適LLた厳しい年長序

列開床の舟渡化ととt,fこ､重要な社会的役割を集団的に席次､分担する階梯システムであ

る (6億 1987:572)という年齢階梯制の倍散を溝たすものである｡しかし､同時に年齢階

梯庶理からの血税も見られる｡

肺次についての例外は､平の守り(dlnhdaJまたはquanda■と呼ばれる)の正副二人か

一軌 こ盛ることである そして前年の正静に人 (串の守りは任期一年)は､そのすぐ下の

掛こ座るのである｡ u''串の守りは､事における祭礼で主祭(chute)を務めるgiJ要Ii役E)

をtl う.また村の舶約である蚊文郷約には 一例､何人始人夫得春代輿人様農再回不拝畢

護 重従上ER在主や栢 ト ,仰nf謹上老依例 (何人も[むらに]入って末だ参代にならな

い潜と､邪な者､休の軌 ､古は串の守には二回遇はfiい｡従を.上毛に至っては､錘項
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訳注｡むらぴとによればt'q並の意味〕より下に置き､上老に登ることができないこと鰍 こ

依る｡｣と席次や事の守りの役Cにつくのに制限か虚けられていた｡=●)この､むらに移

住して三代を経過していない古に対する差別待遇の規定は､ベト族村落に広く見られるも

のである｡

公田の分絵 も年齢階梯原理が■威していたわけではない.16歳で2サオ(け オ 360d)

が分拾されるのに始まり､年齢が上がるほど多く分拾面横か増えるのか原nllだったか､例

外があった｡最も使先されるのはやはり辛の守りで､インフ* マントの記tiは )から3

マウ (北部では】マウニ3600J)とまちまちなのだが､彼らはいずれも正畜粗 品に分拾さ

れる公田を5サオから1マウだったとしており､事の守りが正副里より附 されていたと

回想する点では一致する｡ tZr)また､むらから兵となった者には ｢公田軍治Jとして一等

田5サオが分治された (21)

さらに東成(1996b･46)が雨足省首殺社の甲(Eiap)(後述)の例で指摘するように､炎含

社でも年寄り組に入るのに一定の寄付が必要であったことは､成文郷約の ｢一例､社内何

人在第五盤而隆雄盤括望｡仝屈折統治陸貫捌晒､出民依例 (社内､何人b五盤から球軌こ

上がる者はー有望を行い､銭拾陛月割栢を納め､民に留めること例による)｡Jや r-例

何人鮒 鮎 鮎 珊 乳 全.W 稚 拾弐瓜 Bi離 例 (何人も井を批 り､敬を得

たり､又は老上[訳注｡むらぴとの回想では80歳以上の者〕に語ったものは揃翌を行い､

取捨弐某を納め､民に留めること例に依る)｡Jという席次や地托が と井する1号が､切望l

(khaovoDg-宴会)を開くことを義務づける条文からもわかる

このように炎舎牡には純粋な年解析擁jt-団が存在したわけではなかった｡しかし､蹄次

に年齢以外の要柴がほとんど入らないむらであったこともまた事実である.前述した-,%

の者を除いてー誰でも年齢を重ねるにつれて､上位の者が死亡することによりAC次が上が

っていくのである (例えば1908年生まれのあるインフォーマントは16歳で 卜二盤に入り､

1945年には四盤であった)｡年寄り細 く炎舎社では官員)に入ることに伴う官全である絹

望と､金鉄を村に納めることは､あくまでも席次の上昇によってはじめて生じる義務であ

って､このことによって年長の古を飛びこして席次か上がることはない (義務が発たせな

い者の席次が上昇しないことはありえるとしても)｡つまりダオ･ズイ17イン(Dao198

5[1938l_129)が措写したように､席次をめくって r上位で食べ､前に座る(antrertngol

lrtJOC)ために､激烈に争いあう｣わけではなかった

辛の守りを除いて､年長古からAiに上席を占めるという点にもいては､1915年までの炎
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舎社はデュムウティエ(DuDOu=er1907:306)の言う天爵村と見ることができようC糾 糾こ

は ｢一例､伝年僻 参患者役参入同輿正副望承行公取 不辰如有､官軍抵杜l鳩 間何事､

必須出面鹿臥 由不拘jfB哩 在家或寂牲 (毎年-参如 )苦役を参入選挙して､正副里とと

もに公務を承行するo師 が社内に来て何部 ､郡 ルた時には､正副里がいるいか にか

かわらず､必ず山迎えて応凄すること)｡｣とあり､インフォ-マントはこの r参盤苦役

参入｣を ｢継 から一人ずつ計三人Jと記憶するO(22)里長とともに公務を行うのである

から棚 階梯原理によって選ばれた勧 一定の権力を与えられ･国家の官職保持者と協同

して儀力を行使するということになるDしかし､席次に表れる年齢階梯制だけが炎舎社の

地位のヒエラルキーではなかったoそれは亭内の席次には表れず､それ以外のところに表

れていたのである.

このl脚 こついて機 する前に､炎舎社のirl齢階梯制度に関連するさらに二聯 の鯛

甲(監lap)と同年会(ho'dongnlen)について検討する0

2 甲 (glap)

甲については地縁集団臥 血紙 団臥 年齢階梯射誠 とさまざま説が出されてきた (

ti尾 )992.151)｡炎舎社の甲はいずれの要素も含んでいるo

すなわち地綾的性格としてはむらの中の九つのソム (Eon)全てに甲があり､L6才になっ

た男子はソムごとにある土地神を祭ったデイエム(died-店)に行って､ビンロウ樹の実

とキンマの糞を供えて､甲長 く-ソムのク･トウォン-男性の最高齢者)に礼をしてもら

ぅ.その駄 文昏 (vanLhu)が甲の帳簿に名､生年月日､甲に入った年などを記入したo

毎科u懸十二月にはソムごとに別々の日に･デイエムで宴会をした｡これをチャップ･ソ

ム(ctlaPXO一)と言う｡また､男子或いは子孫のいない者が､死後の祭把を条件にむらや寺

に田畑を捌 け る后田は､ソムがこれを管理し甲の成鄭 こ分拾したD例えばソム.ドン(x

ondonH)では､30人に9トウオック (1トウオック-24nI)からLサオが､寄託者の命日

を祭ることと梅年収噂の中から1ドンを納めることを条件に分給された｡後者の金鉄は年

末のチャップ･ソムの兜用に使われた｡また途中で別のソムに移住しても､元のソムとの

っながりは切れるわけではなく､qlに対する脚 ｣や偵礼などで関係を保ち鰍 ナたO 脚 '

甲のlh触如凹的要刺ま､地線奴団的要卦 まと直接的Iiものではない0分剖相続の習伽 ､

ら兄如 く観の昆敷地を分･.-.qlLて縦続するため､近隣､掛 こ同じソム内に住む場合が多かっ

た.例えばソム･ズア (lopRlua)にはグエン･ヴ7ン族とグエノ･キム族､ソム･チュ
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ア (xoⅡlChua)にはゴー･ヴァン族が多かった｡特定の族がひとつの甲の全成員をしめる

わけではないが､前述したように移住しても以前の甲と関係は切れるわけではないので､

甲はあくまで間接的にだが､親族の居住の近接を適して血縁集団的要薬を持っていたb

次は年齢階梯集団的要素についてである｡甲という言33=をRilいて､何人かのインフォー

マントは､とっさにそれは ｢上の者は上に､下の者は下に｣座るという意味だと答えた｡

甲における序列が年齢階梯制になっていたことは､甲良とともに甲を管理する甲良班 (ba

ngiaptruong)が､漢字を知っていることが条件の文書以外は､年齢JFになっていたこと

からbわかる.,

また､デイエムで土地朴を祭るという宗教集団的な威能t)持っていた｡

3_ 同年会(llOldoI)gnten)

同じ年に入村した者が同年会を構成した｡1945年以前の同年会で件復的なことは､成□

rE]の脚係が平等でなかったことである (これは現在の同年会組擬と異なる)｡会内での序

列は､親 (特に父)の年齢による｡すなわち本人が16歳の時に､父の年齢が一番高い者が

最高位を占めた｡父が既に死亡し母しかいない者は､父が生存している者の下になり､両

親とも死亡している者は最下位になった｡つまり同年会内での地位は､朝のジェンダ と

年齢で決定され､父方優位であった｡また地位決定は16Jで入付した時に行われ､以後の

変更はなかった｡

同年会は毎年旧正月に､成員の一人の家を全域にして宴会を開いた｡会場は持ち回りで

毎年変わった｡その際の食事作りなどt)最高位の者がT旨示し､序列に従って地位の低い者

はどきつい仕Tgiを割り振られ,それに逆らうことはできなかった｡現在もliお､そのこと

に三付する屈辱と怒りを諸わにしながら語るインフォーマントがいる｡

現在のむらに見られる同年会粗雑と兇なるもうひとつの点は､互助粗放としての性格が

希商だったことであるo成員が一定朝を持ち寄り､必要な者がそれを借りるというチョイ

･ホ(cholho)は1945年以前の同年会ではrTわれていなかった｡葬式があれば礼物を持･,)

て弔問 (phullgV】eng)に行くものの､冠婚葬祭に必ず同年の冶を招かなければなら机 ､と

いう規範もなかった｡葬式にしても､内旋や姻族がおこわ (父ol)や敬一羽を持っていった

のに対して､同年会の廿はこうした援助はしなかった｡

このようにJ945畔以前の炎舎社におけるI司年会は､同年の滋が旧正月の宴会という形で

結合し､それが永続する点で人類学で言う年齢姐に当たると考えられる｡しかしその内部
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に､親の年齢という年鮎階梯原理によって成山間の地位に格差があった｡

次紳 士､炎含社におけ細 - - 争のあ｡かたを- する前に､lu5iF以前のむら

の政治 ･行政制度を梗概する｡

第三耳 1945*以前の炎舎社の政治 ･行政制度

l 政治行政搬

).里長 ･副里(lytruong･Pholy)

194弥 以前の行政削立は上から･省一 Wf)-良一蛭一社である｡里長は社における･

国家行政の代表甘細 る.明命九 (1828)年以前は社長と呼ばれ､もともとは鮒 期の決

議十四(1483輝 に正式に改正され･信生生徒あるいは良家子弟のなかから府L1.-i-官によって

運ぶことか定められていた机 lBLu掛 こ国家権力が良 材 ると､その選任は村落の自主性

に委ねられ､この明命九年に至って､村落による選任は公的に誼許される (桜井 L987:43

8-440)｡里長は､敬針 徴兵などについて正圧を負うとされる(PhanKeBinll19帆 9151

.I27)｡炎含杜のむらの蛙である ｢郷軌 2̀･'(炎会社での呼び名は r券jkhoan)にuTdさ

れている里kの紋別ま､

①粒防改修などの労役をさぼった者を記録すること

②雷記とともにむらぴとの r生死授乳 を記録すること

③徴税に関する苛軌 税籾をむらぴとに朗 lL､帳簿を作成し､実際に現を徴収して俄

牧舎 r垢米(bienlal)jを交付すること

㊥毎晩むらの中や耕地をむらの自答EZlとともに′てトロールすること

である｡里長は印苛を持ち,I,'an榊 などに押し､また署名して証明する(Ory1894ln･也

]5)｡軌盟は里長を補佐する｡

しかし､到 ,Eの捉力は｢股に､むらの有力者屈からなる書目会同に従民するものである

とされ､むらの財政や祭礼の役割分担(ThanKeBinhL990[L915]=1271129)や徴税(Ptlan
hetIITth1990L19151:147148)についても､盲目の筆頭である先柾､次鼓の指示 ･協力の

もとに行っていた.しかし､一般のむらぴとに対しては､ともに捉力を振るう存在であり

公田を使先的に自己や自己の'g族.親族に分治したり､税の上前をはねて私腹を肥やづこ

とかあった(TruonqもVo1974r1937l.78-83,94-97)｡炎舎牡でこのようlLiii例かあったか

どうか従避できない がJ述の准約には､里長と副里に対して､1マウずつのmを分拾する

ことか定められていたか､これはその桝 に対する屯EEである｡里長は牧掛 こ正任をnい

361

規定勧 i徴収できなければ､借金しても納めなければIJ.-らなかった｡そのため､我が払え

lj:いむらぴとの家財を差し押さえたり､l拷役の義務を果たさないむらぴとを殴ることもあ

ったという｡

炎舎社では､里艮･副里は拝長(huonglruong)と呼ばれる､現を.引退した昔日によっ

て選出されていた｡くり)

2.書記(lhuky)

挿約には r一例一便草書書己免人､須揮諌生成識字庶人克折､以飲助里長､&記■古事各､

及生死栓衆､三池仝民公銭､正的除推役 (古記一人､必ず課生か､字を讃り､人に並耳を説

き明かして､里長を助けることができる者を選ぶ｡有言己は､生死や栃村などの諮事を吉己揺

する｡また春吉己には公銭を支治し､維役を免除する｡｣と記されているo ｢双生｣は､科

挙とは別に学f経 典のために設けられた ｢課土成｣という試験制度の合格Gを指すt)ので

開生､閑死､桔姻j その他のむらの記録を担当する｡郷約の記述から､報酬を受け取って

いたこと､推役免除の特価があったことがわかる｡また､この号Ifpl己は斤目会同の役敬であ

り､甲の r文智Jとは別の役職である｡

3_管杜(quanxa)

むらの安等 ･防衛の.Lq任者｡むらの中や田地を見張る｡むらぴとは管社に対して､さつ

まいもの畝(luong)10に対して 1畝､掛 まサオ当たり6料､タロ芋(khoalSO)は畝1たり

2本を報鮒として支払った｡しかし､むらぴとが生産物の盗軽にあったら､管牡が17'LOtL

なければliらない｡T･社の下には6-10人かいて､実際の見張りをした.特約にある r週

香(Luanphlerl)｣とあるのか､それであろう.

4ー先抵 ･次洗(llenChi.thuchl)

先払は書目会同の筆頭者であり､次庇はその補佐である｡両者は里長捉穀i.でなけれは

就任することはできない 19世紀末のオリイの記述によれば､ r正式11位務ではないか､

その捉軌 ま大きく､全てのことについて相談され､その人々はその意見に常に従う 杜の

申告や請額に殺抑 こ署名するのは先柾である｡その称号lに の特庵に由兼するOというの

は先抵 ･次紙が最初に署名するからである｡先鑑のクライ7ントは多数にのはるので･乙

37-



らの会誌で臥 紀 の患うがままに紬 の賛成を掛ることができ､協会によって臥 公共

の利益に反対することも可能である｣(Oryn･dl1894]:ll)という｡1915年に77ン･ケ

･ビンも､教税やむらの祭礼の脚 扮坦に関して､里長は先競 -次郎 )指示に従ってい

たとする (里長の項参照)｡

フランス植民地当局は､このような寄日の権力を抑えようとし､1921年の郵相改革で､

むらの中のゾンホ(dougho-父系親族巣即 の代表者からなる族丑会同(holdongLocbl

cu)を設乱して､嘗目に代えようとしたOところが､この試みは成功せず､192畔 に書目

会同を正式に設置して､臓 会同と併存させた(YoDdslde1976L39;桜井 1987:10)｡以

降､先掛 ま里長とは別に独自の印章を持った｡

嘗日会同には他に､里長経験者が務める正金 ,削会(chaDhhoiAphohol…突舎杜では

特別の任務を持たない)､守値 (thu句uy-金俳番)､溝薄(cIIUOngba-土地台帳､人口

台帳珊 )などがいた0

5.族滋会同(Holdon8tOCbieu)

192伸 ､捉民地当局が書Eltこ対抗させる目的で設置したが､その目的は達せられず､19

27年-からは正式に投正された書目会同と併存した○炎舎社では ｢族の代表者の会乱 とし

ての族滋会同は､機能しなかったCむらの老人たちの回想によれば､艶表会同とは ｢9ソ

ム (むらの下位伴性､地鵬 )だから､九族だ｣ったというが､その r九族｣として､

九つのゾンホを挙げることができる人は-人もい11かった.つまり炎全社では､族表を地

組 成として横能させたということになる｡こうした､むらの文脈による国家中腰 や規定

の r読み替え｣は､後述する1945年以前の官員や､ドイモイ政策下でのむらによる ｢パオ

カップJにも見ろことかできる｡

6.正胎 ･副総(ChanhLoTIE･phDtOng)

正副総は､本来は行政単位である蛤の良である｡明命三 (1822)年には府県または鎖の

官吏が派i巴されることになっていたが､明命九 (1828)年より ｢外套副総Jが設iELされ､

出炭のなかの敏斡なるものを選んで､これにあてることにされ､玩朝後期では､ほとんど

がTl-_良のなかから選任されたらしい (桜列 1987.441)｡さらに20世紀の北寧省では､どう

やら出品経験古か金銭で雌って､手に入れる職であったらしい｡値段は致首 ドンで､もし

二人の里長経験=片が同時にロおうとした場合､県の役人は多く金を払ったほうに与えたと
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いつ｡

皿 特約(huo叩 uOC)

1945年以前のベ トナムの村落は､むら独自の及約を持っていた｡名称はむらごとに異な

るが､現在は術語として r特約｣として絵称することで､はl珊 究者の一致を見ていると

言ってよいだろう｡

炎舎社では r券Jと呼ばれていたこの郷約は､現在､ハノイの社会科学通信院という園

曹棺に保存されている｡保大十七 (1942)年七月加重日の日付があるが､もともとは成秦

拾玖(1907)年参月初日に､公使 (公使は省のフランス行政横閲の長ResldenLのこと)に提

出したものを､再筆写したものである｡

｢券｣は前文と二十五ヶ条からなる.二十五条の内容は以下の盛りである｡

① (正副里遠出に関する規定)｡社内で､財力があって才があり賢く､字を詰る者を正

副里に逮ぶ｡正副里に連出された者には､銭弐百gと公田弐畝を拾す｡肺文に入ってい

る者は､弐年を一期 (一課)の任期とし､未だ斯文に入っていない者には､参年を一期

とする｡また事の集りの期間中の絡役を免除する｡ (以下意味不明)何人も例を満たさ

ざる者は､鋲を毎月性質､多いものは多く受け､少ないt)のは少なく受け､民に留めて

公に支出すること例に依る (村民のための財虎として貯蓄し､公共の目的のための支出

するの意と解すべきであろう.以下の条文でも同様)O

② (苦役を選出して正副里とともに公務を行うこと､公務をおろそかにした者への罰則

盤藍)｡梅年､参盤の者役を参入選挙して､正副里ととbに公務を承行するO官軍か社

内に来て何司ilU､質問した時には､正副里がいるいないにかかわらず､必ず出迎えて応接

すること.,また何か事があって､省や掛 こ赴くときは､日ごとに､一人ごとに銀 I,､オ

5スーを給すること､JIrぴに堤防改修の労役免除を許す｡もし何人も確由無くして (公

務を)おろそかにすることが､一 ･二度の場合には､盟長はその民を詳しく言己録する｡

何人も公務をおろそかにすることが､三度に至る者には銀4J､カの罰金を科し､丘に倒

めて公に支FIJ.すること例に依る｡

③ (書記遠山とその職務に関する脱窒)｡宅汚己一人､必ず課坐か､字を諮り､人に道理

を吉己鍵する.またて緊己には公銭を支給し､雑役を免除する｡
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⑥ 嘩 鮎 避妊旦盛夏)｡- ､齢 - にあたって､里長は民に通知し､串で会合i･

閲E.軸 路 もとに､務ごとに- を- して割｡振る｡丁田は等級によって､どのく

らい税を&すかは帳簿による 民は即 )- にあたって署名し､一本lま民に､一本【i里

長に交す 何人も納臥 たら､ (里長は)領収書を償え､脚 をはっきりさせて納税省

に渡し､証拠とする.民は､正副里長が鍛拾元を徴税の魚用とすることを許す｡

亀 唾 幽 過量)｡兵丁細 める力か十分にある者について･首役は名簿を

作って_詳鰍 こ人政を救える｡その臥 甘邑 (むらの役鞍者)･昔役 (前述②粂参阻)

･老境 (EX)丘以上の者)･苑丁 (入村はしたか､二十歳未済の者であろう｡次の文泰

郎 .扶疾 僻 等者)を除く｡社内で何人も弐丁以上いる家の者で､年齢が弐拾創 ､ら

参冶歳までの者は､みな辛に行き､卜集を引き､兵の字を引き当てた者弐名を､後の期

の兵として交代させる｡交代する者に兵田5サオを拾するのを許すo何人も兵の任期中

に矧拙 く逃亡した時は､上官が耶技を科す｡安めはその兵の長子･或いは臥 親族が

これを受ける｡Lul人も兵役糊問を満たした者には食を与えるD

㊨ (進也空室室)社内の巡掛 ま､正副里が一人ずつ一年間にわたって､毎晩､巡番を連

れて内郷外野を行巡する｡もし盗みが起こった時にlま､鼓拝を叩いて社内に知らせる｡

丁牡は-一斉に助けにかけつけなければなら机 ､○何人も姿を見せなかった者は､罰践参

払 何人も貯従にTTたれて重傷を負った者は､拾五貨を澱として与えるo軽傷の者は陛

打を与え､典をBRmさせる｡若し何人も不幸にして命を落とした者には､能 く早の祭礼

で､手U相を着て折由をする脚 J｡本奇第四死目参照)を一代に取って許す｡子があれば

鎖を許し､子が鮒ナ九は一宇に后 (むらが串で死者の集配に許任を持つの宮であろう)

を許し､並びに埋葬のために技を治す｡

⑦ く缶産物の維持に閃せる奴定)｡社内の稲 (苛粟)は､内併 (吾味不明)は畝ごとに

銭参陶を取って､その利息 (花利)十分の-を放る｡外耕 (意味不明)も同Lとする｡

牛は一頭五招､年 (恵味不明)は参暗｡もし農産物を守ることが厳密でなければ､正副

里と巡番に倍椴の光めを負わす

⑧孝忠諸事 (訳法 むらの古老によれば草式のこと)については､大例は銀拾元､小例

は紅 元を納めなけれはならない (大例と小例の区別については不明) 閑街 (訳注

C蛎始に転して､礼に納める金銭)は本社の者を要った槍合は-ri弐師､別紙の者を挙

ったJ#合は拾元'7̀ と､芙留 (訳注｡ビンロウ樹の実)･酒を納め､公に用いるくこの

銭t)民のために公に用い､先次鮫は孝守して､必ず記録して､領収事を渡し､証拠とす
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る｡毎月の朔望 (陰暦-Ejと十五日)ごとに会合を開いて､清井する.蔀に遭って使う

鋲を少なくして呑舟の弗i･遵け､会合に際しては､ただ天骨を用い､妖所してはならな

い.,公銭は帳簿を作って会計を明白にして.民に留めて公に支出する｡

⑨ (社内の安事と連反者に対する地政上の制裁)o社内､何人も商に轟れ､阿片や蛤博

に扇れる者で､現行犯で捕らえられた者は､上官は罰銭を科す 何人も什徒をかくまっ

て､現行犯で捕まった者は､官に引き渡し､民はこの者と同地しない｡

⑩ (生 ･死 ･姪巷のむら-の較告の義務)｡何人も生 ･死 ･嫁繋なとがあM ､期限内

に里長 ･書三己に詳しく報告する｡もし何人も令に従わず､これを伍L､里長が知るとこ

ろとなった坊合は罰銭五相を科し､これを民に留めて､公に支出すること例に依る｡

⑳ (斯文の塙望)｡社内､何人も斯文に登った者は､貸望 (宴会｡以下同様)を行う｡

その者は銭を納めなければならず､銀弐拾元を取って､戊に留めて公のために支出する

こと例による.,

⑳社内の番人 ･秀才は梅年､ (串の集札の)出入席に際して､ (豚の)首または足を肥

ることは例に依る｡

㊨ (笹望)｡社内､何人も五盤から雌 に上がる者は､蝋型を行い､鉱治陛∬側桁を納

め､民に留めること例による.,

⑩ (蛋望)｡社内､何人も正副里に選ばれた者は特盟を行い､銀拾五元を納め､比に儲

めて公に支出する｡

⑬ (笠望)｡社内､侮年例月拾物E)(革の祭礼の時には)､伸上祭式人か酌 を行い､

鮭拾五元を納めること例に依る｡

⑲ (老人への贈り物) 社内､何人b七十歳以上の者には･鶏肉-羽を､iu=咋 (F,jの祭

礼の)入鹿の時に贈ることは､旧例による｡

⑳ (社内のもめごとを常に訴えることの禁止)｡社人は何人b不平かある時には､何IJt

も､まず本社に詳らかにする｡もし従わずに官に訴えた く投叫)者は､本社により罰銭

五五､民に留めて公のために支出すること例に依る

⑩ く青役の会合､公掛こ参加する抑 ) 合合､公苛がある時は､鼓をtTって･書簡は

みな享に赴いて合合する もし何人も欠席した場合は､罰抜参町 民に留めて､公に支

出すること例に依る

⑩ (私生児妊娠への制故) 何人t'私生児を妊娠した者は､罰として軌 (その私

生児を)糞でEi胎 したことが発覚したものは銀弐拾元_民に留めて公に支出すること例
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に抜る｡

㊨ (盤望)｡何人もZlを酢 ｡J を得た｡､又lま老上 (訳弘 むちびとの回想でlま80

鼓以上の者)に登ったbの- 望を行い､鍛拾弐且を納れ 尾に留めること例に依る｡

匂社内,何人も鮎 (訳払 現役 ･引退した畜目)に登った時には､盤捻五元を納め､

民に留めて公に支出すること例に依る｡

㊨ (皇幽 些豊凶 )｡何人も件逆にして､不孝･乱合の者は･罰銃として拾

rfを科し､屈に留めて公に支出すること鰍 こ依る｡

㊨ (全基垂幽 遡 )｡堤防や道路を辛くこと･訪公背

にあたって臥 社内の人丁は各々鰍こ従い､欠席した者には罰として等打ち､扱参相を

科し､民に留めて公に支出すること例に依る｡

㊨ (盈互生越 生を⊆上)o梅年一度合合し､上下の民は券を読まなければな

らず､人民はともに戚めの吉雄を知らなければならfiL､｡何人も用事がある略は､欠席

を告げなければILらないoI)し矧稚 くして欠席した場合には､罰鋲参晩 民に留めて

公に支出すること例に依る｡

㊨ (生らに住んで三代にならない者の役職 .地位の制限)-｡何人も (むらに)人-,て兼

だ参代にならない古と､卿 1着､体の恋い者は革の守には二也選ばない (訳払 一回は

選ばれるということか?)従老 ･上老に至っては､球項 (訳注｡むらぴとによれば四番

の意味)より下に旺き､上老に登ることができないこと例に依る○

炎会社の挿約の特徴は以下に要約できるであろう｡

(1Tttの役宅者 (正副盟･省3e･留針 兵Tliど)の選出規定-給Ai(金銭 ･公fEl) ･職

捧内容 (巡番を含む)･特価 (雑役･労役免除)･井罰を規定する｡

(2〉杜に尻づるBの義者､裳 ･罰 (多くは罰金)を規定する｡義掛 二は私的な問題に関す

る義務 (生死 ･栃掛 こ関する届け出､細 入､皆望)と､公共的性格を持つ畿抄

(納良､般防改俵の労役､兵の遠出のくし引きに参加すること､外洋からのtl入着 ･登

臨の補播 ･秩序維持､串での会合に参加すること)がある｡

(3I安寧秩序､農産物の防執｡

14)ttの公共目的の益金の存在｡罰金や栃胸 ･葬式 ･地位の上界などにさいして杜に金鉄

を納入して民のたy)に支出することの蛇 また､この財政の明朗イ胤

(5粕i乳 すなわち地位の上昇に関して開く宴会を､細かく舶 しているr
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(6)刑法的航 飲酒.麻兼･陪博･犯人忠正 ･兵の遠亡に対する禁止と罰則｡

(7日正直的規定｡不孝･乱合 ･私生児の出産に対する禁止と罰則｡

(81社の行う磨り物の姐 祭礼の転に､老人に対して｡

(9捲土内のもめごとを官に幹えることの禁LL

畑特に新参者に対する地位の制取｡

u地 位 (席次)に的わる制搬 定｡ (⑨粂)｡

aaむらのために死んだものをむらがたる (事の后)鼠 (⑥灸の盗戚捕縛で命を落と

し､子の無い者に対して)｡

包ま司安の孜税に粥する履行義務E.

拝約は､このように多方面に渡って､義務､行為規範､禁令､罰則を設け､水団的風範

で強くむらぴとを規制していることが､一見して見て取れる｡

また､塙望を行うべき船台が即細かに奴定されていることから､地位のヒエラルキ 秩

序形成と,地位上界への垂机､阻心を見ることができる｡また-Rで唱盟は､苗の再分配を

五味していた｡例えば後述するように､斯文金に入る場合の称朝は市数十人分､それに伴

う ｢分(phaD-みやげ)Jも､同人数分を用意しなければならなかった｡さらに､犯非77

を官に引き渡すことや､官軍の応接を一方で規定しなから､むらの巾のもめごとを'Eに訴

えることを禁ずるなど､自治的性格を見ることができる｡ l公許Jとは必ずしも国家のaL

す徽税や酷役 ･兵役はかりではなく､杜の安寧や農産物の榊 などの r村･ji も含まれる

以上で､1945年以前の灸舎社の政治･行政制度の鹿観を終え､地位殊待Wllと年船階梯

制から､むらの政治 ･社会生活を見ていきたい｡

第四茄 地位新 等妓争

I ム7･ニエウ(zluanhleu,魚を買うこと)､斯文金

髄とは通常は推役などの免除特価を指し､朝廷の秩序､すなわち文人や宮人としての地

位を持つ者の席次を年齢よりも僚先する王泉の村では_これをだうことがむらの中て席次

を上昇させ､地位を高めるのに穣めて亜要であった(PhaTIKeHinh1990r1915_123)(Dao

1985[1938]:125.129)otZn
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しかるに卵 での席次がほ- 緋 で- されていた炎舎社では､離 別 ことは庶次

の上昇ではなく､析文金に入ることを意味したo斯文金はもともと科挙試船 格者や､少

なくとも漢字の知誠を持つ者から離 される会であった｡また正副里や正高騰 なども含む

齢 もあった(HuuNgoc1995･663)oしかし炎舎社では- が入会の鮒 であり､辞 を

知っているかどうかは問題にされ加 ､ったo(28)

では炎舎社では候をrIい･釈文金に入ることにどのような利点があったのだろうか｡そ

れは事0)中でネLJ絶 着てテー (前述)(291をすることと､ズオック(ruoc-御輿を担いで

淡やロ除けの傘､太鼓､那 どを伴い､神を事やテンに迎える行列)に参加する脚 掩 得

ることであった｡線をrEえ- からといってL6歳の時に人村ができないとか､辛での宴会

から締め出されるとか､公田の分給が受けられないということは/ib､った｡しかし事でテ

ーができIiいばかりか､ズオックの時には御如 ､つぎゃ太鼓かつぎ､日除け傘かつぎをし

なければならず､これらの役割はズオックに参加したとはみなされなかったoそしてそれ

はきわめて恥ずかしく､現郡 0代のある老人によれば ｢社会でいちばん下層｣であると考

えられていたのであったD '3ひ)

驚くべきことの第-は､勧 増 わめて高敬であったことであるO老人たちの回想ではそ

の朝は30トンから40ドン以上 (筆者の臥 →た最も高瀬の購入者は42トン50)もしたo彼ら

の回想では1ドンが削 ガイン(1ganhLhoc-竹の棒にやはり竹製の大きな髄(thuTIE)香

前後に吊るして運ぶこと｡灸舎社では揮 1ガインが50kgとも60-64kgとも言われる)であ

ったというから､鶴の値段は少なく見硫もっても実に軌 500kg､多ければ2500kg以上に相

当したということになる｡<31'

誘二に､多くのインフォ マントがきわめて低年齢 (5-7歳)のうちに親が韻をロっ

てくれたと語ったことであるD実際に辛でテーをしたり､ズオックに参加するのは16歳で

入相した後のことになるにもかかわらずである○あるイノフォーマントは ｢当時､族内に

男子は私一人しかいなかったので､族のお爺さんたちは貧しかったにもかかわらず､無理

して鶴を拭ってくれたlと語った｡この蓄熱 ま注 (30)と併せて､鏡を買うことの重要性

を裏付ける｡

第三に健 をlLnlったからといって､無条件に斯文会への入会が認められたわけではなかっ

た｡そのためには偶聖をおこなって斯文金のメンバーを招いて飲み食いさせ､掠りには ｢

分 (phnTl)Lとしてハイン･チュン(bantlChung) (もち米を固め肉などを入れた､本来

は正n料jll!)を持たせてやらねはならなかった｡あるインフォ-マント(1933年生まれ)

-1.I-

は数え7歳で斯文金に入ったが､両掛 ま桶望用に40マム (1マム4人とすれば160人)と

r分】用にさら40マムを用意したという｡また1908年生まれの老人は18歳でやっと塙翌を

したが､20マムに200ドンを出費したO く32)

このように斯文金も本来の意味を失って､漢字を知らぬ子どもでも､定められた手拭き

をふめば､その成員になるi5格を得ることができた｡親たちは､息子が ｢社会の最下層I

の者としてむらびとに蔑まれfi:いように､争って能を買い稿望をした.炎舎社の地位掛等

競争は席次においてではなく､このような形で行われていた｡しかし推蕗的な裏付けを必

要とし､誰でもできたわけではない｡むらには1945年にこの制度がなくなるまで､ついに

斯文会に入れなかったと語るインフォーマントがいる｡

さらに斯文会に入ることは､むらで権力者になる前提条件を整えることでもあった｡す

fj:わち正副里は斯文金に入っていなければ､事実上当選はできなかったという｡次節では

その里長選挙におけるむら内での対立に焦点をあてる｡

皿 里長選挙

正副里はむらぴとの中から選出されるが､その主な役割は国家からむらに課される徴税

･賦役 .兵役などの義務を履行すること､むらの秩序を保つことであった｡ (J3'正副盟は

むらにおける国家の工-ジュントであり､国家から支給された印音を持っていたO頑常は

先紙や次紙からなる書目層よりもむらでの実際の擬力は′トさく､地位も下だと考えられて

いた(Phal=te削nh1990[1915]126-J30)が､仏紙桝のフランス人の報告では､しばしば

公金を横領したり､公田を不当に占有したりして私腹を肥やす例か報告された.

炎会社でのそうした事例を､発着は知ることができないoLかし里長は税を綜納した者

から公田を回収したり､強引な里長になると滞納者の家財を差し押さえて自宅に持ち帰っ

たり､賦役の義軒を果たさないむらぴとを殴ることもあったという｡ tSuまた一般のむら

ぴとはたとえ自分か年上であっても､里長には ｢翁里(ollgly)｣と呼びかけー円らは ｢コ

ン(con子どもの志)｣と称さねばならli:かった｡ 3̀5'このように型長は突際の権力を持ち

むらぴとに権威ある存在と見られていたoまた正副里経験者でなければ先紙 ･次紙､正会

･副会 (これらは吉日屈を形成する 後述)になったり､正副総の位を;1うことかできな

かった0番目屑は､里長がむらにおける国家権力の出先という性格を持つのに対し､実質

的なむらの牡力機関であった.むらぴとが契約を交わした時､先紙がまず署名したし､む

らのことについての決定樹 ま先紙 .次鰍 こあり､何をするにも先紙 ･次紙にuいてからや
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らねばならなかった(PhanXeBlnh1990[1915]:126)｡l川 このように正副里になること

Iま､むらを牛耳る舶 促力者になる前捜条件であった｡炎舎社では正iJl里を遠苓するのは

現せ ･またIiiRBした書目増 配などの村の投書者･すなわち一括して特長(huoDgtrUOn

E)と呼ばれる一握りの人々であ｡･玉串に辞てるかとうかiま､これら特長の票をどれだけ

姓められるかにかかっていた｡親族や材族､友人なとが特長の中に多くいれl代 れだけ77

和だったというか､金銭を使った方収工作t)しばしば行われた｡tJTl

こうした遭挙軌こ耐えうる条件 (上述したように大金をはたいて静をBL､･さらに省里

を行って斯文会に入っていること､漢字を知っていること･注(34)でも述べた3マウの耕

地を持つことが､立侯補の前提であった)を持つ者は限られていた｡そしてそこから､正

副里をよく出す族と､まったく或いはまれにしか出さない族との分化がおこった｡選挙は

しばしば族と族との対立を生み､若者とうしの小鼓り合いが起こることもあったという｡

そのような一例として､】934年頃行われた里長遭挙をあげることができる｡この時､里

長には玩文立(NguyenVanTy)(図3軌 以下Bl2､3､4参照)と玩廷新(NguyenD仙 T

an)(㊨)が立侯排した｡茂はむら良人の名族の族長であった｡この族は現在もiまは完蟹な

洩文ゑ話 (保大元日926]年拓敬)をもつ｡

それによれば始伽トら現在までは18代､或いは19代で､そのうち下から1叶ほ では連崩

して家錦上でたとることができ､彼の他にのべ人数で里長5人､副里2人､正副捨5人を

出していた.一方､新の族もまた父グエン.ヴァン.カウ(NguyenVanCad)(①)が里長

･正捻米社兄グエンI,yァン･ズオン(NBuyenVanDuong)(②)は里長を務めていた｡新

の史子によれば,薪は買収で崇を得ようhuaphleu)とし､樵手に金を使ったのに齢 に

破れ暫記にしかなれIiかった さらにfI収工作で金を使いすぎて､自己所有の上地3マウ

を全て失った｡以後､金持ちであった母の妹や他の親族に助けられて糊口をしのいだとい

う｡しかt,別型の地位に､実弟の玩有遺 (NguycnTluuTap) (㊨)が就いたことは､長幼

の序を重んしるベトナム社会にあっては､大いに新のプライドを侭つけたにちかいない｡

しかし鼓としみれば､副里の地位を手に入れることはできたわけだから､体面は保てたこ

とになる｡

次の遭挙はその道とゴ ･ヴアン･ティ (PCgoVanTh))(⑩)の間で争われた.ティの

一族t)また岨J<･uJ盟を多く出していた｡選挙は芯か捗って里長に､ティは副里になった

が牧カ月後に牝亡し､前里艮淀の内膜である玩文珍 (夷?) (帖uyenVanTram)(O¢)か

ティに代わった (以後､造は里良を放欺務めた.またJ942年に成文特約が官に捉出された
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時､彼は次柾として署名している｡その時の先払 まやはり宅の内叢で､里庄､鵬 ､正也

を歴任した玩文世 (NgurenVaJIThe) (⑳)であった｡ =̀'

さらに選挙で決か ､か ､11いこともあった｡例えば1945年にいわゆる 低 能奪取cu｡pc

hiDJ'quyenJで朝廷 ･フランスの行政馳 傭 休された時､灸含杜には副里か3人いた.

すなわち前述のグエン･ヴTン･ズオン (②-薪の異母兄)の一人息子グェン1.17ン･

フィン (蜘 yenVanHuynh) (㊨)､屍麓帝 (NguyehDoc80)､玩有ik(恥 yel川uuXhie

I)の三人である｡フィンl娘 年少であるにもかかわらず､壬頭副甲であった<鞍点鹿理は

ここでも適用しないものであった｡

正副里は前述したように､前述のように公田1マウや銭を支給される｡またQ務に関す

る役得もあったであろう｡しかし､当選時には トー例､社内何人崇保為正副里楢望､仝民

折鍍拾五元､出民公支 (社内､何人も正副里に風ゴれた者は将望を行い､取捨五元を納め

民に留めて公に支出する)Jと舛約に塩定されているように､むらに金を納め､Qi控 を閑

かねばならなかった｡さらに前述したように滞納者に代わって納税叔務をtlったり､けし

て糞な仕事ではなかった｡それでもその地位をめぐって買収工作をともなう激しい鎗如 く

起きたのは､正副里それ自身がステイタスであるとともに､さらに高い地位へと昇るため

にはどうしても経験しておかねば1j:らぬ役職だったからであるO

以上のように､炎会社ではむらの実質的権))者である善Elになるためには､里長を経験

していることが必要とされ.望良にfJ･'るためには-定の財力､リテラシーか必要とされ､

さらに､事の城隆神の祭礼に参加することができる官員でなければ､実窄的に当選はでき

なかったという｡そして､官鼻になるとは､大金をはたいて態を掛 ､姉文会に加入するこ

とであった｡つまり､経済jJか展も根本的に重要な灸件とされたのである｡

しかし本来､官月とは文字遜り官位保持者を意味し､斯文金とは､相帯合格者､空漠生

などの学著者の会である｡このような意味の逸脱がなぜおこったのか､炎会社における号

問 ･教育 -学識の意味を倹対せねばならない｡

JIl 学問 ･教育 .学訟

H臓 的教市及び科挙

ベトナムの諮王giま､中国の科樺お1度を取り入れていた｡継足地下の玩朝では,ベトナ

ム北部 (トンキン)では19】5年まで科挙か存続した｡また､その他に学問振興のための課

士法という試験制度もあった｡
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むらぴとの記憶 ･広東には､炎舎社出身で科挙に合格し､大官になった者はいない｡実

臥 玩朝期を適 した挙人 (挿話合格者)の名詩である高専青の 咽 朝糾 い こは､炎舎

社出身者はいない(Cao加anDue1993)O

ただし番人まで行かなくても､郷式の第二段階である二Ja合格者に､玩有掘(蜘 yenllu

uDa･l)と玩推梅(蜘 yenDuyNat)の二人がいたことは､それぞれ家話の記述と伝承から知

ることかできる｡

このうち仙 ま1928-31年ごろ里長を務めたoよ貞の父玩有味も6年間里長を務め､先掛 こ

もなったことが家軌 こ記されており､また土地改貰勅には土地10マウという､炎舎社内最

大の II地所有者であった (彼の悲惨な最期臥 第2葦 曙 命｣で触れたい)｡

一方,掛 まL980年まで長生きし､柑45年以降の草食と戦争の混乱で失われた､むらの各

ノンホの家譜の修復に手を貸したり､タイクン(祈i3師)を務めるなど､むらぴとから敬

意を受けていた｡しかし､彼は里長を務めていない｡

この二人の二域合格者の里長職についての達し､は､経済力の違いからきているものと思

ゎれるO前述したように､矧 ま炎舎社の最大土地所有者であるのに対し､席の父である碑

(sank)は教育熱L､で､掛 i二場合格､次男樹(Thu)は仏地学佼(truongPhap-Vtet)を出て

ハノイの抜手l左学校に学び､植民地勅使下の裁判官になったが､碑はその教育米用捻出のた

めに土地をはとんど売ってしまった｡晴の四人の息子たちは､土地改革期に誰一人として

地主 ･石崖に階放分類されていない｡

このように炎舎社は大官どころか､孝人すらも出ないようなむらであった｡官員やWr文

が本来の食味を失ったのは､そもそもそれに該当する者がいなかったからであった｡

しかし､そのことは炎全社において折 が軽視されていたことにはならないb例えば､

むらの最大の族である抗文族では､ゲアン省出身の教師を招いて､私塾を開き､族内の9i

子に学ばせていた.希望すれば､族の者でなくとも学ぶことができたという｡

むらの[1日こは､こうした私塾を開いていた教師(thaydu)が数人いた.貧しい家の男子

でt)､父と叔師が知り合いであれば学究が安くなるか撫料になるので､学ぶことができた

という̀,こうした､科挙や誹士法に合格する程ではないくらいのリテラソーが､経済力の

次に､むらの役職占になる条件であった.

また炎会社内には､公吋t芦校として郷師佼(Lruollghuongsu)があり､クオックグー (

ベトナム語Lのアルファヘ ット表記)､数学､歴史,生物､地理､仏語を学んだ (添字は学

習せず)｡芋伽 まいらず､学生の負担は教科LE､/ ト､筆だけで､その他に元旦､五月

-･1R

五日､十月十日に教師に砂糖や果物を増った.学習しおわり､試験に合格すると r初学要

略｣の学位を得ることかできた｡くけl

l2)フランス式教育

鮭民地当局は､植民地行政を担うベトナム人の下披官吏を養成するために､従来の儒教

とは異なる西欧近代式敷育成脚を設還した｡科挙の廃止後､)920年代になると､こうした

教育を受けた人々が新しい知識層､ ｢薪学J知乱入として現れる｡

炎舎社では､こうしたフランス式の学校である北等の仏超学校を卒兼した者が､10人ほ

どいた｡前述 した玩推樹はその-人で､その後ハノイのプオイ佼(Lruonguuoi)で学び､

｢秀才 (バカロレア)｣a)学位を持った､当時の炎会社政市の知識人であった｡彼はその

後法神学校に学び､植民地制度下で裁判官になり､また革命にも参加した｡1945年にベト

ミンが ｢政擬奪取｣した時の最初の革命側の社主席､呉文斑 (ゴー･ヴ7ン･チャイック

NgoVanTrach)は､むらから最も早く革命に参加 (1939年ごろ)した一人であるが､仏越

学校を卒美し､以後は北事の火薬工場で事務員をしていた｡このようにIYTl命運動への参加

は､都市での給与生活書経軌 こよるものである｡1936-39年は､フランス本Lgで人民戟扱

内閣が成立 したことにより､共産党が合法化された時期でもあった｡

これらのいわゆる r斯学｣知議人は､むらぴとの甘敬を受けたが､彼らか炎舎社で行政

実務に携わるようになるのは､1945年3月のEl本革による r仏印処理Jの後である｡

以｣このように､炎舎杜では､学位はそれだけでは､むらの里長や蓄Elになる条件にはな

り得なかった｡官長や脈文は本来の意味を失い､むらの文脈で読み替えられたのである｡

第四節 むらの r自治｣における ｢公共｣領域

八月革命以前の炎舎社の村落構造は基本的に不平等なものであった｡しかし､掛 こ社会

的 .政治的な面での不平等性を作りだしている高額な儀の代金は､むらの世設資金として

使われた｡この基金から一定の r公共の福祉｣的なFJ的に支出が行われたこともまた事実

である｡その一例として､1944年の亭のFtJの建設を禅げることができる｡またL945年以前

のむらには､串を中心に東西それぞれに輿があり､葬式の際､棺を載せて担ぐために使用

されていた｡輿を使うのに丑用はかからず､貧しい古でも位うことができた くただし､弗

式の後に棺の担ぎ手や､官員を招いて飲み食いさせるという習慣かあり､貧者には -̂主な

負担になっていたことは三好実である)0
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また､寺で49日脚 Lb(催される船 ､むらの老萎たち (ベ トナム北洋では女性が仏教信

仰の主たる担い手である)が一人1-^ずつ拠出して､5人のタイタン (祈再師)ととも

に,これを行ったという 49Elは･死者の如 ､最終的にあの世(LhelLOihenkLa)に行く

日である 炎舎杜では去り行く死者の魂を･並族とともにむらが送っていたことになる

さらにtIらの串や寺に財産 (bt地)を寄付した者､柵 に規定されているように､むら

に侵入した泥棒の粒を捕らえようとして･命を落とした者に対しては､后田の形でむらか

その集配にLi仕を持った｡

マラーニー(hla,hey1994)は､革命前のベ トナムには､地位集得壷争のヒエラルキ

に見られる不平等性と, 慨 (Llnh caJ)Jに基礎づけられた平等性が共存していたとす

るが､炎含杜では平等似 ま掛 こ柵恵の領域にとどまらず･葬式の転の輿や･49日依礼のあ

りかたに見られるように制度化されていた○ただしスコット(ScoLL1976)が､モラル.エ

コノミー論で想定したような､むら全体にかかわる弱者救済威鰍 ま存在しなかったd

邦五時 小結 1945年以前の炎合社の村落構造

20世紀初等から1945年までの炎舎杜は､以下のような侍枚を持っていた.

①むらの中には､耕地面鞍の25%近くを所有し､これを焚貸して小作料を得たり､比澄

労烏者に耕作させるごく少数の上月良民 (全世F'の4%)と､これらの地主の土地を耕す

小作や農薬労臥 その他のff労軌こ従郎する､生存を維持するのがやっとの器細土地所有

者や上地なし届､この両者の間に位正する中点などの階高分化が存在した｡

このようなむらの成且rilの不平等はー経済的な面にとどまらず､経済力を主要な背景と

する地位のヒエラルキーにも見ることができた｡すなわち､むらの男性は､争って態とい

う深林を人命をはたいて幼いうちから口い､さらに犠翌を行って斯文会に入って官員とな

り.革の祭礼に参加する擬制を得ようとした く態､苅文､官員は本来の凄味を失い､むら

の文簾に読みかえられた)｡地 神は rむら全体の愚史､習信､逆徒､法のノンポルであ

ると同時に､共血の希望 であり(Dao1985L1938]:207)､ゆえにむらぴとは城魁神を敬い

その加3LをL=した(ToanAnhl992HEH38 275)のである｡辛の無礼に参加できないことは

社会の農下層 とiLliされた`

さらに'EJiのnT鰍 ま､止由1当i長Qや5円､正副蛤の地位i･手に入れてむらの中で擬力を

振るう前uであ-,た.推約には､地比の簿は･ヒ昇ごとの堵里に約する義務か詳細に規定
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されており､むちびとの､地位のヒエラルキーに対する並々ならぬ的心を示している｡

ただし,この地位のヒエラル手 は､炎舎社では通常言われるように事での席次に表れ

るのではなく､串の守りを除いて､年船階梯秩序によって決定されていた｡高齢者の(1,か

らは蓄役が農出され､官軍の応康､兵丁選出の名簿作り､会合 .公平への参加などのGt務

が義務づけられていた｡また四Jlは祭礼の実務を取りしきったqこのような年齢階梯制は

むらの正式な成員であれば､席次は年島を重ねるごとに上昇し､年齢 (肝次)に見合った

公田の分給を受けたり､祭礼実務を取りしきる円卓を務めることかでき､基本的には誰で

も､前述したよう11-も務を持つ昔鍬 こ遵出される僻 Jを持つことができるという意味で､

平等性を持つものであった｡このように､むらの催力は捷済力を主要fi了Y丑とした地位の

ヒエラルキーと､平等主義的Ii､年齢階搬 序の併存により保持されていた｡I-''

しかし正副里見､-Eitロ､正i雌 などは韓国の両班やインドのカーストのように､世艶が

前提となる (東成 198745-48.69-76)生得的な地位.では11かった｡玩文覚の族が役敬老

を多く出したといっても､それはあくまで個人の努ノ)(E収ですらt))に負うところが大

きかった｡この点で炎会社は､東南中国にしばしば見られるような､有カリネ ジが村蕗

を経済的 ･政治的に支配する (フリードマン 1991)むらとは見Iiっていた｡

②むらは独自の娩約を持ち､むらと凸産物を自衛した.また髄の代金やキ髄節臥 廠々

の罰金を財源とする独Flの財政を営んでいた｡すliわち､むら1i-妊税政の自治を行って

いた｡その自治の内容には､ ｢公共のIihTI祉｣的な､むらぴとの経済的 ･社会的地位の如何

をfg]わず遵用される､平等王鹿的な僧両があった｡すなわち､むらの事や寺に財産 (耕地

)を寄付した者､むらを盗人から守るために命を落とした者で子のない名に対しては､后

田の形でむらがその然妃に責任をもった｡このような家族 ･劫族の枠を超えた､むら全体

によるむらぴとへの柘祉の吋面は､葬式の輿や､寺で老婆たちによって行われる49日俵礼

にも見ることができる｡このように､むらぴとの問には経済的階層且,地位の左がありな

がら､一方で集団的挽範に括られ､相互に強く括びつけられていたD

では､集団的規範に括びつけられたむらひとの問に生まれる心性はどのようなものであ

ろうか｡ベ トナムにおいて､人と人を絵びつける心性については､度にベ トナム内外のQr

究者によって､ r情感(llnIICaJl)Jという肋 (提出されている｡

例えばマラーニーによれば､捕感とは 親密で､感情的な他者との糾.㍍｣であり. r敬

意､阻心､他省の幸福を望むこと｣r自分を犠牲にして､他1号を助け､他人に草加をt'た

らすことJ である 二人の人Fuのか ､f='の情感は､社会的な不平等を薄め､相互のけ敬と
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耕 の鵬 を示し､どんIiジェンタ と地位の人との問にも存在しうるC情感関係によっ

て､人はその地位の差掛 こも係わらず､平等に結びつけられる｡また･マラ ニーは･†再

轟は義務とLt任を伴ハ モのことによって適齢 庚同体としてのむらに適創 始 者を形成

したとする仙 lamey1994:1防-189)o

rt碓 ｣は､恥 ､に日常的によく使用される言葉である｡ベ トナム人の研究者が､それ

か彼らにとってあまりに当たり削 社会であるため九 ぺけ ム人にとって Tt音軌 がい

かに大切かを述べても､足掛こついては明確さを欠きかちであるのに比べ､マラーこ の

定義は周到に考えられたものであると辞任できるし､大嵐で合意できる｡しかし必ずLb

戎務と責任を伴うとlま言えないのではないか｡伊事えば､責しい締 舎住まいの学生を熟 こ

呼び､毎日家族同矧 こ食中をさせるということはよくあることであり･それが ｢情軌 に

基つくものであると説明されるのもまた､よくあることだが､それが 犠 軌 であり 憤

任｣であるとは言えない｡また､マラーこ の定義の駿合､二者関係から共同体規範へ一

知 こ飛躍しており､結盟として ｢情感｣が二者関係に基づくのか､インコーポレ-ション

的な関係性を持つもの1j:のか､わかりくにくい○例えば､東北タイにおける家族のような

r2人関係の累接 触 として認識される､噸 得相互依存の惑乱 相互に相手を思う免持

ちを価値ありとする r間柄の詮軌 j (水野 1981:LIO)などと､どう違うのかが判然とし

ない.,

ベトナム北部村蕗においては,ある集団 (家族､親族､むら)に属する構成且相互が､

お互いの存在を良く知り､ r怖感｣や兼務によって､強く結びつけられているのであって

二者開拓の東成の結盟として､まとまりがあるのではない｡例えば東南アジ7社会の組瀬

原理としてよく.言及される′{トロン-クライアント システムが､一人の′くトロンの Fに

振放のクライ7ントか存在したとしても､クライアントどうしに的孫はなく､お互いの存

在を知ら11いことさえある (Scou 19T7:128)のとは兄なる｡この違いを (E)6)に示し

てみた｡

ベ トナム北取 こおけるこのようなインコ ポレ-ソヨン的関係のあり方を､顎者は r相

法 (doatlkel) という放念で呼んでみたい｡その内実は､ある雛Ej](家族､親族､むら

)に吊する柵成fi相iLか､お互いの存在を良く知り､ r情感Jや義務によって裁く結びつ

けられており､また一人の利益が皆の利益であり.皆の利益が一人の利益であるという､

一対多､多対 一の的係の巾で､自己利益と相互利益の増進をともにE]指すというものであ

る この放念は1945年以前からベトナム人にとって､強く恵鼓されていた可能性がある
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例えば､ヴィエムサーのある蜜に､朝廷が従別品百戸を与えた井伏が伝えられている｡iq

延拾七 (1864)年給虚月給呑El付けのその文軌 ま､盗賊 ･どろほうの類をむらぴとが雄団

で捕まえたことに対するものと考えられる｡

北事省蓋山肘安蜘 針漠兼灸会社､此次男島民FTJ挿才､領有韮状､艶比事'G長粒Jt載

兵S､斐皮革背丈授'tW 品有戸､用示矧 欽鼓,

(訳｡北事省真山府安息扱打渓捜炎会社､この度､既捺して民がカんで輔猿を行い､実

状があったので､北掌省且を経てこれi･兵雅に推挙し､箕として汝に従′＼品百戸を授け

ることを明白に記載し､勧め励ます事例として示す)

と､朝廷がその r姐結｣を受めたたえて､捕渉の指揮者 (文廿が破れており､その名は確

認できない)に品歓を与えているO

このような心性が､t945年以前からの集団的規範の強いむらと､その内部にある親族躯

団や､鳶にあたるチョイホ (cho)ho)､互助姐寂である ｢会｣ (ヴィエムサーでは r杯の

負(hoichen)｣､ r金【かね】の会 (hoitlerl)｣11どと呼ばれる)を支えていた｡ただ

し､このベ トナム的な弘田内部の成員問の関係は､1945年以1171には必ずしも平等なもので

ないことは､既に述べた経済的､政治 ･社会的差異からも明らかであろう (しかし､LgJI5

年の^月革命以後は､ r平等｣｢衡平Jの概念が加わって､崖共合作杜や保必会､同年会

互助組減である r同性会｣などを文えることになる)｡

以上のようなむらのあり方は19JI5年の八月革命で十変した｡194畔 まで入村の儀式は最

ったが､席次は廃止され一心ごとの地位の高低を表象していた苗床t)破り払われた｡串の

祭礼は簡素化され､ズオックや牢内での宴会､礼服を着て行うテ は､1947年から行われ

なくなった｡玩朝 ･植民地体制の行政彩度内に位置づけられていたTE副里.正副絵はもち

ろん､甲や能､漸文金､先次故など､むらぴとの間に社会的 ･政治的地位や経済的差異を

作りだすわ度 ､役屯は虎lヒされた｡公田は上地無し丘民に食先約に分配され､50年代の小

作料引下げ連動や土地改革から､点薬合作杜による1&払耕作へと碗く社会主副 ヒの過程で

r平等(binhdane)｣ 衡平(candoi)｣が追及されることになる 次帝では･炎合社に

おける革命と社会主射 ヒの過程を分析する｡



注)

(‖ 通常､むちびとは溌語名よ｡もノム名を使って､むらを呼ふ すliわち rジェムむら

‖angD.e,)｣という言い方のほうか､一般的である｡

(2) .j畔 全省地銀ま (1891)､ r]ヒ事省誌J(1875)･ r]蜂 省地軌 (18141815)など

(3)ここでいう地位掛 引抜争とlま､里長選挙のように具体的な役宅をめぐってむらぴとが

争う場合だけではない(マラ ニ (- rney1993)が言うような･葬式や併 しを盛大に
催すような盤台も含んでいる｡つまり､こうした行為によって他のむらぴととの間で差男

化をはかり､自らの援位を示そうとすること (例えば後述するように態をn'い､斯文金に

入って串で礼拝[テ Lc 後述]をすること)なども含む｡またこれらの地位凄柑鼓やは

原則的にI比 らの正式の成員と認められた- ,子の問で行われるものであって･女性は

参加できなかったO

(4)土地脚系の文廿が閲覧･投写の制限を受ける理由-ま､国家が土地所有権を保持すると

いう社会主点の大原則に関するものであろう｡すなわち,195畔 代から帥年代初の集団耕

作化で､虚民が私有地を失った後も､池などが慣習的に使用権が認められてきた経続があ

る｡ドイモイ以臥 農民が土地使用榔 )栂椀 ･議か 懲 められるようになり､その桔丸

土地は商品化したと言える｡幽蒙の榔 ま､自らの所有権が唾味になることを恐れ､こうし

たtE習的に良民に使用が許されてきた土地の管理徹底を行政や合作社に指示した｡その結

果.良い臥 農民に使用権を監めてきた土地や池が､国家の所有鵜を掛 こ､使用が禁止さ

れるケースかある｡農民の偶はその際､もともとは自分の私有地であり､繋同化以後も･

tE習的に使用か,2.められてきたことを扱拠に､これに抵抗する｡集団化以前の土地文帝が

その理由に制限を受けるのは､このようなケースが裁判に発展した牧舎､証拠として筏刊

所などに挺出されるのを､避けるためではないかと思われる

(5)土地改称 こおける地主､盲点などの階級区分の菟準は､単に所有面積だけではないrJ

第2奇 丁私命)で詳述する.

(6)仏領期の炎全社の他称は､一鉢が残っているだけであり､灸会社の土地所有状況の全

貌を知ることはできないか､膨大な情報丑かあり､複写が禁じられている現在では､分析

か闘足である 今後の課題としたい.

(7)当時の焚合札のl】垂加こ-)いては､250戸と232戸という二つの捕報かあるので､､I均

を取っ た(
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(8)抵民地下の農民の経済的苦境については､前章第三時を参軌

(9)デゥムウティ工が言う王粛村のヒエラルキーは､

①宮人(恥ndarlnaLs) 品から九品までの古｡

②仰鼓以上の老人U

③書目(klJUC) 選挙でえらばれた(foncILOnnalreS)､里長､副里､正騰とその軽
貧者｡coDSeLJdesDOtab】esを招果し､国家やむらに関することを♯誠し､里長や

副里が会議で決定されたことを実行するかi:うか監視する

④斯文(tuvan) むらが売りに出した斯文を買った者

(9(hoangdlnh)其丁9 17歳から59歳までの名簿登録者

一方､天爵村は､

(王伽歳以上の老人 昔老全仏(conseJ)desvleHes)を形成か

(塾官員(quanvlen)12人 むらの名詩の吉己載頃で決定され､選挙によるものではな

い｡通常はむらの戎務を果たせるようになってから名簿に.7己戦されるか､金持ちは

子が小さいうちに名簿にのせる (筆者江一金持ちは子の義務をかわりに果たし､子

を早く名簿に繊せる)｡このため rむらの民主主薬は破煉Jされる｡正副盟ととも

に実質的な村落金玉X(consclAcomunal)を形成し､それはむらの法的､行政的牒力

である｡

③三盤(baban)L8人 (D②を補佐し三並会議(consclldestrots110tables)を形成

(10)thuchlは漢字で跡 ナば恐らく首故であろうか､先抵(tier-clll)もよく使われた.炎

舎社でも先杭の呼称が使われていた｡

(ll)注(9)参軌

(12)当時の行政単位は､省 (肝)一県-揺-社である〔正Li雌主は栓の行政を担当する役

宅と考えられるが､むらぴとの記値では里長 ･百Il里程襲名が金鉱でその地位をロうことt'

できたし､そのほうが｢般的であったようだ.本市第三時 r1945年以前の灸会社の政治 ･

行政恕IgEj参風=

()3)症(9)の天爵村でも②の官員は､やはり本来の意味から逸脱しており､炎全社たけが

特殊な例であったわけではないことをうかがわせる｡

(14)入席は通常､祭礼のtjの数日前に行われる成礼とされている(PhanKL,81mh1990191

51_8687)(NguycnlanKhoan1930:121122)が､炎舎杜では祭礼の初日に奴姓神を招く儀
礼をさすようた,
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(15)ベトナム語辞如TudlenTlengVteL･VlenNgonnguhoe1995[1988]:873)によれば

テー(Le)とは 鳩 大で甜 な朗 にしたがって､礼物を捧げて祈ること (適経 文を読ん

だり､ドラや太古を伴う)｣とされている｡またグ工ン･ヴ7ン･コアン(NguyenVanKh

oan1930:L25)は神や仏に対しておこわ･肉､果物などの主酢 供物に加えて･ビンロウ

樹の実､臥 線番､水を必ず供えなけれ- けないクン(cung)の簡単机 のをレー (礼Ie

)復姓で鼠机 ものをテー (如 )とKP,け る｡またグエン･ヴ7ン.フエン(NguyenVa

∩ltuyeR)938:80,90)はテ-をlesgrandesc- oniesと訳している｡筆名の縫針 ､らも

これらの定蓑は妥当なもののように思えるoレーとテーを内容で区別するのはきわめて薙

しい｡

(16)ベ トナム断 の女机 聖母(thanhmu)のひとり一浪 聖母とともに､王事公主､水晶

公立の二伸を祭る｡この二公主は李朝抑(1日 3世紀)に虎退治をしたと伝えられる｡

(17)ベトナム村落における年齢段梯集団の宗教的役割は､日本の宮座と共通点を持ってい

るように思える (届府 1978)｡しかし後述するように､少なくとも炎舎社の年齢段梯集

軌 ま村の政治にも関与した｡

(18)あるインフォ マントによれば一姫の席次はク･トウォン､事の守りの二人(quanda

札Phodam)､前年の串の守り(それぞれba･tuと呼ばれる)の鵬である8

(19)この成分郷約はハノイにある社会科学通信院に所蔵されている01942年に炎舎社が投

出したものだか､i,ともとは1907年に官に提出したものを再筆写したもので､1907年7月

1Elの別寸けとともに当時の提出の可情が記されている.内容は本章第三節Ⅱ参･%

(20)成文ガ約には r一例､祉内腔拝何人物力敏幹職字保為正副里｡全島拾法式首貰公田弐

畝 (後略)Jと規定されているが､ある故事の読めるインフォーマントほ r正副里それぞ

れlマウずつ計2マウJであったと回想する｡また同郷約には事の守りに関する公田分給

規定はない｡郷約の全訳は本章第三師¶参娘｡

(21)灸舎比では通常の公田 ｢宮田伏臥 が二等田であったのに比べ,優遇されている｡な

お成文郷約には ｢(前略)仝民 (くじ引きで兵の亨を引き当てた二名の者一筆名健)拾許

転兵五指 (後略)｣とされている｡本草第三節11参臥

(22)インフd マントが記tBするように-盤から三恵まで､それぞれ一人ずつ背紋を選出

するなら､-恕遇山の首役はかなりの l'L指令ということになり､ r公務｣執行は､無理では

ではないかとの予断を慧しえない｡三鮭から三人ということであれば､年齢的にも､また

一般に年齢段梯制が必ずしも長老支配でないことからも､うなずけるような気がするOL
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かしここでは､この規定がデゥムウティ工の言うように三盤が輔佐的役割 (注9天爵村の

③)を果たしていた可能性を指揺するにとどめるo

(23)炎舎社の甲がこのように地縁集団的要素が襲いことは､甲に対する村人の記tBを唾味

にさせる01945年以降甲が廃止され､デイエムも抗仏戦期の ｢焦土抗戦作戦(bhangchicn

LhleuLho)｣によって､ベトミンを支持するむらびとが自発的に破鎖したことによる時間

的､物理的なものが最大の理由であろうが､むらぴとはしばしば甲の役割をソムのそれと

混同し､炎舎社には甲は存在しなかったかのように言うことがある｡

(24)郷約の内容については本師Il参鳳,

(25)東成(1998.118)の調査村では､郷長とはむらの治安維持の役Elを司る者であり､その

ほうが一般的であると考えられるが､炎舎杜では現役 ･引退した昔日を指していた｡

(26)一元は二fr､-Lrは銭六百である(Truong良Vol974[1937〕V】45)から､別社の者i･

生った場合の 細 街は本社の者を要った場合の15倍にもなる｡このような村外柄を規制す

る規定は､へ トナム北部村落に一般的なものである｡

(27)欝はもともと老鶴とも言い､老人 (60歳以上)に対する雑役や税の免除を指したとい

う川utlNgoced199537L)が､仏紙期には60歳になる前に鰯をEうことが｢般化していた

ようである｡

ただし､炎会社では金銭で買わなくても鋲を与えられる場合があった｡すなわち成文郷

約には､むらの中や耕地に泥棒が出たときに､それを捕らえようとして r岩何人不幸免役

仝民許i集萱代､有子許解､撫子許后亭並絵埋葬銭｡Jとの規定を設けている｡ r仝民許鮫

萱代｣といっても既に死亡しているわけだから､子に額が一代に限り与えられると理解 し

たほうが自然であろう｡

(28)往(9)の王爵村でも､斯文は買うものになっている.官員の苦味の逸脱とともに､炎

全社が特殊な事例でないことを示している.

(29)官員たちの行うテ-と､斯文をiIった者が行うテ の違いは､恐らく官員たちは入規

正礼､出席などで集団的にむらを代表して行うのに対し､斯文保持者は官員たちがテーを

行ったあと個人的に､或いは支族を代表して行うという点にあると考えられる｡

(30)炎舎社内のミュウ･クワン･ロンという廟では玩惟繋 -̂将軍という神がkiられている

が､実は大将三にではなく茸乏な殻民で､亨の祭りに宕ていくネu師､ないのをA=にして首を

吊ったのだという｡また柑9697年､筆者か調査を行っていた当時のむらの'/･トウォン

に対して､二番目の年寄りのコン･アオイ(connuol)(益子oベ トナムのコン･ヌオイは
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必ずし相 木の菓子のように､血筋を絶やさないようにするための存在で鵬 く､そのあ

りかたは多様である｡その-鰍 ま本朝 一別 の3､小作人 一点煮労舶 ･の項を参臥 )

の未亡人とその息子は r彼 (今のク･トオウン)は16歳で態を買えなかったでしょう｡う

ちのお爺さんのlまうが先に齢 買ったのだから､本当のク･トオウンは彼でIまなくて･う

ちのお酌 んだよD｣と矧 こ語った｡二つのエt･ソード臥 続を買えか ことや亨でテ

ができないことが､いかにむらの成人男性の地位にとって深刻な鵬 であったかを物語

る｡

ただし､鏡を尉 つない者でも30歳をこえるとズオック(ruoc)に参加でき､40歳をこえる

とテ ができるという､いわば救済策があったと語るインフォーマントもいる｡

(31)二エウの代金は寺の改修などむらの韓設資金に充てられたという｡また､むらが至急

に大金を必盤としたとさ､鏡ではなくカン(can?)を売ったというOカンを買った者は輪望

をしなくてもよかったが､カンは値段そのものが鱗の数倍したO

また1932年､北部ベトナムにおける棋生藍良は一人頑217kgであり､年間の最低必要宜

は240kgであったという(Hurray19801414･610)から､掛 くむらぴとにとっていかに詣額

であったかわかる｡一方グールーは､年間最低必要丘を斑277kgとする(GMrOu1936406

)｡

(32)成分郷約には r一例､社内何隆斯文稀望､仝民度折銭､取銀弐拾玩､尚民公文剛 と

ぁる｡この掛 ま輪翌にあたって納めるというより､熊の代金と考えるべきではないかCイ

ンフ* マントたちは苅文金に入る掛 こ金矧 ま納めなかったと回想している｡そのうち､

弐捨元がむらの公共の支出のためにプールされたのであろうか｡

(33)成分郷的中に記されている里長の役目は､

①堤防改修などの労役をさはった者を吉己録すること｡

②Atitiととt'にむらぴとの r生死蜂姿｣を記録することO

(塾徴税に関する･j職 ｡税額をむらぴとに通知し､帳簿を作成し､実際に税を徴収し､

領収書 (箱来)を交付すること｡

④伝晩むらの巾や耕地を村の自警団とともにパトロ ルすること.

(34)里長がこのような行為に訴える理山の一つには､むらぴとが税を滞納すると､Jlt,t金し

てでもrLl長が代わりに納めなLナればならないという7糾桝 iあった (同様の弔例はマラ ニ

ーMalarHey1991151でも報告されている)｡炎舎杜では､里長遺草に立候補するには最

低3マウの上地を持っていることが条件であり､その土地は ｢抵当(Lhcchap)｣だったと
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いう｡

(35洞 様の部例はルオン(Luong1992.78)の調査したヴィン7-省の村でも報告されてい

るDまた､正副里長や正副鹿を経験した人を､むらぴとは r敬名+個人名Jで呼ぶことが

あった｡例えば1942年成文郷約提出時の里長玩文派(NguyenVanPhal)は､後に正蛤を務

めたので r翁総派(OneTongPhal)｣と､また1928年から1930年頃里長を務めた玩有様 (

tlguyellHubDal)は ｢翁里兼重く0帽LyPal)｣と呼ばれた｡

(36)フランス植民地当局は､書目居の村落内における縦戒と推力の取り込みをはかり､19

27年書El会同(holdongkyquc)を成立させたC先紙は､里長と別に村の印章を持ってい

た｡

(37)炎舎社でも先紙､次掛 ま里長よりも地位が上であると考えられていたようである｡ま

た成文郷約は ｢一例､孝忠諸部､仝民腰折納車､大例拾元､小例TL元､至如 御 折納､別

社拾元､本社空ri弐隔､飼美智酒以為公用､其意銭克公用､交先次紙奉守､ZIB有iii記交事

執朋､毎月国有捌望食合､仝民在叉召亭井登次 (中略)､具合合只用美留不得所､至如公銭

得干鮭修一簿､編明計白､侠仝民公支｣とするO①孝忠譜郡 (インフ*-マントによれば

葬式などのこと)や婚姻に際しては (湖街)むらに金を納め､先次虹がこれを管理し､支

出を領収書を書いて証拠とすること､②毎月 (旧暦)の一日と十五日に､先次紙の一人か

辛で民に会計報告をすること､③こうして得られた銭を公法として計許し椀 に記録して

公共のために支出することが定められている｡

また里長はいつも選挙で選ばれたのではなく､これら拝島の話し合いで決定されるこ

ともあったという.いずれにせよ､昔日や正副聖長､正副絵などの地位に就いた経験のな

い一一般のむらぴとは､里長選出の過程から排除されていた｡

(38)柑42年挺出の成文締約の最後の韓分に26人が署名している｡うちわけは副絵及ひその

経簸者2人､男長及ひその経験者6人､剖里及びその軽験者6人､甘言己l人､先紙 1人､

次紙1人､職役9人であるQ

これらのうち院文茸の内族は､葱副絶･玩廷為 (⑧)､副鯉 ･玩文itr(頂肴托 これは

尻文殊⑬の改名である)､削盟 .玩文池 (⑪)､先紙 .院文他 (q少)､部 己 玩文舶 (49

)､さL,に里長 ･院文派(NgllyelIVanP九al)(家浩には記赦されていないか､戦乱の時期に

系譜開院が不l抑こlj:った五代の問に虚系の祖先か玩文族にいるとの伝承を持ち･始祖の命

E)に参加する)まで含めると､6人か同時にむらの青日を務めていたことになる -jJ-､

次祇玩文造 (㊨)の族は､この時点では彼1人しか署名していない.ゴ ･ヴ7ノ族は呉
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文門 (職役)1人､跳 族から剛 和 摘削里)､剛 # (l日里長)の笑の頒 二人が署

名している｡その他については､解 しているむちびとの記憶に操ってい恥 人物も多く

紳 掛 川 っきりし- Oまた職紗 9人署名しているのは､9ソムの代表では恥 だ

ろうか｡

(39)頗 十八(1906)年の 嘩 法- ｣では､ ｢幼撃公軸 各社村自行設立→(NgyuyellSI

Glac1993:｢19"]374)とあり･牌 レベルの学校は社村が設立することになっているc

l926年にも牌 レヘルの報 の支出は･村落が自らこれを行うものとされた(Kelly1975

55)｡｢初学要帆 の学位は三年学習した後の試験で得ることができた(NguyenQTllang

1993151)0

(40)年鵬 掛 ま個体が生存する剛 平等に増加してゆくものであり､年郎 潤 の甘徹して

いる社会での娘会の発言や運営は ｢民主的｣であり､長老政治や上下的身分差別の厳格な

社会とははと遠い (東成 1998153)性格を持つ｡

(嘉1)バクニン省5村の土地所有状況 (グ-ルー[Courou1936.359]より作成)

村 名 丁数I) 土地所有丁者数2) 土地無し丁数3) 女性土地所有者数(所有者組敷) 土地所有面積 (対土地所有者絵数)
-5サi 5サ★-17ウ 卜紳 357ウ -10マウ 】07ウ

303 217 86 19(236) 154 38 39 5

zlgCaL)サ-ラム児 72% 28% 65% 16¥ 16.5% 2%

328 2日 117 28(239) 164 25 36 9 3 2

uy)同上 64_3I 35.6% 68_5% 10.4% .l5l( 3.7% 1.2% 0.08ヽ

472 352 120 69(421) 328 46 37 4 5 1

⊥ 74.6I 25.4% 78% Jiヽ 8_8% 1% 1_2%

799 423 376 57(480) 286 61 87 26 l5 5

)トウアンタイソ府 53% 47% 59.5ヽ 】2.7% lB.l% 5.4% 3%25 J芳打チ-(NghiaC 277 241 36 45(296) Ⅰ∴ 40 66 4】 3

hi)ティエy1-県 87¥ 13% 11ヽ 13.5% 22.2% 13,8% 8_AX 1%

2179l144466.2X 73533.7% (1672) 1053 :川75.5% 26591.3% 8596_Ll%

1)原注｡18歳から60歳までの人頭税納入者｡

2)丁数中の土地所有者歎とその割合｡

3)T数中の土地なし致とその割合O



(去2)土地改革初期 ･路扱較正以前 (1955*)に地主と分類された人々の土地所有状況

名 前 所 有 面 積

(計算上の仮所有

面抜)

(I945年以前の役最)

路較億正後の階扱分恭

ゥ,ケ(117巾 ン･テ末 8 10マウ 子 (里長 ･副捉 ･正盆
L 亡人)テ1947牢死 (9マウ) ･先披 一九品)地主 I実兄

② グエン.ヴアン. 3 7マウ (1942年古記) ①の実弟

ゾン (5マウ) 地 主

③ ゴ .ヴアン.ホ 6-7マウ (l915年里長) ⑨の実兄

アイツクゴー-ヴ7ン.1ユン (6.5マウ) 中 点

④ 3-8マウ 1945年小ミソ参加 .国民 ⑤の息子

(5.5マウ) 党?54年南部-逃亡

@ ガオ (∫ .ヴアン-ルアン母) 3-4マウ(除外) 中 農 ④の母

@ 1ソの母) 3 5マウ(除外) 中 農

(カ グエン.キム.トツク 4 7マウ(5.57rh 地 主

TC8) I/エン.タン.テ5マウ 誓 ト三等 加 1.Itイン (5-ウ)

二十ン (グエン･ 8マr?

ヴァン177イ木 川 マrH

フアイは1942年里長､

正始､小ミyに協力､土

地改'Y;以前に仏軍に射

殺 抗戦地主

計芹上の仮数値で見た 62マウ

57ウ以上の土地所有

者の細く5.6▲9.13を除外)

1945年地簿の5マウ

以上所有者

グエン･ティエン･ 6マウ

トアン

計 66マウ

私田推定面接 250300マウ

土地改革期の推定世帯数 241戸
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経済俳完LT理

正JりG,i.

妨呈 Ak人7 T竹入 ･叫望

先攻方 正刑余I

Lt入｡ ;捕呈†

正■lJ里長

'Jt収 Ⅶ豊 所柄鉄

肺文金

†gC翌

晩

'tI人

年I等階梯原理

看守箕 老上 -丘 亨の守り 膏

lgF壬 甘̀夏 折柄親

所柄按 二畳

三盆

月

(7E

萌空 所ホ技 大

出生-L4人でさ'JりA.=太転 的輿汚さ 五色以下

桓 5)L945年以前の犬舎tt･こおける牝 を決定する2つの原理

川東南アジア社会のパ トロン･クライアント関係

-パ トロン･クライアント関 / A℃

･芸 d ,i(iA デ C'-㌔

td) (e) (fJ tg)

(a)紘(b)､(C)の′,'トロンであるか､クライ7ントrbL(C)はお互いに関民は無く､或いは

その存在すら知らないO(b)は同時に(dL(e)のパトロンであるか､tdJ､(e)のDa保はfb)､

Icは同様､関係がないか､お互いの存在すら知らlj:い｡′<トロン(C)のクライアントtf)

佗)の関係も同様｡スコット(ScOu lgTT)より作成｡

(2)1945年以前のベ トナム北部村落における一対多､多対一 (または ｢団結｣)関係

パトロン･クライアントBa係と遠い､成月とうしかお互いをよく知り､籾 と情LL

によって結ばれているか､同時に成員問には地位のヒニラルキ も存在する

(図6)′てト｡ン･クライアン欄 係と191弾 以前のベ トナム北部村落における 対

多.多対- (または r団結 )開床の違い
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第2辛 革命

はじめに

本草では､前手で叙述した1945年以前の炎含社の村落林道か､1915年8月のホ一･千･

ミン率いるベトミン(ぺけ ム改正同盟)とその叫 功力である共産覚による､いわゆる

八月革命以臥 削 l戦､上雌 羊･農薬合作杜による丘菓集団化などの民族民主革臥 社

会王射 ヒIsとを経て､どのように変化したかを扱う さらに農業射司化の被疑と､国勤 ＼

政宗の方向転換を行い､各世耕こ経営権を徐々に容認し､現在の点薬合作杜か1992年に土

地使用権証番付きて､合作社長 (長尾)に土地を交付し･独自の遷宮方法を採用する前ま

でを扱う｡

具体的には､①序,A-的な1945*以前の炎含社と抗仏 ･民族主義運動から､②共産土嚢運

動の浸透と八月革命､抗仏故の民族革命段臥 ③その後の本格的な民主革命である土地改

.世と､194昨 以前の村蕗柵か )一時的逆転､④俊男合作社による皮装拒団化の成児と破綻

⑤国家敢策の転掛 こ削 る点菜合作杜の対応までを扱う.さらに､⑥共産主義運動がなぜ

受け入れられ､1945年以前の政治的 ･社会的 ･経済的不平等を内包した村落構造から､ r

平等｣ r衡平｣か追求される構造に空ったかを考察する｡なお､1945年に朝廷が廃止され

たことにより､従来の公用文字であった添字はロ マ字表d7dのクオックグ (quocn糾)

に取って代わられることになったので､八月市命以後の地名 ･人名をカタカナ表記､例え

ば ｢炎食 を け ィエムサ と記述することにする,

苅一節 1945年以前の炎舎iLと抗仏 .民族主義運動

フランスによるベトナム垣崎の目的の-つは､河伝いに要点への交易路を開くことであ

I-,た.当初はメコン河がキえられていたか､紅河のほうか適していることを知ったフラン

かウ河を為り､北平城郊外のダ ブヾ ･カウや炎会社の対岸にある土河社に現れている【フ

ランスは､この時北革の地潔的禿要件を認識したという｡1882年春-ノイかフランス'帯に

占領されると､これに乗じて中国のT7潮軍か北串地方を占領した｡フランスはこれに対し

､L883年1川 から昭隈を差し糾す､北等古の各地方を占領し ､ た.そして1884年3月

12Ej､灸舎杜の隣礼である果中絶Lや北年始近辺を抱博して､稲軍を城から追い払 た 72
年からタ ブ･JJr'1には仏姓氏地平が常払ナそこ土にti: T_ またL895年10F】イント./ナ

鑑ffは北等'tiを､北軍だと此77 ､′くクサン 古に分9JL Ho)DoDgLtchSuTlnhHabat
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1986:169~171)､炎舎杜Iijヒ事省に属することになった (炎舎杜の月する針汲掛 に 九よ

り前の成泰二(1890)年･北事省真山府安土県から同村武江見(こ召人されているlNguyenV

aF)Huyen1996:64])

序章でも触れたように､フランスは北部占領後､岨民地彩度 を妊9.した後も､ベトナム

人の反抗に悩まされた｡北事地方もel外ではなく､1880年代の北部占領､勤王劫 期には

グエン･カオ(HguyeDCao)か武正典を含む平地一帯で187387年､カィ.キン(Cathtnh)

が1882-1姐8年の間抵抗した一1888年に勤王運動が収束Lた後も､ドイ･r17ン(DolVan

)､カィ.ビエウ(Ca)Bleu)とトン･フォイ(ToDgBuoi)か1884-1約1年､トウアン.ソ

I(Tuanlo)とデー･ヴ7ン(DeVan)か1886-1899年の聞､抵抗を挽けた (Ho主Do明しIC
hStJTIDhflaBac1986.183-187)｡

中でも最大のものは､此江省の山地イエン･テー (安世)県に割拠したホ7ン･ホア･

タム (黄花捷)で､フランスとの停戦協定期間まで含めると1913年まで､イエン･テ一一

第を半独立国状蟹とした (桜井 ･石葎 1977:59)｡

このような状況のなかで､炎舎社にも抗仏 ･民族主義連動の彰tFが及んだOホアン･ホ

ア･タムの義軍には､むらから3人が兵士として参加したとの伝承が拭っている｡また19

09年にタム討伐を命じられたレ .ホアン(Lelloan 北軍捻慣?)は､何度も北革城から

イエン･テ-へ向かうため炎会社からカウ河を渡るうち､炎舎社の者と知り合いになり､

一族の女性の一人が､炎舎杜に嫁いだという｡

また､20世だ初頭のフアン･ポイ･チャりによる日本への東進連動 (序帝苅三節､民族

主義運動の第二段階参.q)の際には､むらからグェン･3'ック･サン (玩玉冊)という救

師をしていた青年かこれに呼応し､日本に渡ったという｡被は､】907年の日仏払約でチャ

ウやはとんとの留学生が退去させられた後もEl本に留まり､日本女性と結婚した その息

子は194011945年の日本軍の [仏印進駐｣舶IこE体軍兵士としてベトナムに渡り､北宰省

の r山 (実際には丘)のふもとに井pのあるむら｣という､父から聞いた故井の他作的特

徴をたよりに失念杜を探し当て､一族のグエン･ゴブク･チ十 Jク｢hguycn地orT,acJと

いう少年と会ったという､夢のような謡かある<二人のき壷は1942年たった 当時1叶亡後

半だったチャ ノクは.JT強 を交えながらサンの息子である日本希即 Il人と講をしたといラ

(以上は､チャyク毛の輩許へのLE話による)

このように､炎含杜にも抗仏 ･民良工盈運動の影Vは及んでいたのであるか･炎含社は

民族運動史に或る英雌をLtんだわけではfj:か-たし､カウ河を挟んで北掛 こある土河杜の
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ように､革命連動の拠点とIlったわlナではなかった (土河では1927年にベトナム青年革命

同志会の支部か(BanNghlenCuuLichSuDaneT川hlla8ac1970･11)･192畔 には共産

主農産勤の形書下にある息会が設立され､また同科 2月に土河で開かれたインドソナ共産

党の会&にフランスの密伽 ､頼み込み､5人の党且が逮挿されている(HoiDongLickSu

TinhHaBac1986:210.2141215).むらぴとの記憶の中では､炎舎社で同志会やベ トナム国

民党 (1930年-にイエンハイ鵬 を起こした)に参加した者はいないp

第二両 共産主義運動の浸透と八月革命､及び抗仏戟(1939-1954)

1 炎舎社における共産王最適軌の浸透

巌抑 こむらから帯愈遭軌 こ身を投じる者が出るのは1939年嵐 ちJ=うどフランス本国で

人民軌線内闇か成立し､インドシナ植民地でも共産党が合法化された時期 (1936-39*)

であるOこの時期､共産党は北事 ･北江地方で､工場やむら単位の互助会 .麦友全 くザ~

ラム朋 虹 胤 脚 鵬 社､鵬 社､諒珊 三山邑､拾和県黄献 ､品 ､′<-フ

ェン邑)､伝統民間音発の愛好会 (八苦会､チョンクアン会｡月組 付耕渓社､柳岸社)､

農業労働者(LhoGay)の会 (#,林県帆 l胤､砺某社)､読書会 (慈山府亭傍杜､北宰市､

ラノトウォン府)なとの大槻 轍の形を取って､公開 ･合法的に姐轍を拡げ､工粉ではス

トライキ､農村では液税 ･納税延期要求運動などが行われた｡= また､託せ金では共産

党の威開放､マルクス三歳の初歩的テキスト､チュオン･チンとヴ*-･グェン･ザップ

の r農民問趨(valldedancar)Jなとが読まれた(HolDonELIChSuTInhHaBac1986･2

20-22))｡また､手金､音会 (それぞれ葬式､結婚式の互助粗放)､養豚の ｢坊(phuong

やはり互助組縦)｣､武術の会､クオッタブー伝楢会､サッか一･チームなとを利用して

粗鉄拡大が試みられた所もある(banN8hlenLichSubang1987:58159.68)

このような組耕方法は､ウッドサイドの言う r愛肴(auachJN:nL)に基づく′J､姓 EElJによ

って､共産主義運動を拡げようという､ベトナム共産主義者の組成法である｡ウ･yドサイ

ドによれは,この方式は､共産主義運動姐鞍の存立基盤を個人的な愛執 こ求め､その集団

(工塊やむら)の励もの問題を解決することによって､支持を独得しようとうるもので､

】920年代の共産主我運動初期から､北林の社会主義化 ･工美化､抗米戟期の繭へ トナム氏

族脈放戟鰍 二まで引き継かれる (Yoodslde1976179:213;262-263).

1927年にグエン･Iイ･クオック (後のホ一･千 ･ミン)は r苛飴の逝(buo叱kachMe

Dh Jという'I-1ストを憑き､その中で農民を岨較する方法として､伝錠的相互扶助組澱

70

を利用せよと述べている(NguyenA,Ouoc1977L1927】.75)｡北辛 ･北江の共産主我運動lま

以上のような払拭方法を実践したものと言えるであろう｡

また共産党は･フランス本国でタラディェの右派内闇が成立すると､インドシナ捉民地

での共産主薬弾圧を予想し･秘密保持のために地点を農村に移す方針を打ち出し､第2次

世界大鼓の勃発を横に実行した(NoiDon8L】chSuTIDhHaBAG1986:222)

前章 r革命前のむら でも触れたように､ヴィェムサ-で長初に革命劫 に参加したう

ちの一人ゴー･ryアン･チャイック (呉文才｡1鮒 年生)臥 北事の仏蛙7校を不文した

後､北軍市郊外のグップ･カウ火薬工境で事我見 (1934145年)をしていた.また､ 秀

チ (パカロレ7保持者)JYュン.ズイ･トゥ (玩経机 19日年生?)は､北竿の仏遵学

校を卒業してハノイで法年を学んだ後､仏縫地制度下で裁判官 (19姐鞍任官)になったか

彼も革命運動に参加 している｡このように､むら出身で革斜 こ参加した青年たちの中には

都市で教育を受け､給与生活者という非良民的生活を経験した者もいたが､グエン･.1/7

ン･ヒー (玩文佑)のように)939年頃から革命運軌こ参加したか､特に芯等教育を受けた

のではない者も含まれていた｡彼はむら最大のグ工ン.ヴ7ン族の出身で､長兄は1934年

の里長葺で､激しい連革 (買収を伴う)戦を勝ち抜いて当適したrn:文王 (前車参照)であ

った.ヒ-はI941年頃むらから姿を潤し､地下に潜った｡1940年末から始まった弾圧を避

けるためであったと考えられる｡以後､二度とむらに姿を見せることはなかったか､現在

ではI952年頃戦死したことが碓望され､国家により烈士にZl.定されている.また､グエン

･ヴァン･フ7イ (玩文派)のように､1942年､失念社か郷約を仏当局に捷出した際 (前

章 r革命前のむら｣参府)に里長を務め11から､同時に密かにべトミンに参加していたよ

うな､フランス式叔青に基つく教養というよりは､儒教的教養の持ち主であった古い ､た

｡ヴィ1ムサ では1942 43年頃ベトミン傘下の 救国会Jが払拭され､当初の全良は】5

人はどであったというが､その出自､汝兼などの背景は異なっていた

皿.八月.革命

1945年8月15日､口車か連合国に無条件降伏すると､ホ ･チ･ミン率いる共産党中央

は盆蜂起を指令し､全土でいわゆる 政権奪取Jが起こり･8月兼皇帝-^ダイは退位･

9月2口にホー･千 ･ミンかハ/イて独立を宣言､ベ rナム民主共和国か成立した

ヴィェムサ ては19j5年に入ると､むらひとの多くかヘトこノを支持し､市少年の中に

は､ r遊軍隊(duk.ch) に参加する&い ､た 特に1945年3月9Elの｡木耳による r仏
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印処理｣でベトナムに名目だけの r独立｣が与えられた後､共産党か r突撃宣伝隊｣を組

焦して､武江県でt)宣伝活動を酬 :したこと(且anhghlenLLChSuDang1987:95)による

効果であろう｡

ヴィエムサ でt)r鞍監轍 ｣朋子われたか･それIl一切の旋血や暴J7を伴わないもの

であった{すなわち､最後の学長ゴー･ヴ7ン･ホアイワク (呉文A)から権力を ｢奪取

Jしたのは､実弟のゴ ･ヴァン･チ十イック (Tではれた､むらから長も早く革釦 こ参

加した一人)であった｡ l攻輸8恥 の当日､ベ トミンの活動家らは､当のホアイックの

菜に柴まり､そこから r政権奪取 に向かったというoこのことは､ヴィエムサ-内部で

硫島的にべトミンに反対する着がいない､すなわちぺけ ムの独立がむらぴとに支持され

ていたことを物語る｡

新しく生まれた民主共和国の行政挽楠としてのヴィエムサーの鑑時主席には･最後の里

長ホアイ-,クの兎弟チャイyクが汲まれ､彼はそのまま最初の主席に俵滑りした｡

この新体制の下では､さまさまIi改革か行われた｡玩朝 ･フランス植民地体制の制度内

に位拡づけられた正副里､正則総などはもちろん､甲や能､斯文金､先次息などむらぴと

の間に政治的 ･社会的 .経済的差晃を作りだす制度､役掛ま廃止された｡1946年まで人村

の横式は残ったが､席次は廃止され､盤ごとの地位の高低を表象していた高床も放り払わ

れた｡串の如 しは怖茶化され､行列を伴うズオッ//や宇内での宴会､手U服を点て行うテ

は1947年から行われなくなった｡これらは1946年から始まった一連の r文化改革(catCaC

hvanboa)lの過程で行われた｡また1946年には､むらの跡地の約半分を占めていた公田

か､土地なし農民に分配されたoさらにn字運動である r平民学務(hoevublnlldan)J

i,行われ､いままで勉強する成金に奴まれなかった人や女性も､字を覚えた｡これらの指

導にあたったのは､仏虐学校の卒美音や､課士やネ斗拳の二塊に合格し､元里長であったグ

エン･ヒュウ･ダイ (玩作木t)ら､新旧の知&人たちであった｡

この頃､革伽 こ参加した斤年たちは､ある唖の魚狂に支配されていたようである｡ヴィ

エムサ の 1枚撒奪取 は､一切暴力をLT.わないものであったが､その代わりにとでb言

うべきか､El分の蛍に伝わる維持などを l封粗文化)の象徴として焼いた老い ､た

従来の題目会同を形成した村蕗‡iノJ古層を解体する臼的で､行政単位の改革が行われた

uの統合か行われ､19117年からは炎合､帝閲､ni敵.斗韓､有執､春同､膚S;ら7杜が

合併して､ホ7ロン杜はaHoaLong)かおかれ､旧来の牡は村 (lhorl)と呼ばれ､国東の

正式は行政単位ではIJ亡くな--,た｡ただし,祉会生活でIilEl社の枠組みは依然として重要な

7:≡

紳 lを果たし･簡素化されたとはいえ城陸神をたり､ほとんどの棚 は旧社の枠内でおこ

なわれ､旧社の槻 みれ むらぴとにとっての むら の枠組みであ｡抜けた.またJtX

集団化のために設立された点薬合作社も､ホアロン社では､村-旧姓制 止で組焦され､全

社政の合作出まわすかに1977-8岬 の4年間だけであった

八月革命は､L941年の共産党第8回中央委員会の方針を受けて､剰司主義打乱 ぺけ

ムの独立･すなわち 民排 放革命(cuoccach■anhgiaりhongdantoe)Jを主目的に

し､これを支持する全ての人々 (労中古､良民､′け ルジョワジ ､民放ブルジョワシ

)を糾合するものであり､ r反封建 革命っ去り土地改革Id･どは棚上げされ､共産党支持

者でなくてもベ トミンへの加入が認められていた (HuyDM ibKhanh1982･260-267).

そのため､ヴィエムサーの政格においても､前章で挙卵 こ､耕作に労嶺ノ掘 用が必要な

5マウ以上の上層土地所有者であるグェン.タン･ティンやゴー･ヴ7ン･チュンか､古

記として入っていた (前章表2参照)｡また元里長グェン･ヒュウ･ダイも､礼のリエン

･ベト(共産党色の軌 ､ペトミンに参h]していない人々を結集するため､1946年5J]に括

成された統一棚 )委員長､キンバック (京北-′くク二ン)地区.)エン･ベ ト代乱

イエンフォンif;蚊 化委員として･新政跡 こ参加した○民主共和国政冊とベトミン臥 必づ

Lも共産党とその支持者で扱轍されていたわけではなかった.

共産党は､ベ トナム北部に r進駐乱 として入ってきた中国国民党町の要求を受け入れ

て､民主共和国改称 こベ トナム国民党且を入れ､さらに1945年11月lこrR発的解任h を行

った (古田 1996a12m 27)｡しかし､これ(柏 装解散であり､依然として火酪主兼吉は

民主共和国内執 こ影書力を持ち､ベトナム国民党と赦しい主導催争いを放した.

.U.I:I..∴ : '二.71∴1.,'::::_Y.I::i'll...'し■い∴ ? :ltm lp:∴ I-:､

ミン宣伝を凍り広げた (議会稔定数350のうち70註席か､最初から凶民党11と反共党軌 こ

割りあてられていた〔桜井 ･石帝 1977:187:)｡両省では103人のヘトミン他店併揃が立

侯枯したか､当選したのは12人にすぎなかった (省の共産党史はへトミノの勝利を鑑乃す

るが､両省の議員定数は明らかにされていない)｡また194546年は両省各地で､ベ トミ

ンや共鮎 勅 力は､帽 国民弧 ベトナム国民党･ベトナ肇 鮎 讐 国民党の戚
を借りる華人や 土PE との武力衝突に明け零れねはならlJL'かった.さらにE)本.iGのジュ

-ト態制裁培や天災で深刻な飢tIか起こっており､対話を託し､飢味見i･救い､生塵を向

上させる必要があった(8an脚ienCuuL】chSuOa昭 1987:126137)(ryイエムサ てら
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1945年には､100人以上か飯死､后死した｡

ヴィエムサ でも､新政権内部で.共産覚を支持するか否かで分裂か起こったようであ

る｡前述のグエン･タン･ティンとゴー.ヴァン･チュンは1947年に､恐らくヴィエムサ

か新しく成立したホ7ロン社にJi入されたのを横合に､政権から外h/､ノイにQを見つ

けて.むらを出た ティンの耕地は､滋子二代にまってコンヌオイ (養子の~種)をして

いたダニン･ヴァン･パンら小作人か耕した｡一万一最初の主席を務めたゴ-･ヴァン･

チャイLyクは､後に県の幹取 こ抜手一された.

江L 抗仏戟(19461951)

1945年9月2Elの独立宣言と民主共和国の成立を認めないフランスは､早くも同月23El

には南部で､民主火和国の地方政鵜の強制排軌 こ出た｡また､翌46年3月には､フランス

のベトナム復帰を支持していli:かった中国国民党軍がベトナム北部から撤退し､フランス

軍は､1952年までのフランス軍の私見を定めた民主共和国との協定を無視して､北敵 こも

進虹する｡ハノイには3月18日フランス革が無血入場した.民主共和国とフランスの外交

交渉は決裂し､同年12月L9日､ホ一･チ ･ミンは r全国抗戦アt='-ルJを発表し､対フラ

ンス独立戟争が本格化する (古田 1996a･L2JI,128) (桜井 .右葎 1977188).

′(クサン省には､1946年6月20日にフランス軍が入り､市境を常かしたり,女子佼を占

拠した.8月3日には､仏兵とむらの民兵の間に衝突が起こった｡バクニン市には､8月

)ロにハノイからフランス罪が良人し､べ トミン軍と衝突を撮り返した｡このような班沈

下でt,､偽装解党した炎症党は発展を挽け､八月&命時にバクこン･バクサン両省の'R員

故は100人程度で､支巻数は20弱であったのが､L946年末には党員数は10倍､支母数は7

倍に増えた｡しかし､工場や企男の支部はわずか10､党見放に労曲者､女性が占める割合

は20｡以下で､党員や支部の大部分は曲村鰍 こ繋中していた くBanNghleuCuuLIChSuD

arlg1987138143).,

12月19日のホ ･+･ミンによる r全国抗戦7ビ ル 発表に呼応して､-クサン省で

は同日深夜から､′くクニン'Gでは翌20日からフランス;即こ対する攻筆が始まった｡I947年

2月6日､ホ ･チ･ミンは 広く､深く､フランス軍が利用できないように破壊しよう

同胞の軸の一振りは､兵士か赦恥に打ち込む一発の銃掛 こ相当するJと呼びかけ (これ

かいわゆる 1年土抗戦はhangchlenlleUlho) であろう)､′くク二ン省ではこれに応え

て,!F､･li?､叔会､廟､官臥 逝路liとフランス軍に利用されそうな建築軌 ま､自発的に
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破壊された (BanNghienCuuLichSuDaDg1987‥146)｡

ヴィエムサーでも･ソムごとに上地神をだったディェム (店)は全面的に破蟻され､寺

は生鐘と門､建物の1/3が破顔され i*は武等製造のために鉄出された｡芋では､前集

(中庭)に立っていた線香を供える石柱まで破壊された (これらのせ軌 ま､七だ完全に復

旧していない｡辛は1953年､1992年に再建されたか､寺の規模は､敏蟻された当時のまま

であるし､ディェムは一つも再建されず､そこで行われていた宗放儀礼やソムの婁会こソ

ム･チャップ｡前畢参紫】は途抱えたままである)｡

こうした姓抗に､フランス恥 iバクニン､バクサン両市からハノイへ-Eiは娠退したが

本国からの増渡を受けて､I947年 1月､戦車､飛行横を伴って､′くクニンJG胸部の ドゥオ

ン河､5号道路沿いに攻勢をかけた｡これらの地域では､フランス市によって､ l会芹 (

holteJ)と呼ばれる我仏行棚 が作られた.｢全国抗戦7ビールl後､1947年4月ま

でのバクこン地方では激しい戦闘が就き､敬扱は省南部の5号道路地域と､東北地域に二

分された｡1947年LO月までに ｢会斉｣の設立されたむらは､285Hにのはった｡ベ トミン

･共産党側では､この r会斉Jの解体工作を組放した｡しかし､これが必ずしもうまくい

かず､戟祝が不利であったことは､1948年2月9日のホ一･チ ･ミンによる両省党委Ei会

への批判､すなわち r故が侵攻してくれは､少数の例外を除いて､軍隊が連げ､逝紫隊が

逃げ､横網が逃げ､幹部が逃げてしまい､民を慌てさせ､苦しめ､拐皆を与え､恨みの気

持ちを持たせる｣という言葉に滋れている｡ベトミン軍が攻勢を畢過し､フランス1.1･:の力

が弱まるのは1951-52年頃である (BanN帥IenCuuLJCbSubangJ987:147152;155,)88

-195)｡

バクこン･バクサン地方は､ベトミンdが支配する r自由地帯(vuDgLudo) ､フラン

スとベ トミンの二束支丘状盤の r遵奉地溝(〉ungdukick)∫､フランス何の文民下にある

｢暫占(ta■chle▲)村 に分断された｡

の自由地帯に速燕していたか､1950(51?)年から r会斉｣が任命されるようになった こ

の時細､むらから数人の少年かJIクこン市にあるカトリック教会の学校に通っている し

かし実質的には､ベトミンは秘密活動を行っており､ r全斉 t'､ベトこン側の r杜豹

かわざと老人なとを選んで､就任するようにさせていた｡このようfl政治権力の二重捕逸

は､1954年のジュネ ヴ協定でフランスか経過するまで掛 ､たDまた､もらから自山地芯

には初なとの物啓か運ばれた グエン･ry7ン17ァイ (1942年に里長を務めていf=時代
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からベトミンに協力していた)は､この運搬中にフランス軍に締まり･銃殺された｡

第三節 土地改革

ベトナムの共藍主砦者は､当初からその日掛 こ①民族 ･民主主義革命､②社会主集革命

を挙げていた (白石｡J993b:卜20)｡しかるに抗日･抗仏軌殴帝でlま､反相 主義の民放

革命に重点を正き､ r反封建 の民主主義革斜 ま､ r封建的｣生産的掛 こおける主要な生

産手段である上地を､地主から取り上げて分配する土地草魚をtgI上げした (その具体的な

方針決定は､1941年の共産党第8回中央委員会)d

民主主義革命､すなわち r反封建｣悶争に婁点を移すという方針転換が行われたのは･

ベトナム労烏龍 (1945年11月に偽装解散した共を党は､再結成にあたって党名を変更した

)第2回党大会からであった｡ft体的には土地政託条例､農村住民階級区分令､特別人民

法度改正令､違反地主処罰条例が1953年3-4月に国東主席令として公布された｡当時は

末だ抗仏戦中であったので､まず安定したベ トミン支配地域で,1953年4-8月から小作

料引下げ運動が実施された｡また､1953年 1月の中央委鼻会第4回会議で小作料引下げ運

動とともに､実施が決定された土地改革は､同年党中央委5回会議と全国会議で開始が決

定され､上地改革綱領が採択､同年12月の第1期第3回国会で土地改革法が採状､同月末

にまず6村で実施 (弟l汝)された (白石 1993b46-51)｡

こうした土地改J世には､まず地主､富盟､中虚､貧農､雇点とは何者であるのかという

定義か必要である｡上述の良材階級区分令は､その基準を示したものであろう｡雫石はこ

の法令を入手できなかったが､1955年3月に首相府が公布した r良村における帝政判定粂

例Jによれば(VienKLDhTe1968･147;150-15日59;161)(Vicken岨111986:84)以下の遜

り.

(Lh地主

地主とは多くの土地を所有し､自らは王労飴に参加しないか､副労働のみに参加し､

'2-主な収入源を､耕地を頒出すか､労助力展用で農民を搾取することに依存してい

る古である.地主には金環Lや商工丑を難澄している者あるか､地主の主たる､また

庖常の托取の手段は､耕地を涼し出して租を取ることである.

一人当たりの前指摘 か､その地方の一人当たりの平均面積の3倍になる世･T･(hoE

戸) (世JGが1､2人LかいIiい場合は地方平均の4倍)や､主労書従事者かいても､
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一人あたりの史出し面掛や焦捷科が､自作地 ･芳烏尾用面胡収入の3倍を越えたり (例

えば･自作 ･労8雇用面硬が2マウで･貸出し面掛 ､6マウである蛾合)､捌00k繕
越えた場合は地主と分類する｡

コンヌオイ･竹重(vole)の生活水準が貧農に近い各会は家族分●力と見なさない｡

②富農

標準的な盲点とは十分な耕地と点兵を持ち､自ら芳書に参加するが､手たる収入寂の

一巻または大部分を､雇用芳書あるいは土地を度し出して粗を取ることに依存するGで

ある｡また自らは少しの勝地しか所有せず､他人の耕地を借りて榊乍し､芳命力も舶用

する富農もいる｡富農の主たる搾取は､｢般的にIi労烏力(nhanGong)の托蚊である｡

富農は主労軌 こ参加するが､みな推取する｡より糊 な貌定は､以下の遜り｡

Ia)自ら主労鰍 こ参加して､同時に年間2人を雇用する (年間1人あたり120分48､

合計240日)｡

(b)自ら主労働に参加して､同時に､2人のB民が通常耕作する面譲に和当する耕地を

宜し出す (原著[VienKlnhTe1968･147]注｡つまり年間2人を雇用することに相当す

る)0

(C泊 ら主労働に参加して､同時に労働力を雇用 .土地貸Lhを行い､労8.力万引打･土地

貸出しが合計 1年に2人 (の労働口)に相当する｡

③中農 (搾攻の捜皮が?:i'農の程度に漣しない者は､中農である[VlellKll山Te)968159

】)｡

中農は十分な労働力､牛 ･水牛､農具があり､El宿しており､労4力を-;';･らす､他人

を搾取しない｡

中点には自作しなから､一方で他人の耕地を借り､他人に地組や依捗を搾取されてい

る者がいる｡また労働力を醍用したり､少面領の土地を貸し出す古い ､るか､何故はた

いへん少ないC.

◎貧農

耕地と農具が十分でなく､耕地をLU*り､地机や位捗､労働力を搾取されている(

⑤鹿島

一一一般に耕地と点良を持たず､あるいは少しの耕地とEi良しか持たす､完全にまたlは

に労働力を売って生活しなければ11らず､年ごと､収獲期ごと､月ごと･日ごとにk(か

れて生計をたてる
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というものであった.,

ジュネーヴta定で､フランス軍か杜退するまでフランスとベトミンの二重支缶が行われ

ていたヴィエムサ では小作料引下げ潮 lま1卸 年初めから､土地改革は1955年IEl席四､

五月 (五月十日艶あり)から (土地改革第3汝)､しかも圧倒的に後者に重点を苫いて始

圭っ†こ.

｢仮的に､土地改革はまず､村外の人間で構成される r工作臥 (むらぴとは r改革暖

｣とも郎 ミ)が､むらに入ってきて-以下の段階を飴むとされた く岩井 1992:761TT)○

①貧農 ･雇点と 切 に食べ､共に住み､共に働く.という′く-･クン(bacung)を実

践し､その過程で改革の推進役 (cotcan)として且している者を遠島 これを r椴をつ

かむ(bat,e)｣と諾い､彼らに思想教育を施し(xauchuo.)･彼らを中心にして度会を

設立して､良民に 惜 しみを打ち明けさせ(Lokho)｣､打倒すべき地主を告発させ､訴

えられた地主は 椿別人民法塵Jで裁かれるU

②上述の条例に基づいてむちびとの階扱区分を行う｡

③地主の耕地 ･財産の接収を行い､それを分配する○

④段村党支部委fl会､行政委員会､投合執行委員会の選挙を行い 各軌溝の指導部に

妓存する掩収分子を-輔し､指導部の2/3は茸 ･兎良が占める.

ヴィエムサーではt地d(滋はかなり性急に行われた｡土地改革が始まって､最初の処刑

(後述するゴー･ヴァン.ク D六月八日処刑)が行われるまで二ヵ月 (五月十日から始

まったとすれば､一カ月)ほどであった｡

むらに入ってきた工作隊かます行ったことは､むらの既存の党支部の実質的解体であっ

た.彼らは 一に隊､二に天(nhaLdot.nhlLroi) ､つまり工作隊がすべての拙力を握

ることを宣言したのである 党員であっても地主､国民党良の嫌疑をかけられた者の中に

は､足かせを蔵められ三ヵJJi)拘束された昔もいれば､一年近く軟禁された古､′く'/サン

に移送された老い ､た.特別人民法華は串で行われた.貧･雇農から選ばれた推進役が放

判官を務め､15人の地主と何人かの国民党Ei蛾疑者を裁き､2人を隣のク7カム (果敢)

村との境にある LLJ の地上で銃殺した.

銑殺されたうらの 1人は､1945年八月革爺の際､実兄の里長から無血 r改捉背鞭｣をrT

7ti

い､ヴィエムサーの藍時主舷､初代主蝶を務めた､あのゴ ･ヴ,ン･チャイックであっ

た｡彼は主席を務めた後､-I誌の幹執こなり､むらを焦れていたか､土地改革が始まると呼

び適され 拘禁されたのちに､国展党員で同時に地主であるとの判決を受け､組 刑に処

せられたのだった (五月二十二El逮捕､膏に監禁後､八月二十六日処刑)もう1人は､前

述のゴー･ヴ7ン.ク で､彼も事由運動に参加していたが､同鰍 こ匡民党且として銃殺

された｡

ヴィエムサーの土地改革の痛ましさは､2人が無実の罪 (土地改革の路線修正後､2人

の処刑は間違いだったとされた)で処刑されたことにとどまらなかった｡

課士試験や科挙の二場の合格者であり､草魚後は･)エン･ベ ト代丸 森の文化委且を歴

任し､むら最大の地主 (10マウ)の一人であったグェン･ヒュウ･ダイは､人民法廷で死

刑判決を下されることを恐れて自ら旨を吊った｡さらに､若い母親と幼い子供の心中もあ

ったD工作隊に､男が地主であったことを理由に脅されたのだと､むらぴとたちは回想す

る｡(い

地主と判断された人々は､ベトミンに協力してフランス軍に銃殺されたグエン･ヴ7ン･

7-/イが抗戦地主として宅地の没収を免れたはかは､耕地 .宅地 ･家財を没収されたOそ

れ以外にも､ ｢観が地主だからお前に排す七地は無いJと､工作隊に耕作を妨沓されると

いった日常生活上の不利益を被った者もいる｡

15人の地主 (前章嘉2参胴｡ただし､卦 二は所有地 17ウだけの 1人を入れていない)

は､所有地は 1マウから10マウと幅があった.もちろん､前述の階搬区分条例では､土地

所有坂槙が､主たる判定基準ではない｡しかし､ヴィエムサ の土地改革において､この

条例が厳格に責用されたわけではなかった｡.-/ィッカーマンは､粂剛ま､日 変々化する膏

族サイクルのなかで､どの時点を取って階級区分を行うのかか嘆味であり､鵬 があると

指摘する(Vickervn1986188),

むらぴとが当時を回想.して口々に言うのは､最初から地主は15人出すことか指′;(されて

いたので､誰かを地主と陪扱分類するしかなかったというのである さらに注目すべきは

土地改革にあたって外敵う､ら乗り込んできたのは､工作隊だけではなかったことである○

ホアロン社には､中国共産党の戚l洞 かいたという証言かある これまで･ベトナムの土

地改革が悲惨な結果を招いたのは､中国の土地改革の方法を朗 的にベトナムに適用し1~

からだと指摘されてはいた く村野 1976:l13) 北中部のケ7ノ省で臥 t地改称 こ反対

する農民の暴動か起き､軍隊が出動して発砲し､多数の死傷者か出たと言われているr実
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転はヴィエムサーのように､むらのレベルにまで中国共産党の指導が及んでいたと考えら

れる地域もあった｡

地主から没収された土地は妊 ･定点に1人あたり3サオを基準に分配された｡また･地

主は住んでいたまから追い出され､家財 (箆挿･繁･I､祖先の祭埠を記る道具など)は持

ち去られた｡1947年に赦免から外れてハノイに出た仏題学校出身者のグェン.マイン-チ

ィンは､むらの革よりも古いとの伝承を持つ東を追い出されて､茅背き屋収の家に住まざ

るを得なかった｡また､前者で空域した玩有為 (前章表2⑤｡到里､里長､次版を歴任し

1949年死去)の息子､yュン.ヒュウ･チュウくま.耕地と象臣を没粧されー生計を立てる

ために､カウ河対岸の手工裳村であるトー- (前述の土河)へ行って雇われた｡河の渡し

を渡る船賃にt,事欠く状態だったので､行き帰りには河を泳いだという｡チュウの叔父玩

廷新が1934Qの里長遭挙で､買収が原因で故座した時には､親族や姻如 ミ跡 ナてくれたか

この土地改選恥 こは､地主.富農と分類された者には､親族であ･'ても嫌を恐れて近つか

ず､較助を期待することはできなかった｡

一方､すんでのところで鹿を逃れた人もいる｡むらの最大の族グエン･ヴ7ン (入皮系

｡荊貴､及び r親族Jの章参賦)の族長､グ工ン･ヴァン.トウと妻ザイン (サインは､

最初に処刑されたゴ-.ヴ7ン･クーの爽肺である)の家にも工作隊が乗り込み､地主で

ある証拠を探そうとしたが､里長を務めたIm族長玩文戊の上地は､1946-48年に既に/分け

てしまっており､トウは族長といえどb､耕地 Iマウと祭だ財産である池を所有するのみ

であったので､地主に分類することはできなかった｡

土地改革は､このように r反封建｣の革命であり､同時に共産党の反対勢力と見なされ

た人々を物理的に抹殺するbのであったか､それだけに留まらず､むらぴと一人一人を､

階級(gLalCap)｣という新しい牧点で分類し､分断すろものであった｡

階級捷会は､むらに入り込み､むら､Bl族､家族､姻族の括びつきに横を打ち込んだ(

処刑された省の弄式はTfl,)れず､象族が並体を密かに埋葬した｡通常行われるはすのフン

ヴィェン (利l王J)に訪れる省は誰もいなかった｡ 苦しみを打ち明ける｣際には､嫁かgl

･姑を告発した〔これは､土地改革期によく見られた現象であったが､ヴィエムサーでは

さらに一歩踏み込んだ招巴が取られたOすなわち､塵か貧 ･雇虚に､夫が地主 .満座に分

類された椴合､工作隊は鮭桁を勧托したO首吊り自殺したアユン･ヒュウ.ダイの実弟で

忘広と分類されたグエン･ヒュウ･カ 夫j如ま､その一つの事例である(また､軌 こよる

男･鰍 こ対する告発がt'とで､大山riuに感情的な払JFI裂か生し､襟略した夫も盲も何姐かあ 1
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た｡

地主 ･富農には r態度改造処分Jという措ZLかこうじられ､実際には何が行われるわけ

ではなかったが･乱鼓や姻族ですら r処分｣が終わったとされるまで近づかなかった.

むらの政権､党支勤 ､ら地主 ･富Aの多くか鉢除され 玄 ･温良に破って代わられた｡

土地改革期に､ホアロン社の主席に就任したクアカム村の男性は､文盲だったと言われる

｡この時期､むらは､1945年以前はむらの故治肘 である書目会同や正dFRL&になれなか

った､珪済的基盤やリテラシ に欠ける人々によって支配され､ちようと】945年とIお空転

したOこの逆転現象は､土地改革後の土地所有状況からt,裏付けることかできる

すなわち､ハノイの統計出板社から出されたグエン･シン･クック(NguyenSinkCue)

の rベ トナムの農薬 19451995Jにより､土地改革前後の一人当たりの平均所有面前を階

紋別に比べると､地主､訪丘が大幅に減少しているの対し､中点､定点､碇点は増加､特

に後二者の大幅な増加､地主と他の階級の所有面坊の大きIJ:不均衡が明らかになる｡

(老 1)北部農村における土地改革前後の各階穀ごとの1人当たりの平均耕地面前 4̀)

d/人

階 級 土地改革前 土地改革授

地 主 6,393 738

富 農 3,3Ll5 I.547

中 JS 1,257 ).6)0 - 1

貧 農 490 I1.437

碇 農 262 ) 413- ....･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･..■･.･.･.-

(軸uyeDSLnllCuel995:15)より作成



ただし､ヴィエムサーではこのような南畝 こよる地主への差別政策は行われず､階級に

的確11-く一人削 サオが与えられたが･地主に嶋 から遭い､反収の低い耕地が与えられ

るという形で差別か行われた｡

土地改革により､194坪 以前に存在した注済的不- ･格差が､地主を除いては小さく

なり､194肝 の/J.tEg分配と相侯って･以前の土- し農民畑 地を得て､経済的雄 を護

符した｡むらでは今でt)､上地改革でBf地をもらってうれしかったことを語｡､ ｢党の憩

i･忘れず､ホ おしさんの息を忘れない(DhoonDang 皿hoonBacuo)｣と述べる農民が

いるのである｡

しかし､土地改革は今まで述べてきたように､深刻な事態を招いたのも事実で､それは

ヴィエムサ だけにとどまらず､土地改革｢腔に広く見られた現象であった｡労烏党がこ

の可i態に気づき､土地改革の路線を伎正する必要を感じはじめたのは､1956年後半であっ

と言われるol占件 10nの党中央委兵舎劉 0回会議で､土地改革の基本的成功を宣言すると

とt}(こ､特別人民法廷の解臥 誤答の是正工作･すなわち土地改革の過程で､不当に土地

･財産を没収されたり､処刑された人々の名誉と解 任 回復する運動i･行うことが決定さ

れた (白石 1993b･53).

ヴィエムサーでも階級の両分如 く行われ､地主との 濡れ衣を番せられた(qulOan)｣

人々のはとんどは､申出や7,1BIlこ再分熟され･宅地や鞄を鹿還されたが､耕地は返ってこ

fj:かった｡2人の処刑は聞遭いであるとされたD

しかし､この是正工作は､党の忠盟に反して､土地改苛の最後の悲劇を生んだb処刑さ

れた者､自殺に追い込まれた者の適齢 ま､土地改Sの特別人民法廷の戎判官を務め､誤っ

た判決を下したむらぴと く4人とも5人とも言われる)を恨み､危害を加ようえとする者

い ､た.実際には,深刻lj:嬢力ざたは起こらなかったか､この載判官たちは､舶次いで病

死してしまったのである そのうちの2人は､全く同じ症状､すなわちrjがきけILい失語

症状態lこliり､哀弱して死んたと言われている 上地改革期に迫富を受けたtIの人々は･

今でbこれを r穀天逆地J ･･>で法に逆らう間卦 ､を犯し､聖神に産反したj 失軌 の

書臥､であると述へる., 才があっても､雀の無い者は､誰も助けない｣とb言う｡

このように､土地改帯期に持ちこまれた酢故放念は､むらぴとを分析し､人々はお互い

弘L､暗鬼になり､鞄様な貫脚気かむらを包み､それは土地改革の是正工作後も続いた む

らびとは伺し階級に分放された人々としかつきあわず,特桐なとに際しても､まずお互い

の崇族の階級か考慮された
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また･弊政判断の基準となる r出身成分JIま公的な面でも重要な細 を災たした すな

わち･労働党への入党農鰍 ま､入党を申請する本人を含めて直系三代 (祖父 ･祖母の世代

)に至るまで､経歴に問題がflいかどうかが事査された｡そして､茸JL 庫よの出身者で

なければ･農薬合作杜主任などにはなれなかった.土地改革以前に入党した人を除き､ヴ

イエムサーで中点出身者かえJiになったの-ま1胸 年であり､また中点出身者か良基合作社

主任になるのは･1981年であった｡つまり､土地改革加に､倍液社会はむらの中に入り込

みむら､象族､血族の人間関係を破壊したけれども､以後は逆に,支族社会によって､鞍

級は国定されたと言える.

しかし､むらを覆った異様fi茅囲気は､長く鹿かなかった｡】959年から農業合作牡が設

立され､農薬集馴 t.が始まり,むらぴとが盲の指眉である耕地や農具､蜜帯などを拠出し

て､合作社に入り､生産手段が集臨所有になり､AB耕 作が始まると､むらぴとのri'Jには

再び､一体感が生まれるようになった｡階級概念が支配する領域は､上にむらの外部にあ

る領域 (入党資格､進学､it唖)に限られた｡(5'

第四節 農薬薬価化

労働党は是正工作を経て､土地改革が基本的に成功したことにより､民族民主市命の段

軌 ま終了したが､経済は依然として､兇なる階故による小娩撰な生産 (個人による虎児､

小商人､小規模工業生産者)に支配されているとして､社会上幾的改造か必輩であるとの

見解をfTち出した｡農兼部門では､それは点遜合作杜による鰍 団化を恵味した (Ban

NghierlCuuLichSuDangTTnhHatlac1970:76).

ジュネ-ヴ協定後に､完全に r解放 された地域であるヴィエムサ は､ごく短期fZ'Jの

互助軌 こよる労働交換を捉て､1959年4月から農真合作牡が設立された.当初は67戸､4

生産隊 (第 】生産隊はソム･ドン､ソム-ズ7､苅2生産隊はソム･ディン､ソム･ティ

ンソム･ズ7､第3生産隊はソム ･./ム､ソム･サウ､ソム･チュオ7ク､苅4生産隊は

ソム･ド-､ソム ･チュ7､ソム･タイ)て始まった｡耕地や牛･水牛､Jlftをとれだけ

持っているかを申告し､それを拠出して合作社に入った亡

拠出した土地 ･家畜.凸ftI鳩 初は右折であった.耕地については5%の利息を払い､
家畜は体蚤別に､農貝はその善し慈しに広して分類し､桝で払った･61年から ｢公有 (rJO'.

ghuu)パ こなり､64年まで6掛 こ渡ってその代金を支払った 水JtLまA軌か一所220ドン

B軌ま180ドン､C類は140トンで､牛はA如 ､200 ドン(B軌以下は不明)であった｡
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しかし､これら耕地 ･良良･家畜の鵬 は実卯 )1/10にすぎなかったという証書もある｡

また､16歳以上の者が一人30ドンを出柴することを義捗つけられた｡

設立当初の合作杜の管理淡は主任以下計13名から11っていた｡すtiわち･主任 1､副主

任2(捷Bi･生産計宙担当 1､水利担当l)､副集 (煉瓦･暮垂､手工兼)担当 1･経理

長 1､副経理2､あとの6人は生産隊を直接指導した｡60年頃から､合作吐血入違動 くク
ォン.チエウ-巷細り)が行われた｡盲点l戸が党と国賓の政策に従わないという理由で

r蚊 改造処分Jを受けており､加入を許されなかった以外は､全てのせ苗が加入した (

省の先史lま､196昨 春の結党訓周年記念に際し､合作社化を完了したとする[Ban脚 len

cuuLIChSuDa爪g1970:761)｡盲乱 地主は r労働改乱 を受け-出身の 傾 分｣が下げ

られ､本人か自発的に加入を申軒すれば管理如 く社艮大会を開き,同意が得られれば参加

できた｡比良大会が決定脚 であって､管理軌 こは決定樹 まなく､50%以上が挙手で蜘 覧

すれば決定であった｡

この頃は､,/ィエム→J 合作杜には13生産隊かあり､1つの生産隊は20-30戸程であっ

た.,

当時村長軌 拭 く､村にlまr村負正賓鼻全委員｣が行政を担当した｡村の党雷記は別に

いたが､合作杜主任が党の盛搬 香の長であった｡

合作杜幹部の給与は､主任か展詣労働点数の85%､副主任と経理長は80%､生産隊長は

50タ.､それ以外の管理班幹部が60-70%であった○

農薬合作社の姓団工作においては､個々の社員 (農民)は､生産隊長に仕野を割り振ら

れて寄倒し､その労軌 こ労働点か t与えられ､その労働点数に基づいて､報酬やサ ヴィ

スを受け取る｡省令許仏の方掛 ま､生産隊長と副隊良による評価と自己申告である○例え

ば､ある作男を3サオの繭領で3人が行うことを労ai点数計30点とする｡3人が均等にtb

けは 1人あたり10点だか､もしL人か早くから蝕さ､1人が遅れて働きはしめたとすると

一日の終わり (俊7時)に件告する時､自己申告するOまた､生産隊長と副隊長も自分の

仕刊のかたわら､午前､午後の二回見回りをしてチェックし､1人は12点､1人は8点と

調整(b.nhconErIla'd'et)を行う｡労dl点数に関しては平均主義ではなく､労軌 こ応し

て受け瀬る方式であった.､

生産隊長は労働人口の管理､仕部の割り振り(phancongdteuhanh)､毎日の労働が終

わると隊長の実で､生産隊ilからその日の労烏の報告を受けて､明日の分のn;中の-Lmり振

りを行う また､唖産隊20 30liに対して､9戸はとしか水'l二を飼市していないのでーそ

BLI

の割り振りも決めなければなら11かった ヴィェムサ-では集団韓宵が行われたのは鹿だ

けで､水牛 ･牛は社旦世帯に飼育が委託された｡

農業合作社による集団化は､それが旋止された現在で臥 否定的な評■が下されること

が多いが､ヴィエムサ 合作牡の足史を見ていると､なかなかに許書は#しい励 ､ある.

合作社創立当初の致年間は､生産は向上していた｡1960163年ごろ､平均反帆 iサオあた

り95kgになり､1962､63年とJL某省のコンテストで r3つの上手 く棚 か多く､野菜 ･R

紛 歩 く･家電飼育が上手であるrnaDgXuatCaO,boaquaDhleu,Chin nuoJg-Oi

Jに選ばれている｡ところかその同じ時期の6卜62年に糾0戸が､芳屯点榊 か生産詩

経掛 こ引き合わないという理由で合作牡から挽過した｡省の党史によれば､I弧0年末から

63年まで､党員の問にさえ合作杜化 (-槻 化)への偵疑カ､ひろまり､合作社且の塩

屋民放に対する組鞍率はL弧0年97.49.､1961年払%､1962年87.2%と後々に低下した｡J9

62年末には18,231人が､1∈枯3年の最初の9か月間に9.127人 (うち党員は204人)が合作

杜から脱退し､28の合作杜が敏捷した.省党委月会はこれに対して､合作杜を r防衛｣｢さ

る対託を取った.省の党史は,①合作社の親横の拡大､②労働と跡地の間の矛店や､耕地

の多い社員と少ない社Liの問の矛盾の解決し､労助に応じて受け取るという牡金主農の原

則を実現すること,③階級路線 ･故茶 ･合作杜化の原則を実行するにあたっての誤りを発

見し､是正することで克服したとするOその結果､1965年に対1紙率は全点蛇の9590にまで

回復した (BaJ)NghlenCuuLichSuD.lngTlnhHaElac19708385)｡しかしrL/ィエムサ

ーに関して言えば､脱退した農民･A､合作社に再加入したのは､196263年と水粍建設か行

われーまた,合作社且であればポンプ瀧概を受けることができるという､実際的な理由だ

ったようである｡

さらに､脱退した盈民が再加入してW 率か上かってt)､そのことが､命作祉迷宮かう

まくいっていることを正味するわけではなかった,196567年には､ヴィエムサ 合作社

員が集団耕作をさはって､副卦 こ力を入れるという傾向か島掛 こなった｡LiqRlま50/o地と

呼ばれる自留地 (生産物を生産者がEL由に処分できる)早,小商いであった.ハクニン市

とカウ河北側のヒエ-/プ.ホ7県の問を泊まりかけで往復しては､野菜と米の糾 ､を宮も

者もいた｡合作社はこれに対抗するために,集団耕作で100労軸日を越えfLいと､iiIJBiを

認めないことにしたくただし､自留地での経営はこの制限の適用範囲から除外されたため

農民は自留地での経営に力を往いた.袋田抑tか始まる前の･朝の涼しい時間に白留地て

働き､それから兼艮耕作に行-,1.-という 合作社はさらに､家族の連Jj･油 化制を放り入れ
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て､家族の成員が非団耕作を怠けると､家族全体への労働点数を蔽点するという方法で､

これに対処しようとした｡

しかし､｢駿的に言って､1960-70年代の自留地などでの副菜は､虚家世帯の収入の50

%前後に相当したという (白石 1993b.102)から･災団耕作は農民のインセンテイヴを喚

起することができなかった｡

一方で合作社は､1945年以前のむらにはなかった､公共サーヴィスや社会政策を実現し

た｡その一つが､ r分配論並(dleU1.Oaphanphol)JであるOこれは､成人に平均籾月15

kg､こども12kgを基準にして､正当な理由で労軌点数が基準に蕗たない者､烈士､像亮兵

兵士の家族､病人､未熟児､国家の仕事をしている (ので耕作の時間のない者)に､1/3

価格を割引して例を売る (3ハオ/kgo自由市場では5ハオ/kg)勅使である｡そのため

の籾は余剰がある世筋から回す｡これは ｢相互扶助の椛神｣で行われるor今は我が家は

秘が余っていても､数年後には老いて病気になるかもしれない｣からであるO

この平均主義的措置は正確に言うと二つの段階に別れ､①1973年以前は合作杜が対象者

に対して合作杜基金から桝を供出する､すなわち安価で販売することによって､②､①の

時好l以降はさらに庵端な平均主義､すなわち前述のように一人あたりの平均粒食を越えた

人から余った分を安く掛 ､上げて､足りない人に安く売り渡すことによって､ ｢衡平(can

dot)｣を図ろうとした (盲穀通信研究会特別号 199516).土地改革期の五農 ･雇農を頂

点とする､L945年以前とはちょうと逆転したヒエラルキ-を持った村落の稲造に代わって

r衡平｣ 1平等｣か追求するされることになったO

この他に社のレベルで教育や医療のサーヴィスが提供され､またヴィエムサーでは､劇

EElや､伝統的に受け継がれてきた民謡であるクアンホ岡か合作社によって組縦されるなど

の文化活動も盛んに行われたOこれらの光用はパオ･カップと呼ばれる､いわゆる国家丸

抱え制によって支えられていたo

Ad;五節 幽蒙の仏器改発の転換に対する渡米合作社と農民の対応

甑争と天災､また構造的に農民の生産意欲を刺激することができ机 ､集団産業は､ベ ト

ナム駄ケ叫 の1960年代から生産向上に関して､不安定安国を抱えたまま退官されていた｡

それでも破綻を免れなかったのは､抗光線 こ勝利して､民族解放と国家の統一を果たすと

いう大我に基本的に段民が協ノ)していたこと､また中国･ソ連など社会主観友好国の援助

があったからであるoLかし､戦争が終結して､その後の対中国関係悪化に伴って援助が
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減少する一方で､戦争による破壊からの復興が思いとおり進まなかったことや､建株する

凶作によって､集団耕作の経線が困耗なことがはっきりしたことから､党 咽 家の農業政

掛ま79年以臥 徐々に合作社員の経営自主権を容認する方向へ転換した｡

198伸 の共産党書記局100引旨示では､蒔確(gleOtrOng)､管理(clla皿SOC)､収穫(Lhu

hoacrL)の三つの段階は､合作社員が合作社から鰍ナilう(khoan)ことになり､請負屋を上

回れば､その分の最終処分擬を合作社員が持てることになった｡しかし､残りの段階 (水

利 ･耕起 ･品種選択 ･肥料の分配 ･防虫剤の散布 .収穫期の管理)は合作社が依然として

担当すること (つまり集団で行うこと)とされ､全ての段階を社員に任せるいわゆる r白

紙契約(khoantrang)｣は禁じられた (桜井 1989135-136,19glb314315,318)｡この ｢

白紙契約｣は､ハバック省では､筆者が確認できる資料では齢こ1968年には､社会主兼的

生産を逸脱するものとして問題化していた(DangLaoDo鴫V'eLNaⅦBanChapHanr)Da'lg

BoTII)hHaBacJ96920)｡

100号指示以後､この T白紙契約Jは急速に広まり､合作祉問､合作社内部の社員間の

貧富の差の拡大､生産管理の欠如を生み､合作社を解体に追い込んだ例もあり､党横関紙

などで厳しく批判された (桜井 ｣989136-139.19glb-318-320)a

わち､水利 (ポンプ慈概)と収穫期の管理 (田畑の防稚)以外は､L好史上､個々の祉Lil什

･!iPによる労働に任せられた｡耕起に関しては､1981年から敷戸 (労働人口20人)ごとに水

牛､牛が分配され､そのうちの一戸が飼育に茸任を持ち､沸起か必要で労働ノ)かあるLtf･1,に

は自分で､労働力の無い世ヰ削ま､水牛 ･牛飼育世静に作業を委託するという方式が耽られ

た｡また､肥料分配は合作杜の配給ではとても足りないので､自由市場で買っていたとい

う｡つまり､rL/ィェムサー合作社は1981年から不実上 ｢白紙契約｣で運営されていたこと

になるOただし､このことは合作杜の解体をもたらすことはなく､社員FHlの ｢衡平｣や ｢

平等｣をEE)ろうとする意識は維持され､第5輩で言及するように､虚比世笛の経営自主俄

を完全に認めた､198沖 のいわゆる免政治局10号決議を経て､1992年からの合作社員の r

生存脚 寺｣を合作社の最重要任務と位毘づける倫理観に基づくディン.ムyク御度 (後述

)による､土地分乱 入札代金をその財源とする合作社独自のインフラ建設､｢般社員の

税 ･帯経費 ･水利費軽減､社会政策へと引き継がれていくのである｡

第六節 農民による共産主義思想の受容と村落構造の変化
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前章で述べたように､1945年の八月革命以前のヴィエムサ- (炎舎)の村落儲藩は､Q)

年齢掛 軸 は②鏡などの富の席分髭横臥 ③群式の典など誰もが7クセスできる公共財の

存在という､平等主義的甥面を持ちflがらも･経済力とリテラシーを持った一握りの居が

社会的 ･政治的に倭位な立掛 こあり､実質的にむらを支配するという地位のヒエラルキ

を持つ不平等なものであった｡

1955年から始まった土地改革はこうした r圭雌 的｣な構造をfT破する運命であり､従来

の構造を一時的に逆転させるものであったoそこでは､1945年以前には､むらの鵜力飯蛸

から排除されていた貧農 ･雇励 鳩 力を握り､この時期のホアロン杜主席が文盲であった

ように､リテラソーが欠如 した者か廠力の凪点に立つこともあったのである｡この時期む

らぴとは､階椴と出身成分で分断され､従来の家族､親族､むらの人間関係は破壊された

｡同じ階級の者としか通賠 ･つきあいをせず､異様な雰囲気がむらを包んだ.

この異様な募凶気に終止符がうたれるのは､富の指倭である耕地や家畜､農成具を虚実

合作杜に拠出して､躯団俳作が始まった1960年代になってからであるo

この炎EtE耕作は､社会主義的生産の顕現であり､それを正当化する論理として r史Efl主

縦の行使(lan)Chutal)Llle)｣という放念が打ち出されたO党中央政治局がこの批点に益

つく指示を出したのは､1961年である(BanNghlCnCuuLICllSuDangTlllhHatlac1970

86)｡この頃､ホ-.チ .ミンは以下のように述べているO

労働人民は､全ての物質と文化の典Eil主人(llguO】ChuLapthe)であり､権利と残務

について平等である｡ゆえに r自らは倍のために､皆は自分のために(nlnhvlmOlngu

ol, D)OlnguOIVltllnll)｣という放憩を深く埋妹し1iければならないO個人王掛 ま自ら

を利して他人を著し､自由支l岱(tudo)で､組冶性が無く､無規律で､他の欠点ととも

に社会主義の危険Ii故である (r社会主義的人間の建設｣1961年3月[lloChl姐Jnh199

3-2日)｡

さらに､1980年制定のベ トナム社会主我共和国憲法 (いわゆる80年憲法)に､細めて r

災B]主人抱｣か規定され､その中で以下のように触定された くたたし､92年憲法では削除

).

(51集)市民の粒利と衣料 ま､勤労人民の奴団主人制度をあらわしており､社会生活

の諸要謀と個人の正LLHj:ElttIとを調和的に結合したものであり､一人は万人のために7I

88

△は~人のために､の原型 (下線筆者)に応じて､国家､夕潮 ､個人の利益の-敦を伴

際する｡市民の僻 ｣lま､市民の掛 と不可分である｡国文は､市民の括撤利を保鮮し､

市民臥 国家と社会に対する自らの尭務を完遂しなければならない (k京 1993:124).

嘆 団主人軌 は､その理解が鳥めて由様な概念とされているが.その特鰍 ま①義榛と

権利の不可分性､②市民 (公民)の脚 J.濃削 く､国家や個人にあるのでIまなく､r共同

社会｣における一旦の地位に由来するものとして､位註づけられることなどである (帖京

)993:126)｡

この r自分は皆のために､皆は自分のために｣という合理こそ､ベトナム北部社会の

団軌 を競律するものであった (前章 ｢革命前のむらJで､炎舎社がどろほう･盗蛇の類

を捕まえたことに対して朝廷から､その指揮者に対して従八品宮戸か与えられたことを述

べた)｡特に1945年以降､ r平等｣r衡平Jを追求する過程で､この論理は ｢粧命必徳(d

aoduceachⅦanh)｣として､俊先されなければならぬ規範としての地位を占めることと

なった｡以下の孝で見るように､家族､父系親族集団であるゾンホ､互助組巌､保芳念､

農薬合作社はいずれもこの論理を追求するものとして組披されている｡

それでは､ヴィエムサーのむらびとが r自分は皆のために､皆は自分のために や いF7

等l｢衡平｣という論理を家族､親族のレベルだけでなく､むら全仙 こ雌する公Jt･･LT光や

社会政策で実現し､ひいては八月革命から抗仏戦を経て､抗米戦や紫同化にL%分的には抵

玩 (集団耕作に手を抜いて､自留地経営や副弟に力を入れたり､貼Ej]耕作そのt.のを秘仏

してしまう T白紙契約Jを行う)しつつも実行したのはlj:ぜであろうか｡言い換えれば､

ベトナム北部農民が社会壬義､共産主義思想を受容したのはなぜか､何か彼らを魅きつけ

たのであろうか｡

この大きな問いに､現在､Ti者は正面から答えることはできないが､ベトナム良民か共

産主義 .社会主義思想を理解するにあたって､彼らが従来から持っていた理想社会と､共

産主義･社会主義のそれか､一致する点があったことだけは指摘しておきたい.

ベトナムにおける社会壬戎-共藍主畿監慾は､なによりもまず組縦詮として受け入れら

れた｡本章第二節 Ⅰで指摘したように､グエン･アイ ･クオック (後のホ ･チ･ミン)

は､伝統的相互扶助組舟を利用して､運動を拡大せよと説いたn 序弟でt･述べたようにベ

トナムの抗仏連動 ･民族主並連動で､｢鮫の農民を組紐 ･動員の対象としたのlま共確主義

者､またはその影哲を受けた人々 (新選革命党なと)で､1920年代からであった

89-



グエンはまた､その同じテキスト､ r革命の道Jで､革命を(三瀬植民地が帝国主義を駆

逐して､自民族の自由と平等の権利を勝ち放る民族革命と･②世界革命の二つに分け､

後者を以下のように定義づける｡

l

∴ ∴ ∴ 二二･･∵ ∴ ∴ … ∴ ∴ ∴ ,一一 !

が世界郎命である(Nguyel)AIOuDC1977[1927]24)0

人同とは､儒教の誕木的テキストである ｢五軌 のひとつ､ riL軌 礼遅着に描かれる

ところの､一種の道徳的ユートピアであり､ ｢大池 )i行われるときは､天下は公であるo

そこでは賢者が逮ばれて相互に睦み合い､人々は自分の親や子だけを大事にするのではな

く老､牡､助がそれぞれ所を得､斡 (おとこやもめ)､寡 (おんなやもめ)､孤 (おやな

＼ ∴ ∴ ､､̀ .二 二耳 1;L-∴ 一日'∴ ∴ ご.∴ 一 一､

｡これを大同というlとある (戸川 ･蜂屋 ･溝口 1987412)8

中国では康有為､雷嗣同､孫文､無政府主義者劉師培らによって､さまざまに解釈され

ながら､目指すへき理想とされてきた く戸川 ･株屋 ･前ロ 19871359-360,412-414)(白石

1993L):496-497)Q

ベトナムではグエンの他に､来遊運動の創始者であるファン･ポイ･チャウが晩年に著

した r社会主義Jで､社会主義を大同世界としている (今井 L992)0

このように大同は､儒教の大伝統として､ベ トナムの知識人に受容されていたのであっ

たか､それf=けにとどまらず､農民に小伝統としても受容されていた｡マ-によれば､ベ

トナムには伝統的に､全ての誤りが正され､皆が平和に､仲良く､豊かに､美しく年活す

る未来である大同Ltf界を信じる､仏教､道教､7二ミズム､宗教的治療､億教の影哲を持

っさまざまな信仰があつたというoこれらの信nJは憎､隠避昔､霊媒や宗教的な病気治療

を行うE･に指導されていた｡それらは朝廷から果端､噌在的に反逆的なものと見なされて

いたが､植民地文民が人々に悲惨をもたらすものとして認識されるにつれ､この概のシン

クレテイスム的信仰が､19世紀末から20世紀にかけて再び流行した｡人々は､院朝がもは

や与えてはくれない団結､正義､救済をそこに求めた(Marl1981302-303)D例えば､南

部メコンデルタ出民に広まった新興宗教であるホ7-オ救 (1939年創立)にとって､大同
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の世は理想世界として了解されていた (今井 1994a)｡

北部ではその一例として､ r大同経軌 という経文を掛ヂるCこの経文は草根社18,と

いうむらの善心適 (おそらくむらの宗教的な組磁)が著したもので､維新戊巾(1908)年に

印刷されたo内容は､文昌青君､関空帝君､字佑帝君､陳朝城聖などの神々か大同につい

て諭し解説するのを箪記した､いわゆる童顎(神か人に降臨して､華記させる)である｡

その内容は多岐に渡り､またそれについて解説 ･検討を加えることは本論文の趣旨を越え

るので､簡単な紹介に留めたいが､そこでは大同が､

諭してE]く､大同は其れ人の大本であり､同風 (筆者注｡天下が統一されること)で

あるO天下は和平で､人心 ま正直で､尭舞の世の如くである0日出づること光撃､中庸

は極大であるO四海が皆､徳を仰ぐこと天の如く､仁を望むことElの如し､此れ所謂､

大同なり (後略｡関空帝君諭)8

或いは､

嘗てBilく｡居善､行書､口 (一字不明)善の三者は､古えの舜 ･尭 ･周公なりO型官

の善事が遍く天下に及び､天下は皆､善人となる.Eglち大同の賛義､これを見るか.夫

れ､善は先ず心を正し､後に身を修め､平治に施す (後略O古人魚善引)｡

のように定義されている0

20世紀初めのkI:河デルタの村落で､このように大同を理解していたむちびとにとって､

共産主義者が説く共産主義社会､社会主義社会の理想はきわめて理解しやすいものであっ

たと考えられる｡

実際､結党間もないへ トナム共産党が北中部で起こした蜂起である､いわゆるゲ71ィン

･ソrlィエ ト運動では､次のような宣伝詩文が作られたくNlnhVICtClao197762)0

プロレクリ7とともに 新しい社会を築こう 新しい社会を築 こう

ひとつの道をともに歩もう

革命の道は広い

戦いの鍵が響く

自由の太鼓が何度も打ちPLiらされる

9,-



平 (等)fi(刺)のたいこか何度も打ち鳴らされる

帝国主義者どもは打飼されなければならない

fJ建主義者どもは掃討される

ttl畑を取り上げて 農民兵士に分配する

工場を没収して労轍15-兵上に分配する

すべてのことは労農兵政府を樹立することを考えなければならぬ

共産党は我々の兄弟を解放する 我々の姉妹を解放する

その後に社会上義建設を成功させる

将来は大同世界 (ド投は笥者)

付きは人並に変わり

伴さは人道の掛 こ変わる

(後略)

ベトナムの共産主義者は､歴史的に見ても共鳴されやすい大同放念を､ある時は,Lも産主

義の究榛の弁証法的段博､またある時は､現在の艶軟､現実とさえ主張したが､その主張

のヴァリエーションの-つが ｢自らは皆のために､皆は自らのためにJであり､このスロ

-ガンはベトミン時代から使われていた(hlarr1981.132.324)｡ヴィエムサーの元遜軍隊

の老人の回想では､ r大同世肘ま紅司Zig進む(DaLdongtheglOILlenlcllhOnEqUan｡

F扱並占)Jという宝伝歌かあ-'たという｡

自らは皆のために､軌ま自らのためにJ､すなわち白己の利益を多の利益とし､多の

利益もまた自己の利益であるという､一対多 ･多対一-の関係性の中で相互利益と自己利益

の増進を目指すことや､平等という捷会ほ､このようにJJ､伝耗としての理想世界である人

IE,1世非を蛇介して､むちびとに受容されたのであった｡

また､つけ加えておかなければならないことlま､農民の外国による良似 こ称する抵抗の

歴史である 歴代の中Lgモ朝は､一皮はベトナムに侵攻している｡その臥 朝廷や官吏､

堆帥に動員され戟-,たのは鮎 であった｡フラノスに対しても本章の第-節で述べたよう

に､択抗が行われ､ryイエムサ からも3人か､ホアン･ホア･タムの幾恥 こ参加してい
ち(歴代巾国王抑 )tJ略は･ベトナムの息民にナシ J+IJスムを雌えつけた｡ただし､そ

の凸氏か･新1二に触れを阿鮎したへトナムの上人公であると位置つけたのは､共産主曲者

か肋 ⊂亡あっ たtむりのと帯締 取こ･牧丘回復と社会主戦革命ととちらに共q3したの
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かと問うと､それらl畑 ｡辞せない問題であり､どちらか一つを遵ぶことはできないと答

える｡大同世界を媒介した共産主義社会への共卓とともに､ナショナリズムが鮎 を動貞

たもう-つの大きな安国であることを忘れてはならない

罪七帝 /ト括

本車では､1945年の^月革命から抗仏戦までの民族市命･小作朋 ITE畑 動から土地改

Eまでの ｢反対軌 の民主革命､虚粟合作杜による丘糞柴馴 ヒという社会主射 ヒの過程で

･yイエムサ-のむらぴとの意表や､村落構勧 くどのように変化してきたか分析してきた｡

八月革命後の文化改革で､従来のむらぴと問に社会約 ･枚給的差異を作りだすような軌変

や習t=は廃止された 土地改革は一時臥 1915年以前の村落構造を逆転させ､むらや家族

･親族を倍故という新たな観点で分類､分断した.しかし､その後のEi空合僻 は かこ伴

う農薬集団化 ･社会主義化とともに､1945年以前のむらぴと問の差異を作りだす原田であ

った経済的な差異を小さくした｡

農業合作社による農薬集即 と･社会主射 ヒで､人々が耕地 ･農具 ･家畜を拠出したこと

と､ ｢集団主催の行胤 や r集団主人軌 という故知 t打ち出されたことにより､ r自ら

は皆のために､皆は自らのために｣という､一対多 ･多対一という関係性の中で､舶互利

益と自己利益をともにJy,'進することが日原となり､また1945年以前のむらにはなかった､

むら (~合作社)全体の平等と生存維持をEI指す胞衣が実行された.これらは､I945年以

前から理想されたいた大同世界という儒教的放念を媒介にして,崖民に了解された両かあ

る｡

以上で革命かウィエムサ にもたらした影書についての機 を終え.現在のむらを分析

の対象にすえる

注)

(i)地名の東予表記はグエン･ヴァン･7エン(N糾yenVanHuyenJ996)によるo

(2)主労働とは,耕起､均平､移植､除位､収篠､補職であり､bl.u労働とは安請のtl喘 ､

果樹 ･野菜の収り入れ､除串の手伝いであり､主労鰍 こ従事してt'それか年rill120日未済

ならbiIJ･E)鋤と鬼11される(VickermD198684 (村野 1976:83)

(3)土地改革の過程における自殺は､19551年に既に多く発生していた.党中央はこれを間
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題擬してはいたが､当初はその原Egを汝の仁謀と捉えており､路操を正しく理解 ･実行す

れば解決できるとの見解を発会していた(DoanCa-eachRuo叩DalcuュTruugUoDg1954

50135)｡

(4)社会科学錠の経済院が196畔 に出版した rベトナムの土地改EJの義(VlenKLnhTe

l部82Ⅰ2)にも同様の赦値か栂威されており､その数値か･是正修正後にrP央土地改革委

il会のll2社と31村での調盛にL;づくものであると述べている｡ただし､この rベ トナム

の土地改.n の&では､土地改革前後の中点 ･支点 ･破堤の所有面積変動のみが掲載され

地主･忍点か大幅に所有面顎を減らしたことについては言放されていない○

(5)ヴィエムサ のものではないが､次のような事例がある｡1970年代半ば､ハ/イ郊外

のあるむらの再年が､大学人壬かこ合格した｡ところか､彼の父が革命前にハノイで､商人

であったことを理由に､むらの行政または党支部が､大学に彼を入学させないように圧力

をかけた.彼かやっと入学できたのはー他の学生よりも歎カ月選れてだった (本人の筆者

へのtti話による)

(6)L9世紀初めの r各鎖捻社名傭兵Jによれば､事故の名を持つ社 ･村は､山南上鋲の亭

松村､海賊 の亭祖杜､京北処の事故社･亭祖村がある｡いずれも紅河デルタ中であるが

蛙文を見る限りでは､このうちのどこにあたるのか不明である(VlenN帥LenCuuHamMop

1981).

罪3章 家族一操家族と拡大家族 (一枚のコインの&とま)-

はじめに

本音では､ヴィエムサーを.糊 として家族について分析する8第一肝でlま､ベトナム北

部の家族のありかたについて､同一屋触 れ 居住する ｢共住家軌 という家族壮絶 提出

する｡第二節では現在のヴィェムサーの家族経済について触れ､家族rulに軽掛伽は が生

L=ていることや､ヴィェムサ-が自給自足的村落とは言え- ことを述べる｡

諮一節 r共住J家族

ベ トナム北事の家族形奴については､ r接安臥 が勘 的 あるいlま基本であるとする謹

(HouL'at丘Le'erciDerI98J:103) (岩井 )995:265)と､これを卑開祖して r拡大tW,)

(LhTee-gCDerea1-0nezLendedhousehold)が40%以上と推定する髭が出されてきた(Luon8

1989)｡ただし､後者は､老人が各世称こト 2人同居しているはずだとの推定に基づい

て世苗抵軌 こ割り振った括巣として導き出された捨詮であるらしく､実証性に欠ける｡ま

たこれらの議論は支族周期や家族史的アプロ-チを取っておらず､静薮的であるので､本

I-Jn文ではこれらのアプローチを導入して､ぺけ ム北部の家族を分析してみたい｡

ヴィェムサ-の事例の分析結果から言うと､二つの説は､実はひとつの現敬を別の角度

から見ているにすぎ11:いのであり､それはまるで一枚のコインの滋褒のようなものである

ことがわかる｡また､信教イデオロギー的な､長931こよる親の同居･扶養 ･祖先魚だ義務

についても鹿討の余地がある｡

I.支族分析の相伝

家族分折の指居としては､① 1家族(gladinh) ､② r世帯 ホ (rl0 溌了では r戸

J､③監敷地 (thocu-土居)､④炊市境 (nhabep)､⑤かまど(bep)､(封鎖(nol)など

が窄げられる｡これらの繋系が挽推にからまりあって､さまざまな家族形態を形成してい

る｡

n.居住形態の多様性

居住の形態t)多様である(両親と息子夫柏の居住の関係をタイプ別に示すと､
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e伺一旦故地の同一家屋に住み(ochuDg)､軟や境を同じくし一旦理も同じかまど､

巧で行い(MuChuJg)､共食する(aDChuog)｡ (国】･江(夏)参照)

cTJ｡①と屋敷地､家屋､炊事場を同じくする所までは一括だか､かまど､または親を

別にして調理し(haUrleng)､食事も時間をずらしたりして別々に取る(anrlCng)｡

③同一屋敷地の向づ変段に住むが､正閏と曲の小帯屋(buong)との間を､煉瓦などで

執 ､で､家屋の中では行き来ができないようにする(urleng)｡このようJj:場合には､

妖ILF切の内部も二つに分けて入口を別々にし､別々に羽理し(naur)erlg)､別々に食べ

る(aDrleng)｡この③以下の状軌こなることを､ r世帯を分ける(Lachho)｣と言う (

図 1､皿③).

店)同一餓 地内に､別の文展を建て､炊事場も分ける｡

⑤｡④の状塵から､見放地内に壁を作って､尾赦地そのものを分割する｡ただし､壁

は他愛との問の壁よりも低く作ってあったり､往来がしやすいように､壁の一取こ人が

通れるくらいの穴がある似合が多い.

軌 ⑤のように併接して住むのでなく､別のゴー(hgO=路地)や別のソム (むら[Ian

g]のF位幣位でいくつかのゴ からなる｡現在は農菜合作社の生産隊と一致する)に屋

敷地をTTlって住む｡この場合､両親が新しい監敷地に出ていく場合と､息子夫婦が新し

い尾敷地へ出ていく地合がある｡

このように､店住形勤ま多棚であt)､後述するように家族蛭済､戟扶養の形態も様々で

ある｡

ul.'史族周期､官族サイクルから見た r共佐賀軌 形整

相こ蜜族周臥 家族サイJ/ルの挺点を導入して見た落合､ヴィェムサーの繁族のあり方

かどのように見えてくるかについて述べる｡対象とするのは､ヴィェムサー点薬合作社の

第二JJ# 除 く旧ソム･ズ7xo" "a])内の60世･･iFである.凋査期間は1996年5-6月の
問で･棚 と子夫婦のF汚述の rtR に焦点をあて､ 咽 一屋敷地共ttJにEWして調べて

みたoJk成(19n8228)も指摘している削 ､ ｢上凧 における恥 屋敷他典伽､l･J帆 こ

があるからだ,調査の剛 での屈位形鮎 見ると､以下の別 であ1た は 払 ここで言

う鵬 との 同一h轍 地先住 とは､息子丸 さとのものであり･伽 両税とのそれが判明
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しているのは1鍬 こすぎなかった)｡

(去 l) r同一屋敷地共住｣形態 その赦

長胡 ･長男未亡人 16例

･放年長息子との

長男 ･最年長以外の Jl例

息子との

一人息子との 8飼

~人娘との 1例

核家族世篇 (子あり) J8例

その他 6例 (--T夫多重同居1､老人鞄店または老人夫崩4､その他L)

この数字だけ見ると･ 噸家族｣が30%を占め､ウタールら､また岩榊 ､述べるように

r棚 ｣優越が正しいように見える｡ところが家艶史､家族サイクルを瀬ペてみると､

兇なる姿が浮かぴあかってくるのである｡

①まず r長男 ･長男未亡人.最年長息子との共催 の】Gel中､

(a脹男或いは尉 三見良子 (長男力現亡)か､桁梱後に一旦両親との T先住lを解析し

て､他屋敷地に出てから､-定期fu]後 (すぐ下の鵜の婚姻､又はその弟大山の出欧が契

機となる場合が多い)に､また両親のいる鼠敷地に戻ってくるか､両親のほうか､長yl

が出て行った先の屋敷地に移って ｢共軌 する例 (これを r長男分鮮･投錨合流甥Jと

呼ぶことにする)か6例

Lb)&男が棚 後.一度も両瓜との ｢同一尾敷地共住)を解消することなく､次男以下
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が別の監鼓地に出て行ったケ ス (これを r次男以下排出乱 と呼ぶ)は3例である｡

(cI次男以下火垢か201｡

(dJこうした家族史や家族サイクルについて､筆者が情報を得ることができなかった場

合か4例ある｡

②長男 ･展年長息子以外との r同一屋敷地共住Jll例中､

(a抹息子との r同一屋故地共住｣は8eI(うち=那ま､末息子が未婚)

(b炊男とのそれは3例

包接家族世芯,18例中､両親との ｢同一星故地共住｣経掛 こついて､全く情報が得られ

なかった】例を除くと､

(a)艮giか 共住｣したのは6例で､その解消の理由は､親か長男夫婦の移住によるも

か5升で､これは他の息子美好と親夫損の r共住｣の可能性を感じさせる (解消理由不

LJHql)

(b卜人息子4例 (全てBlの死亡による解消)

tc俳長男との rj引t-｣蛙駿は5例で､ r共佳｣Jq梢の理由は全て親か息子の移住によ

る｡この5例の ｢共任J好日iiJは､一カ月l例､一年l例､少なくとも二年 l例､四年2

例で､-カ月の 1伊仙､多分に父系イデオロギ-による嫁の生家からの艶脱と､栃家-

加入し､また家風を救えるという象徴的行為 (後述)であろうが､焦りの事例は r=糊主

｣期間が比較的長く､二年の1例は､長男が屈敷地を分割して出ていき､四年の2例は

その期臥 良夕相 済接していない別屋敷地へ出ているので､長男同居 ･扶養益捗という

僅叔娩I的 必ずしも実行されていないことかわかる｡

(dは た､非良男が捨栃する前からすでに､伽 ･文民数を用意していた例か2つあり､

この船台lま､瀧大村との 井蛙｣経験カ､､全くないことは軌 ､にしても､島めて短期間

だったと絶定される｡

以上､ヴィェムサ のdl例分析の結果から､崇鉄の ｢同一尾敷地共住｣形態に① ｢長男

分# ･糾 合流型｣と@)r棚 以下排出軌 の2タイプがあることがわかる｡しかしいず

れの壌合t)､息子の棚 後･一定期lN両親と同一屋敷地で -共佳｣した後､それを解梢し

て､別の服 地に搾るというかたちを取り (唱 男分姓.復錨台温型 の地合は､両親と
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共住｣する息子夫舟の範み合わせが次々と変化する)､一つの拡大家族世帯 (直系家族

あるいは短期的には傍系家族)から､次々と核家族世帯か生み出される過むとして､とら

えることができるのである｡棚 後､一定期間の両親と息子夫垢の r共化 という集合の

ペグトJL'と､分裂のベクトルの両方を併せ持つ.本帝の日東で r核家族｣鵬 または見本

説と､ r拡大世帯｣侵越を一枚のコインの表と凄のようなものであると述べたのは､この

ことであるo

r長男分社 ･'tW 合流型Jの例を (図2)に示した｡

(事例)グェン.ヴTン･二ュウは輩との間に59il女をもうけた｡良男ティン(Tin)

は1974年に結婚 (ニュウはこの時すでに死亡していた)し､母と兼糖のキョウダイと r

共住(ochung)｣･共食(aDChung)した｡1975次男弟 トー(To)の折柄に伴い､ティン

は島l渥敷地へ移り､ト-夫妻が母と未婚のキョウダイと r共住I r共食Jした｡)978年

トーが別星敷地へ移.I,た (78一卯年は母と未好子のみか､元々の銀 地にttんだ)0

1980年に一人娘と三男シン(Slnh)が括桔し､シン夫輩が母と兼姶子と TJt佐 井fY

JL娘は梼出した｡1984年にシン夫妻と母 (と未婚のキョウダイ)はかまどを分け､調

理､食事､家計を別 (naurleng,anrleng,CuÅrieng)にし､同一屋敷内にかまどか

こつ設けられたのである｡1985年に四93のクイ(Quy)か鑑札 一カ月間母 (とよ桁の末

息子)と ｢共住Jした後､母と末息子は長男ティン夫Rの屋敷地へ移り (母とk9抑 r

合汎 )､三男シン夫妻と四男クイ夫繋が､元々の屋敷地を分割した｡末息子クアンは

1986年括蛤､一カ月母と良男失点と r共住｣した後､芳幌 敷地へ移った｡

以上の事鰍 ま､長男粥 腹 敷地に移ったのち･規か r合汎 する塁であるか･ r牡仔型

は､-Bj順 敷地に移った乱 次男の括姫､またくま次男夫卯 )出産を損金に､良男夫妻

と次男夫妻が入れ代わるケースが多い｡

また､忘れてはならないのは､前述の扶汁からt)わかるように､艮児大仙との rj眼

(16例)に対し､末息子夫婦との共住も7例にのぼっており､けして棚 できない政であ

ることだ｡むちびとはこれを､いずれは末息子と糊 が交代して､長y1)eAJか加を扶凄す

ると言うが､実掛 こそうなるかどうかは何とt>=Tえない｡す11わち､艮930)扶養義路とい

ぅ､儒教祝範lま必すLも実行されてい11いのであ｡､さらに-これか雑 サイクルの一時

的な過程であるとほ い切れない(実例を挙げる
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(.Jie=)父チャン･ミン.スアン(192名年生)の長男は､19TT年に結婚した｡習78年

に良男人的を成して､スアン犬卦 ま全ての兼好子 (男5如 )i･連れて･新しい監敷地

(第7生産隊)に移った 79年に次男 (タイックホは85年)､82年に三男･85年に長女

8畔 に四男が結婚した｡87年に長卯 <父の鼠敷地に移り､父夫始と未婚子と r共住｣｡

Lk卯 ?88作 に住んでいた屋敷地に臥 三93夫婦力噸 った｡199作 ､職業軍人である

Jtylは勤務の社合で妻子を連れーハノイに移住｡父夫婦の慶敷地には､前年93年に結婚

した.た良イま始か r共住Jしている｡現在.末息子夫妻は自己の畠息地を別に持ってい

るが､両規の面倒をみるため同一星敷地に r共住J している｡｢投に､定年過せしたら

放拝のむらに戻るのが許適であり､スアンも長男が退屯して戻ってきたら､この星敷地

で r典は すると言うが､首敵′､ノイと村落部の生活程度の格差が拡大しつつある現在

kリl大空があっさりと戻ってくるかどうか｡現在は祖先崇拝は､スアンの兼任において

行われているが､将来長男夫掛 ま､生活の快遵さと祖先集記責任との間の折り合いを､

どうつけるだろうか (EEI3参尾)E.

('好例2)スオン老 (76歳)には､4人良子がいるが､次男は-ノイで外務省に､三男

は′(クザンで鉄道関係の仕小についていて､むらにはいない.四男はベトナム戦争中に

献物でエ ジェント オレンジを浴び､その影書で体が不自由で､国家から傷病兵の認

定を受けている｡スオン老犬Lfは､もともと住んでいた監敷地を長男夫掛 こ明け渡して

凹ク3大桐と r典住｣している｡スオンの父母の無敵 ま､スオンが現在住んでいる家屋に

然Jtを設けて行っている｡良男夫軸 性 んでいるJi敷地には r土公 ･土地神(lhocons

tl加 daL) をilろ くこの解例のみ第5生産隊で､は 1]の扶計外である)｡

(珊 3)ゴー･ティ･+ユブクの亡夫ズン (10年前に死去)臥 もともと第4生産隊

に机先伝来の屋農地を持-ていた｡現在その鼠敷地は､チュγクとズンの長男夫蛤が住

んでいるOチュソクは生如 )尾敷地を相続したので､第2生産隊に移った｡その取 次

ツ1人揃も一徹 こ移ってきた机 2年前に屋敷地分別して高い壁を作り､往来はできない

ように11っている〇千… //は分割した監敷地に､新たに支出と炊糊 を往て､未婚の

兼良+とttむ く図3を卿

100

もちろん･長男の r復か 合流軌 の盤台にlま､4;- 嘆行されているのであるが

この旋毛が支配的とは必ずしも言えないこと机 以上の弔剛 ､ら明らかであろう｡

このような屋敷 也での共住を焦点にした家族のあり方を･ r共住変乱 と名づけてみた

いd次に､この ｢共住ま乱 が形成される理由を考えてみる｡

Ⅳ. ｢共住家族｣形成の理由

前述したように ｢典旺変乱 には､ ｢共住Jと ｢分乱 というふたっの特徴を持っ｡r

共旺家族｣形成の理由臥 この両面から考えていかねばならない｡

Q)共住

(a勝地儀礼の枚迎え(dondab)に象徴される父系イT-ォE3ギー.掛 iE1分の親族 ･友

人とともに､嫁を迎えに､嫁の生家を訪れて･共に阻先の祭4Jこ祈りを掛 1､婚姻の許

可を軌 ､､または r#告｣する｡それから､東方の親族 ･友人とともに､柄のまに向か

い､婿の祖先に許可を軌 ､､ 確 告｣する｡花掛 ま生家から分たされ 糖安にii人され

るのである｡

lb雌 に家族の r家風(Rep)｣を教えるという家族イデオロギ ｡

fc主桁姻後間もない.良子夫幻を援助するという親の教務｡息子に対して臥 しばしば r

教育 ･括婚 ･住居｣を用彦するのが親の義勝であると言われる｡また､滋子夫婦の側

からは､親を助けるという規範がある｡捷折的に見ても､ベトナム｣ヒ部の村落は支族

全員で軌 ､てやっと食べていけるというのが現実であるので､二姐の人山か経済的に

相互に依存することには利点がある｡

②分裂

(a准済的必要｡息子夫婿が棚 後一定柄間を経て､ある程度経済的に余裕が出てくる

と､独立したほうが経済的に有利な拙 くある (これについてむらぴとl丸 文か一軒

なら庭で豚を三匹しか飼えないが､二軒なら六匹飼える なとと.喜'う)｡

tbI前述の親の三人銀粉の一つ ｢住居｣の問題o矧 ま息子の致だけ住居を用度しなけれ

ばなら15い｡-人血(-なら､射在親が居住している以敷地を相続させれば良いが､そう

でなければ､息子が幼いうちから次男以下の人数分だけ､屈敷地を取得し､集件さえ整

えば､息子の括矧伽 ､ら家屋を建てようとする傾向かある,

なお宅地は1960 8)年は無qL I981-85年は国号に手叔料納入 ただし､男子かた椿
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着船JEにflI)たときにのみ､収得できた｡現在は有水である｡

(地 溝時間帯の速い･若夫朋のプライヴァシ ○乱 打の居住形盤の多様性の②､③

でも示したように､掛 こ同一象臥 炊事掛 こおいて､角やかまとを分けたり､蒙別 邸

での行き来ができないようにしたりするのがこれにあたるo農作業の分担などによる生

活時間帯の違いや､プライヴァシー尊重 (むらぴとの言い方を借りれば･若夫婦が自由

に ｢遊びに行けるようにrd'chol)Jするようにするためである｡

また 長調復帰 ･合流軌 は､以上の独立を促す要因と､長男の両祝扶養 ･祖先祭だ義

務との折衷的解決方法であるように見える (ただし､この郷 が必ずしも規範化され-む

らひと全てに共有されているわけではないことは､呆息子との r共住｣の弔例が､無視で

きない11との数で見られることからもわかる｡｢鮫に両親が生存している場合は父親が･

父BWく死亡した後は､R亡人が祖先祭だlこ安任を持つ)｡族長または支長系に関しては､

r次月以下排出軌 か見られるようであり､これらの人々には､儒丑規範が強く意識され

ており.それ以外の人々にはそれほどではないという傾向があるようだ｡次章 r艶扶｣で

I)述べるか､例えば､巌の始祖の忌日などを非族長 ･非文長系の老人に尋ねてもi己tBして

おらず､しばしば lそういうことはわからない｡ (彼らよりも若い)族長に聞いてくれ｣

という答えが返ってくることからも裏付けられる｡

V 親の扶養､胤 (人材)と息子夫船の相互依存の形態

前述した通り､ヴィェムサーにもいては､通常､裁 く夫婦)と一朝の息子夫柄とが同一

屈農地に 共佳]する｡しかし,その r共住｣のありかたは､JJで述べた通り､同十家屋

内で 共也｣ ･典食するもの (n①)､象尾 .炊事場を共にするが､かまど､鎖を別にし

て､食部も別 (lL②)､同一良牡地内に別製蔓を経て､炊事場も別にするもの (n③)ま

で多様で･親 (夫掠)と息子夫婦の相互依存的孫も様々である.｢掛こ､ (n②)の状堂

から‥El.子夫婦が捷詩的に射止すると考えられる.

(LLW)には二つの切如 く考えられる.祝かまだ元坑で十分働ける場合には､家族経済

の決起細は親の側にあり､LLT一人仙 ま､親にn分たらの稼ぎを渡す｡

(11制 )ゴ ･r77ン･ダム (1936年生)は･同一鎚射 的 に長男劫 抑 別東屋 ･別水

部封を哲てており､ま1=Iol一驚屋内に､末良f人妻が住む｡長男夫損は､居住 ･調理 ･
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食か 経済全て別(o･nau･aD･CudrleAg) 末息子夫妻とは軸 内で行き来でき､炊

棚 も共にしている｡束息子舶 軌 ､(Ludoanh)の建投労i一着として､ttl郷 ある如

月60万 ドンの収入があり､yムに渡す｡

ダムは-ノイの地 物汝公司に勤務 ()96l-64年)していた○年金朋 IL方5干 ドン

だったが､耕取付き支給で現在lまないoまた職 者(BatSue)として合作杜から頒与さ

れた耕地も期限付きなので･いずれ回収される｡現在耕地は6サオで､桝 冬から96年

春の収穫では凱 トン (池 こすれば670k頗 )あったが･合作杜に納入3る換金 ･詩経

斬 ｡kgと生産.誰 鞍を除くと､自家油 (ダム夫妻とダムの臥 末息子大風 の5人)

には足りず､96年lまJO月までにすでに米200kg(36万 ドンくらいか?)Pl入していた｡

養豚は利 97iで･順 (100kg)が100万ドンで,t-れる机 飼料代や予防醐 岬 など経

費i･引くと､鈍益ril執あたり50万ドンで､養豚の年間収入(ま200万 ドンである｡養垂

も行っているが､純益は年90万 ドンほどである｡その胤 野菜売りも行っている｡現金

支出は食費が月20万 ドン､電気代は月1万 ドン･服は年2【司ズボンとシャツを4万ドン

でJ*入､合計8万ドン/年x5人-40万 ドンである｡現金支出は年あたり計300万ドン

ほどか｡=

また､観が年を取り十分鰍 ナなくなると､家計は息子が管理するようになる机 その壌

合でも､扶養は様々な形腰をとるCすなわち､① ｢共佳Jする息子が､老親を完全に扶美

し鍬か交付されたDt地 (2似;年までの有効期限付きの脚 下格を付与されたいわゆる r交付

地 と､集団耕作時代の自留地の名庚である､いわゆる%地の二種が､ひとりひとりの合

作社員に交付されている｡許しくは r生存維持の色理 】 虚実合作机 のr笹を参殿)を耕

作する場合と､② 典住｣する息子夫垢の家族に市怖いあ-,て一朝の耕地を耕すことがで

きず､ r共住｣していない子 (はとんどの場合息子)が.親の耕地を耕作し､収嶺を加に

汝す場合､③ r共任｣している息子夫か ､主に濃を扶養するか､その他の息子t,援助する

協合などがある｡

上｡亡の②の事例は､

(4i例1)I/エン･トy//･ドアン(1945i糾三)とグェン･ティ-チ1ン(1945年生)

は,ド7ンの母 (19H年生)と同一家屋内で典住する.炊甲軌 ま一つで､炎食うる.し

かし､ド7ンの家族は労81力が十分でないため､トアンの母の耕地を耕作でき机 ､ので

-103



r共佳｣していないドアンの弟が､母の耕地を併作する｡そのFE･点薬 ･だ科など11弟

かn担するが､雌 は全て母に鼓す｡

(事例2)ニー婆 (1923年生)は亡夫とのruJ二､3男2女を設けた｡そのうち､2男1

女が現在むらに居住する｡ニー婆は長男夫婦と同一家屋に r共住｣し､炊少41もともに

するが､ ｢ニー婆が自由に耕作にいけるようにJ､かまどを別にして､別食する｡ニ-

婆か交付された耕地は､むらに居住する2男1女が耕作を手伝う｡むらに住む 1女は既

に婚出しているが､生家の母の耕作を手伝う｡良策 ･肥料は子の負担で､収掛 ま全て母

に渡す｡

このように､親のかわりに耕地を子が耕す弔恥ま多く見られる｡その掛合､一人の子

だけで耕作するのではなく､しばしば婚出した娘も含めて塩数の子が協力しあって耕作す

る｡｢椴に､姫出した後も､娘は生家の農作業を手伝いに来る｡その協合生麦では金甲を

出す｡また､孫を生家に矧 ナて農作薬に行くことも普通のことであり､生家との捨びつき

は桁ln後も緊密である｡

また､上記③には次のような75例がある.

く̀J糊 )ラー準 (1937年Lt)は､末息子夫婦と同-家屋に ｢共佳Jしている｡長男は既

に戦病死｡むら内に次F'大輔､三男夫輪､四93大仙)(居住するOラー勤 ま霊媒である婆

育 (′ト ドン)なので･宗教依礼に現金を必要とする｡三男､四第､末息子が定期的に

お金をくれるか･ r次掛 ま卦こ経前を管理されており､ラー婆を援助しないJとラ 婆

は言う｡

さらに (帽 )のように､息子が常接した尾故地に住まず､洋れた芳幌 敷地に住む牧舎

でt)･劫夫婦と息子大輔とのlulに依存 ･蛤力関係か充軌 こ維持される場合がある｡

(TJ榔 }/エン･ヴ7･ン･チ (l967年生)は合作牡の会計担当であるが､父グエン･

ヴ7ン･+ン(1939fF吐)の安 く第5生産隊)とは荘れた舶 Tr(第7生産隊)に夏をH

--て上tとはt; 合作比の金;rl蛸 柑 午後にfiL他 事扮所に出勤して､合作祉支LH.早

肘 1の& ･講敦細 入に的相 を発行しなけれ仇 らず･さらに自宅では 井や会計報

10I

告番の作成を行わなければならない｡それと同時に耕作や､副菜である暮重 くチン氏は

自宅で糸引きまでやる｡チ-はこれを手伝うはか､糸を引いた後の粥を食恥こ､15k.A

れた隣県の町まで売りにいく｡この時は朝3時に起きる)や自宅で豚を飼っており､多

忙であるOそこで､チ-が田畑や合作社の仕IJHこ行っている時は､父1ンがチ一の宮の

豚のLtl話をし､i日時 作る｡父チン宅で食事をすることも頻繁である｡また､父テンと

息子千一は基本的に家計をともにし､息子チ が管理している.

さらに､二人の息子でそれぞれ老政の一人ずつと r共住JL､扶養を分担する例も見ら

れる｡

(市例)グエン･チョン-トアン(19即年生)は次男で母 (19諮年生)とむらで r共住

｣し､かまどはlつだが別食｡別食の理由は r習tBJによる｡息子大損が朝r7-くせきに

行くのに､老人が時間をあわせるのはつらいから｡父は5kJ#れたハクこンrh-で建築資

材店を営む長男と住み､用事があるとむらに舟ってくる｡1992年に合作社が上地交付し

た暗に合作杜が作成した台帳には父の名がないので､92年のl与点で戸井はむらになかっ

た,すなわち′くクニン市の良男の所にいたものと.考えられる.,

このように､ r上店Jを焦点とする家族の様態は､親の扶助､家族経済のあり方でもき

わめて多様であるが､ r土居｣を巽にし､家計を別にしても､銘の扶雀､敦を述てる際の

借金/iど (次章 r親族Jで詳述)で､豪族が繋留に相互依存していることがわかる｡また

r上軌 を焦点とする r共住｣のあり方は多様ではあるか､マレー社会の r昆敷地共任集

団Jと比較する (口羽 ･前田1980:186-205)と､ベトナムの r共任家族｣は､父子的係を

中心とする父系の直系によ･'て形成される傾向か掛 ､

第二節 家族経済の格差

合作社が集団耕作をやめ､世帯が経営の主体であることか公認されてかり･ヴィエムサ

ではLtllT縄 】の経済的格差が拡かってきた｡筆者はこの間掛 こ関する統計的か料を持ち合

わせていないが､血らく合作社の監査 ･那 "を勤めた人によると･仲IT,の10,iか年収2･00

0万ドンで豊かな部矧 こ入り,30%が1.000万 ドン前後で普盛提臥 40%は少し足りず･

残りの200/Bは貧しいfS類に入るという (全世御 働700世帯であるから･それぞれ約70世
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尊210世帯､280世帯､110世帯ということになる)

一万､1997年5月の合作杜大会で発表されたrA3C合作杜管酎 1995 97年任期飴括我
執 では r人民の生活についての結果｣の項で､国家のドイモイ政策で･-｢般的に人民の

轄宿は向上したとしながら､ヴィエムサーではいまだ貧困を脱していないと述べ､人口の

80%は農業が等発で､商売 (dlChvu)に従事できるi2本を持つのは､20%にすぎli:いとす

る そして､むら内軌こおける貧富の格差について､-人当たり (一口[皿Otkhau])当た

りの咋F:iil平均収入で分類している｡

丑か(glaUCO)∪二妃の朝が100万ドン以上)40世帯(ho) 全体の5.7X

まずまず(kha)(7019)万 ドン) 270Ltr帯 '38.5‡

平均(LrunEbLnh)(5060万ドン) 360世帯 ◆ 51.OX

平均以下(1nlngblnhyetJ)(2040万ドン) 30LB等 ′ 48X

-JJ-1994年の国家統計漁局によれば､貧富の指居である-人当たりの年間収入での分類

と､{''虹河デルタでの貫首格差を示すと以下の慮りである(PhanDaiDoan1996‥41)｡

屯か(gLaU)(360万ドン以ヒ) 紅河デルタ人口の546%

まずまず(kha)(j80-360万ドン) 375090

食べるのに十分(duau)(48は0万ドン) 4801,0

ft囲(ngcho)(48万ドン以下) 9.02%

両石のタイム･ラグが3年仙あること､ヴィェムサ の合作社が言う 収入 とは､現

金収入だけを指し･農芸により職 分を敷金換辞していないであろうことを考慮しなけれ

ばIiらないか､ir冨格差の度か だけを比べると･ヴィェムサーは紅河デルタ巾では､意

甲に掛 ､か､tI閉脚和 合か少机 ､分だけ･怒準よりやや上と考えられる｡
また現在の･1ィェムサ は人t]約3･100人､約700世-!fblであるから､単純計井で4_43人

Lu淋となり､勤 ､なtl仙 ま瓜低でも現金年収440万ドン(400米 ドル)以上､一方､貧 し

い世静和 年収わずか8BJJ-ドンしか11いことになる (ただし､個々の付 紐 餅 状況の実

軸 炎を柿寓に行わIit､と､一指 の格差の正確な皮合いは称炊 きないか)

この鵬 に机 ､良兼合作蜘 第5草で詳述するように､合作杜の管理する耕地を入札
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にかけてその収入を細 とし･合作独 自の杜錦 策を実行して､合作杜の朗 要鰯 と

自ら位置づける･社且 (むちびと)間の TaitliJを回ろうとしている｡

また､現在のヴィェムサ は自治自足的- 村ではな(.市場経済･現金軽済とのむす

つきが不可欠であるBこのことを､農薬の中心となる稲作の芙蓉で示そう｡

(LJf例)夫グェン･ヴァン･ティエム (1933年生)と垂グエン･ティ･クイ(1932年生

)は､4サオの農地で稲作を行っている｡末息子が農兼大学に寄宿して勉強している以

外は､子は全て括姫 .独立している (末息子には月30万ドンの仕送りか必野)ので現在

は老美点二人懲らし｡年馳 こ軌 ,500kg(米換井で1･00Okg)を生産するが､それだけでは

足りないので年間】00kg(32万 ドン)の米を析入した｡合作社に取入する軌 ま50kg/年｡

生掛 こかかる経矧 まサオあたり60･800 ドン (種軌 肥料､屋敷 水利柴は合作杜納入分

に含まれる)と考えられ･籾換井で約34kg,4サオで136kg(322)となるから､合作杜

納入分と語徒費を引いて籾I･3J4kg(米867kg)を手にすることになる と夫桐二人と寄宿

生宿を送っている大学生一人で､さらに米100kgを妨人する必要かあるのは､差豚で米

を消費するためと考えられるoこの世芯では年間2東角帯している (100kgの生きた鹿

は100万 ドンで売れる)｡そのはかに養軌 条鶏を行っている.この収入は不明｡

このように､主食である米も､現在では現金旗印のための養豚により､rl･R′ヒ産ではと

うてい足りず,購入する必安がある｡それが大丘になると､自覚ノも確よりb､購入づる桝

のほうか上回る場合すらある｡

(事例2)グエン･ヴ7ン･トウアン (L弘4生)は東､子 (3人)､母､柿とその子の

l人世帯である｡交付地は約7サオ､入札地5サオ(1,800uf)を鐘宮する 務ごとに籾

5トンの収横かあるか､兼豚をやっていることt)あり､さらに凍ごとに6トンの桝を餅

人する｡

節三節 小銃

以上､ヴィェムヤーにおける支族の雌掛こついて述べてきた 等者は､従弟のベトナ

ム｣ヒ部研究に/Rけていたま族サイクル､象族史の批点をjg入し､また尾敷地で3'る 上居
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に家族分折の焦点を■き､艮敷地をともにする r弗旺支族｣という長念を振出した｡そ

の鞍､従来､ベ トナム北串の家族研究では､対立する放念であると考えられていた ｢操家

族｣と 拡大夏族｣が､ 共住文集｣の温点から見ると､必ずしも矛盾する存在ではなく

長男分# ･改頒合流型 で.Iえは､棚 後息子大柄が一定聯臥 耕夫婦と同一最敷地で

典任 し､その後､次のLlfの栃地などを実株に別屋敷地に出ていき､新たに婚姻 した

息j二犬山が親犬姐と r典住｣するという不断のサイクルを練り返すことにより､ r拡大家

族｣から次々と ｢核家族Jが生み山されていくという両助 i表裏一体となった象族のあり

方を示した｡また､儒教放範的な良男が親を扶弟する義務が､上記のサイクルにより､親

と｢jEtt する息子が次々と入れ替わることから､必ずしも実行されず､さらにこのサイ

クルか末息子か胡夫点と r)し住 するという時点で止まる例があることも示 した｡ しかし

一方で､族長 ･支点系の家族では､次男以下が棚 により､次々と定位家族から ｢排出｣

される抜放かあること､さらに 長男分僅 ･復棺合流軌 のように､長男が親の監敷地に

R息子と岸敷地を交換して戻り､親と r共住Jする型､艮別 く出て行った屋敷地に乱が移

･･,ていき 兵住Jする型もあることを示した｡

このように､ヴィェムサ における家族のあり方は多様であり､そのことは､親の扶養

や親の耕地の抑作れ 必ずLi lJt住｣している息子夫娼のみによって行われるのでなく

しはしは栃出した娘を含む､子らの協同で行われることにも現れている｡親子は ｢北住J

のIf触 こ係わらず､相可依存 (親の側は､子らが親の耕地を桝している臥 孫の世話や金

'Jiの捉快や挽 出した娘が鵬 こで営む搬髄 の店番などで､対称を支払う)するのである｡

さらに､(T)舶 三のヴィェムサ で､家族 ･世棚 に餅 的格差が生 じていること､②ヴ

イエムサ か自給自足的農村とは言えないことを家族迩削 )観点から示した｡ しかし､付

言しておかなければならないことは､1945年以前との対比で言うなら､こうした経済的な

格差か､むらにおける地位の格差として- れてい11いことである.むらぴとTiUの開削

戎本的に平等である 以上で官掛こついての分析を終え､次章では楓族､さらに村落生

活における姻族の役DJを検朗 る｡

汁)

l)さLk ･拙柑 l一や軌 に射 る支出も考凱 入れなければならないが､調査不足で知
ることかてきな 1-
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2)国家統計捻局の指8は､正取 こtト 人当たりの月収で示されているので､葺-&･はこれを

単純に12倍 した｡

(表2)グェン･ヴ7ン･ティエム家の稲作生産

=椀収入

自家生産 軌 500kg(米1,000kg)

(21

(a)合作社納入 50kg

lbけ オ当たり産経f!

窒菜(6kg/サオ 2,800ドン/kg) 計16,800ドン

リン(20kg/サオ 1.000ドン/kg) 計20.000ドン

農兵 5.0006,000ドン/サオ×I 2回｡4回の時もある｡

計12.000ドン (2回)u.000ドン (JbJ)

柾籾4kgX3,000/サオ 計12.000ドン

計60.800ドノ ( 74,800ドン)

t.籾3Llkg(キロ1.800トン換井)×4サ7l

=L36kg

川-(2)-1,5001(501136)-梗1,314kg(米867kg)

年rZiJ米消費豊は､自家生産米867kgl購入米100kg-駆7kg



F =



(図2) 長男分妊 (･合掛 )型｣の例

1971死▲ C69歳

ニュウ l

△ △ △

テ ィ ン ト L980特出 シン クイ クアン

生年 1951 1953 1959 1963 Ⅰ966

婚姻年J974母と 典吐J1975母と r共住｣ )980母と rJu圭｣ 1985母と一月 1986

共食 1978別品敷地へ 1984かまど分け r典住J

l975別屋敷地へ IX178-80は母と 敷地内に二宅 ｣旦塾.シンと屋敷｣塵L母と

上墾亘母とクアンと 兼椅子のみ 住 ･詔理 ･食 地分割 ティン家へ

r典住｣ .家計を分割 母とク7ンは 1986椿｡母

1991母と現在の 1986良男誕生 ティン家へ と一月 ｢共

昆敷地へ 住｣後に

別屋敷地へ

)995旧テLン

屋敷地へ

(図3)末子と親の 同-尾敷地共住J

(事例 1)の協会

チャン･ミy･スアン△ (⊃

△-○ △-○ △-O

婚年 1977 1979 )982 1986 1985 198g 1993

78父母 ･

未婚子が

他屋敷地

へ移住 85年タイヤク

ホ

87父母の 87長男と

屋敷地へ 屋敷地交換

移住 して

r北住｣

94ハノイ

へ妻子と

移住

精出

(71i例3) 4台 10年前▲一〇J.ティ･チuク 生家の尾坂地を

(67歳) 鵬

O-△ △ ○ O=△ O-△ b-△
姫後半年で 母上とは 婚Lb 姫出 婚出

別監敷地へ 母の生家へ

父のES敷地 L995尾敷地分割

相投
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第4黄 燐族

はしめに

&抑 i､虜旋鵬 を中心に､社会生活における雛 の重要性についても言及する.ぺ

け ム北Sのキン脚 )風乾岨按のあ｡かたについては･ハノイ近雛 )村掛 こ臥 て-東成

(L998)の神 棚 知 tb a･Lかし･同し北部においても鵬 における差､さらに言えば

絹 ことの差が大きいのであ｡､ここで異なる棚 を示しておくことは･比較やベ トナム

北部のキン族の脚 のより普玉的な姿を知るために重安である｡

諦-蔀 ゾンホの凪払

ぺけ ム北部のキン族の親族姐最でまず第-に特徴的なことは､儒教倫理に影Vされた

父系溺挨姓団ノンホ(doneho)(または削 Locコ､あるいは内族lnolLoc]｡これに対して

姻族は外旋 ngoaltOC])の存在である｡しかし,一方でそのあらわれかたには同じベ トナ

ム北部でも､地方=と村落ごとにかなりの差がある｡

現iEのウイエムサーでは､むらぴとに rむらにはゾンホがいくつありますか｣と馴 1て

b答えることができる人はい/iい〇人ロの恐らく8割ほどがグエン (玩[Nguyen])姓と､

'･ (呉lNg｡])姓で占められており､そのほとんどがグエン･ヴァン (玩文[NguyenVan

)とゴ ･ヴァン (呉文【NgoVan])であることで､ミドル･ネ-ム (本節3参照)での区

別もできfiいためだ だからといって､自分がどのゾンホに展するのか知らない者は･少

なくとt,I,のごころつかない幼児を除いては存在しない.間超は一日分のグエン.ヴ7ン

族と他のグエン.ヴアン族がどういう開床にあるのか､｢性的には三代から五代さかのぼ

ると､もはやわからないのである.ゆえに､北洋では五代前の祖先まで祭恵美務があると

か､斤代を過ぎるとiI望(luduo叩)でたたされるという説くProtecLralduTolnkiu19301

question1:Ouesllon321)紘.ヴィェムサーに的してはあてはまらない｡

前者は姐転としてはむらぴとの孟議のIiかに存在するか､必ずしも実行されるわけではな

く､後者はrlィエムサ では両昔そのt,のか､族長宅にある美也を指すので､五代以上前

の祖先を､それより近い柑先と同じ無地でだることになるのである`このように阻光圧把

のありかたは南栄のrf在のありかた､また官話(glaPha)の形態によってb制約されてい

る)

1I1

1･鼓長(truongLoc.toelruon!)

末成(1998)による-ノイ郊外の批 付チエウフック (削 】)に比べて､rlィェムサ-紘

ゾンホの姐船 台がよりゆるやか･または希帯であるB東成(1998)のal立村であるハ/イ

郊外の村で臥 むらぴとか村内のゾンホの臥 その規模 (人数)を具体的にか 去すこと

ができる｡しかし､ヴィェムサーでは､このよう11ことはできない.

族長は尻別として長男系の姑魂がなり (ヴィェムサーでは､1956年に死去した族長の未

亡人が現族長として美奈の役割を典している族がひとつある｡未亡人の長掛1突新地 当

してt,･その地位は未亡人よりも低い)､祖先集配の兼任をもち､対外的にt,形式的な代

表者である (東成 1998:45)ことは､ヴィェムサーでも同様である｡しかし､その具体的

な役割は外からは見えにくい｡

第-の理由は､雨量に幽するものである｡ヴィェムサ では､住居から独立した甫･ia･か

ほとんど存在し机 ､(同じ屋敷地内にあり､住居に隣接する剛 (ひとつある)｡族長､ま

たは支長の住居の正閏に設置されている集坊を 嘱 望｣と呼ぶのであり､族Jiの父母､祖

父母が写実や香炉(hath…g)で汲別できるのに対して､それ以上の祖先に閲しては大き

な香炉で集合的に記るだけである (位牌は革命前は裕福な家のみがこれを作ったというが

八月革命から土地改革恥 こほとんど失われ､以後は作る習竹かなくなった)oこのように

両堂が族長の家あるいは屋敷地内にあるということは､その維持が､./ンホ全体というよ

り､族長の受任であるという面を強くする｡

第二の理由は､ヴィエムサ ではゾンホの始祖 (thuyto)の忌日(gioto)に大かかりfJ.

宴会を催すことはほとんど行われないからであるd忌日における宴会を催す盛務はエゴの

配偶者､または両親に対してか最も重視される｡それ以外の祖先に関しては忌Jj祭記を行

っても､祭記を担当する家族の成長のみか参加し､1マム (大全)を供えるたけであり､

大塊擁な宴会は行われIiい｡

よって宴会を伴う忌日祭記とは､通常は死･E-の配供古､息子の家で､彼らの主m-によっ

て行われるのであり､その際､片も番安Ii祈り (しはしは前席の言貨や.女性か泣くこと

を伴う)を捧げるのも生存配偶者 (亡夫に対してはj:TI人)､息子である｡また.後述す

るように葬式の r発表の礼｣､或いは改葬に際して､一次葬の釦 ､ら遺骨を掘り起こす前

の礼についても､族長よりは内族､外族を問わず､長老格の男性が行うのであって･族長

の存在ははとんど日だたたない′

始祖の忌日祭だがー宴会を伴う大かかりなものでないのか普遍であることは･I/ンホの
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老人たちに､始砂場 日を申ねても､しばしば rそういうことは族長に剛 ＼てくれ 我々

にはわからliいJと答えることからt)わかる｡ただし,全く行われないかというとそうで

はIA-く､ r大きく催すときlt大きく､′順 操なときは小成掛 こJという答えをBEく｡垂は

その時々の経済状態であるらしい,主催者 (妄執 挨良など)がその経費を負担するのか

規範とされているか.出席者から-恥こ会任を徴収することにしているゾンホもあるし･

それ以外に､次男以下や婚出した女性が､放物や米を拠出(doDRgop)することもある｡始

軌こ対する集配の実矧 ま､忌日にこく小規跡 こ供え物をすることと､碁がわかっていれば

それを煉瓦やコンク.ト ト作りにすることであろうか (大規模な宴会が催されるとすれば

そうした基の修築の時である)｡また 姶軌 という語も､判明している一番古い祖先に

対して使われるのか｢性的であり､入亦祖やそれ以前にさかのぼれるほうが､むしろ稀で

ある.

埋葬､,非式後の宴会､括蛤式での攻迎え(dondab)の時や宴会に際して､ r恵見発表(p

hatbteuyktell)するのは､族長や支点の時もあるが､少し遠い親族 ･姻族であっても

地方の幹部や公務員経験者で､人望があり､浪鋭tnれしている人が選ばれる場合もあり､

この条件を甫たす限りでは､女性でも差し支え11い｡

2 支(cht)

ノンホの内部が分節して支に分れることがあるが､分節か必ずしも対称的なものになる

とは削らない｡次男系のさらに次男以下の系統が､ある代で突然ミドル ･ネームを変え､

分節を主張することもある巾その理由は.分節の捉IB者が科挙試験の初級段階に合格した

り､字間をよくしたりして､ゾンホのあり方に対し独自の見解を持ったり､自己の侯鍵盤

を主張しようというものである｡

一方で､文を畔11る親子の分岐としてのみとらえ､弘田として認議していない場合 (

札に1人息子がいれば1つの支だJというような)もある｡

3.ミトル･ネ ム(lendcl)

ミドル.ネ ムは､yエン･ヴアン (玩文)とグェン17イ (玩坪)fiと､ゾンホどう

Lを区別するためのものとして使用されることか従来指摘されてきた (7-,ン 1995:178

など1 その似合､?'ェン･'/7ンと?･ェン･ブイには血短開床がなく､それぞれの成員

かミドル･不 ムを火刑 ることで･同じ一族であるという共通の意識を持ち､他のノン
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ホとの差異を軸 するという･いわば対外枇 恵味を持つと考えられてきたように思う,

しかるにヴィェムサーでは､ミドル ･ネ ムかゾンホ喜郎 け る指凱 ならない境合が

ある｡帆 ば､グエン･ヴアン族は- で10代 (現族長の世代からlま､その世代を含め

7代)さかのほれ硝 文家苛 (保大元-I92時 世3)を持っているか､その内恥こYエン

･ディン (転置)とグェン･ズイ (玩推)の二つの異なるミドル･ネ ムを持つ支瀬かあ

る｡かといって､この二王とグェン･r1アンとの血- 尉 慨 としているので漣うゾン

ホではなく､ゾンホは何かと聞かれれば (チャン族やゴ-族､グェン･ドゥック｢抗,tt

族との対比で) rグェン･ヴァンJだと答えるし､族長は勤 ､とBW Lf (未亡人である

)サイン婆である｣と答える｡

同鰍 こj'一･ヴアン (呉文)如 原語 (というより家系図に近い｡タオッタグ一版)で

も､ゴー･ヴァンの現支長の5代前 (字播禄)から配述が始まり(姶剛 ､4代前にゴ

･コン (呉公=族長系)･ゴー･クイ (呉貴)､ゴー･ヴァンにわかれたとされる｡

揺禄の忌日には三支が姓まる (必ずしも毎年宴会を開くわけでlまない)ので､同L:ゾンホ

であるという意識は持っているか､ミドル･ネームは異なる｡

以上の二例で､ミドル･ネームが他のゾンホから自らのそれを区別する対外的な誠別紙

能を持つのではなく､ゾンホ内部の故別に向けて使用されていることがわかるOこのよう

に使用される確由は､いくつか考えられる｡

~つは､末成(1998‥310)が指括するように,北部ぺけ ムでは村内姉がノルムであるた

れ 配偶者選択の幅が狭くなるので･ミドル･ネームを分けることによ.)て､恵阿的に外

秒単位を作りだし､通椿を可能にするということである｡叢釦諒のヴィェムサ の坤約で

ある ｢券｣(1907年に省のフランス入行政見である公使に提出､】942年に再等写して再投

出'にも.村内鮎 村外脈 はむら｡納める % Jの掛 ､後者は前者の実に珊 もの

格差がつけられていた｡

もう一つは朝 とは別の確由で､他の文禄との差異化をはかりたい時である｡Ii;J述のrii

文族では祖考大慶とその息子大勝､大計以下赦代か戦乱のために五代 (ヒ代とも)7主節ま

で曹椴がわからなかった｡その孫の代から甲T二丈に別れ､T祖玩文Jのf玩廷福からミ

ドル ･ネームが変わる (図 l参照)｡ここまではごく自然な分節であるC-JJ-､最初に玩

椎を名のった玩維梅は､艮男系 (叩 技長])の分節である rq]枝次Jから､さらに自己

の系枕の分節化 ･差別化をくまかっている,彼は学問を良くし､科挙の捗よ~幼 (郷式は門

切まで)に合格したと言われている (玩文族には､他に村歩の実鎖か家譜に記成されてい
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たり､伝承を持っている者はい11い)｡このようIl学atlこ妻付けられた独特のl/ンホ牧や

プライドか､あらたにミドル･ネームを名のることを選択させたと考えられる｡

Ijおぺけ ムでは中国の漢族のように世代字をつけることはしない｡

苅二鞄 ･/ンホの共有物

1 祭だ財産

両生についてはすでに述べたので､掛 こ祖先然Jeのための財産について述べる｡

土地改耳以前には､ル ホによっては祖先灸記のための不動産 (臥 池)を持っていも

ただし興味深いことに､ヴィエムサ では､これら祖先たたのための不動産を着火(huong

hod)とは呼tffiい.-■ 前述の大鹿を始祖考とするグェン･ヴァン族 (以下グェン･ヴ

古に貸して､その賃貸収入と､ゾンホ内からの米や現金拠出で祖先集群の食用を結ってい

た.ゾンホ内の拠出を仲がねばならない点に､祭だ財産の珊 さを見ることができる｡

他には､枕 財産である田をL/ンホ内の者に分配して耕作させたり (チャン陳[TraJI]

族)､分だlませず族長の管理に任されていた (グエン･rlァン族[福宅系]lJ.-ど)ゾンホ

もある｡

上地政弘でこれらの不動産が没収されてからは､グエン･ヴァン族 (大皮系)では､始

船大鹿の忌日に伝年､ゾンホ内からお金を輿めて忌祭を行っていたDまた杜に信用合作社

があった頃()975-1993年)には､毎年ゾンホの者一人一人か桝10kgを貯蓄して､始祖の忌

日に供えていたが､信用合作杜の出納係で隣村の朗が金を持ち逃げして倒産してしまった

ので､それまでのゾンホのrl事は全て失われてしまったoこのように､ゾンホは革命以後

もコーポレイトな財産を持.'ていた｡ただし､現在ではグエン･ヴアン族は､忌日の前に

会議を恥 .て出鮮予定名を招き､族長サイン婆か山席者ト 家族から代表一人が生木〕の

負担を決定して行うやり方を取っている.,

2 号よ(glaplta)

脚 三･漢文文語が完全な形で成されているゾンホ比数えるはとしかないol945年の八月

Ll'lGhの触狂は･一部の帥 三たらを依民地体制 ･i.JiB文化の象徴として家治を含む淵 の廃

腰という行動に駆り立てた･同年の洪水もそれらか失われる原因となった｡さらに､抗仏

軌恥 二期フランス村前のか ､むらに攻めてさて持ちよったと語る老い ､るnしかし､決定
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的に影書を及ぼしたのはL955年の土地改革である.反革命の証拠になりそうなゾンホにつ

いての事軌 ま･自発的に虎兼された肋 鳴 る｡さらに､こうした文書を保持する傾向に

あった富裕層は地主と認定され 耕地 ･家屋l増 収され､丑丘に分足されたれ その掛こ

家訓 ま価値ある家財述具とともに持ち去られた｡

前述のように玩文族 (大鹿系-最長サイン婆)は十救代 (途中の断絶か三代とは 代と

も言う)､三支に渡る記述を持つ家譜を維持しているれ これほど詳細11官許はrlィェム

サーでは唯一のものである｡この玩文兼愛譜は現在､三文のうち少なくとも-_まに保持さ

れており､故妙に内容か輿なる｡

①族長系写本

写本の最初に､ハタイ省に住み､現在も交流を掛 ナている二代目の大計の系銘から始ま

る r弟の支線｣の月に保存されている対塀が怒かれている｡その後に､始祖考大皮が幸辰

氏境と出会い､玩文族か始まった蛙栓について述べられている｡

かつて聞くところによると祖母玩胤 ､は十八歳で､鮮氏の鉢松が紫の世宗を扶け菓

氏を鼓ぽそうとして､故事元 (筆者注1591)年に菟武治と､患心の放耳である共舎rF(

原注-今の山西省国威府安山煉哉舎杜)で交戦した時､戦乱に巻き込まれたDtl)財物

は略放され民は散乱してしまった｡社l母は京｣ヒ虎慈山府安息鯨 (原注一今の北都省武江

RFl<)針渓足炎会社まで遠げ､始祖考玩大皮戟玄盟の所に身を寄せた｡大鹿は金持ちてあ

ったが､祝事比の性格が忠厚にして誠なのを見て (中略)､妻として要り二Dji･itlた｡会

心は夫に､次男大計号福廉を取って旧芯に連れ錨り､外祖を祭ることを抑うた｡長次大

敵 ま､父と共に木賃に住み内軸を祭った｡ここに夫掛 i常に往遺して､その途中で鵬

く原注一今の義損社)に暫く居住した｡そこに田地を生き､往来する子孫かそこに留まっ

てー食事することを許した｡tV 的考は発会で没し､紐 は玉井で殺した-五代より以

前は常に監来して忌Ejを祭った｡五代より以後は､玉iB社の子孫は密かに也才の骨を取

って母斑に持っていき､発って奉記した｡後に峻矧 こよって破壊され､これより後･往

来が無くなった｡人の滋の為に切に念ずることには､興隆することは全て前#Lの退洋で

あり､阻宗の∬伽と宗人の,g日を省みない者は､人Iuではない｡故に本族の子疎らは､

卿 ■五月に炎合においてTJi跡を詳らかにし､族長鮮徒血か､膚記して全ての如考札の三lf

跡を詳らかに編み､-&を族長に執守させる (中略)

伽大元年 (筆舌社1921年)歳丙寅呑三月吉El､LIJ搾'8回皮相安山峡石淡艦玉井杜の玩
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族鵬 玩越 が秘 を孝抄して､北宇省- 掛 軸 総 社の雌 の孫玩畑 に交し､

許敬する｡

このように保大元年版の如 Ii･山西,6 (現ハタイ省)玉荘社にいる r弟の支軌 から

ヴィエムサーの r兄の支線=こ対してせられたものであった｡後述するように､玩推系写

本では､この始祖Jfと祖比の由勅 吹けているので一族の起軌 こついての伝如 ､ヴィエ

ムサ の r兄の支派 に- ては､長く伝えられていなかったようだB逆に･戦乱で途切

れた素点以降かヴィエムサ でも保持されていたことくま､後述するは他年にJiまれたとさ

れる玩推系写本の族譜と･この1924年k-のここに引用した後の罪分の内容が､ほとんど変

ゎ｡ないことからもわかる｡げ れにせよ･屍族 (大度系)がむらで棚 仇的に始掛 こつ

いての伝承を現凱 保持している理由のひとつは､むらを越えた密接な温族関係を維持し

ているためであった (後述するようにこの阻剛 現在も維持されている)｡そして､ヴィ

ェムサーの玩族か､むらの外の親射 こよって､族の歴史についての知識を得ることlま･実

はこれか始めてではfiい｡家軌こよれば､1924年当時の族長文葺の父の正妻号抄心が､ T

(前略)成泰平丑 (巧者注J901)私 倣往山西省石搬 玉井社｡詳杢本族家譜 (山西省石

裁縫玉灘社に行き､本族の蒙活を詐査した)Jと家藷を調べに行ったことが配されている

｡また妙心には息子が叛く､二人の娘と家の財産を削ったこと､その他の子孫は死んでし

まったこと､庶蚤か生んだ男子秀帥く成長し家を修めてようやく家内が平らかになったこと

を記述する｡

恐らく､長らく抱えていた両支派の交龍が復活したのは､この1901年の妙心の玉灘訪lEJ

によってであろう｡繁欝は r玉井長族玩文盛､玩惟兼､常々往来一年一例Jと､族長が毎

年往来することか信行とされていたことを伝え､また1932年の抄心の死にあたって､玉濃

側が対群を折ったことが追記されている.

また家話が現在まで推持されたbう一つの理由は､抗仏敬や土地改革などの混乱掛 こt)

某所を守った族益一号 (矧 こ亡き族長の後を#_いだ未亡人ザイン婆)の努力によるもので

ある.

玩文族家治は9汀 を中心に､その名,字､忌口､基の瑚所､葬られている方向なとの記

述とともに､妻や妾の名､号､忌日､茎の場所､葬られている方位､生んだ子の名､女子

についてはまれに把糖した大のも.族名､息1-の名liとかが記されている さらに興味深

いのは長方で死んだGに関してはその年齢､またむらの役宅､官位､盲唖､学問の程度､
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r生前巨乱 などの経済的成功､息子を舶 ために神を祭｡､家内に魚舶 作った蛙臥

膚の建設などむらの苛か の安臥 釦 を祝ってむらぴとやゾンホの者か柵 を世ったこ

となど､許軌な記述がliされている｡また- こよる湖 は､少なくとも197畔 代針 ま

で雌 挽されたO記か 頓 切れるのはま字を知る勧 坂 内にいなくなったからであL.以

後は1池 年に作られたクオツクダ｢板に引き焦がれている｡

②玩推系写本

- 系写本･ま､玩餌 (玩柵 と玩磨 く駁 拒,｡二人 (軸 の祖父の世代,か

奉抄したもので･院推梅の息子によれば､この写本が&一切に嘗かれたのは1908iFであると

いう (現在保存されている族譜は､尉 職 に再挙写したものである)｡この写本にくま､族

長系家浩が伝える､軸 と祖伽 )出会いについての記勘 {ない○)92峰 に提供された､始

祖と取払 こ関する挿話が付け加えられる前の蒙話を軍写したためであろうが､玩妊梅が後

に再筆写する軌 こも､ この職 を付け加えなかったのは､自分の支派についての鵬心が先

立ち､他裾-の関心がうすかったからであろうo例えば､族長系写本が伝える妙心の脚

的苫填､男子に恵まれず､庶室が男子を生んでから家が安定したこと､lSX)Ⅰ年の玉aE訪PuLJ

について､この玩推系写本は何も語っていない○また､族長系写本の忌El一見には､巌良

系で妃る祖先の忌日のみが記鞍されているのに対し､玩推系写本では､自己の系銘で記る

祖先を併せて記載している｡家譜の記載内容【ま､族長系写本と変わりない｡また港7の記

述は､玩推梅の死 (1980年)までは掛 ､た.族長系同様クオックグ 訳があり､以後の記

述はクオッタグ-版に引き継がれていくのであろう｡

玩族 (大慶系)家計は､三支 卜放代 (載乱で系岩が不明な代数が三代とも五代とも言わ

れているが､前者であれば始祖々以来15代､後者であれは18代)に渡って記叔しているか

このような家譜は､現在のヴィェムサ-では､あくまで例外に過ぎない｡

前述したように】945年以降､多くの繁話が失われたと考えられるか､棚 存する家譜

は､それが藍文であれ､クオックグーであれ､直系中心の記述であり､次タi系以下の子好

には言及されfi:いbのが多い｡またLLT代孫皮も)Dft:を越えるものは管見の限りでは.他に

紹治元(1841)年立夏岩の記載があり､1918年に内題典された玩有族の家講があるのみであ

る｡

この家語は姶恥こついて､丁朝の将軍坑口の来者で.IOLLl丘にヴィェムサ に果たこと
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を述べているれ … 途中二度系&の斬抱があり､連決してたどることかできるのは吸族

長の7代前 (1948年当時の族長からは5代前)である｡この5代という赦字は祖先無能の

範囲の牌 と一女する｡庖蕊だが､祖先祭記の範囲を越える祖先は､その奈記の断絶によ

り､家治の記述からも除くという足指があったのではfj:いだろうか○ベトナム安譜が忌E]

と狼の塊grに詳しい (東成 1998:2Bl)という､祖先黙諾のための記述中心であることが､

それを盛付けているのではないだろうか｡またこれは姉娘展観の規範とも一致する範囲で

あるoこうした規範か､変乱こ祖先として冨己述する範臥こ対しても影書を与兵ていた可能

性を指拝しておきたい｡玩文族 (大鹿系)にしても､1908年に辰徳帝らが家.tfをJi等した

時点では､連載して4代さかのはれるだけだったのである｡但し､族よっては5代までさ

かのはる以前に､定位か嘆味にIJ:り規 が行われIJ:くTJ:ることもある｡

3 &

現在ヴィエムサ では､一次葬l林Jの一角にある共同墓地(nghlatrang)に葬ることか

長藤づけられている｡一次典の題は大きく土盛りをしただけのものである｡通常死後二年

で改鼻(catla噌)が行われる｡二次葬の芸は耕地の中にあり､ゾンホごとに幾つかの基が

舶まっている基地を､村内の致カ所に持っている｡バクニン省では土地改革後も､ソンホ

iIJFtlの共同芯地を維持させた村もあるが､ヴィエムサーではそうしたことはなく､田や佃

のilんrf]に選が散在している光反が見られるだけである｡

改矧 こあたって見水師を慮ってト基(boczm)することはあまり行われないという｡跡 こ

改葬された祖先の近くに葬るのが普並で､そうした切所lま､風水上で良い場所が選ばれて

いるからである｡ただし､且水師を雇う見習がなくなったかというとそうではない｡革命

後､且水は r迷信男撞く即 し.刀diJoan)｣として慧止の文様 になっていたはずであるか､

完全に禁止4ることは不可能だったようであり･如 Jbl捷和された粥年代以献 ベトナム

戦や中にも見水師かがわれた剛 卜ある｡

開放経済体制になって人々に経済的な余裕が生まれてから､基を修築する事かプ-ムに

Iiった｡冊批 点は土盛りをしただけのものである机 その周軌 こ煉瓦を硫みコンクリー

トで確うことや､もっとお釦 ､あれば石棺の形の誌を作る｡

こうし/こ罪の捗熟の後には､文金が行われる｡一細 粒用は内族で拠出する場合が多いが

外族で臓 的 次苅 (防心〔Luytan )であるが､内族のほうが､外鮎 りb､より大き

く日経 的なfiJ献 (金銭/iと)を求められる,

122

FW が費用･棚 が糊 を提供し､実質的に歌系的集- 団か形成され細 合もある｡

そのような事粥としてグェン･T-ィン.タイ･/クとその吏ボンの基の蝕 を取り上げてみ

たい｡

19%年の清明取 こ行われた夫妻の茎の機 は･長路であるグェン･ティン･ティンか費

用を負担し､タイックとボンの8人の子全ての子孫が参加して鱒 が行われた｡ (図2参

顔)

8人の子のうち､上4人は全て娘であるが､- にあたってはその子全てが参加し､芳

郎 提供 (三女 トウンの息子グェン･マイン小 アンは息子を連れて参加した)を行った｡

タイックの忌E]には､8人の子 (現在全て死亡)の生存配偶者や内孫 ･外孫の煉低一人か

代轟として参加するという｡ トアンくまr自分たちの世代が死んだら､息TたちがだるJと

外掛 こよる集藍の継投色を明言している｡一万･丑ボンの生麦からは墓の任軌 こlま誰t)参

加しなかったが･忌条には招く.また､墓の土地神に対するrr宿師を務めることを依頼さ

れたのはティンの妻のキョウダイであった｡

このように､タイックとボンをフォーカルな祖先とする平素的祭棚 か形成されてお

り､この先跡 に の清明呼の約二ヵ月後に亡くなった､タイックとボンのLU,(故人)の

章 (長孫ティンの母)ティエンの葬儀でも､葬儀の実務を取り仕切るというglT斐なI役割を

児たしたのである (後述)｡筆者はかつて19世紀の相捉文合から､双系的鋲だ触団形成の
可能性を指構したことがあるが (宮沢 1996338-339)､フィールト ワークによってもそ

の存在が確かめられた｡ただしこの史団臥 父系親族弘田のコ ボレイトfJ:仕掛 こ対して

･その永掠吐 く現iEのところわずか二世代であり､三世代目に引き継ごうとする政志は感

しられるが､実較そうなるかは現時点では何とも言えない)や共有臓 の点て結合の窺さ

かある｡したがって､特定の目的のために集まるアクション･グル-プと考えるのが妥当

であろう｡また､どれだけ普遍的であるかについても､さらに事例の雌 と検証が必要で

ある｡

4.ゾンホの舶約

グエン･ヴァン族 (カウ系)には r内族の兄弟､すなわち曽祖父冶ビンの粥子骨孫の規

約Jというノンホの舶約が1996年の旧正月に制定され､成文化されている.ケ柏1父ピノは

その名前の前に ｢総｣かつくことで､正鮭か副総の経験者であることかわかる｡正塩や副

抱は､王朝時代に社の上の行政単位であった蛭(Long)の長であるかーむらひとのU己位の竜
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田にある20世kiこは､聖経 戟者が金銭で即 ことが→ 靴 していたらしい｡前文では r

各乱 各臥 各姑､各伯､各叔ら紬 父幾ビンの子孫はifらし向きも良く(khagla)･団

B-Lてお有川こ助け合い､尊卑の秩序､上下-忠誠の伝銃がある｡現在22人の男子曽孫は

､祖宗を臥 ､返し､おか に庇い合い､諭しあい､助け合って､昔人に相応しく､故郷 ･

相 に威風を達しくする美しい伝路を維持 ･発揮しなければならない｡上記の目的を実現

するたれ ひとりひとりが他の21人のために､21人はひとりひとりのために､以下の娩約

を良く実現しなければならないJと､ゾンホの白糖 の根拠を､革命前にむらの有力者であ

った祖先の可唱 に求めている○具体的な内容を以下に挙げる｡

馴 鹿が族長の下に一致搭乗し､祖先を配るo族長は先頭に立ち､内族の活動を招集

指揮する

②栢年初掛 こ族長の家で会合を開く.内族の巌約実現について見直し･ゾンホの成員

に幽する問題を決定し､舶的を修正し補う｡ゾンホの基金の決算を行う

③現員のひとりひとり､ (./ンホ)全体(tapthe)は祖先の伝統を維持し､可能な限

り助け合う兼任をflう

④成員は奴約を実行する幾筋を負う｡実行しIiい者に対しては､内旋は規約を実行せ

ず､援助しないし､ (冠婚葬祭に)出席しない

⑤成員の産みの親､妻､または本人が病気になったとき､或いは入院した時には､内

旋を代表してミルク2餌と砂糖1キロを肥る｡成員の家族に災難が起きた時には､他の

成員はその他力に応じて助ける資任i･負う

⑥内旋は成員の産みの軌の寿の祝いを尭r腰 し､それぞれがチュオン (布製の掛け軌の

ような飾り)1枚と米50キロに相当する肥り物をする(5)

⑦成員の産みの父母が亡くなった時には､内族全L3が弔問に行かなければならないC

内掛 11と絵､千ユオン､米50キロに相当する礼物を脚る

⑧成月の十の捨矧 こ際して､成巨は出席し､能力に応じて脚り物をしなければならな

い｡良子あるいは主人から申し出があった子に対しては,各成員は米10キロ相当分を瑳

肋する

く糾ii年正月元旦に､各成員は内膜の兄弟の両親を訪ね､正月を祝わなければなら11い

砂各収良く輔 人を見舞う時などに､L/ンホの基金に拠出する要任を負う
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このようにゾンホの規約臥 族長の地位の徒蛙･ゾンホの馳 ､./ンホ共有の基金､相

互扶助と虎約の実行の勝 を定めている｡筆者の知るかぎり､このグェン･ヴ,ン淡 くカ

ウ系)の規約は､成文のものとしては､ヴィェムサーで唯一のものである｡しかし､この

風約は完全には遵守されていない｡問掛 ま①である｡前述の通り､族長､原文は止確には

｢血縁のつながった族長(truongde)Jの下に一致して祖先を祭記するはずであった｡し

かし､この項目は観約が定められた約二11月後の､族長グエン･ヴァン･フィンの一周忌

に早くも破られた｡事情は以下の盛りである｡

フィンには亡き前妻との間に一男一女があり､後妻リックとの間に二男二女があった｡

リックは姑 (フィンの実母)と仲が悪く､フィンは新たに家を買って､リブクとその実子

をそこに住まわせ､自身は実母や前妻の子らと､実母の死まで同居し､それ以降はリyク

の家で､リックとの間に生まれた子と同居し､そこで死んだ｡規約に従えば､フィンの死

後､｢血縁の族長｣とは､後妻')ックかその息子フォンではなく､前妻の長91,チュオンと

なるはずであり､フィンの一周忌はチュオンの指揮のもとで､チュオンの家で行われるか

慣習的に未亡人であるリックのチュオンに対する優位を認めるとしても､チュオンの同悪

の下に行われれるべきものであったはずだ｡しかし実際には､チュオンとリックはフィン

の祭記について合意には連せず､双方が別々に紀ることと11った｡内装も分担して両jJ'の

家を訪ねたというDこの対立状態は､翌年のフィンの改葬にまで持ち越された｡改妻掛こ際

して､チュオンは遺骨の掘り起こしに参加せず､ただ二次葬の基の前で過骨が運ばれてく

るのを待っていただけであった｡その後リックの家で行われた宴会にも参加しtj:かった｡

この件について､族の長老たちは双方の主張を一致させることはできず､またどちらかが

④によって､内族の行事から排除されることはなかった｡

この現約は､その成立の時期と r血縁の族長Jとわざわざ虎定していることから見て､

むしろこの対立をBl避するために､成文化される必要があったのたが､期待に反して･ゾ

ンホ内部の対立を解決することはできなかった｡しかし､逆に言えば問題の解決を先送り

にして､とりあえず ｢団軌 を維持し､ゾンホの協同を行っているともとれる｡

第三節 ゾンホの活動

t 忌Fl祭紀(ngayglO)

(a雌i机の忌El

前述のように､始祖の忌日に宴会を開くこと は必ずLt,行われるわけではなく､その年-
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の経済状態に左右されることも多い｡ここでは､ヴィエムサ-で例外的に転年祖考大鹿の

忌Elを大規模に姐接しているグエン･ヴ7ン族 (玩文族-大庄系)の例をあげる｡

大慶の忌日は毎年旧暦五月十五日に行われる｡毎年.事前に族長のサイン婆が･出席予

定者としてゲイン婆の息子の世代 (サインの夫の世代は男性が全て死亡しているので)の

内蔵と外族の一審tL'を招生し､出席者の拠出額を決める｡)雅揮 は一人一万五T ドンで

あっ た.

グエン･ウ7ン鉄は､前述のように祖考大慶の次男大計か母の故舟であるハタイ省ゴッ

クタン (玉ま)村に錯-･'たとされ､その子孫が現存し､毎年100kd れたゴックタン村か

ら族長以下代表がやってくる｡1996年には約20人が､前日の昼頃にヴィエムサーに到著し

た｡30歳代の族長と長老格の節三文長､数人の老婆の他､ちょうど夏休み中であったこと

もあり子供が目せった.この年には事前に参加者を村内50人とゴックタン20人の計70人､

松徴用70万 ドンで15マムを予定していたが､実際には村内からの参加者が40人にとどまっ

た (ゴックタン側は若干の礼物を持参するだけで､現金は拠出しない)O

旧膳五月十五日当日には､朝9時には族長の家は訪れる人でいっぱいになった｡ハノイ

からバイクを飛ばして一時間の道のりを飛ばして揃ってくる人もいる｡族長サイン婆は時

々準備の様子を見にいく以外は接客をしている｡良弟は金鉄の管理を行い表には出てこな

いO

川時5n分ご7,に料群の単筋ができると､祭軌 こ料理を載せたマムが供えられ､サイン婆

がまず祭壇 (ここが嗣堂と呼ばれる｡対僻や詩か刻まれた題額がある立派なbの)に扱香

を供えて祈るが､孫､曾孫たちは平兄でTレビを見つづけており､その昔にかき消され､

咳くようなサイン婆の祈りは附き破れない｡焼いてゴックタン側を代表して､長老格の第

三支丘か祈る (30Rの若い族長は祈らなかった)｡この二人か祈り終わると､他の参加者

が二人､三人と連れ立って祈るが､他の祖先祭だ (一周忌､49Elなど)射 し同様.中年や

老人の男性の中に払座ってお茶を飲み､建草をふかしたまま全く祈らない者もいる｡一方

女性は､普通のお題ではなく､甘く口当たりの良い二十ンチ十ン茶 (催眠効果があり､山

人病にも効くとされる)を飲み､ビンロウ樹の実とキンマの糞に石灰を塗ったものをガン

ビルとともに噛むか､立ち上がって無地にqrりを掛 ブる｡祈る者が一通り終わると宴会で

ある ¥会は二時間足らずで終わる｡食べおわった省は､次々と新たにやって光る者に肺

をあけて掠っていく 最後の昔かいっせいに引きとげろのを潮に､宴がliLくずLに終わ

るのb他の祖先祭だ儀礼とFl]1様である 任国の祖先集配に見られるような､式次取 このっ
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とった儀礼 (ジャネリ&任 1993日982]･127-135)は見られないb

このように毎年にわたって始祖の忌舞を大かかりに閃くゾンホは少なく､ふつうはその

年の経済状態に応じて､または基の債券 (これも経済状態に左右される)の際などに行I,

ている｡こうしたt/ンホでは､始祖の忌Elに族長宅で lマムを供えるだけである｡I/ンホ

の老人たちも長男系でなければ､始祖の忌熟こ招かれて始めて意志する程度で､始祖の忌

日をふだんは憶えていないこともある｡

またザイン婆のグエン･.yアン族のように十致代前の始祖の来歴が伝承されているのは

稀であり､普通は記憶している-粛古い祖先を始祖としたり､連挟してたどれる軌先の上

に､もはやつながりのわからなくなった伝承上の始祖を､忘れられた祖先を無祝してくっ

つけたと考えられる例もある｡…

(b)配偽者または父母の祭把

内外族または友人を招いて宴会を行うのは通常､配角者または父母に対する祭祀である

｡葬式 (別に述べる)を除くと､その中でも大かかりなのは49亡】(または50El)､一周忌

(宕lodau)､改葬 (cattang-二年Elの忌日)である｡忌祭の規快は､姪別 人態､被祭記

者や祭だ者の持っている社会Da係､祖先然能に対する意乱 参加者の披集配者に対する感

情 (r怖感(tlnhcan)A)にも左右される｡遜常の忌無 く上記の49日､-JLtJ忌､改葬以外

)は参加1着フ0-40人はどである｡また父母のどちらかが生存中は､その配偶者に対する忌

祭を大がかりにやるが､ともに死んで子に紀られるようになると規模が小さくfiると石え

るインフォーマントもいる (｢怖感Jについては､第 l苛第5節 r小結Jで詳述した)｡

配偶者または父母に対する忌祭は､始祖の点怨に比べて､家族による無能という性格か

重くなるため､費用は生存配偶者､拙 く生前最後に同居していた.e+ (良男の似合が多

い)が主に費用を負担し､息子の兄弟も拠出(donggop)するが､その頃は生存配偶者､主

催する息子よりt'少なく､椅出した娘の拠出も義務ではない 主催者以外の息子の拠山額

､また栃出した娘の拠出の有無は 随心(tuylaJL)｣とされている.

忌祭の単称 ま前ELの夕方から生存配偶者､主舵する息子の家で始まる(キヨウダイや親

族の一部が自発的に米や野菜などを持ってくる,生存配偶古や息子たち､その嫁が下ごし

らえに加わり､これらの下ごしらえ参加者とごく哉しい親族かマムに盛ったごちそうを愈

べたり､一緒にお茶を飲んで故人を也ぶことt}ある

当日は息子の第-イトコや嫁のキョウダイも手伝いに来て準備をする 始祖の忌祭と同
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様に訪問する男掛 ま無地にgTrることもなく､茶を飲み､煙草を吸ったままおしゃべりに興

じているだけの者もいるか_女性は祭姓に祈りを鰍プる省力､多い｡

男性の余日であれは､舟も五重11地位にあるのは未亡人である｡もし健康であれば､未

亡人は亡夫の忌祭の費用の大野分を負担し､当Elは息子や掛 こ宴会の準備を任せ､自分は

接客に専念する｡轟音の点在であれば食事か出来上がり､マムに盛られて祭壇に掛 Fられ

るとき､最も先に祈るのはJF亡人である｡

捨婚式でもそうだが､宴会の席次には年齢とジェンダーが大きく影書する｡食事前のお

茶のときから､男性と女性は同席はせず､実会でも別のマムを囲むD年齢の高い男性は家

屋の臭､祭娼妓のベッドの上にしっらえられたマムに盛り､中壮年男性と老島､中年女性

は床にござ(chieu)を敷いて座る｡また女性は家屋の両脇の′ト部屋(buoBg)でマムを囲む

ことbある｡手伝いの若い男性は両蛤の小部屋や軒下で､姪と子供たちは中庭で露天のま

ま､上位の客に食背を出しおわったあとにマムをBflむ｡宴会は午前10時すぎから始まり､

食事か終わると人々はしばしお茶を飲んで良美するか､午後 】時すぎには終了する｡

忌祭にあたっての墓参りは､はとんと行われない｡逆に必ず行われるのは､宴会の前に

中庭に土地神に対するマムをしっらえて祈ることと､衆生 (【chuDgSH山]-孤魂[cohonl

)に対して中庭で椴番を供え､色紙で作られた衣服､ターバン(khan)､靴,金紙などを燃

やす､すなわちあの世に送ることである｡衆生には､しばしl欄 (chao)も供えられるo

さらに配偶者や両親の忌祭を人がかりに行うことで､始祖以下の忌祭に代えたり､父の

忌日に生存している母の寿を祝う宴(lmI)gtl■o)を行ったり､一族のなかの夫折者である婆

姑(LJaCO)､翁箸(onenanh)も同時にだることがある｡

塾蛤･翁蛋信仰はベトナム独特のもので､これらは一般の祖先とは別に無塩が設けられ

ているが､忌日がわから1.11いことが多いので､一般の阻先の忌祭の時に配られる.その際

色虻で作られた衣服､婆姑であれば笠(nob)や装飾品､翁隼であればター′くン､時計､繁

などが宴会が終わったあとに中庭で燃やされる｡

これらの天折者は､幼い子供を自分の祭だ省にするために､あの世に連れていくとして

恐れられる(Cadlere1958〔1930]:71)ゆえにだられるというが､逆に子孫を保護し､幸題

をt>たらすとも考えられており､tl'御利益のある天折昔は､数代にも渡って記られる｡

また天折者はしばしば､ヘ トナム独特の女神信仰の体系である､聖母(thanhDau)のtg爪

公同のヒエラルキ の中に虹碇つけられろ.これらは型T3にはえる公王(con宮Chua)や姑

(co)や男(cau)であ1たり､さらにその従者であると考えられており､祭壇を設けるにあ
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たって､前転師タイクンや暮煤であるオンドン (令室)､バ-ドン (婆蛋)の助けを借り

て､夫折者の四府公同での役割や名を讃ペ､折再することもある

点後に配偶者または父母の忌祭に典まる親族の範Eg]であるか､汝祭祀名のキョウダイと

その配偶者､それらの子 (披灸患者の子の第一イトコ)､披条監者の見解者のキョウダイ

とその配偶者､それらの子､披灸記者の子 (栃出した娘を含む)とその£C8着､その配偶

者の親 (適宜[lhon8gia])､披無能者のコンヌオイ(co皿nuOi｡益子の一種)､ '̀'坂東

記者の子の養親血栓や棚 的係はlJ;いが近所の掛 こ親しいもの (これはごく私人)が集ま

るのが普通である (図3参照)｡49日､一周忌､改券を除くと､これらの人々以外の者か

招かれるのはまれである.しかし､土地神などに対する祈再を行うときには､少し遠くIi

っても血汝や1番梱阻係のある者で､そうした知表に通じているものlこ依類する傾向かある

ようだ｡

tc)上記以外の祖先の忌日祭だ

上言己以外の祖先の忌日集群は､適常は橿めて簡単に行われる｡祭だ義務を匂う家族が 1

マムを祭軌 こ供えてる程度であるか､上記の(b)配偶者や親の忌祭にまとめて把ることもあ

る｡一例を挙げる｡

1996年rFl暦十一月十八日に行われたyエン.ヴー/ン･チュアン氏 (1955年に45歳で死

亡)の忌条は､未亡人グエン･ティ･ヴオンの主催で行われた｡ヴオンは祖先の祭増前

に飽くと､亡夫の父母､祖父母､含祖父母､誰も祭る者がいない族長とその二人の&､

チュ7ンとヴオンの娘である烈士 (婆姑で､ランソン省の聖母信仰の聖地パ ソクレで玉

花公主に仕えているという)や､抗仏鼓でフランス軍に銃殺された子のいない祖先の名

と字､号を詠みあげ､軌 ､から家族の平安を祈ることを告げた｡ヴオンによれは､忌祭

には､このように全ての祖先 (翁歩兵忌〔ongbacuL(yJ)を招くという｡

(d)葬式

周知のようにベ トナムは最南端の儒教社会であり､葬送儀礼は儒教の強い影廿を受けて

おり､18世免には r諒悔家礼Jのように店式による儀礼番も古かれた｡

革命後､国家と党は葬送偵礼に姐制を加えようとしたが､マラーニI(1994)も述べるよ

うに､完全にそれに成功したわけではなかった｡さらにトイモイ政策後､舶制されていた
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習俗は一部復活し､現在のヴィエムサ-でも射 創ま基本的に価式で行われている｡

茄式の葬送銭礼では遺族の死者に対する阻韓の遠近によって月嘘 の着衣･期l即 混 めら

れている｡

現在､ヴィエムサーで喪服をつけるのは定年者､直系卑族と鮎 ､擬制的親族であるコ

ンヌオイ (益子の一種)に義務つけられているのみである｡

すなわち薫 く夫?)､息子､娘､軌 臥 コンヌオイか白いガーゼの軸 をつけ､岸を

舶 作 縛る 葬魚用の白い,7 ゼの頭巾(khan)の巻き方は･丸 息子､娘､掛 ま後ろに長

く垂らすか､両親の一方か生存している域合は､後ろに垂らす二本の長さを左右対称 こせ

ず､差をつける｡掛 ま頭巾を垂らさず､鉢巻き抑 こ頑に巻き付ける｡コ" オイ蛸 に準

しる.また死者の牽､臥 嫁は頭巾ととt,に大き/lガーゼの布で頭を覆う｡孫は動 結 石

fiいで白い頭巾を鉢逝き状に巻くのみの時があり､掛 こ幼い各会はそうである8曾孫の頭

巾は黄色､玄孫lま赤である○それ以外の親族､姻族は白い頭巾を鉢巻き状に巻くのみで､

ニン市内では復活している所もあるが､ヴィエムサーでは今のところ見られない｡
これらの剰 RJP頭巾は死者が棺桶の中に安定された後､U DI家屋の入口に設置された祭

也の上に削 ､れ､葬儀の実務を放り仕切る男性観掛 こよって配られる｡これを ｢発喪の礼

(IeptlaLtang)｣と呼ぶt- ○配られた所巾の数は､筆者が参加した二つの葬儀では､そ

れぞれ?5L)､2.10であった｡

これらの頭巾を巻く解放､姻族の範囲にはかなりの幅があり-信教の併 し掛 こ規定され

た範EBを大きく越える.このことを前述のゴー･ティ.ティエンの葬儀を例にとって見て

みよう (図4参照)｡

死者ティエンは96年6月3日に死亡した｡80歳であった｡葬様にあたっては死者の一人

息+ティンを始め､その要一死者の娘-ティンの姉妹･その夫､またベ トナム戦争中に村

に駐屯してその時にコンヌオイとなったハタイ省 (ハノイの南西)の別 項 月陀 頭巾､女

性は大きなガ ゼの布で痕を覆い･さらに頑巾をつけた これらの人々のうち､男性 (死

者の息子ティンと捕､コンヌオイ)は軒下に設超された細 の左右に並び･弔問客が訪れ

るとガーゼの-ンカチで口を惑い､弔問客に一礼する 軸 距 着けた女性は･その他の親

族の女性とともに屋内に安畝された棺桶の傍らに座り込み､実きつづける｡外に出てきて

男性遺族のように弔問客に挨拶することliliい (たたし未亡人虹 1=夫の弔問客にあいさ

つする)
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直系の遺族が弔問客への挨拶や棺桶の傍らで巽くことに追われるので､葬儀の実掛 まそ

の他の親族が担当することになる｡ティエンの葬底で実務を差配したのは､ティエンの夫

の末弟の長男であるラック (国中楽｡☆印)氏であった｡彼は発表の礼で230&の頑巾を

配り､弔問雀を軒下より一段下がった位置で出迎え,故人の病状や棚 の時について r#

普(BADcao)JL､弔問客に対して礼を述べた.この他に食事の支度や全体の進行tこ気を

モ巳るのも彼の役目である｡

ラックの立ち位正より更に一段低い中庭には､ティエンの夫の柿の子､ゴー.コン･カ

イが立ち､訪れる弔問客に礼をし､壌合によってはラックの代わりに死者の棚 の時を説

明した｡また弔問客が誰であり､何を礼物として持ってきたか記録したのは､やはりティ

エンの夫の肺の子､グエン･マイン･ト7ンである｡このリストは埋葬後の宴会の招待客

リストとして纏めて奇繋な役割を発揮する○それだけでなく ｢これらの人たちに何かあっ

た鴫にお返しをするため｣に使われる｡カイや トアン､そしてイーら故人の犬の姉の息子

たちはいずれも頭巾をしていたし､その要や息子も頭巾をつけていた｡

きわめて興味探くまた亜要なことは､これら故人の夫の姉の子や､その妻子には儒教の

規定では服喪の義務がないことである｡グエン･ヴァン.チエウによる l轟梅家礼Jのク

オックグ-抄訳には r母の弟の妾､母の妹の夫は服喪しない､同居している時は三1,月服
喪する｣とある(Nguye,･Val-ChleUna52).またファム･コン･ソンの薪群 r家礼一昔

と今一日 こ上れば､ ｢父の妹の夫､母の弟の妻.母の妹の夫､この=.人のうちに死人かあ

っても轟にIMさない (chongco.Vocaw.chongd■.trongbanguolay,Chetth.khon

gtang)｣ということわざがある(PhaDConSonJ996:205)｡カィ､ トアン､イ の三人

にとって､死者ティエンは母の弟の空 くvocau)にあたり､本来服喪の義務を持たない.

しかし･前述のグェン･デイン.タイックをフォ カルな祖先とする双系的無能井田が､

その焦点となる祖先の灸だのみIJL'らず､その成長同士の服喪にも価救規範を越えて作用す

るのである｡さらに､その妻子までもか帝巾をつけ､喪に服していることを丑していた ･

また喪服と頭巾が配られる前の祈りを､故人の息子とともに捧げたのは､故人の内旋の

人間ではなく､前述のグエン･マイン･トアンの父 (故人の亡夫の亡姉の夫)であったこ

とも付け加えておかねばならない｡彼は現在むらで二番Elの男性7.,強 者である｡故人の夫

方 (玩文族)にはこのLu代の男性裁掛 ま生存していないU葬儀における代表者として､父

系血縁より世代､年齢が使先された砥用であると考えられる, I)2'

-131-



ヴィエムサ においてはこのような市剛まけして例外的なものではない｡あるインフォ

マントは､村外に住む母の弟の要に服喪することについて r母の生家の祖先を記ってく

れるのだから膿轟は当然｣ 鳩 は子､掛紹 (daulacon.relakhach) ｣と語った｡

またl淵i年11月24日に行われたある女性の49日でも､死者の夫の姉や兄の嫁の中には父

母に対するように跡t)を左右に長く垂らしている者がいた｡これらの事例は､正しい知識

の欠如による逸脱や革釦 こよる伝排のrr絶というより､雌轟がもともと死者との親族 ･蝦

族路床により自動的に決まるのではなく､死者と生者の個別具体的な親近感､ r情感lに

よって左右される性質のものであることを鼓していると考えられる｡実庚､また別のある

芳式で､頭巾の巻き方が､原EtJに合致していないのではないかと問う筆者に､ある老婆は

r(故人との関係は)遠いので､本来は頭巾をLIJ.-いのだが､ (私は故人の妻である婆車

-3雌の弟子にあたるので) r情感IlnhcaLJがあるから父母に対するような頭巾の巻き

方をしたjと答えた｡この r情感｣が服卦こ大きく作用するのである.

ただし､こうした r情感Jによる､頭巾の巻き方に見られる儒教旋転からの逸脱は､無

制限に行われるものではない｡逸脱が前述の母の弟らに対するように､規範化されている

範凶もあれば､頑rT]を巻くか否かが､個人の選択に任される範囲もあるO-･般に女性は T

ITJt感｣によって逸脱し易いのに対して､男性は比較的厳格であるように見受けられる｡例

えば､桁どうLは頭巾を巻かfi:いとされているが､この規範には逸脱が見られない｡

(e)船舶

前述したような内外族の関係を作りだすのか､貯胸である｡1945年以前のヴィエムサ

ー : ' ･ :亨 ∴ 工 -+ 二 ㌦ ‥ ___

され､別姓の者との婚軌 ま､実に本社の15倍に1SるoJ945年にこの郷約は廃止され､以後

このような朋 は なく1.ったにt,かかわらず､村内掛欄 在t,匪勢を占めている｡二匹者の

漁点伽al中 (1996年2月から1997年7Jl)に20組を扱える樹 抑 あったか､村外矧 ま､同

しホ7ロン社内の糾村との間の2例だけであった r村外の嫁をもらったら､ばかにされ

るではないか と語る40歳代のイン7- マントもいる･ー このように栃軌連掛 こよる粥

紬 床机 村内に限られることか多いし･このほか内約 の棚 を禁じ外栢制を放る伝教的

船臥 r門当戸紬 nda哨hoA- a)ようfs･桝 的･社会的､文化的につり合う官族
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の中から､子の鮒 者を選ぶべきであるという女議が､側 路 舶 け る条件としてあげら

れる｡1945年以前の婚軌 こか ては､このような場合の -門当戸軌 とは､経即 は 面の

みでなく､学問などの文化的側面t>含む｡すなわち､金持ちが､貧乏だが学のある管腔の

者に娘を按がせ､嫁の持参財と､その生家による棚 後の援助によって､花齢 俄済的に

上昇するという事例が見られた｡グェン･ディン･タイックは､棚 時に娘に持割けを与

え､棚 後も援助を鍬 ナた｡タイックに対する外孫たちの遺志の念は､このような事実に

も由来している｡

また1945年以前のむらの政治にもいては､ゾンホやその外族との遵掛 ま､むらの中で ･

定の役割を占めていた｡有力なノンホがむらの要職を占めることがあったし､外旋や友人

と派閥を形成し､里長選挙などでその力を発祥することもあった｡しかし､ごく少数の族

だけでむらを完全に政治的に支配することはできなかった｡

誘四節 姻族の役割

ヴェイエムサ-から見えてくる親族先団の特軌 ま､LLr代を越えた､父系出自に基つく､

成員鳥がきわめて明確な丈団の存在である｡また､この先軌 ま現在でも､崇譜､兼､共成

の基金IJLlどのコーポレイトな財産を持つ場合があるoLかし同時に､父系以外の嘆索も加

入してくることは今まで見てきたとおりである｡服喪や叢の修築においては､父jJ-親族と

婚止した娘の子孫では､役割に差があるものの､しばしば父系原理を基怨とづる総数崩範

が定める範囲を越えて､アクション･グループの性格を持つ双系的祭紀R潤 が形成される

場合があることが粍認されるのである｡父母や配偶者などの葬式や忌集においては､父方

母方のキョウダイ､イトコが参加し､どちらかに偏るという傾向は見られないOまたitの

父母やキョウダイb参加し､特に後者は葬式や忌祭の労働力としての役割を果たすC

内族と外旋の区別ははっきりしているが､両者の融和を図ろうとする舌謡は､そこここ

に見られる.前述のグエノ･ティ･ティエンの葬式では､内外族が共にお金を拠出して-

つの花絵を培った｡また､ある安には r内外の鮒 は万秋に克つ という､内外の関係の

永雛 を称投する対塀か指げられている｡ただし実際には､こうした内外関仔は､内射こ

おけるはどの長期の開床を維持するわけではないか､理会としてIまその永境か望まれてい

るわけである｡

このような関係は､E]常生活の助け合いにおいてt'､きわめて重要な役割を果f-す 家

の改築や病気の時に借金するのは､内旋､外族､友人の噸であると言われるか･称に父方
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･防 の第一イトコと並んで､壬のキョウダイから借｡ることが多いようである｡

また合作紗管理する丘地の入札においても､政人で姿金を出し合って射 場 を得たあ
と､その蛸 執 =応じて､Bt地を分斬 ることか広く榊 れるか･その際にもこうした関

係にあるか 喋 まる齢 かあるd郎 基本的鯛 互扶助の粥の目も､自己を*･いこ父方､

F'1万､要のキ,ウダイなどに対して拡かっている`

前者の借金について臥 グエン.ディン･タイックの曾孫グエン･ディン.サン (図2

中の民)の亨例を挙げると､

(刊那 借金か必要なISには･父方イトコのラック (図2中の兼)やティン､母方イト

コのト7ン､実弟のサー(図2中の祉)から借りる｡柵 は1-2年とするが､実際は

ぁる時払いで少しずつ表していく.利息は取られない｡96年にザンか変を新築した時､

ル は廷設食用2500万ドンのうち､内外族5人､友人7人から1000万 ドンを借金した｡

内訳は卜アンは70万ドン､サ は100方 ドン､実姉が50万 ドン･妻の親艶が150万 ドン

である｡金を貸した全人政の 1/3にすぎない内外族4人だけで､借金敬全体の42タほ

借りていることになる

また､入札における共同について､やはりサンの邸例を以下に見る○

(S例)当初､ティンとその妹の夫ヒエン､ティンやサンの第二イトコにあたるパオの

三人で始めた｡全部で9サオ入札して､3サオずつ分け､代金はそれぞれ1/3ずつ合

作杜に納入する 掛 Pでティンがやらないことになったので､鼓りの入札期間をサンが

引き継いだ

このように内外のイトコとの相互扶助は額崇に行われ､その関係は緊密である｡

諦且好 小鈷

{J'ィェムサ の親族机掛ま､雪譜を持つゾンホが少なく､持っていても世代深度か淡く

記述か&男系に限られることや､再生が,扱立の実梶を持たず長男系の祭姐か 雨竜｣を

兼ねるというあり方にt'kll約されて､父系のコ ボレイトな熊団を形成しながらも,他地

域に比べて､統合か荘やかで､ゾンホriiIの読11,b日立たIiい
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また現在のゾンホ臥 1915年以前のゾンホ机 里長遭挙などで発揮したような政治的側

面を見せることはないが､依礼や基の接待を感じて､行動のBL範や価値を子孫に伝送する

重要Ti-株能を果たしていることには変わりはない｡

注目に値するのは､グェン･ヴ'ン族 (カウ系)か制定したノンホの成文鹿約である｡

そこでは､焦点となる祖先の男子号R22人全てか､ rひとりひとりか他の2)人のために､

21人はひとりひとりのため に､ rお互いに庇いbL､､為しあい､hLナあJって､ゾンホ

の 喝 接してお互いに助け合い､尊卑の秩序､上下､忠禁の伝扶｣を掛 寺.発揮 しなりれ

ならないと奴定されている｡この rひとりは皆のために､皆はひとりのためにJという規

掛 ま農業合作社､保寿会､相互扶助机拝の粗放原理ともなっているのである｡次歳以下で

は､むら全体のレベルで､この他放原理を体現している､丘兼合作社や保苅会 (老人会)

の活動に焦点をあてる｡

注)

(1)ヴィェムサーでは､呑火は､跡継ぎがいない舌か､不動産を親族 (特に内族)に与え

て死後の寮監を依頼することの忠味と解されている｡

(2)錘荊和氏福校の授含水 r大越史記仝gJ本紀怨之十七､胎 十四年 (･X改恥粁放散軍

初年)十二月三十日の条に､ r節制鄭松竹諸哲､進兵至哉全市､抜管一箇机 下令iB皆兵

渡虹江､吸穀岐阜､別格平地｡ ｣とある(1986:889)｡

(3)ヴィエムサーと-タイの両グエン･r-J7ン族の人々の回想によると､温脈 tは､今の

ザーラム県にあり､族の家屋と不動産があり､両支が往来の転lこ宿泊していたというpこ

の財産臥 土地改郎 際に失われ雛 は机 ㌧旬

(4) I大趣史記全割 本紀巷之-によれば､甜:コは太平二(971)年､丁部領によって定円

二 ..ii: ∵ ∴ -,::..:.:.i,!l':I-'T:1こu:LL:.I:i::::.･1∴ 二一一:Jl-1:-.I.:..:■:

議

ともに挙兵したか敗北し､故で斬殺されたとする(1986･181184)･一方､玩打家並は

lま次子とともに炎合に連れたとしている

(5)原文では､それそれかチュオン1枚と,米50kBを贈るように読めるか･他の糊合の規

定に比べて多すぎるので. r内族全体で と解するのか正い ､ように患う
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(6)家瓢こ記郎 れている内族の他に､戦乱で系譜か失われた三代 (五代とも)の問に祖

先がいるとの伝承を持つ一派と､外族であるグエン･ヒュウ (玩有)族が招かれる｡

(7)あるグエン･ドゥック鼓では､ 鳩 軌 のすぐしたに rいちばん近い始軌 く現族長

のGGCF)かいることになっている｡この二人の 姶担 は､実際にはつながっていない可

能牲かある̀

(8),くク二ン市内のある男性 (195昨 生)の珪乳 197拝 の中越戟争に出征した被は､あ

る夜那 化かで.実蕨には会ったことのない二人の婆姑に会い･明日の戦場での危険を節

もって告げられた｡彼此 告どおり位軌こ行かなかった (?)ところ､戟死せずに舟運す

ることができた.掛 ま感掛り気持ちから､良男の家でだっていたこの婆姑二人を自分の掌

でだることを申し出て､自宅に祭4を作り､現在も絶っている｡

(9)後述するように男性のコンヌオイの坊合､その方億の着衣は掛 こ準しる｡また服喪や

婚礼などの皇族の祭,illこおける最務も同様である○

(10)死名は死亡後､入棺までのfiu､新しい衣服に廿替えさせられ屋内のベ yドに安還され

る｡その上から毛布で遺体を軌 ､､紐で縛る｡足も効 犬の物 (洗剤などのビニ ル袋のこ

とbある)で覆う｡遺体は東屋の出口のほうを頑にして安置され､遺体の上にはチャウカ

ウ､ベッドの上には香炉､ランプ､チャウカウか供えられる｡また､ベッドには蚊帳と同

じようIi布が吊るされる｡棺桶 (現在は合作社が遺族に提供する)は糞隊 (これも現在は

合作杜が準備する)の清孝とともに崖敷地内に逝び込まれる｡中には黄色い紙が敷きつめ

られ､二つの蒸鏡がま返しに泣かれ､遺体の頭を支える｡あの世に行く途中に魔物を払う

ため､鎌か棺桶に入れられる勘合もある｡入棺は中庭で行われ､その後再び屋内に遜び込

まれる｡棺桶の上には境にいれた卵､凍石を立てた香炉､肋 が霞かれる｡

(ll)マラ 二 によれ湖̀ は五つの段l削こ別れ､発垂の礼はその第二段階にあたる｡

第 段掛 ま死そのbので､遺体の準籍と借への安芯､第三段階はフンヴィエン(phungVle

n見)､むらぴとか死古の官族を訪れて死者に飯倉をあらわし､遺族と悲しみを分かち合い

(chiabuotl)､供物を掛ずること､第四段階では成後の弔辞と男夢lJbi出発して､埋芽を行

うこと､第五段階かその後の宴会であるOhlarney1994341)｡ヴィェムサーの葬式もこ

れと同様である

(12)さらに政か祈招師ではIiいbのの､qT軌こ適していることも選ばれた理由であろう｡
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第5遭 生存維持の倫理 l.貞男合作杜

はしめに

本領では､トイモイ政策以侍の丘文合作杜.とりわけ､1992年に土地権利証℡とともに

耕地か分配されてから現在に至る､合作社か行う村落の遷宮と建設について鹿討する｡前

妻で述べたように､B菜合作社はもともと社会主義的所有に基づく集団所有の一形態とし

て､設立されたbのである (白石 1993b=12)(村野 L984:60)｡そこで瓜 加入する社fi

か耕地､家畜､点伎具なとを合作杜に拠出して巣団耕作を行う 若干の自留地での生産物

を除いては.社員は生産物を自由に処分することはできず､労Blに対する棚 臥 合作杜

管理米か計井した労*点数にもとづいて受け解る｡ この方式は､農薬合作社が成立した当

初 (ベトナム｣ヒ部では1950年代末から60年代初めに多くの合作社が成立した)から杜nの

生産恵欲刺激や労働評価､管理の点で問題があり､インフラ建設などで一定の成果をあげ

たものの､それか必ずしも生産の向上につながらなかった｡しかもベトナム戦争中には戟

時Fの様々な要因によって農糞生産はさらに酎 ヒした｡それでも虚糞を主とする当時の北

ベトナム経折が破綻を免れたのは､抗米救国戦争といういわば ｢非常時｣の状況下で､ ｢

民族解放と国家統-Jという大鶴に農民が進んで協力したからであり､中国など社会主義

諮国からの援助があったからである｡

このような条件の下,前述のように合作杜はインフラ建設 (水利施設建設､裾化)など

で､良策生産増に貢献する一定の成果を掛 ブたことも事実である｡またIE当た理由で労働

点故か基準掛こ講たなかった世帯に対して､安価に食料 ･瑞食を販売する社会政策を実行

し､序章でも述べ1こようなスコット(ScoH 1976)的な意味での合作社 (ヴィエムサーに関

してはむらの範艶と一致)全体の生存維持を図るという､八月革命以前のヴィエムサ の

村落行政捜構 (里長 ･副里や実質的権力披関である書目会同)には見ることができなかっ

た雌 を実施していた.

しかし75年に抗米戦争が終結し､その後の対句.閑綴腰化にともなって援助か戒少する一

方で､戦争による破楕からの復喝が思いとおり進まなかったことや､連挽する凶作によっ

作祉iBの経営自上権を容認する方向へ転換､8L年の共産一党暫記局L00号指示を経て､88年

の免政治局10弓決議で社月か良策生産の経営1体てあることを完全に公ig.づるに至った

さらに､92fFかJ-含n祉Eiに対するt地使m椛正軒の発行か始まりー93年の土地7iでは使

-I10

用伽 )譲渡､相良 賃矧 昏･また抵当aiが速められた (第3粂2項､第73粂3瓜 那 岐

～3.7T78粂)〇 日 このような状況のt)とで農業合作杜は従来の役割を失い､社の行政に吸

収されたり､解散したところt}あるという (IIしかしヴィェムサ でtま合作社が社や村

政権に代わって､実官的に行政棟関の役割を果たしている｡｡-合作杜朋 は村長 (村の

共産党支S書記が兼任することかtE鰍 こなっている)とともに､むちびとに r地方政敵 c

hlnhquyendi且phuong)｣と望放されているのである.

さらに､ヴィェムサ-合作杜は自己の財源を持つ実質的な行改捷的として､序章でも述

べたようなスコット(Scou l976)的な意味での社鼻 (-むちびと)全体の生存肘 寺､すな

わち後述するようにフ*-クな放念としては r衡平(candot)Jを､以前のように国宝丸

抱えによる rパオカップJではなく､自己の肘掛 こよる rパオかノブ で実現しようと､

誠実に努力している｡また､それを支えているのは､完全にとは言わないまでも､社且 (

-むらぴと)に共通の了解か存在していることによる｡

訪一節 現在の合作杜の管理鹿橋

川合作社管理堆

現在のヴィエムサー合作掛 ま､機械的には行政単位としての村(Lhon)と一致しており､

また村の範囲は･1945年以前の炎舎社の範四と一致しているo即ち､旧祉一現村 合作社

の範朗である｡ただし､合作社の杜見放は1997年5月の時点で約3,080人 (約700戸)で

あるが､これはそのまま村内の人口と等しいわけではない｡現せの国家公務民､一弔人､教

員､公共企豊休載呂として給与を受けている者は､村内に居住していでも一戸特((IOkhau

)が村から ｢脱生(1110ally) したとみなされるので､合作社員ではなく.合作杜から耕

也 (いわゆる交付地｡後述)の分蛤を受けなかったし､合作祉幹缶の遷挙･被選挙権かな

い｡

合作社の管理抜横である管理放 くbanquaDly)は主任 1､副主任2(文化担当 )､水利

･電範担当1)､会計 1､出納 l､監ii2 (監血長は村長か康任)､植物防衛2(社員 )

契約 1)､水利糾12､安等抽&､電Lj'Tt管理組3､生産隊長7(一隊に一人)からなる一ま

た､村内在住の獣医に家畜の予防接種を依頼している′7_任､岳Fl主任､監査は任期2年､

の中から支払われている 朝は半年につき､主任が切340kg､副主任が主任拾一3-の900.､

会計が900.､出納係か7000､植物防弘か60%､耕地統計係か60Qu､生産隊長か300.,である

11)-



キロ当たり1.800ドンとすれば､主任給与は61万2千ドンに相当する｡

(21合作杜の菜務

現在のヴィエムサー合作社の丈掛 ま多岐に渡り､鼻薬生産だけでなく､実質的に行政の

役割をt,果たしている一以下にその兼帯を列挙する.

塩梅年農業生産 ･村落廷設･社会政3iに関して 計画｣をたて､それを実行する こ

の 計画｣で長b吏要なのは､国繁 ･'G･県 ･社など上級から指示された農集地使用税

や詰基金の納入のj圭成､軍部的襲番([嶋hlaVUqUanSuー-徴兵や民兵の訓練)の完遂

である(r計画｣は毎年､主に合作祉ユ任が立案し､5月の合作社社員大会で､採決に

ょり社員の腰否を問う｡しかし､その前に4月の党支部大会 (党支部菅記 ･高僧 己を選

出し､村長[党郁 己が兼任]も退出する)での承認が必要とされるB党は依然として合

作杜への発言ノJ･影響力を保持している.

②国家から提供される生産に関するI首報を社員に周知し､水利､防疫 (いわゆる楢物

水flJ公社がカウ河から､合作杜の水輔へポンプで稚概 ･排水を行う (梅年､合作杜が水

利公社と契約する)､そこから合作社内の水路への港紙 ･排水は､合作社員から選ばれ

た水利組がその任務にあたる｡水利組は12名で､1996年の冬春作の給与として､蛤粉丑

3.3115kg(罰として計50kgか2名から25kgずつ差し引かれた)が支払われた｡

③公有地管理とその適用｡将来の人U増hLJに備えて合作杜が土地を保留し､(n 軽官

能力と意欲のある社Liに入札させ､代金を徴収うる｡合作杜-村の建設資金であり､

パオカップJや社会改茶を実施する｡

帝村の安宰維持 村や祉レベJL'の安孝は､その住民によって担われている｡村の安寧

抑 ま､全員むらぴとからなり､改権 ･人民 ･合作社から､むらの規約 (後述)に違反か

あった散会､秩序維持､換重､違反行為の阻止､問題の処理の鹿附を委任されており､

合作杜から併給を受け取る 公安 (f察官)として正式に養成され､内務省に所属する

のではない｡村内と耕地を原則として24時IiSl見張る｡盗焦が起きた場合､その俸給から

弁済しなければならない 年末などの警戒軟化期rilに任務を達成した場合は､ボーナス

を受け放 る(大晦口や祭礼の略などは､社や県の公安と協ノJして任務にあたる 安等組

は安寧牡とも呼はれ､堆長 退役遜兵中佐)以下.r8名から/iる l僻 の冬ぷ作の冶

L42-

与は-人当たり籾360kg(但し一人だけ260kg)O内2名にそれぞれ軌 00kg､70kgが剖増

され (芋戒封 切 間中のボーナスか?)､また5人が津夜の斗盗長に的して､弁市のた

めに｢人につき扱l･2kgから6･72kgまで計盈 04kgを冶与から差し引かれていて､これ

にはl珊 当する剛 ､､盗井にあった6世･.GEこ1･2kgから11.4kgまでの幅で支払われてい

る｡この割増､忠心を含めると安事故への籾支払い鑑丑は2.992.06kgになる､

⑤農地使用溌･水利乱 社会基金･水害基金､民工(JabCOnS)､t●,筏SaL代 (各戸の

使用分も合作杜が徴収)･ま昼臥 家畜解体臥 500基金の徴収と国宝､確力会社､水

利公社への納ん 後述するように､社風 こ対して､患地使用税と水利丑を合作比は大垣

に汝額して徴収している その他の諮基金も若干補助している｡

⑥村出身の杜現役幹希の給与の9カ月分負担､社退載幹雄の退Q年金(huuよa)の9カ

月分負臥 村長 (一部)･合作社幹部 (含水利札 安寧組)の給与支払い (表 l)｡

⑦党支取 少年臥 老人会､婦女会､青年臥 退役軍人会なと祖国戦線の各大衆団体

の活動への支出､村のクアンホ民謡団の活動への支払

⑧幼稚園､保育園への支出､幼稚園激論への給与支出｡

⑨葬式､君田家庭援助など社会政熊目的への支出 (後述)｡

⑲道路舗装 ･補修などインフラ建設への支出o合作祉大会報告によると9596年には

水路建設 .桶の補修 ･与圧轍敷設で22,264,400ドン(2.024米 ドル相当)が､9697年には

道路延長 .水路建設 ･池梓J:串で27.000.000ドン(2,4545米 ドル相当)が､イン77丑

僻効用として支出された｡

⑫亭 (毎年旧暦八月十六El一十/uヨ)､ヴ7バ (王母)のデン (fEl麿二月六口～八

Ej)などの祭礼への支出･これらの集札以外は,原則として保発会 (老人会)が支出づ

る｡ただし､保寿会が支出する祭礼に際して､合作杜が招待した客に対づる祝宴は合作

社の負担で行われる｡

⑩放送局の運営 事の門蛤の一室に簡単な拡声生誕かあり､合作社から蚤旺された放

送係が､農業情報や合作社の適知なとを放送するく合作祉社員大会､保寿金地全､事や

寺の祭礼の東文や読経もむら中に放送される｡

⑬社会組紙的甥 面 生産隊の宗教活動 (大官廟[bleUqUaTllonでの弟相生産院のみ

)と謁解桟能｡1945年以前､ヴィエムサ-の各ソム (xouF村thonの下位ql_他 現在は

かあり､祭礼か行われていた.ディエムは抗仏戦中に全て破壊され､この風習はなく/i
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ったb第四生産隊では､かわりにソム内にある大官廟を集ることで､ソムの宗教的成能

を唯一鼓した｡後者は､村長･生産隊長､安事臥 婦女金支部長が村内での紛争を靭付

するものであるか､これらの人々に問題力満 ち出される前に･近臥 長老が仲掛 こ入る

ようである｡

第二師 ヴィエムサ-合作牡遷宮の特色

ヴィエムサー合作杜は､そのjZ宮においてきわめてユニ-クな方法を放っている｡それ

を説明するには､まず集団併作をやめた後の､社月-の耕地分配カ､ら述べなけi代 らな

い｡

II)土地分配方法

I988年の共産党政治局10i=?決議が個人 ･世･T'を虎男主経営の主体と認定して以来･ヴィエ

ムサー合作社では耕地を(a於付地､(b110%地､Ic)入札地に分けて耕作 ･運営しているC

(a佼付地｡ m 社員にのみ交付された耕地で､合作杜では主に年齢 こ応じて､交付面

前を決定したOすなわち､L%･触人rl(男-16160歳､女16-55歳)に3点 (ティン･

ムックd.nhDUG)が与えられ.この3点に 1サオ(sa0-360DlZ)が与えられる｡労働人口

を過ぎた者 (男61歳､女56歳以上)には2ディン.ム･>ク (=2dlnhDuC=240d)が

与えられたoまた労Il人口に満たない者 (15歳以下)には､年齢に応じて15歳-29デ

ィン-ムック､14歳-2_8ディン･ムックのように年齢に比例して与えられた○

また､92年時点で現役の公務員や公共企菜体から給与を得ている者は r脱戟(thoall

y)｣していると見なされ､村に戸活か11いので､交付地は与えられIiかった｡さらに交

付以降の死亡者からは交付地を回収せず､交付以降の出生者に土地は与えない｡また､

上地使用di証番はLu-JBごとに交付され､有効期限は2006年である｡交付地蛭面郡はI,36

0.325ld(378マウ.)マウニ3.600nf)である.r7ィエムサ-の耕地は4217ウとされ
るから交付地の割合は89.781になる｡

交付に際しては､王に収鼠を甚軌 こした土他の等掛 こ関する国家及RLJに基づいて､''

どの世帯にも条件の良い土地から､想い土地まで均等に分拾して r比較的平等･であ

るようにはかったく

後述するように､交付地からはティン-ム,クに基ついて虚地使用税､水利史､合作

14I

牡管理費､植物輔 や､安事女などを一本化して徴収している｡

(b)10%地 (以下90地と呼ぶ)｡兼団耕作時代の5～,也 (自領地)の名札 】988年8月

1日時点での郎緒 に交付｡現役 ･退Gt公務員にも交付｡一人 (一口)3トウオ･,ク(l

huoc=72･n')｡他車を蕃している者(htSue)､革命烈士 (本人-死者)とその蜜態に

も交仇 交付以降の死者から回収せず､出生者に交付しない｡盆面掛148.762.5d(13,

5Llマウ)｡

lc)入札胤 将来の人口増加や有利厚生､正格などの建設に偉えて､合作杜は合作社内

の耕地の二部を保留しなければならないとされる｡(''合作社はこれらを入札にかけて

希望する合作社員に排作 ･珪宮させ､入札代金を徴収する｡

このように･合作祉保留地を入札にかけ､生産意欲 ･能力･草本i･持つ祉且に耕作さ

せることそれ自体は､現在多くの合作杜で行われており､贋にタイビン省グエンサー杜

(LeTrongCuc&RaLbo1994)､ナムティン省コyクタイン合作社 (桜井 1995日 松尾

1998)､バクこン省ティエンソン拓とチャンリエット合作社 (岩井 1996)の事例が報告さ

れているOこれらの合作社が､国家に納める丘地使用税や水利公社に納める水利費､JG

や県に納める各種益金に加えて､合作社のjf宮資金を上乗せして徴収しているのに対し

ヴィェムサー合作杜ではこうした上乗せを行わず､合作社が入札で得た収入を､ほぼ唯

-の財源として､合作杜による ｢パオかyプ (baocap)｣として､逆に-1受合作祉良の

良地使用税や水利や喜好額したり､合作祉 ( 村)のインフラ柾殻を行っている｡r'､

オカップJとは､日本では 帽I安丸抱え制Jlj:どと猫訳される､資本主我的な経済汁井

制の反対社会であるoこの合作祉による ｢パオカップJの苫羊細は後滋に計り､ここでは

まず入札の実態を見ていきたい｡

入札の蓬類はQ)稲作､②野菜､③荘重､噂)養魚､⑤煉瓦 (】997年2月6日で終了 煙

による虚作物被害のため)で､入札に参加できる条件は､18歳から60歳のヴィェムサ

合作社員で､前科(lLenan.LlenSU)か無く､合作社に対して全くあるいは規定された

租以上の債務が無いことである｡ H̀n

(互)稲作｡1996年4月28口付け合作社作成筋科によれば､稲作入札王の款は73人で､稲

作入ヰし地蛭面執ま33マウ8サオ1トウオックである しかし､この入札主の掛 まそのま

ま稲作入札地で耕作を行う戸数を反映しない なぜなら多くの場合､数人か合fZL､そ

の中の一人を代表にして入札を行う場合があるからた｡落札後､出腎軌 こ応して耕地を

分け､それぞれの世笛か個別に耕作する.合琶した世帯間で労働交換か行われることは
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まれである｡合資者相互の開床は､安族 (キョウダイ)､親族 (イトコ)､配偽者のキ

ヨウダイなどが多いo鐘宮面故が大きい牧舎､収穫時に日当15.000ドンで人を雇用する

船台bある｡

入札措作の特徴は､交付地と比べて､合作社への納入額が異常に高額1j:ことである｡

合作杜資料 こよれば､サオ当たりの納入頓の虐使は挟60kg､最高額は2B2,5kgにもなる

後述のように､交付地からの孜収朝はサオ当たり樹19.5kgにjaぎないのであるから､

これらの入札主は､前者は自己の軽嘗する交付地の経理納入に加えて､その3.16倍の入

札代金を､後者は実に14.49倍 (合作杜資料によれは､この入札主は入札迷宮面横2サ

オ7トウオックの代金､挟696▲8枚分を現金で､一人で納入[実転には期限前に納入し

た叔葉として10%のim を受けている】している)するのである.

また､入札地の多くは反収の低い五等地であり､このことから合作社が入札という経

営努ノJを必要とする方法で､低反収地の収虫を上げ､生産の向上を図る戦略を取ってい

ることがわかる｡

②野菜 (または豆Ldau〕と呼ばれる)｡入札地は､村内地名ダウ･アイ(dauaI)とダ

ウ･チョー(daucho)の二カ所に別れる｡

ダウ･7イはカウ河沿いにある土地で､水利的に重要な場所にあるため､落札者は水

位維持に幽してのrI任を科される｡すなわち落札者は諦負契約にあたって､水位保証金

50万ドンを払わなければならない｡また七月十五日から一月二十日までは､カイ遭(duo

ngca))区内都では､瓜定された水位を下回るような魚取りは禁止されるO水位はアイ

の水門と河川佃の舶肴墳問の交眉を遵る塩鮭である｡もし合作杜が禁止した淑fii]に､排

水や託孜を行って､奴定の水位を下回った掛合は保証金は返却されfilい｡また､土を触

って煉瓦や煉瓦炉を作ること､誰汝や排水のために土を削ることは麓禁される｡計色契

約者か放念に何位を破壊した場合は､破壊された容態の100‡を腔成させる｡諸色契約者

は卦ナ負った地Egを管押するjS･任を持つ (この兼任は入札全般に重用される)｡周囲の

地区を保護するために､生産を破壊し､遵反したものを捕らえて､合作社事務所に連行

し安寧掛こ引き渡す億利を持つ｡合作杜は胡&(b)enban)を作り､逢反の程度に応じて

処理する｡すなわち扱50から100kgを罰として科し､2000を安寧組lこ､80%を請負焚約

割こLTえる｡

温水や天災で不作になっても､合作杜は賠dtLないし､合作社への納入品を枚免しな

い 納入期間は7月12日から22Flまでである
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ダウ･チョー区入札の条件は､18か ､ら60歳のヴィェムサー合作社長で､合作社に対

しての債務が籾加地またIま5万ドン以上でないことである｡その他の条件はダウ･7イ

区とlま脚司-である｡すなわち甜負男約着は･周掛 こ悪影■を与えてはいけないし､他

人に事を与えた者は倍dtを科される`汁良契約者は逮捕権を持ち､その椴 の配分は､

ダウ･7イと同様である｡天災や気候不掛 {あっても､合作杜への納入tを榊 せず､

挿瓜しない.

しかしダウ･アイ区に諌せられた度しい水利保持臥 ダウ･チョ 区には課せられて

はおらず､水利保証金t>ない.

③養蚕01996年1月 1日から2000年12朋 1日までの5年問の長期契約である｡39人の

辞負要約主がいるが､稲作と同様､合方している場合がある.耕地は一等地､二等地､

三等地からなる｡

⊥等地は船苗場の道からティウ (Th仙 村内地名)まで13筆からなる.地面軌ま6マ

ウ4サオ4トウオックである｡脚 的品質の頼1kgを､農地使用税の規定を溝たす質の

籾10kgに換辞して入札代金を徴収する｡また､川沿いの耕地で収穫されたニョ 豆 (d.

nho)Ikgを自由市場価格に換井して入札代金を徴収する｡

二等地はティウの道から12号小道まで､9マウ3サオ5トウオック｡入札代金の徴収

方法は削 kgを執10kgに換井して行う｡川沿いの耕地の二ョー豆1kgは､臼由市城価格

に換井して入札代金を徴収する｡

三等地は13小道から翁'#船者JAの16小道まで｡鵜川gの換井率は一､二等地とlo]棚｡

川沿いの耕地での二ョ一旦の換井串は､-､二等地と同様に自由市棚 格で行う｡

農畜入札契約の条件は以下の通りである 登記を行う前に､合作社は入札 】男lこつき

5万 ドンの手数料を放る｡落札できなかった名には､手放料か返現される(納入した手

数料は入札代金から控除する｡

入札を行うことができる合作祉aは男性18から60歳､女性1紬､ら55放て､合作杜に対

して債務が無く､前科の無い者である 任務がある者か改まに入札した場合､また落札

した者が､債務のある者のために､それを行ったことか発覚した場合､合作社は央約は

行うが薬的条項に故意に違反したものとして､5万 ドンから10万 ドンの刑金を科す 合

作杜が計芽した最低価格より最も拓朝を入札したものか落札する｡入札票は面槌､生産

屋､反収､姓名､印か正しく記入されていて､朋 IJに合致していなければ1J.らない
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安手租や落札世耕 土､落札地を正しく管理 しなければならず､桑を抜いて他の野菜を

点培することを禁ずる｡入札契約働F.Bh､終わっても､桑の椴を抜いてはならないoその

盤台､1サオにつき､初100帖以上の罰を科す｡堤防付近ではJfで臥 ､をしても良い

が､堤防を掘って水路を引いてはならない｡違反者は､現行の国家放定にもとづいて処

理する.堤防の損壊者､窃盗犯を諌良契約者か挿まえた場合は､逮捕された者は:舶1契

約者に生藍丑全部を弁済する｡更に合作社は逮挿されたものに罰金を科し､それを諦負

契約者と安寧加で分ける｡その分配比率は､野菜入札と同様である｡しかし挿まえるこ

とができなかった解合､止色男約世帯は､年間生産土の50%を弁済しなければならずー

これは積で計算する｡

桑 ･番蚕請負契約の期間は5年で､毎年-回年末､十一月十日から二十日までに徴収

する｡請負発約世笛が姓続を望みながらも､規定の納入方法に従わない境合は､合作社

が入札をやり直して､他の人にその耕地を使用させる｡また旧生産墓が薪請負生藍史よ

り低く､敵 兵約Lu･:伽(､新生産点に基づいて合作杜に納入することに同意した各会は

合作杜規定に基ついて､代金を速やかに納入しなければならIj:い｡この船台､合作牡は

入札をやり直さず､その者に搬 して契約する｡また落札しIi:がら契約を放棄した者に

は罰金を科す｡

このように養蚕契約は､入札代金納入について､破しい規則を定めて年末の一回で納

入させようとしているが､親別どおりに行われているかは疑問である.後述するように

合作杜は多頓の入札代金の未払いに悩まされているからである｡

養劃ま､ヴィエムサ の伝統産業と言われているoLかし労働力か十分でないと､行

えない｡東には二時Iiiに とに桑を食べさせないとならず､その桑t>新鮮でなければ11ら

ないので､朝晩二回､桑摘みに行かなければならない｡直径 2メートルの究(noAg)に入

った垂が一日に700gの桑を食べる｡鹿骨､一世帯で一回に5つはどの箕で轟を飼育する

から､それに相応する十分な毛か必要になる｡

そのため､労句力が不足している世帯では､養名人札を行わず､桑や蚕を自分で市て

ずに再を月って､糸引きたけを行って販シ?するという経営方法を取っており (逆に韻た

けを販売し､糸を引かない世帯もある)､そのほうが高収益をあげているようである｡

それでも､苛と益を育てる世帯が無くIiらないのは il贋物が期待できるからである｡

すなわち､蚕の兼は肥料 (壷の葦5相 順 紫 l帖 こ相当する)や藁の原料として使nlう

ろことかできるし､苛の問に種々の野菜を植えることかできるのであるt
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養蚕は､堤防外の桑栽培地が水に削 ､る夏を除いて行われる｡前年に集露舷に柳 さ

せておいた卿ま23124日で成長する｡技官実意としてグエン･マイン･ト7ン氏の例を

あげる｡

(事例)箕 1つで削 kgかできる｡ii1kgから糸0.7キロが引ける.一回に削 って義

を甫育するので､iiL6kg×0･7kg ll･2kgの糸が引ける白糸引きには3 4ロかかる｡

一日r:つき2万 ドン分の糸か引けるので､一回につき6 8万 ドンの利益があがる｡こ

のサイクルを年間7 8回撲り適すので､養毒での年間収入は約50万ドンになる｡

⑳養魚｡合作社に対する納入批 順 も多く､これは1995年5月から96年4月までの入

札収入の46･7%を占める (表2参照)○しかし未払い櫛も2.000ドルを超え､合作杜が

抱える恒常的(緒 の1/3に舶当する｡これは94年から二世帯か未鰍 こなっているもので

回収のめどは立っていない｡この一件以来合作杜は､養魚に関しては入札代金の完全前

納と未納の場合の契約解消を義務づけた｡I997年度分の入札は96*11月10日に行われた

紙 代金納入は11月15日から12月15日までとされた｡

入札された養魚池は1995年度に10カ所､】996年度に9カ所である｡養魚は別人朝b大

きいので､鮫数の世帯が含fIして入札する場合がほとんどである｡筆者か知りえた71)

所の集魚地中､単独LLl有子で軽苫しているのは1カ所に過ぎない｡

農魚は水利に影専するため､その経営に関して制限かある｡魚捕被のためのやJj:は､

水門から5メ-トJL,#して改正しなければならず.渇水時に合作社がポンプ離れする軒

には､水が通りやすいやIiを使用することが望まれる｡水利への慧影書や魚か稲を食べ

た時のために､請負契約者は合作杜に水利保証金を納める｡魚が稲を食べた時には､訊

免契約者は実際の披着分を弁済しなければ15:らない,

魚の描護をいっ行うかは各地区ごとに､合作杜が計画を通知するBtJt水のために合作

社のポンプ使用を申請する併合には､合作社の水利弧にポンプ操作を任せ､.'拙 発的L

が好手に操作することを#ずる｡稚気代､照明代は請負契約者の負担とし､ネ注意によ

るポンプの紛失 ･破抗 ･故障は請負突約Bと水利淡の負担とする.ポンプの仙 卜時間に

請負契約者が操作しているのか発見された壌合には､合作杜は一回につき籾100kgを科

す｡ポンプ使用時に岸か威された場合には､原状復賭しなけれはならない,

養括される魚のlfEit種類は､鯉(cachep)､ライギョ(cachuoi)､1ヨイ魚(catrot
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)､メーホア魚(ca)ehDa)､メーター魚(ca暮eLa)､ゾー魚 (caro)､ジェック魚(c

arleC)などである｡

稚魚の値段と成長'&の売値は以下の周りである｡

稚魚の値段(kg) 売名 (尾)

ノー魚 6.000ドン 4.500ドン

チヲイ魚10.000ドン 90.000ドン

軽 18.000ドン 14,000ドン

提言来着として､グエン･ryアン･フォー氏の1995年の例をあげる.

(弔例)フォー氏の他計3人で経営しているO養魚池は二カ所で､-カ所はFE]暦六月と

卜二月に､もう-カ所は､年一回捕獲する｡粗利益は3.500万 ドンで､これから合作社

には入札代金および稚気代として1,030万 ドンを納め､他に稚魚購入費 (lt=800万 ドン

)､腹肥 (飼料)肪入管 (キロl万 ドンで30トン､計300万 ドン)､捕獲の鮫の日当 (

一人xL5,000ドン×二週間- カ月)を引くと鰍 ,325万 ドンが残り､これを三等分す

ると-人当たりの純益は約440万 ドンである｡入札代金は生産土から､納入期ruJ中の三

口問に一部を納めた報文金として､478.175ドン､納入期間の】0日目に完納した報実金

として111771575ドン､合計】.655,750ドンの棚 を受けている (表3)｡

⑤煉瓦 前述のように､慨7年2J16日をもって､建都 こよる農産物への牧畜を回避す

るために､入札契約は柊7した.合作杜は煉瓦生産地として使用されていた堤防外の土

地を新たに入札にかけて分配した｡

入札夷約が終了する前には､煉瓦は旧暦八月から翌年の六月まで生産されていた (七

八月は攻防外の土地は水没するので､年産できない｡炉は4×5×4mほどで､煉

瓦を桜み上げてできている○煉瓦の原料 ま,炉の作られた堤防外の泥土であり､それを

スコップで掘り起こして･中国製の型取り成 (型取り妓のみ一割 00万 ドン､これを稼

働させるモ タ 400ノラドン)で､煉瓦の形に成形 ･挽析して､一月間から十日臥 堤

防外に放正して助 け ｡その取 掛 こ入れて､三日三似たく 燃料は石炭と薪である.

石軌 ま､カウ河を航行する運搬船 (水上生活民が所有するもので,その多くは､サイ
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エムサーのカウ河を挟んだ対掛 こあるカトリックむらの人である)から刀いつけ､船カ､

ら･直捷軌 ､で炉に運ぶ｡炉主は､煉瓦を裁くあいだ､安に舟らず､炉の鍬 こ作ったテ

ントや′旭 に泊まる｡-軌こ5-6万触 くことができる (一回に石如 11トン-250

万 ドンを､薪は50万ドンを満身する)D焼きもわると､炉から出して､別 ､手か見つか

るまで､堤防外に放荘するIrIい手はトラックで乗り付けて買っていく｡IIQ1170ドン

が細坂であるか､繋が妻け九は46掛 i下がるし､売れずに丸々矧 こなることt,ある

天尉 鳴 けれは､煉瓦を干す日数が短頼されるので､たいていは月2サイクル行うこと

ができる｡

どの炉主も石炭や煉瓦の立札 毛土から煉瓦を成形 ･最新するために人を掘っており

産hrは に女性､煉瓦成形や朗 の操作は主に男性の仕可である｡日当は弛 制で(kho

an)で支払う｡すなわち､省規定の-｡虐政耳金 l万5千 ドンが基準であるが､煉瓦の

が窯ければ,日当が下がることもある｡

合作杜に納める入札代金臥 面畿6サオに対し､二年間契約で840万 ドンであった｡

社を通じてEg家に納入する営農掛 ま､入札代金の中から､合作杜が支払っていf:0

このような入札斜度で合作社が得たrR収入は､95年5月から96年4月までの一年間に､

266･429.420ドン(24,220USD相当)であり､これが合作社独自のパオカップや社会政荘 ･

インフラ政策の唯一の肘掛 こなっている｡次節では､この合作祉独白の′くオ/I･ソプ制度の

根本をなす現金 ･諸基金･Jf接せ徴収制齢 こついて､述べる｡

(2)税 ･基金 ･鐘費徴収方法

1993年の農地使用税とそれ以前の丘共溌法令では､土地が等扱化され､その苛政ごとに

ヘクタール当たりの税額が成定されている( f=1従って､耕地の等級と面掛 こよって税朝

が決定される｡また農地使用税の他に合作杜は､河川から合作杜の耕地までのポンプ鰍 こ

よる稚洗 ･排水を省の水利公社に支払わ11ければならない その他 (盃4)に示したよう

に合作社が提供するサ ヴィスによる生産諸経費は､)サオあたり籾計井で年間38.48k耳

になる｡

しかしヴィエムサ-合作itでは､突板の徴収にあたってこれを情薬化して､前述のディ

ン･ムックにつき祝何kgという形で 本化して徴収し､さらに徴収朝を 一̂鳥目こ減額してい

る｡
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例えば1996年5月の合作祉大会では､96-97年度については､年間1ティン･ムックあ

たりSZ8kg(五月稲の雌 で4kg､十月謡の収穫でLlkgずつ分納)を徴収することが決定

されたが､実際には夏に洪水で汝事か出たため､一律2.5kgを戎葡して 】ディン･ム17ク

=6.5kgを鞍収しただけだった｡前述のように3ディン･ム7クが 1サオであるから､サ

オ当たりの扱孜収土は19.5kgとなり､18.98kgが赤字となる｡また実最後収土はサオ当た

りの平均反収である坪252ー8kg(五月箱140kg､十月稲112_8kg)の7ー7Xにあたる｡ (17'

前述のように国東奴定による税額 (籾後攻宜)は､上地の等親と面掛こよって決定され

るから､合作杜全休の耕地に対する徴収壬も､こTt,らの基準によって事前に決まっている

また水利公社に納入する水利費も実費を納入しなければならないので､合作杜は社員から

徴収した分の赤字分を描購しなければならない｡ヴィェムサ-合作杜はこの赤字を入札地

L前述の土地分配方法の(C)Jの収入､つまり入札代金によって揃購して国家や水利公社 (

96-97年度はⅠ9.408.300ドン)に納入し､さらに本来合作社且から徴収すべき各穫基金 (

後述)の一部を梯嘆し､一方で村落建設や社会政策に支出している｡

前述のように入札には①稲作､②野菜､③妥垂､④養魚の4種類があり (煉瓦は1997年

2月6日で終了)､95年5月から96年4月までの人&L収入は総額266.429.420ドンで24,2

20米 ドル (1ドル≒Il,000ドン)に相当する (表2参照)｡

このように合作社が社員に対して旗地使月順 ､水利焚､各種基金の一部肩代わりを行う

ことをヴィエムサー合作社では､合作社による ｢パオカップ (baocap)｣と呼んでいる｡

′くオカップとは中国語の r包給｣のベトナム語読みで､本来は必要物資を国家が丸抱えで

支給する､つまり鎧済計井制､利潤七会の導入に対温される意味を持つ (成井 1991b=343

)｡しかしヴィェムサ 合作社では､入札という経常息欲 ･能力 ･資金を持つ合作社且 (

患夏)が､そうでない祉月田耕した社月の息丑税 ･水利斑 ･各種基金の負担を避城し､イ

ンフラ建設､社会政策へのき金を出すことに意味が変哲してしまっている

それでは､度準的な社員は､収穣丑のどれだけを国文や水利公社､合作杜に納めている

のだろうか 労働人口年蛤 く前述)にあり､民工義務 (男性18-45歳､女性L8-25歳)の

納入年齢こある名をモデルとして考えると､前述のティン･ムックに基づく徴収果 (農地

使用税+水制発の合札 これを慶rsan]と呼ぶ)&195kg､社会基金2kg､,.地基金3kg
･ くlll民工25kgが諌されるので､後場 は49.5kgT･,サオ当たりの平均反収の19.58批 な

ら (水苔基金は民工義務か終わった年齢の者に諜されるので､ここでは除外する) つま

′旭 丘の約即 Oか合作杜ii(農民-の手に残されることになる く&-5)｡ (この中から,
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さらに農薬などの生産講鮒 を支出するわけだが)｡労や人口を患える者､またはそれに

溝たない者は対す面顎カ､これより少なくなるので､徴収tも残る｡また､実既の後払 こあ

た-ては一世帯ごとにティンムックや各種基金を計井した台板を生産隊長か保持し､徴収

に回る｡

ここで重要なことは･祉fLからヴィェムサ 合作社か徴収した49.5klの初のはとんとは

合作杜の手元に集らないことであるo r軌 は本来の&地使用鹿と水利舟を､大場に低く

枚攻したものであり･合作杜が捕墳して国禁と水利公社に納めている 宮兼8n E司繁の鹿

であり､宅地税(1006-6･000ドン/年)も同執 こ､国文税の一種として徴収され魚の肘

掛 こなる｡民=l姻 家に納入し､堤防の改修fJ.1どに使われるので､地元に遍元される可能

性がある8家畜解体軌 まバクニン省 (1996年Ⅰ2月31日圭では､-バック,G)独自の税であ

る｡ヴィェムサーではl世帯に年一頭として15.000ドンが649世淋 こ課され､総称 ま9.73

5･000ドンであり､このうち30%が合作社に保留されることにJj:っていたか､実際にはL8

%(1･752･300ドン)しか保留されなかった｡残りの72‰は社の肘掛 こなる｡なお649世

第とは､1992年の耕地分配時のLLf有数であり､その後の椿姫などによる世相轍 のN.伽を勘

定にいれていないと考えられる｡社会益金と水害基金は県の財源である｡前者は烈士 .侮

病兵 ･貧困家庭のための r付集の菜(nha=nhnghla)J建設に使われ､後 -̂もその日的か

らして地元に還元される可能性はある｡%地題金は､ヴィエムサ に戸溝かある現収の祉

幹部の給与と退耽幹部の年金 (それぞれ9カ月分)の財瀕であるから､合作杜の手花には

残らない｡一方､社から合作社に支給されるのは､①ヴィェムサ に戸渚がある現職 ,過

屯の祉幹部の給与 ･年金3カ月分､②机国戦線の各大衆Eg]体の支箆長 (良民会長=合作Il

主任が兼務､保寿会長 ･副会長､婦女会長､共産主義青年団長､旧載兵会長)､軟性､社

の医療ステ-ションの石護士への給与支払い｡｡｢較胡Okgr③前述の家畜解体税の180｡､

④省のクアンホ民謡大会への参加など､一定の文化活動への補助､にすぎない.ヴィェム

サー合作封二遷宮の主要な財源は､あくまで入札代金なのである｡

この点が､農地使用税や水利費の実丑を徴収する以外に､合作社運嘗拝金分を上乗せし

てい徴収している他の合作牡､例えばナムディン省のコックタイン合作礼 (松尾 )998)や

バクこン省ティエンソン県のチャンリエット合作杜 (岩井 )996)とは果なる｡ 川̀ 合作牡

はこの入札収入からインフラ建設､社会改発に対して､支出を行っている.インフラ建設

については､合作社の兼務ぜで述へたのでー以下に社会攻罪Iこついて詳述する,
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(3社会政茶に対する合作社の支出

社会政策はいわゆる r社会政茶対象 (do主tuongchinhsachzahot)｣に対する回家政

3iがある｡これは鳥 ･病反 革命烈士- -の恩給と農地朗 餅 免 1.i)と･監良fi耕地

の援先的配が lt}などであり､食軌 ■き手を失ったiB汝や･轄盲を負った人の救済と同

時に､国宝に功掛 1あった者に対する菖功行井的な仕掛 唱如､｡実臥 ヴィエムサ-にお

いては､定耶的に安定した現金収入があるこれらの居lま､やはり恩給のある杜扱以上の過

腑 部や､国営企澄雄 者と並んで,経済的にかなり有利な立掛 こ置かれている｡したが

って､社会飲茶対象者-玄阻屈とは必ずLt>言えない｡例えば､各兵の恩給は良月1扱24

万ドン､2扱17万 ドン､3扱12万 ドン､4枚10万 ドンである (バク二ン市近辺の一般公務

且の月給は30-50万ドン程度である)｡

また国家のirEW 削 ia- gheo)政熟 こ伴って､脚 行から貧困世都 2戸のために､

合作社が巾糾して3.100万ドンの敵姿を受けた｡

一方､合作杜が独自に行う社会改称 ま以下の通りである｡

ta滞命烈士本人にまけ る%地対 寸と､傷 ･病兵､烈上家族に対する宅地取得時の価格

割り引き｡前者は烈士 (抗仏 ･抗米臥 中越戟争､カンボジア戦争で戦死した兵士)の

退族に､烈士本人分の%地を交付することである.%地台帳に虹 生存している遺族と

ともに､烈士本人の名L交付両坊が記されているDつまり烈士は%地台帳中に生きてお

り､ia族に風波をもたらす｡後者臥 息子のために家を建ててやる (桔姫を準備するこ

と.析 とともに親の三大畿萌と考えられている)掛 こ､宅地購入で､合作社から割引

を受けることである｡ある侮兵は､1珊 年に約7トウオック (約160m')を､本来50万

ドンのところを半朝の25万 ドンで収JtSした｡辞しくは r家族｣の章で触れるが､掛 ま息

子の政だけ､宅地と繁を用意する穀捗があると考えられている｡

tb肺弱者(LILsue)への耕地巧与 期限付き く山 succothoLham)とー永久貸与h

aLsuevinhvicn)の二鹿があり､前者は数年ごとの軸旋診断の結盟次第で回収するこ

ともある｡

fc拭昌晩期に籾を食べ尽くした世滞 ･配窮Lu笛への梯貸出 (96年3月 計37350払 12

ltg･h';) 各生産隊に摂ね500kgを上限として､掬が頒し出された｡各戸か受け取った

のは20kgから79kgまで東Iiるが､平均すると-戸あたり3086kgになる｡

(dl水苔 一便昔時の捉ti徴収拭免一点地使用監法の災害時の鼓免規定とは別に実施する
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もので､1996年夏の台風の影書で足水した田や､煉瓦炉の煙で汝等を受けた農作物に対

して､合作杜が実況換分を行って､披音の捜皮に応じて械免する｡

(e)r収入分配(pha･･pわolthunhap)｣-テト手当て(7.000ドン･口.社会政策対象世

蒜15.000ドン//′戸)｡ただし､合作杜に対して旋削 くある者､世帯には支給しないO村

長 (兼党支部書記)はこの点について､筆者に r君は納入劫 を果たし､あの官は輿し

ていない､なのにテト手当てがともに支給されるのは不公平というものだろうJと語っ

た｡ ｢地方政権｣軸のこうした註理は､国家丸抱え制度をやめ､市髄 済の枠娩みの中

で独立採算(bachtoaD)を追求していこうとする国家のi理と教会するものであるか､

むらぴとに必ずしも受け入れられないことは､後述する入札代金未払い問執 こよく表れ

ている｡

(fJテト(旧正月)に安国世帯に対して計320kgの扱援助｡

tg解式時の棺桶と埋葬の労務提供､花絵支給､霊肱車(xeLan暑)の貸与､実際の凝用

｡埋葬の労務提供と塞低率の手足は.生産隊長 (-ソム長)が手配する｡花輪と棺桶も

合作社が提供する｡棺桶の支給と重枢市の貸与は､儒教道徳の影書で､親の弗式は娩峡

が大きけれは大きいはと ｢孝(hleu)｣であるという思想から浪費するのを戒める､八月

革命以降の政策の一環であり､逆に言えば合作社が支給した以外の棺桶を使ってはなら

ないということである｡塁他車もこうした政託の一部であるが､ヴィェムサーでは､L9

45年以前にも､むらぴとの罪式に使用するための,Qが.むらの東西に一つずっm恵され

ており (遺体を載せた輿か､革の前を鹿冶するのを回避するためだったと言われている

)､むらぴとであれば､鮒 で使用することができたという経掠があるので､伝班的要

素の払康という側面ももっている｡

hJ7月27日の烈士 ･脚 長記念日(爪gayLhuo叩 blnhHCLsl)に串で的採石を招いて

宴会を開き､それぞれに砂糖1kgを勝った.

合作杜の一年間の収支 (ただしL995年5月196年4月)を (表6)に示した.

こうした合作杜蝕白の軽罪は､ ドイモイ政茶て国家か掛 fるスロ ガン l舌民鼓凶､公

平で文明的Ii社会(danglaU.nUOC■anh,xahoICOngbangvan■lnh) や r釜凶軽城(g

lab鴫heo) 政策に合B(するものである｡しかし合作祉幹部の労力と牡丹の台息かない限

り､このような合作社運宮は不可能である｡
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例えば､虹河デルタ下流のタイビン有では､1997年2月から､省内の約半分の地域を重

き込んで･住民から徴収された課金を､不正に蓄財した社や省の幹奇-の抗議行動か起き

た･タイビン省はインフラや公共投射 (比枚的養った省として知られ､94年から97年7月

兼までに約5.000万 ドルか投守されていたくそのうち国家予軌 まわずか6%､箸民がさま

ぎ11名目で拠出を義務づけられた基金などからの支出が2500'にのぼっていた しかしこう

して生められた菅金は､全伽 ､本来の公共投flに用いられたのではなく､一軒の地方や缶

によって凄腰 ･煉領された 弔件の光速となったのは､社が学校建設資金として200万 ド

ン躯めたにもかかわらず､二年たっても一向に建設されないことに怒った良民が､県に訴

え出たところ･社が慌てて金を進還し､そのことが同しような問題を抱えた省内の他地域

に汝及し汚職告発運動やデモに発展したものであった･そのj&程で県や省側か､抗誠行動

に対して秩序回復のためと祢して警察力を導入したり.汚屯追及の境で抗議する農民によ

る暴行 ･放火が起こ-たO-ノイから党政治局Elが派通されたはか､線々な詔査団が派過

されて汚吸幹部の拘束 ･調査にあたり､農民側t)不法行為を恥 ､た者を逮捕して､10月頃

に事鮭はようやく鋳静化したという (古田 1998)｡タイビンほど大鹿凱 ものは､やや捷

蛤な弔例であるかもしれないか､ベトナムの虚底虹 J=からの政策に必ずLt)唯々諾々と

従うものではなく･合か 形成されなければ､上からの政講は､良民の実力行使による反

発を受けることもあるのである｡

それでIiP/ィェムサ-では･ ←なぜ国家の祉会政策以外に､合作杜がこのような政策を

取るのか｡経営能力のある社員は自分の柴本や労助を投入し､苦労して収穫を挙げるのに

･それを経営能力や禁欲のない杜郎 )ために合作杜に納めることは榔 等しがたいのではな

いか という臥 ､に対して､合作祉中軸 r合作社にとって､もっとも重要な仕･frは r衡

平 (candot)Jを図ることであるjと答える｡前述のように合作社は毎年社且大会で一年

riUo) 計画 を1振 し､それに基づいて合作社が遷宮されていることは､社員の合恵の証

鮎 い ､えよう (筒音か細 した97年5月の合伯 上大会では､ ｢意見発表 の時間に合作

杜に対して多くの批判か寄せられたか､この遷宮方法に関する批判はなかった)｡

駅 の主張する r公､純 社会Jという理念を･ヴィェムサー合作社幹部と社長は一つの

むら-合作社の枠組みの中て- に実行しようとしていると考えられる この r公平な社

会 という他 itベトナムという一駅 の掲げる政鮎 ととまらず､東南アジア､東ア

ンアの良民社会研究で人さ欄 配 11ってき′一 ･lt存維持の倫凱 ubsisiLenceelllLC)

を息民かどのように考えているかという問いにt)汚く関連する
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このような合作社運首方法は現在のところ､まがりなりにも機能しているとはいえるが

必ずしも安定 したものではない｡それf蛸 的には､合作社に対する社良の入札代金 (国家

や水利公社に対する社長の負担を軽強し･村のインフラを建設し､社会改罪を行う主要な

はは唯一の好意)未払い (仕舞[m])問題として現れている｡またヴィェムサ 合作社か

r執 合作社であるという補遺的な問鹿点も抱えている｡

第三軒 ,lィェムサ 合作社運宮の問題点

(Z債務問題

現在ヴィェムサ 合作杜は･杜月による多額の泉芯伊務 抹 払い入札代金)を抱えてい

るO合作杜の大会報告によれば96年5月には65,8弧 500ドン､97年5月には66.471.朗0ト

ン (内前年度からの挨越し44.382,720ドン)と､約6,000米 ドルに相当する (96年秋には

鰍 0･000ドルにまで逮したが､合作社か回収に努めた)｡このような債務が発生する理由

臥 入札代金が養魚以外は一括前納では11く､実軌 こ入札地での収穫をあげてから支払う

ことを認められているからである｡このように村有建設のほぼ唯一の財涼である入札代金

に未払いが生 じていることlま･ ｢経営資金 ･意欲 ･能力に恵まれた社且が､そうでない社

員の税金 ･水利焚の負担を軽減し､祉月全体のためのインフラを建設し､同時に合作社内

での平等をEZlろうとするJという合作杜頚管方法が､はっきりと明示された批判こそfj:い

ものの実軌 二は朴且全体の完全な含まを得ることはできず.いわば 棚 鳥的抵抗Jをうけ

ていることを示唆している｡

合作社幹軌 まこの事磐に危枝盛を抱いており､回収に努める一方で､臥 ､きった解決衣

を取ろうとした｡すなわち雅年5月の合作杜大会では､合作社に対し倍額かある社flから

部分的に耕地を回収するという解決案か合作杜管理班から提案され､可決された,しかし

尖行にあたって､杜Elの激しい反対にあった.各生産隊レベルで何度も話し合いか持たれ

たはか､合作祉管理地かGM を持つ社員の説得にあたったか､耕地回収に幽しての祉且の

台東を得ることはできず､実施は見送られた さらに合作杜にとって痛手たったのは97年

1月初め､ベ トナム国営テレビの法律相成番軸で､合作社によって跡地を回収されたある

良民 (バク二ン省とは別の事例であったと筆者は記位する)の相談に対して､法律専門家

が r現在の土地使用権証書は合作杜によって発行されたbのではなく､N;LこよるL.のであ

り､従って合作社に社員の耕地を回収づる推芦別まない と回答したことであった ヴィエ

ムサ-ではテレビかかなり5-及しているから､多くの社員かこの番組を見たと推n'される
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｡結局､合作杜はこの問題の解決を県に依頗したが､少なくとも筆者が97年6月に詞表を

終え付を焦れるまでは未解決のままであった`

121T丘 兼,合作杜の補遺的問題

ヴィエムサー合作社は良薬経営の入札によってそのiF苫賢金を得ている｡入札では､叔

高批 朝を提示した古か当該耕地 (または池)の経営権を得る｡しかし現在のヴィェムサ
合作社は､計氏朝を非常に高く設定できるほど丘丑生産発展の条件にih-tまれていない｡

合作社の報告によれば94年度からS6年度にかけて､三年遵辰で-人当たりの籾生産丘は計

175k戚 少(435kg･362kg-260kg)しており､-人当たりの侵食も戒少している0 日7'も

ちろん人口増加 (年率15197年合作社大会報告による)や天災の影書を考えなければな

らないか､それ以上に稲造的な問題が収穫の向上を阻んでいるといえる｡

(a)水利問趣

現在･合作社内の水路は各位されておらず稚拙効率が軌 ､とされているが､合作牡には

た金がなく､すぐには改巻に着手できないでいる｡さらに合作社が大会報告で自己批判し

ているの臥 合作杜水利也に管理能力と兼任感が欠如しており､轟就用水とポンプの確気

代を浪やし､また合作社内の水利設備の維持 ･管理 .蝶理も十分でないことである.水利

机は滞就中に停屈してポンプが止まると､そのままにして現場を鹿れてしまい､再び筒先

が戒じたときにはポンプの側に誰t'おらず､水と電気が浪費されてしまう｡さらにiulの

一触 唱 に稲を植えず･水田に水を入れて魚を放流し､水を抜いて捕凄する行為が､周閏

で稲作を行う社員のE]の水利に影書を与えるため､杜月同士の紛争の原因となるというが

合作社は現在この間題を解決できないでいる｡

(b)作物問題

80年代後半からベトナムに斗入され･リ-デインタ･タロップとなったTR系のCR2

03はすでに品種的限界に適しており､生産力の伸びは完全に止まり (握井 1995日)､

新品種鮒 の恒常的病蛸 の汝凱 出ている｡バクニン省でlまイエンフォン県に隣接づる

二つの熊でCR203は襲止されたといわれ､イエンフォノ県でも冬春作にCR203を

捉培しないように指導か舶 れている机 {/ィェムサ-合作社ではそれに代わる新た11品

席の導入に成功しておられ 9697年齢 埠 春作の作付面縁の6割が依甥としてCR20

3であった･ 旗̀ 的にVRH やx23なt,の新品種を栽培したが､CR203はどの反
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収を得られなかった｡ r新品轟は土壌に合わず､息民は兼だ新品種に対応できていないJ

と合作杜報告は述べている｡

またヴィェムサ 合作社では､付加4E値の高い商品作物か導入されていない｡凄齢 まほ

とんどの世帯で行われ､畏重な現金収入轟 (100kgの豚一頭が90-100万 ドンで･,tれる)で

あるが､じゃがいもは史本不足で栽培できない社且がいると,合作虻報告は述べており､

にんにくなど市舶 格が高い作物も熊村に比べて少ないという｡

(3)財政問題

以上のように､農兼の入札代金に依存する財政体質､泉群する任務､有力fi副菜 ･手工

菜の未開拓 (煉瓦生産が農作物故者のために禁止されたことはすでに述べた)は.村蕗埋

設の主要11､はぼ唯一の財源となっている合作社収入を不安定にしている輩因である｡現

在､合作杜は十分なインフラ投資を行っているとはいいがたい｡緑化.飲料水の水質維持

(-井戸の改床)､早や寺､テンなどの宗教的･文化的施設の管理･維持など､合作吐か

着手できない領域がある｡

ヴィエムサーでは､保寿金 (-老人会)か宗教施設-の村内外の参拝者の 功故(corLg

due-布施)｣を会の主要な財源として､一部の祭礼-の支出･主催や､上記の合作比か

着手できない領域-の投男を行い､合作社の補完的役割を果たしている.このような保お

金の芯岸的な所動は､合作祉とと11に rヰ存押棒の倫鮮lを守ろう{するtIらひLの碗い

忠志の去れであると言える (詳しくは次章で述べる)｡

14r電気代問題

合作社は電力会社に代わって､合作社員各世帯の萄気代を孜収している｡各LLr掛 土日7:

に設笹されたメ タ-に基づいて､自分か他用した電気料を知り､合作牡に納入する｡そ

の際､合作社は串や寺などの宗叔施設､的灯などの公共目的に使用される稚気代を上乗せ

して徴収する (合作社全体の使用料 ま､劫メ-ターが配電所に設正されていて､その庶政

で知ることができる)｡ところか､むらの中に張られた電線から勝手にiG気を日石に引く

盗電が起きており,合作杜はこれを防止づることかできていない｡97年5月の合作祉大全

でもこのことが問掛 こなり､大会の汲丘を努めた旧戦兵舎々長は T誰か､いつ･とれたけ

倭-,たのかわからない と述べていた 実際には使用者不明ということはありえ寸､合作

社は誰か盗電したのか把握しているのではないかと等者は推定するが･始発としては合作
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社は､盗電者からその分の代金を徴収できず､公共使用分と同秘 こ-般社長に上乗せされ

て故収されており.合作社の哲理能力の欠如として不iGを招いている｡

15)幹部集成問題

97年5月の合作社大会で誌車の一つに挙げられていたのは､合作杜幹巷の養成問題であ

った｡合作杜管理矧 ま当然､合作祉且の中から遺ばれる｡また､合作杜幹取から社､県の

併称へと佐紘されること､1945年以前の里長､iq里b比較的若年届から選ばれる換rb. ち

ったという伝枕的要素の継承があることから､合作社幹執ま20-40ft前半か普通である｡

ヴェイムサー合作杜は､これら幹卓の管理能力向上のために､学校などでの幹鮮研修を実

現したいと考えているが財政的に見通しがたっていない｡95-97年任期の合作社管理堆中

日本の中学に相当する二浪卒以上は2名にすぎなかった0-1削こ三枚 (El本の高校に相当

)卒以上の高学歴者は､村外 (バクニン市やバクサン市､或いは-ノイ)で国営企業など

に勤務することになり､その経済的な安定は現在では､合作杜幹部の比ではないのでu●'

戸筋腹赦となり､合作社員ではないので､Ⅷ への選挙 ･披選挙権がなくなる. I工丑

化 ･近代化｣に伴う管理能力の向上を求められているのに､その課題に応えられないのが

現状なのである｡合作杜大会閉称 こあたって､課長団の一人であった村長雅覚支部書記は

r故郷の建設のため､各家庭は子弟を励まして､できるだけ勉強を鏡けさせて欲しい｣と

いう書禁で括んだが,ペトナノ､が ｢工並化.現代化JL掻済成長を続けるlj:ら,高学歴で

あるほど､布市での安定した虐用を求めてむらから放れていくであろう｡'19)

以上見てきたように､ヴィエムサー合作社は村落のインフラ建設､社会政策の夷施によ

って､社長の生存維持､すなわち社会的弱者の救済と杜fl間の'&平をはかるという役割を

果たそうとしている t'ちろん､その役割を完全に果たしているとは言えないか､保寿会

の横島的な協力t)あって､合作杜は 社会的衡平 という自らに課した最大の課題を､可

能fi限り実現しようとしているのである｡

しかし先にも述べたように､こうした合作杜の活動を支える財政基盤は不安定であり､

仕扮社長からの耕地回収か挫折したことに見られるように､合作社に法的な支援は11い｡

また財政的にも国号､省､県､牡からの支援はほとんどない 和1度的にも杜はその下位単

位である村に直接的与勺るには脆弱である (村の行枚は､村長が一人いるたけであること

はすでに述べた) いわは合作祉幹部と社員 (その全部でないにせよ)の自発的忠志､蕃

恵に支えられているといえる.その際､社即 こちの鼓鼓に倣城的な枠組みを与えているの
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は･むら (ヴィェムサーにか ては合作杜の範囲と凱 る)である｡合作杜幹臥 社且た

ちの自発的な意志は rt;らのためh rむちびとのf=め)という土讃か広く共有されてい

ることによる｡それは個人(canhaq)より･集団(Lapthe)を便先しなければならないと

いう意識でもある｡

しかし､月々の社鼻または世帯が経営の主休である現在､市舶 蕗がますます最遠する

につれて､こうした意卦 こは変化か起きることも予恕される 具体的には､入札代金で村

落建設や社会政乱 生産詩蛙母の軽強を行うことに対する､入札世蘇からの不軌 屯 こっ

てくる場合がありうる一その坂･国家や仁政行政挽閑の法的 ･制度的 ･財政的支援が11い

状況で､どのように 博 平J (ひいては r公平な社会Jという国家的Erだ)か実現されて

いくのだろうか｡

さらに 憤 繋｣合作社はその本来のEl的として､やはり国家的白襟である 工文化､近

代化(GongnghlePhoa･hiendaLboa)｣に役割を果たすことが求められる｡偶々の杜Btま

たはLU満が経営主体であるとはいえ､ rそれらt地 類として小農で.変化に絶ちた市場原

理による商品鐘折に対処せねばならず､生産拡大､蚊引､市場放争力の鮒 との点で多くの

囲#を抱えておりJ､このような状況のなかで ｢新たな合作社の形態が求められており､

実際に設立されている所もあるJ(NguyenSU】hCucM EUyenVanT.eb1996ニ1221J23).

この点で､ヴィェムサー合作社は現在､農弟生産に関する役割 (I舟相の伝過､水利､臓物

防衛)以外をを果たしているとは言えないし､それも十分でなく､より効果的11℃確が求

められている｡合作社管理淡には社員からの批判かあることは既に述べた通りである.あ

る社員は盗電問題に触れて､ r合作社管理地が汚屯などに手を染めていないことはわかる

が､彼らには管理能力がなさすぎる｣と巧者に不溝を述べた.

合作杜が､行政管理やこの t兼化､現代仙 の課題に対応できない似合､胡片テの合作

牡の席能を村の行政に移してしまうということも考えられないことではないか､,･Jィェム

サ-合作社ではその兆侯はまだ見られない 逆に合作社に現在の役割を過わせ戊けるなら

合作杜の行為を法的に舶拠付ける制度的支援が必要ではないか,

いずれにせよ r社会的平等Jと rT_#化､近代化 との両立という､ベトナム全仏かEEl-

面している囲妊な諜題に点前線で応えることを求められ､その実現に白力で努力している

のか現在のヴィェムサ 合作社である 次節では､現在の合作杜 むらの舶約について分

析しする0
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第四帝 r文化のむら妨投仰 (QuyuocraydunglangVanhoュ)J

l945年以前のベトナム北賂村掛 こは､むらごとに娩約である r林的Jがあり-むらぴと

を強く規制していたことは度に述べた｡革命以後､これらはいったん鮭止されたか､ドイ

モイ政設以降､国家の検閲･席題を経ることを条件に､むらごとの独自の規約を作ること

か許可されるようになった(ブイ･ス7ン･ディンによれば､これはドイモイ政策後､仔､

rむら がそれぞれ独白の組港､見習､心理､信仰を持った､珪満的､社会的政治単位で

あることか両班 されたこと,②行政村である r社｣は通常4-5村からなり､人口か6.

000-8,000人､或いは1万人を越えることもあり､基礎行政単位としては管理が復姓 ･困

姓であることから､旧むら-村が L再建｣されたことによる(BuiXuanI)川h19936)O

ハクニン省 く旧-パック省)は､この r新野的 制定が舟も盛んに制定されている省の一

つである｡

rJ/ィエムサーにも､現在 文化のむら建設親的 (以下 ｢姐的｣と略)がある｡以下に

内容を紹介する.腐文は｢奴の法律 ･法令のように簡集替きになっていないが､なるべく

鮭確して叙述したい｡

tl)前文

(》ドイモイの軽折発展､幽崇と各地方の物質的基礎建設､現在の地方ごとの自主管理

の要求の段階における､生活と社会の状況に基づき､法維規定と範囲､村の管理の職価

(lhauquyen)を盛砂 こ､正村における社会関係の建設 ･維持を日々堅固に発展させ､ r

むらのBi約を国家法を実現するために使うJ という方向で､健全に改善 ･発展させるこ

とが､必要であり､そうあらねばならない｡

②京｣との古いむらの r相見共俗｣の天しい伝搬を発揮し､我が祖先は桁神的価値と大

切で貨車な物質を残し､新しく進歩的で､正しい人民の怠志と鹿望に合致する社会主義

3?腹の r新文化のむら の名にふさわしい､文明的で進捗的な新生活をif設する｡生活

は口々ドイモイされ､兎痕している｡

③ジェムむらは古くから共同生活(conedongdancu)を形成し､現在も家族､親族,

むらの関係を持つoその中で､ひとりひとりは生きる身体(C｡the)の細胞の主体である

｡もし健全でなければ､だんだんと弱り､萎鞍づるであろう｡ゆえに全民､各組持 ･団

HLは厳格に (奴約を)夫現する日常の柄神を.I:.I,めなければならない｡ 自らは皆のため

に.掛 和 らのために(m hll■Ol叩UOl.A)InguOIV.LLinh) という生活を送らね
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ばならない｡庇いあって匝培し､経済生活､日常の付き合いではお互いに跡 ナ合わねば

ならない (中嶋)｡何人も連反があった時､それはむらの名声や人格(nhneach)を侵

害したt)のと見なす

ここでは･ 鳩 的Jの制定が国文攻託に基つくものであること､ 鳩 約 はあくまで国

家の定める法律の祐助手段であると自己限定している

また注目に値するのは､むらを人陶の身体に例え､むらぴとをその加担であると旺正づ

(ナていることである｡ r自らは皆のために､皆は自らのために(■inhvlmlngUOi.恥i
nguoIV-■inh)･･-･Eg括し､助け合わなければならない という表現が使われている｡ r

自らは皆のために､皆は自らのため｣に r団乱 し､助け合うことを尊ぶ恵鼓は､I945年

以降のベトナム北部の各種組鎖､すなわち家族､親族 (同様の表現は､グェン･.77ン族

の滋約に見られる｡ r親族｣の章参府)､合作杜､老人会である保寿会､互助幼顔などを

規律している｡また､違反をむらの名rilや人格(nhaneach)の投首と位荘づけ､外部に対

してむらの体面を保とうとする強い意表を感じさせる｡

12)具体的な処罰の方法｡ 噸 律検査(kl印 dleq)J､批判､誌要､平告､むらの放送局

を戚じての通告､違反の程度 ･性質に応じた籾または現金によるrr)､突際に起きた旗苔の

賠戊､各団体 ･組織からの除名C重大な都案に関しては､上級威閲への哲類送換､法令や

沃恥 こ上る処罰を挙げている｡ ｢91'大な竹串l以外は.tj:るべくむらの内命での処理を口

指しているようにうかがわれる｡そもそも rBi約Jが制定された理由の一つは,行政単位

としての社､村には内務省所属の公安雪見が配置されていないことであるから､村瀦内部

での解決に依存しなければならないのは当然とb-3j'えるが､前述の r体面 も榊 してい

ると考えられ､1945年以前の L特約 で､むらのもめごとを上級の官に訴えることをR制

した心理との的連を感じさせる

(31r詞解組_の設乱 政轍の指尊者 (筆者注C村長を指すと恩われる)､合作杜管理地

各租耗 -団体 (筆者江 ソム-生産隊.保着金､IEl戦兵会､婦女会､共産王威市隼田など

)の代蓋からなる｡特に大きな-好件の解決を行う.解決 ･処理後､関係者に血接感知づる

か､放送網を使って知らせ､以後の発生の予防措置とすると脱走されている.,しかし実際

に r謁解組｣に持ち出される前に.近隣､親族､長老なとによって解決か図られるという

のが一般的である

(4日安寧防衛班｣ ･合作社管理取は安寧防衛粧 (玉者注て合作社且の良人男性8人か
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らなる)の班長(1996-97年当時の姓長は､退役砦兵中佐ライ氏)に解決を委任し､牡良は

勝 連反に対して､撰3キロから10キロ･またはそれ(こ相当する罰金を科すJ･

安寧防縦 は r安寧軌 とも呼ばれ､村内や捌 托 見張るのか仕草である｡また､軌

やテト(旧正月),棚 liと､特別な際にもf波に当たる｡合作杜から給与を半年毎の

(51罰金臨 公有地の不法占有くま､2仲 米あたり100万 ドンを上限に罰金を科すか5

%地､Bt地を不当占有の程度に応して回収する｡宅地fi2岬 米の不法占有に対して､耕地

恥平米を回収する｡執行Iま､党支臥 合作祉管理臥 各生産臥 各部門の全体会3の後に

行うJ 桝也回収が､合作社nの全体会謎による同意の後に行われると及定しているとこ

ろかポイントである.前述のように､合作社に対する任務を･耕地回収で解決しようとし

た合作杜の立回は､括吊合作社員の合食を得られずに挫折した｡宅地の不法占有も乗取 こ

は耕地の回収でなく罰金を科し､以後の不法行為を行わないことを誓約させることで処理

された.

(6柄札 犯罪教唆､公衆に漁影廿を与えた者､私的狂T､犯罪の騒乱 窃盗､酒に酔っ

て公共秩序を乱すこと､公有地本法占有に対する鹿荊姿勢の表明｡l副な評議会決定135号

枚府決定87､臥 814号 (いずれも安寧秩序､文化 ･風紀取締りに関するもの)が引き合

いに出されている｡一方､El首した者､犯罪を告発した者へ寛容な態度を取り･表彰する

ことや､表彰された者の名者､生命､財産を守ること (いわゆる rお礼参りJ､す11わち

El首者や告発者への復f防止の食味が込められていると考えられる)も示されている｡

171村落娃設のElだ

(千)新しい家族の文イL 全文を鵜鎗する｡

良い社会を望むなら､まず地方ごと､'i薮ごと､一人一人が良い生活恵議を作り上げ

Iiければならない｡なぜfiら変巌は社会の生きた細胞であるから｡ゆえに以下のように

要求する｡

名文族は､むらの胤約にしたかって､ l建設音槻基軌 に署名するO家族の一人一人

は､母萌しあい､団托し､睦み合い､幸福に､進歩的に生活し､家風や道徳を維持し､

Lを敬い､下に謙り､税印正しく､秩序を守り､礼儀をわきまえ､文明的に生活する･

公衆の井Ii､水浴び切､ トイレの'Al生を維持うる 父母は常に言動で子の模範とliり､

子に救えるL軌CtJこ■芦習 ･労+する 射 ヒ､教打か主たる目的である,国電や地方の王

161-

張､嫉 ､法律､舶溌養者を果たす｡正しい方法で経済生活を発展させ愚かに11ること

は生薬を多様にし､免最させる｡

近供に対する関係は常に団培し､軸互に助け合う｡幽J(､災先に合った古にはー人情

によって､親切に､周到に助ける｡常に社会政策対象や､竜弱者､一人暮らしの盲､某

局に気を配り､重視する.家族外の的係は､苗齢者､輸入を甘壬LZIる｡ことt)を愛し

ソムやむらのドイモイや進め､美しく豊かにすることに長鳥的に参加する.,新しい文化

という承認できる目e!を達成するように幾揺する｡

家族を社会の基本と位王づけ､遵法や人民の義務の完遂､国家政策の実現を焚助すると

同時に､着後的規範を示している｡この正徳は､億教的な逆徒と社会主義的遭勘 ､併存す

る.｢EZ]捨｣と相互扶助､社会政策対象や社会的弱者への配慮は､合作杜や保男会か巌も

亜親 し､実行 しようとしている目eである｡

②安寧秩序

(a)r棄法と法律にしたがって生活 ･労働 ･Ltpfを行う｣という自覚を持ち､実現する

r飢えても常軌 ニー服が破れても新鎌に｣という祖先の教えを守る｡

(b)盗みー賭博､放訪､危除物の貯議 ･苛T3'.催臥 麻美の吸引 ･注射､>'j磨,不健全な

文化活動の禁止｡防火､水平予臥

(C殴 り合い､馬り合い､むらの団浩をそこなうような行為の禁止｡

(d信仰の自由につけこんで､韮蛸の儀礼､占い､迷信異端やその他の､人々の心理､感

f乱 生産に薮影書を与え､金鉄を脱党する行為の禁止一

Ie液問往来の禁山 往来が必要な時は､電灯を持つこと 夜rilの生産活動の禁止｡

附公共の利益と人民の財産を虻投･防衛する義務

ここでは具体的な犯罪行為の禁止が明言己され･･St法と法律の遵守､公典の利益を守るこ

とともに､通達的奴範か謡われているていることか目を引く｡

また､霊媒や占い､ r迷信果軌 への規制は社会王我国へトナムに特有の問題である.

ベ トナムの憲法は､ 伯 仲の自由ユととt,(ニー不信仰の自由.を規定し､ IL-渦 を人に強

制してはならないJことを規定している トイモイ以前は･この 不信仰の自由 規定か
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r宗教規制｣の根本劇 作 あったと言える｡r宗故･. r民間信仙 ･｢迷信東海 は区

別され､特に 迷信異4J は庶禁の対象となってきた ドイモイ以降は- r信仰の自血

の面か孝男され､ r宗必 の自由化が制限付きで行われた｡また､むらの祭礼lまr宗軌

行為ではないという理由で自由化されるという､迂回した解決法が取られた (今井 1994b

:178)

現在､点も問蓮になっているのは壬蝶.占いなどの r迷信異軌 とされ･簾慧されてき

た行為である.冷馴 遠の崩蟻とともにt政治イデオロギーが凋落し､ r宗教の再生 が

起こるという全アジア的な触 (田辺 1995)はベ トナムでも起こっている (ただし､ベ ト

ナムでは共藍党の指導的地位､社会主義という国劇 ま依然として堅持されている)｡特に

社会主義市場捷済体制の下で､現世利益的な且執り囁 まっており､霊媒､占いが盛んにな

っていて､ 帽 仰の自由 との兼ね合いをどのようにとっていくか､免と行政､祖国哉操

の諸団体か頑を悩ませる問題である｡現在のヴィエムサーでは､笠媒 ･占いは,事実上黙

認されている｡

③歴史文化五跡の保護｡むらの公民の幾務であり､ r水を飲むときはその掛 こ患いをは

せよJ｡ r美俗可風Jの伝統発揮が娘定されている｡

④祭礼の施行｡T祭礼は年ごとの経済､生活条件､指導部の主張 ･決議に従って具体帆

に指示する｣ ｡r老人会の男女に中心的な役割を任せ､浮島美俗､習慣､親密な関係､団

ht:して信仰の自由を守り､異姓迷信を排除する｣.,

⑤婚姻｡全文をあげる｡

榊国家か施行する栃姻･安放法と地方の習tRに基づいて､自分の意志に基づく婚姻を実

現し､一夫一拍制と平等を実現する｡行年tBに中心的役割を任せ､一人或いは二人しか

生まないt､父母の子に対する茸托.義劫を保証する｡椿姫手操さを十分に執行する｡

(b倣制､早婚､塘佃から括付に金鉄を要求すること(thachcuoi)､煤竹を鳴らすことを

慧止する(婚礼で延々と飲み食いし､浪丑することを蒙ずる

lc併三子を出産し/こ場合は､その年の艮工集群の免除､権利､政治 ･経掛 こ関する地方

の簾逓制度を受けることかできない

現行の帖姻 ･官族法の娃本はタは 平等,自発的息志に基つく輯梱､売買抵 ･早特の£モ止
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事実婚でなく法律婚のみを容剖 -ること､-夫一婦制などである｡派手な結婚式は､地位

の不平等を示し､文辞を浪士するため､社会主義建設や抗仏 ･抗米戦を農ち抜く嬢力戦件

制維持の韓書として､細 の対象になってきた マラ-ニー(Nalarney1994)は､これを

革命以前は家族の領域に用していた- を､国賓の菅野下にまこうとする政策であると位

正づけている｡また人口政取こより､JW には-.子 ないし二子までの出産を更助し､それ

以上の出産を制限する方針が取られている (臭件的施策については後述)

ただし､実鰍 に の瀧定どおりにはいっていない｡売胃蛎､早婚 (綾錦 椿年齢以前の

婚姻)Iまなくなったが､措佃から嫁句へのP!肘の習tEJまドイモイ以後､復活している(.ま

た､村内椿の傾向は現在でも強く､電着の調査期間中にむらでは20組を超える柑船かあっ

たが,村外姫は筆者の知るかぎり､同じホ7E'ン社内での椿姫が2組あるだけであった｡

恋愛捨姫が主流になったのは､ベ トナム戟争終結 (1975年)以降であり､現在でも馴 く反

対すれば･結矧 まできち:いとの意識は軌 ､｡また村内椿でも､紹介者の仲介による､非恋

愛柏も依然として多い｡ただし､本人たちの意志に反して強制されることはない｡

結婚式の簡素化についてみると､土地改771(1955156年)期に､先B]捨蛎式を村政朋 哨

所として接収されたデンで､共産主轟音年Eg]の主催で行った時期があったが､むらぴとか

ら反対の声があがり､政権側もこれを望め､直ぐに摩止した｡不満の理由は､祖先への批

梅の報告と許可の礼が行えないことであった｡以後も､掛こ1965年ごろ節約令がHlされた

り､自宅での法婚式より r金軌 で冊窯に科 1ることが契励されたり､轄賠式をやけるこ

とができるElが､軍人を除いては毎月の特定のElに制願されるなど､さまざまな鹿制があ

った｡しかし､現在では 成約｣の範Ptl内においては､ほぼ自由化されている｡ただし､

一般にバクこン市とその近辺では､東成(1998)が謁iiしたハノイ郊外の村落のように.辛

会が何日も境くことはなく､多くの招待客を迎えるのは､結婚式前夜と､当日の舶 え (

doJ)dau)前の宴会だけであるe そのために､中庭に1馳恥ナして,卓や椅子をだ正するのは

一塊だけである｡ ドイモイ以降､革命前の風習かすべて復活を許されたわけではないし.

またむらぴとが全ての見習の復活を望んだわけではfj:い 結婚や用の柵軌 まrLJィェムサ

では､榊 700万 ドン､蜂側400万 ドンである｡差朝の300万 トンは市財や､軒桁火山の

新居を婿の両劫の家屋内につくるための改装戟用､西洋式ウエディング･トレスのレンタ

ル代などである｡

一夫一嬬制ははは守られているか､93Fを生むための複椿はヴィエムサ では1945年以

降も､土地改有期の数年を槍いて､黙認されてきた｡人口政策も､農村部では許二子Hl生
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に対するペナルティ (ヴィェムサーでは罰金､妊掛 こ対する民工義叛免除が第三子妊娠に

対しては適用されないことなと)か､古市執まど厳格 (脚 では､鵬 での鵬 ､央戦

法拾､罰金ー共産党貝であれは故律険査11と､広範かつ厳格である)でないので､守られ

ていない,特に男子が生まれるまでは長姓を行わず､出産を鹿ける傾向かある｡また､男

Fが二人いても､一人は女子か欲しいという気持ちがある｡むらぴとには､自分か年老い

て病気になった時､頼りに1J.る (日常的な介2Eなと)のは娘だという拙 くあり､矢庭､

病気の毛艶の食事の世話など､栃出した娘が生家を頻繁に妨れてやっている例もあるので

一人は娘が欲しいというのは､こうした場合に貸えて､という理由からかもしれない｡

⑥典 侍.全文を祇載する｡

(a)家族に死者が出た場合は､政権､合作杜に報告し､これらが遺族とともに､必要11慣

習的手続きを解決し､地方の叔定による権利 ･制度を享受できるようにする｡

(b)ソムで死者が出たときは､ソム長､その生産隊は相談して､喪主を肋け､ l安らかに

眠れるようにJ､人と仕事を割り振る｡

(C)それぞれ ｢義死､義尽｣ (たとえ生前に関係が患かった人に対しても､その死に際し

ては､それで全てのことが終わってしまうので､弔問しなければならないこと)の感蛸

に益ついて､気づかいあい､互いに弔問し合う｡

(d勝機のために24時間以上､遺体を安荘することを慧ずるb忌集を営むときは､長々と

飲み食いし､家族のために出光をもたらすようなことを禁ずる｡

(e概葬して通骨をティエウ (改葬で骨を納める容器)に移すときは､義庄の管理人か仕

甲を円滑周到に行えるようにf主体的に連絡しなければならない｡改葬か終わったら土地

を平らにして､衛生秩序を保持するために､隻頓LIiければならfj:い｡艶空への道路上

で草刈りや土を掘ることを轍 する｡

ff塩 を作る時は､遺族はできるだけ一､二カ所に1R中するようにし,あちこちに分散さ

せることを慧ずる｡また土地の所有者の承認を得る宜任を負う｡

死者に対する社会枚託は既に述べた⊂革命前､芳式は結楯式同臥 地位の格差が表象さ

れる境であっ たIA･紬 後は､推古の魂を信しろという ｢唯心(duyta.,)乱 と r迷信界鐘

という観点･捲力戦のためのn･蔽節約という扱点､･&坐 (親を立派な棺に安置し､それ

を何日t,庭先に臥 ､て 孝 を見せびらかすことかおこなわれた)の観点から､如 】の対

tb8

掛 こなった024時間以内の埋葬が義務づけられているの臥 これらの理由のためであるU

マラ-二-によれば､ドイモイ前､-′て･/ク省 (当時)li､酵 Ijにベテルと煙草を足るこ

と-死者の親族が球数併礼にしたかって白い巾を重くこと､改葬の三つの行為の廃止を奨

励しようとしたOLalarney1994:352)か､rL/ィェムサ で実行されたのは､巾に使用する

布地の長さの制限だけであった｡

⑦その他の塩定 (環境lAi生.生産活動に関する凍制､建岸､公共財産の収入なと).

(a)隊や各種家畜､夏色を耕地に放し､民の稲や野菜に被害を与えること､正路､公共の

場所に放して､衛生環境を汚触すること､疫病を広めることを慧ずる｡水牛､牛を確や

野菜が栽培されている耕地に放牧することを祭する.

);を飼っている家族は豊鐘して､定期的に予防接種を受けさせなければならない

他人の健康､財産､収穫に税等を与えた鴇合は､飼い主は暗礁辞任をtlい､その他の

損富を弁償 Lfj:ければならない｡仏者を与えた家畜を実情を確認してから殴打､或い紘

石などをぶつけて殺しても､ (殺した者は)賠償はしない｡しかし勝手に食肉にしては

ならず､防衛組に報告しなければならない｡安寧防衛組は､家畜を殺した方と殺された

方の双方の問で､合意を1.rlfる｡何人も疫病で死んだ家畜 ･家免を運搬して売ることを焚

ずる｡

(b働物の死骸､凝物を池や公共の場所に投棄してはならず､環境衛生を維持し､低額に

埋め､処理する｡

耕地に投棄された各席物品､ガラス瓶は合作社が定期的に回収を払拭して､人民の労

災を防ぐ｡

(cl全民が水門 .水路の通りを良くしたり､ソムやゴーの衛生連動に参h]し､ 1L'J許なむ

ら 良い耕地一安全｣を実現するように､儲棲的に動艮･莫励する｡合作杜は公共の場

所の公共衛生組を粗描して､常に活動を拡持する｡

(d)商店､サーヴィス薬は公共の秩序を維持するために､i*かIBっ/こ以降の探攻の富男を

崇ずる｡

(e稲作､野菜作のために､畦を肋して水路を通し､蔵耽.排水することを負うる<交遡

･生産のための往来に藍影書を与えてはならない,.

(f照明､生産荘官のための電気使用は､国賓の-di気即 勺の管理規定を厳格に執行しなり
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ればならない｡合作杜電気淡の目前で違反があった場合は･電気を切り､詞書を作って

処理する｡

Lg檀家の堤防防縦 令を､自覚して牡正に執行する｡堤防の土手に対する使用要求は地

方枚柾の許可を必要とするo

h伯勤帝の亜Jt淑臥 速度制臥 コンクリ-ト舗装を較壊した時の100m 陪促だfL

交通手数料の徴収と､生田が要求した時の寄付の背任｡

生活に対するサーヴィス､衛生の保正､交盛往来の便のために村内の一角に市境を設

定する

i)食尽の公共財産に損する収入源

鐙済契約関係に参加する時は､各席の合作祉集団との生産請負については､請負主は許

免参加者とともに､突約に規定された義務を♯格に､充分に実行し､集B]の公共の斐;A

と利益の速成を保媒する｡収榛を瓜連に納めて､明朗に清算し､長引かせず､集団のfi

木を浪化したり､岨務を作ったりして､恵影書を与えない｡放念に逢反して､大きな損

富を与えた敏合には､必要ならば､合作杜管理班､攻､即 弓､生産隊､ソムの会談の決

定の後に､契約を作止､厳重しなければならない｡

重大な違反があり､大きな瓜苔を与えたときには､上級横関に脊頬i･送り､聴擬に従

って解決 ･処理する｡

公共の利点を管理､建設､発展させるという目的から､良い成果を挙げた人には､瓜

軌 ま条件をつくるように焚励し､ (成果に)相当する表彰を行う｡

最後の公共財産に関する収入規定は､合作杜の社会改正､インフラ建設のはは唯一の財

源である､入札軸1度 (生産fIn )について､晃約履行の戎番と､履行されなかった時の契

約解i削こついて定めたものである｡†公共の利益 増進の方針が巻く打ち出されているか

一方で央約解1削こは､生産隊やソムの会誌を経なければならないとも設定しており､合作

杜管理矧 ま一方的に契約解消を行うことができない｡このような規定は r民主的 ではあ

るが､前述のように､合作杜陳務開演解決の手段としての耕地回収か､一旦は合作杜大会

で承認されたもののいざ実行という鴫に11って､生産隊レベルでの話し合いで､反対謡か

鼓舞を占めて､見送られたことに&れているように､問題解決を阻害する要因になってい

ち

収後に現在の 舶約 が､1915年以前Jの 坪̀約lとどのように異なっているか､または
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類似しているかを比較しておこう｡

1.類似点

(1紛争をなるべくむら内部で解決しようとすること､外敵 こ対してむらの体面を領にす

る蛾 (｢挿釣 の､むらの挟め苛を村外に持ち出すことの殻制 く 特約 QlT,条:｡第1

章第三符Ⅱ参乳 以下同様)｡ 肋 ｣の詳机 罰月収 定と､呈反を むらの名声､人格

侵害｣とみなす前文の文言

は心 らの安寧防触 こついての制度鹿定 ( 軸 ｣⑳か⑨灸)と､ rBi的 の安寧秩序舶

定 ((7x2))｡特に安寧防衛姐か､盗tがあった時に給与の中から弁済Lなければならない

(本章第-静2椙参照)ことは､1915年以前の制度中の里長 ･副里 ･管社 ･巡番のバ トロ

~ル義叛と､むらぴとのこれらの者への報酬支払い､盗耗時の弁前義務 (｢錬約Jqや条と

第 1章第三葡13参児)と全く同様である｡伝統的要素の復活と言えるo

(3屈麦の課す費捗 ･政策の遂行｡切 約Jでは牧鋭 く④姦)､徴兵 (⑤灸)､ 公務｣

への参加義務 (同②⑳条)が､これにあたる｡r塩約Jでは､前文以下､そこここに国家

の刷新政策に合致する目的で､ r舶軌 が制定されていることが見て取れる｡

(4)｢郷的｣の周知 (｢郷約｣⑳灸では､毎年一度の会合で､民が r郷約｣を抗まねばな

らないことが規定されている)と､現在の年一回の合作社大会での ｢規約｣の朗読 (大全

で､改定への意見を募るという目的で､安寧防衛班長が朗読する)｡

(5何度も言及してきたように､現在のむらの収人力削ま､合作社管理地に対する人ヰし収入

である (r規約｣ではけKZXH参照)｡一万1945年以前の r特約Jには､むらの収入軌 こ関

する明文鮫 は､各脚 銭槻 6LL昇に凱 ての相 ､屯 軌 と多岐にわた｡ (QXS,,,

負)､ r民に留めて公に支出づること例に依る とBi

定されている｡さらに草の祭礼にネuRを苫て参加する権利を得るために､91戸かむらに払

う蝕､またはカンがあったことは､第 l前 田軒Tと同性(31)で述べた｡tJら内部の r取

れるところから取って､全体にまわす という恵味では.1945年以H7Jのむら財政と､AIE3)

耕作時代のパオカップ (凶変丸抱え制)廃止後のそれは､棲めて致似している あるいは

ヴィエムサー合作社がこのような特殊な運営方法 (他の合作杜のように､税金 ･jE経世に

合作社基金分を上乗せするという方式を放らない)を行い､それかもらぴとの支持を受け

て､題宮を可能にしているのlま19L15年以前の経SW(影書を与えているのかt,しれない と

すると､ブローデル(1989L1958】)流に言えは､1945年以前の八月革命と､その後の土地改
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茸などの社会主義化の試みは r事件(eyen■ents) の領域に屈し､むらぴとのむらをどの

ように遷宮しいていくかという食談は､ 'コンジョンタブュ ル(coDjoncLure- r中期持

錠 捷台状乱 丁変動局面 などと儲 される､中期的な時間の持続)または r長期持統

Ho叱 duree)｣に属しており､比較的長い時限持捷して､ ｢事軌 によって-時的に表層

から消えても､条件さえ養えば再び顧在化してくるもの (全く変化しないとは言わないま

でt>)と考えることができるかもしれない｡

(6埴篭的姐 r称約｣ (⑩⑳灸)の伝雌 的及定は､ r現軌 (7桔)の r新しい家族

の文化｣規定中の上下秩序､家風､道徳の維持などにt)見られる｡ただし､ r巌約Jは l

ドイモイ促進｣に結びつくような､ r新しい文化Jを作り上げるという社会主義的道徳も

含まれる

相違点

川[特約｣の内容の中心であった､むらぴとの馴 こ差異を作りだす規定､それに伴う稲

望､納銭の轟務 (①～⑬､⑳匂)⑳粂)､むらに移住して三代を経ない者に対する地位 ･役

戦の差別規定 (⑳粂)は r艶約｣から姿を消し､婚姻､葬儀など革命前には､地位の豊実

を表象する機会となっていた行17,に対しては､般平を戒め､できるだけ簡素に営むことで

地位をめぐる読争を防止しようとする方針にかわっている｡

lfP僻掛 こ関する佃速｡｢郷的｣には､役敬老に対する拡役 (①粂) ･堤防改依及び労役

(②灸)･推役 (⑳粂)免除､兵役期間満了者への焚 (◎条)､捜及び后 (⑥粂)､辛の

祭礼での豚｡蝕の階与 く¢⑳灸)が規定されており､その多くは地位に関するものだが､

r娩約｣では､このような地位に関する特胤 ま廃止され､特権というよりは､犯罪の自首

･告発15-､公共の利益増進に更献した者への土､社会孜策に見られる社会政策対象､弱者

への抑 託に色町か変化している｡

(3)罰則に附する相違｡ r推約Jは､刑金 (

)､富への引き渡しと串で伺坐しないこと (餅条)が奴定されている 罰金の比重か大き

い 現的Jでは苔打ちのようI.LlSF･)は11く､ r娩津浪査(kieLd.ezl) ､批判､託茸､

警告､むらの放送局を適しての適/i-･､切または現金支払い､損音階dt､各団体 ･姐棟から

の除名､重大なlji案に岨して臥 上叔機関への畜類送検､法令や法律による処罰､第三千

出生に対するペナルティ 罰金や､桂鍬 こ対する民上兼秩免除を行わないことなど)､合

作杜との経済R･約の解消屯と､罰則か多技化している
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(4)社会政策♪ r林約｣には､弱者救済など､相互扶助に関する肋 ､欠如している｡｢

巌約Jでは､前文でむらを人Fii)の身体に飼え､むらぴと一人一人をその細胞とは荘づけ､

細胞が健全でなければ身体が哀えるとして､むら全体に関わる覇者救済様能を明文化して

いる｡基本的原則は r自らは皆のために､皆は自らのため｣に r艮括Jすることであり (

前文③)､具体的には r庇いあってBl括し､鐘済生活､E]常の付き合いではお互いに助け

合わなければなら｣ず (同)､囲Jl･･AJlに遭った者､老妻呂者､一人盲らしの者､暮鍬 こ

班 .垂祝し､高台者､抽入を尊重しliければならない (17栢))とされる,

第五節 小結

ヴィェムサー合作社では､合作杜が保留する耕地を入札にかけて､鐘営能力 ･意欲 ･資

本に富んだ合作社員に耕作させ､これらの社員が合作社に納める代金を元手に､-一般合作

社長が納める農地使用税水利丑の大幅棚 ､インフラ建設､社会政託を行っているoいわ

ば､経営能力 ･意欲 ･資本に宵んだ合作社月がそうでない社員を支えるという運営方式を

取っており､1945年以前には､むら全体のレベルでは存在しなかった弱者救済という佃面

を含む T生存維持の倫理｣を維持 ･実行しようとしていると言える｡その際のむらぴとの

行動塩範になっているのは r自らは倍のために､自らは皆のため｣に r団括JLなければ

ならないという者誠である｡この鋭範は､家族､父系親族如団ゾンホ､盈弟合作杜､保Jf

全､相互扶助組府の行動姐範にもtJLllている｡

このようfiヴィエムサ-合作社のあり方は､戚南アジ7農村社会論､ベ トナムEi付社会

論､称にモラルエコノミ 対ポリティカルエコノミ一芸争から見るとどのように分析され

るだろうか｡

鮮魚社且 (農民)は､交付地やB｡地での耕作に比べて､高額の入札代金として､自らの

資本 ･音欲･能力で得た収篠の多くを合作社に納入Lて､むらL/ベルでの 公共の福祉｣

の財葡 (一般社員のた地使用税 ･水利焚強免､インフラ建設､社会牧羊)とすることに人

筋で台東していることから､社会Ji義 市場 経済という彩度のなかでも､常に自己利益

の最大化のみを目指して行動するわけではないことかわかる｡むらという一つの共同体の

中で､自己利益だけでなく全休の利益を図ることも､自己の投n'によって廷設きれたイン

フラ (道路､水路､宗教施設や逝休安置所なとの公共施設)からの利益を享受できること

他のむちびとから信望を得られ､威信につなかる､利己的(■chky)であると非楚され1･L.い

なとの利点があるので､これらt,T合理的選択Jであって､丘民はその意味で r合理的｣
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に行動しているのであり､モラル･エコノミー謡にはあてはまらないとの主張もありえよ

ぅ しかしその併合でt)､そうした r合理 軌 選択くま･純粋にrfi坊経済原理により決定さ

れらt,のではなく､ta智や社会足範という別の要薫 くこれこそかモラル･エコノミーの秦

来の苦味である)のなかに､ 市軌 経済原理か 埋め込まれて｣いるのである｡また･

モラルエコノミー対ポリティカルエコノミー芸争においては､問題の性質が､どちらが正

しいかという二者択一的なものでないことが明らかになっている (BlochとParry1989な

ど)｡実際の村落祉会では､共r柵 的村道の利益と私的利益が対立しない状況･村落の宜

彦フ7ンドを利用するなかで,そこから扱き資金を信用する個人は､自己の私的な鞍本蓄

笛を実現したJ#合､同時にこのファンド王座をも増加させる義務を持つ場合がある (友部

J990:Ll6-117)｡

そのような弔例のひとつに､高地ネ′モールのタか)(ThakaH)と呼ばれる人々の絵巻制

イ言17]システム(roLatl帽CredtLsysle牡)かある｡むらの首長層をはじめとして､全ての土

地持ち (ほとんど全てが上地を持っている)が参加することを求められ､個人の富を増す

と同時に､他のむらぴとが借りるためにむらのファンドを増す義務から逃れることはでき

ず､むらのファンドのrii矢は個人の瓜矢でもあり､しかし一定以上の利益を産んだ時は､

個人とジャート(Jat=一種のカーストであり､また内婚単位､むらでもある)の双方が

ともに利益を得る.つまり､個人的な吉と躯BI的な志の相互依存状況､或いは個人的な経

前的利益がむら全体の利益に1i:ろl賊 が存在しうるのである(PaTker198臥190-19L) r)I

Iエムサ 合作杜の入札射1度もl司様なものと考えてよいであろう0

以上､ヴィェムサ-農薬合作杜が現在､とのように運営されているか､それが東南アジ

7農村社会ii､ベトナム凸村社会.-Ĵにどのような展望を与えるのかについて述べてきた｡

しかし､既に述べたように､農薬合作杜はfZ本不足のため､その業務を全うできないでい

る｡その'&制を枯完しているのか保発会である｡保発会も共同体全体の r生存維持の倫理

を実現するために努力しているのである 次葺ではその保寿会の活動に魚点をあてる

注

目)LualDaLDal(1995).llahol･NhsluaLEhnCh=1hTrlQuocGIa_
(2)グエン･シン･クック(hT8U叩nStnhCueM guyenVanTie+1996)らによれば､1987

年末に全国には17022の合作社かあったか､1988年から199J年までに2,95細く解放したく)

I8119) また紅糾デルタとその中池域では30501の合作社が行政と合併し､中にはrjS質

)74

的に解散したところもある(121-122)｡

(3)国家の行政 制度ては正式には杜が大権であるが､実軌 こIま社か他 の村(Lhon)から構

成されていることが多い バクニン省は村が公的な行政的性格を持った他姓として必 巨さ

れ､村長が任命されているところか､省内の2割55;ある (古田 1996b:16】)｡
(4)1992年､社員に交付地を分足した時､ヴィェムサ-合作社では初めて非共産先見の合

作杜主任が連出された｡交付地分配というEfl兼fJ.-事熟 こあたって､党歴よりも蛙済管理能

力が援先された法具であるという 彼はL997-19998期の合作社主ifとして再選された.

再選にあたっては､村や社の免支帯に事前に許可を'得る必要はなかったという｡いっほう

村長選出は村民による投か (行われるかは主音はこれを確認できず､最終的には村の見支

部会譲で遷出されるようである｡

(5)岩井(199688)による｡

(6)民=義務 (danGongnghlaVu)｡王朝時代の賦役の名妓のような賦課形乱 ク樅 は18

-45歳､女性は)8125歳に課され､病人､学生､妊掛 ま免除される｡合作祉幹部によれば

r本来は労働奉仕を行うものであったが､現在では現金か椀で支払うことが一般化した｣

という｡一人年額45,000ドン (或いは初25kg)｡
(7)松尾(1996:112)の用語法にしたがう｡

(8)農地使用税法 (1993年7月10日第九m)国会可決､同年7月24日公布)によれは､その

産出根拠は面積と土地の軸 でー ｢納税額の決定は等搬ごとの単位両肘こ粗の寸r)グラム

数で決定する｣ (第6粂 )｡

(9)往く5)参照｡

(10)通常の入札の条件は､合作社に対して脚 が無いことであるか､野菜入札のダウ･チ

ョー区のみは､後述するように､(舟妨朝か切30kEまたは5万ドン以上でないことである｡

(ll)農地使用税法 (第9条) 一年の税額は ･X･参考 (旧鼻糞税法舎)の税率

1haごとに籾をキログラムでpFr井する､

1.-年生作物と水産物の椀 ･栽培

等扱 税額kg/ha 等放 免朝kg′ha

1 550 】 700
2 460 I2 560

3 370 I3 420

4 280 い 39
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5 180 15 280

6 50 6 210

7 100

(12)実際の復仇 ま籾と現金の半々で行われ､合作杜は籾を倉掛 こ保管し､社には全額､現

金で納める｡合作杜が社員から半分は籾で孜収する理由は､端境期に籾を食べ尽くした世

帯や困窮世帯への貸与､旧正月の困窮世帯への援助用に点者するため くいずれも社会政策

の項で詳述)であると考えられる

(13)‰地から徴収する｡

(14)チャンリエット合作社の場合､合作社が策定した各世笛の耕地の度準収丑の15.5タむが

農地使用税flと国家課税分として､2_5%が合作祉課税分 (奄気 ･灯油費､内田水利賛､行

政支出茸､管理運営載､良薬専門チーム報酬)として徴収される (岩井 1996:102:112)｡

コックタイン合作杜の場合は､制度かきわめて枚雑であるが､どの世帯にも交付される

｢通常契約地｣の場合､合作牡が徴収する籾全体の約1/3が農地使用税､水利費が1/4で

残りの籾､すなわち徴収見全体の約半分弱が合作社の収入となる (松尾 1998:33-34)｡ど

ちらの合作社の場合も､農地使用税､水利卦 こ加えて合作社の提供するサ-ヴィスの英米

を徴収しており､ヴィェムサー合作杜のように､合作社が社員に対して､農地使用税と水

利狩を滅朝して､その分を合作杜自身の収入 (入札代金)から櫛墳するという方法を取っ

ていない｡また､rLJィェムサーでは､合作杜管理軌 ま税や水利丑と一本化されているため

弔実上徴収されていない｡

(15)農地使用現法第23免｡ (第 1項)重傷兵 1級と2枚がいる納戟世笛と､病兵 1級と

2級がいる世帯は免税する｡ (第2項)納税世帯が烈士の家族である場合は免税､あるい

は城鹿する｡ (訪3項)納税世帯に本条 1項の規定により免税され机 哨 兵､病兵がおり

(その生活が)たいへん的足li場合は誠栽する

同法第25条O政肝が輯免掛 こついて詳細な規定を設ける｡

財政省鹿遠 く1993年11月9口)貫目 6粂 (第2項)丘民世帯が持書を持ち､老弱で身

と川 がなし場合の免鍬 ま馬体的に以下のように定める｡戸主が労働人口年掛 こありながら

梓割 〉凍 り･芳烏が不L,J能fi場合｡防音かあり､老弱､独身で身寄りがない場合｡ (誘3

ATI)何兵1敏と2級かいる納税世帯と,病兵 1級と2級がいる世掛 こ対する免裁 く別

項)農地使用税免税拾正を受ける烈士家族の桝F,とlま､現行の扱定に基ついて恩給を受給

176

する者がいる世帯である｡ (第6項)本条第3項､第4項に親足された以外で､生活がた

いへJt,田#な傷兵､烈士､頼長家族の世紗 こ対する長大槻 は5090をころfiい｡

(16)鳩 ･林薬合作社､生産範団の軌織萎頓､管理刷新に関する触 ｣ (1988年11月lJEj

階段評議会決定171号)の第19灸でlま､合作杜は各病兵､烈士､革命に功溝かあり方烏

力が不足している家族に､仕可やt玉を斡族し､息良で象から近い耕地を分治し､もしこ

れらの象族が開発な状掛 こある時は､合作祉基金への徴収額を強鬼し､きわめて囲JEli状

態にある場合には合作杜の複利基金から援助する選任を負う､と虹Eしている`

(17)96年5月･97年5月の合作牡大会報告fによるが､この数字の急汝な鞍り方は､96年

の435kgは､籾だけでなく､他の産物を籾換許して掛 こ加えた数字ではないかとも考えら

れる｡ただ､全体と一人あたりの蜘 Iは少していることは､合作祉幹部へのインタ

ビューでも確かめられている｡

(18)ただし､市場原理が導入されてからは､同常食兼のレイオフや操某中止か増加したた

め､同じ国富企糞に勤務する者でも､収入か安定している者とそうでない者の格差か生じ

るようになっている｡また199】年の共産免第7回大会で､従来の ｢労農迎合Jから r労農

知適合｣へと､知識人並視の饗妙が打ち出されたことから､学歴重視の頼向が.5まり､謁

学歴をつけて､就職へのチャンスに活かそうとするようになった｡ヴィエムサ でt,､特

に男子はできるだけ､日本の前校に相当する三放 く10-L2年生)に進むようになったか､

=jRやそれ以上を孝男しても､職を見11けるのは容易ではなく､むらで怨作製に従･15する

しかないのか召状である｡

(19)ヴィェムサ からの大学進学は､年に2-3人､高専などへの進学者を含めてt)年に

)0人に溝たない′



(去 l)ヴィエムサ 合作杜が有代わりする杜現役幹臥 社退職幹部､合作杜幹部､祖

国戦役の各大衆団体支帯長､獣医､牡の医療ステーション看護士-の給与支払い

①社現'&幹部給与合作杜月代わり分 (-9カ月分)

民兵隊長 18万ドン/月×9カ月-162万 ドン

公安長 18万ドン/月×9カ月-162万ドン

土地管理 】8万ドン/月x9カ月…162万ドン

(dincblnh)

共産主義百年団長 18万ドン/月×9カ月-162万 ドン

拙 不明 16万ドン/月×9カ月-144万ドン

計 792万 ドン

②村長給与合作祉負担分 60万 ドン/辛

③社退吸幹部年金(huuxa)合作社負担分

元社主庶 】0万 ドン/月×9カ月-90万 ドン

元社副主席 9万ドン/月×9カ月-81万ドン

元祉行政幹部 9万ドン/月×9カ月-81万ドン

同上 9万ドン/月×9カ月-81万 ドン

元民兵隊長 9万ドン/月×9カ月-81万 ドン

元売口合作杜主任 9万ドン/月×9カ月-81万ドン

元杜行政幹缶 9万ドン/月×8カ月-72万 ドン

l乾斤不明 977ドン/月×8カ月 72万 ドン

元祉公安 9万ドン/月×8カ月-72万ドン

元尤胃合作吐幹部 9万トン 月×8カ月-72万ドン

元社公安 9万ドン 月×8カ月-72万 ドン

耶 不明 9万トン 月×8カ月-72万トン

元文化輪克数日 9万ドンノ月×8カ月-72万ドン

元蛸女会主席 9万ドン 月×8カ月-72万 ド/

元信用合作祉主

計 1.日3万 ドン
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(丑2)95年5月から弘年4月までの入札収入

①稲作 (枕)73.666.820ドン

②野菜 】.764.900ドン

③集垂 66.506.000ドン

@養魚 124.491.700 ドン

計 266.429.420ドン-24.220LTSD

(表3)グ工ン･ヴ7ン･フォー氏兼臥位嘗

(D粗利 3,500万 ドン

②経焚

く合作社への入札代金

及び合作社ポンプ唱気代) 1.030万ドン (報実金165万5750ドンを減朝)

(稚魚購入煮[lt]) 800万 ドン

魚捕獲雇用日当 45万 ドン

飼料代 (1万ドy/k史×L10トン)300万 ドン

③純益 il鑑三2.175万ドン

④一人当たり絶益 亀-3 441万トン



(去4)合作杜計軌 こよるⅠサオあたりの生産詩経七徴収額 (籾計井)

潅た焚 (合作杜水利組への給料) 3142kg/sao/咋

安字費 (既述) 3.42kgsao′′年

合作祉管理費 (国家群出のt5準値) 4.00kg./Sap/辛

縫物防衛費 (技師への給料) 0.40kg/saoや

国史水利や (国家納入分) 2.84kg:sao/守

と地使用税平均 12.20kg/sao/午

水位調節讃故サーヒス丑

dlCbvuboItat.chongham.thong 12.20kgrsao/年

unR

計 38.48kg/sao/咋

(義5)平均掬反収 こ対する詣経竹納入丘の'.I,qJ合｡民工銀砂納入年年齢･# (男性18-45歳

女性18-25歳)の1996fF5月-1997iF4月の似合

7)平均反収252.8kg(五月稲 t冬春作 140kg､十月稲 〔ムア作､112.8kg)｡

､21枚納入農

産 (合作祉納入分)19.5kE

社会基金 2.Okg

oo他姓金 3.0kg

良工 25.OkA

ト 49.5kg

3潮 入比率 2:-ti サオ当たり反収のL9580｡
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(表6)合作杜の一年間の収支 (1995年5月-)996年4月)｡判加 こドン｡

捨収入

(1)電気 79.614.loo°

(2)ii(Ken)95年 52.275.300d
131榎95年 100,161.700d
H)魚95年 79.286,700d
(5)民工95年 9.320.300d

(6)上宅税(Ahadal) 974,600d
(7)豆(dau)95年 1,660,900d
(8准 担任務(DOCU)徴収分 28,115.300d
(9)i地手数料(Lephldab) 3.500.000d
qO)水害基金(quyhaolut) 3.020,800d
01)獣医費 2,152.800d

u2)その他の収入 9.660,Good

伯梯96年 49,732,800d
q4)蔚96年 14.230,700d
u9魚96年 45,205,000d
O句豆96年 104,00Od
07)民工96 17.584,000d

496,599.Good

捨支出

=生産支出

t2)管理支出

13)社会支出

14】収入分自己支出

15)各基金への義戦的支出

(6)正英税支払い支出

171銀行預金払込

219,532,460d

14.680.500d

4JI,566,300d

30,980,800d
89.861.090d

73.54&800d
20.㈹.000d

493.leg,950d
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総支出内訳

川生産支出

妨衝

水丘粧(lhuyI)One)

水利12(Lhuylot)

その他

電気

うち国家納入分

残り (稚気建設及び修理費)

2J9.532.460dうち､

9,668.good

L9.171,LIOOd

32.899,good

l4,842.100d

142,950,160d

131,476,060d

ll.474.100d

実質生産支出 139.918,360d

稚鼓モ ク 電気代 43,381,360d

(dlenboコ】laO

(2倍理支出

折､新醐講読､文57具

接待鞍(LlePL(bach)

お茶､たばこ代

その他

13娃t全文.+.

少年団(Lhieunten)

老人会､姐女全､符隼田

幼稚園(mugiao)

#_式 ･宅幽象庭扱助

その他

4収 入分配支出

(chLP一anpholtEIurlhap

テト支出

14.680.500dうち､

2.922,400d

2,558.500d

548.200d

B.65tLIOOd

44.566,300dう5

3.579.000d

lO.429.good

3,498.500d

9.213.100d

17,845.good

30,980.800dうち､

25,886.500d
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(引各基金への支払い

水利焚

家屋税

水害基金

51基金

5蜘 年分

&9.861,090dうち､

L6,371.200d

4,076.790d

7,560.000d

12,140,000d

7.000,000d

(61島根 支払い 73.5JI8,800d

(7)穀行預金払込 20.000,000d
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第 6葺 生存維持の倫理2 保有金･チョイホ.同年会

本草では､ヴィエムサ の保お金(Hoi8aoTho,正式名掛まr高齢者釦 loiNguoLCao

Tuoi であるか､保#会のほうかむらぴとには一般的であるので･本会文でもこのよう

に記述する)の活軌 二晩点をあてるし保寿全臥 共産主義青年臥 旧戟兵会･婦女会など

と並んで､祖国戟操(山 trantoquOC)の一団体である.胤司戟操とは･書法の規定では

見抜のE蛇 強化と､人民政権虻没に貢献することを目的に桔成された政治連盟であると同

時に､各人艮団体､各大衆姐乱 各民族･海外在住ぺけ ム人の自発的連合経 であり､

共産党しその-構成BLにすぎない (中臣 1998=41)｡ただし･実際には､共産党の態し､影

書下に査かれ､党と国家の政策を傘下の各団体の柵成fiに周知徹底させ､その実現を促す

官製Lg体であると考えてよい｡現実にヴィェムサ では､婦女会､共藍主義青年団､旧戟

兵会なとの所動究金は､rR質的行政成閑である合作杜に依存しているo

Lかし､ヴィエムサーの保発会は､村内の祖国較級の他団体と明らかに違う特徴を持っ

ている｡それは､独白の財源や事実 ･活動計画を持ち､農薬合作社が財源不足のために着

手できない分野のむらのインフラ建設､環境車偏､緑化､社会保障などを積極的に行って

いるという点である｡さらに､むらにおける伝統的な役割として､祭礼の咋僻､主催は保

ji会の手に重ねられており､淋 しによっては合作杜から財政援助を受けないで､保#会の

jt出のみで行われているものもある｡また､むらの宗教施設の維持､むら内外からの参拝

古のIGf寺も保寿会の手に委ねられている｡つまり､ヴィエムサ-の保寿会は､もとbと官

製団休だが､El発的捨杜(vo一untaryassocLaLIOtl)の性格も持つ｡

このような保発会の活動は､むら全体の生存給持に大きく貢献している｡本章ではこう

した促寿会の活動と保h会の一部でt)あるが､独白の姐鮭とも言える女性による仏教活動

に♭触れる｡また､こうした保万全の活動か､腎金不足の合作社の活動を補って､むらの

徹 や社会政策に貢献しているにもかかわらず､必ずしも合作杜の方針と一致せず､両者

のru)に一冊の緊副 尺態か生まれたことにも敗れる さらに､むらの中に見られる互助加療

としての手写イホlrholho)や､同年会にも言及する

苅 一時 保力会(HolRaoThol

l保方会の息l絞 ･枚柵

1その沿市と概況

18I

保寿会の結成は民主共和国成立の1別5年にさかのはると言う｡)鮎 年のヴィェムサー保

発会大会の工作報告草泉によれば､1915年以降は父老会と呼ばれていた.その後､1985

1滑0年には ｢老JBを空しむ全くHoIVuITuo)Cia) ､1浴0年からは保寿会､199b年 1月よ

り正式に rベ トナム高台着金｣となり､同年7月のベ トナム共産党第8回入会の決議に基

づいて､首私ハノイに同会の中央組井を毘くことになり､全国会長も任命されることにな

った｡

性55歳､女性50歳からであるか､ヴィエムサーでは長く､50歳からの加入を行-,てきたの

で､この方針でやっていくという｡

1996年 8月の1994-1996年任期の稔括を行う大会の時点で､会見款は4訂人､この二年

間で19人が死亡し､37人の入会があった｡この37人のうち､19%年たけで30人の入金かあ

ったというが､これは有賢偽者が増えたというより､保寿会が入会の勧誘､ひいては保お

金の活動自体に積極的になってきたこと､またその活動を見て､それならは入ろうという

いう人が増えてきたという相乗効果によるものであろう｡後述するように､保発会は入会

金 (1万 ドン)が､年齢が高くなってから加入するはど1,000ドンずつ上がるようにして

有資格者全員の入会を目指している｡

会員中の共産党iiは61人､.yエエムサ 村の党支部の党員数は108人程であるから､党

支部の高齢化傾向がうかがえる｡また､国賓から勲章や表彰状を授与された如 (100人いる｡

2執行委員会

保冶金は会長以下15人の執行委jL会か指導する.1994196年任肋の会良を務め/~I/エン

･ヴ7ン.カ (̂馴yenVanCa)氏､鉱一98年任期の会長グ工ン-トノク.バ (Nguyen

Ducぬ)氏はともに､丘芙合作社の主任の経験者で党員である｡その他の執行委Jtは児女

二人ずつ､7つの生産隊から推薦され､大全で選出されるか､会長は最机から全長併浦と

して,別枠で選出される｡今回は前会長のカー氏か,- 氏に後任への就任を熟 GL/こと

いう｡会長はこのように偲例として､合作杜主任なとを経験し､管理能力に倭れていると

見なされている人か選はれる 全長侯補として推薦された時点で､村内世謡は統一されて

おり､全長就任はすでに決ま-,ているようなものであるr

副会長のグエン-ティ･ヴ71ン(hgyuenTl‖luon)女史t'､婦女全幹部を長く務めf=人
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である｡女史は94年任伽 ､ら泌年まで留任することになったか､仏教関係におけるif任E.

でもあり､これは､ベ トナムでは仏教の信仰活動が､主に中年や高齢の女性によって坦わ

れていることによる｡

執行委員はこの他に一文イ坦 当･iEd･†担当､守点 く畑 係)担当､建設担当､歴史通称

担当などの鵬 を分担する｡

以上の15人の執行委郎 )他に-祭礼の食判乍りなどの実務を補佐する女性か､各生産隊か

ら一人ずつtif七名か運ばれる･これをbu=(toLruOng)と呼び･大会での選出の必要は

ないー

執行委ji会は､会員の先頭に立って活動を行い､管理 ･指導を行う忙しい任務である｡

しかし､会長と副会長に社から樹 として柳 ･支治される以外lま､手弁当で行われる｡ま

たどういう理由からかはわからか が･保発会の執行委員会がその活動を利用して私腔を

肥やした+iとという､線拠の無い伽 (立つことt)あり､よほどの使命感がないと続けられ

ない｡ このため､執行委員の任期を全うしたり､定則 5人を選出するのはなかなか胡難で

ぁる094-96年任期では､一人が家族の南部移住によって､二人が家庭の事情で途中で辞

め､別の者に代わった｡後者はおそらく､家族経済を支えるための退任であろう｡家計の

ために､家族全員が働かなければならない現在の状況では､無酌 ､らぬことである｡

96-9昨 任期では状況はさらに射 ヒしたように見える○苅田生産隊からは､男性の執行

委員を選ぶことができす､第六生産隊0)男性執行東員も･農業合作杜の生産隊長h灘任す

ることになった｡さらに王母のデンの守か退任して､後任を選ぶことかできず､執行委員

の男性がR任することに11った.貴意と自主性に支えられる､保寿会の大きな問題点であ

る.

11 保刃金の任務とHi.動

体寿会の本来の任掛 ま祖国戦投の一団体として､老人としての立瑞から共産党と国家の

政策を実行すること､または村政擬やむらぴとに実行するように点きかけることである

特に年長者として､烹朕の段掛 こなることか求められる｡96年の大会報告草案では､この

).7.に関して以下のように蛤はしている｡

)政狩と国号の主張 ･鈍鞍･政菜と創乍社の税約を実行Lて､民工 (親の一種､合作杜

の者参.剛 や子や孫の叩事故捗を実現するように動員する 土地を不法占有せず､子孫
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は聞き分けが良く､ヴィエムサーでは､緒カ ドや放当て賭博をやる老人は皆無､ある

いは少数で､早婚や｢夫多熟 まない｡しかし450人の五人のなかには､宝くじの胎をや

って多朝の借金を作り､子孫は兼直ではなく､安手を乱し､肩を飲みすぎて模範に欠け

る者もいる｡

GtI老人たち､人民､家庭内の随転を射 ヒする阻艶 :老人たちは高C ･尊良(Loblruong)

であり､模範的に団結し､匝接して従来からの兼務を遂行するにあたっては中心的な桂

であり､革命においては模範とILり､むらやゾンホ､安まのなかでは良き存在である (

以下､数行判琵不明)｡しかし､何人かの老人は (授範になることを)実現でさす､官

族を克ったりして､子孫に患い影書を与え､子孫もそれを真似して悪くなる｡

このように､保寿会の会aたちの年長者としての模範の役割は､報告草案か望めている

ように完全には果たされていない｡掛 こ｢夫多妻は､それが禁止された1945年以降も､19

50年代の土地改革期を除いて､舶絶できなかったようである｡筆者の知る限り､1940村 ℃

後半､60年代､70年代､90年代にそれぞれ側室(volE)を要った例かある｡これは､既に

合作社の r文化むら建設規約｣で述べたが､主要な理由は祖先集配を弘承する男子を生む

ためで､そのために側室を挙ることは､ヴィエムサーの地方政楓 こも郭実上黙認されてい

る｡側室を要る際に､通常の結婚式と同様の式が行われる場合もあることは､そのことを

物語る｡また､側室を要ることについてむらぴとが語る時に､ r正賓が見つけてきた ､

或いは ｢正妻の同意の下にJと語られることは､帆先祭だや家産の継承甘たる男子を生む

ことができなかった正妻にも､側篭を見つける､または容認する兼任が課されていること

のあらわれであろう

1.具体的活動

11心 らの ｢歴史遺跡 (ditichlichsu) なとの宗教施設の保存 .管凪 もら内外o)参

拝者の接客と､礼拝の手助けを行う

亨では､守の老人か昼夜当蔽して､接客､礼拝の手跡 ナにあたるCヴ7I'､- rvuaba

王母)のデンでも同様 デン･クン(DenC叩 -上岸Jg母､水晶公主､玉奮公主をだる

)では､保寿会の老婆たちが一生産隊ごとに二通問ずつ交代で当直し (-Elに一人)･礎

石や碇文の坂元､接客 (お茶､ヘテルを山う)､祈宙の手助け､御みくLを引いたり､銅

銭で神意を占ってやる また､男性の多少なりとも漢字を書ける老人もij直して成文を溌
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字で書いてやる 礼拝に必酢 鑑文など (これは参拝者に販売する)､茶やビンロウ樹の

乗キンマの簸 ガンビルなど､一日あたり､一万-千ドンから一万二千 ドン支出している

12吸礼の準や ･挙行｡194鮮 以前lま男性･掛 こ席次で四五と呼ばれる人々に､事や王母

のデン､テン.タンの射 Lの兼務の指揮か委ねられていた｡例えば･女神である王母のテ

ンの祭礼でt)､テンの中で神に解 しするのlま男性であり､女性はデンの外で′くクニン地方

特有の民謡であるクアンホを歌うだけであった｡テン.クンでも､だられている主要な神

は全て女神であるか､デンの前にある井戸を汝う行為は四生の男性の手に委ねられていた

ただし､寺に関する祭礼は女性によって組殺されていた)oL945年以臥 国家の男女平

等の方針の下､女性t)磁橿的に祭礼に関わるように11り､特に保寿会の執行委員会と組長

たちの役割は重要なものに11った｡

現在､ヴィエムサーの大きな集札は､以下の通りo

Q)正月十五El.寺の祭り

②二月五-七El｡ヴア･′く- (王母)神のデンの祭り｡L996年の総支出は250万 ドン｡

功徳で110万 ドンを帖い､合作牡が赤字分の140万 ドンを支出した｡

⑦三月三日bデン･クンで聖母(LhanhqlaU)の命日､井戸の汝深

④/ul六日～八日｡串の祭礼｡1996年は保ぷ会は70万 ドンの紫用を支出｡この祭礼P]tal

lpに功態が90万ドンあった｡一方､合作牡は450万 ドンを支出した｡

⑤九月二十五EI｡寺の射 し(20世だ初頭にむらの寺を再建した僧の命日)｡19弧年は史

用として､45万2,100ドンを支出し､保彩会か会貝からの寄付 (67万2.000ドン)と､

功徒 (6万8.000ドン)その他の収入から賄った｡

､61̂一晦tj(giaothua) 串で動土(dougLho)､デン･クン､王母のテンでも礼拝｡

以上の祭礼はむら内外からの参拝者を多くn:め､大かかりに行われる このうち,国家

の 居史追跡 に指定されている卒や王母のデンの祭礼にEqしては､合作社が襲用をfL坦

するか､それ以外は保力会が管用を負担する El足ltutuc) である

これ以外に､保ぷ会の執行委員会のみが参加する小規模の領礼かある｡

13捻りの葬式 老婆たちが､投石ととt)に r祈りの構 (catJkhan一長さ301はあろうか

18R-

という布に経文が省かれている)｣を敢上に栂げて葬列の先頭に立ち､一次韓地である載

症(叩hlatrang)まで先導する｡また､壁掛 こ当たっては 南夢阿弥陀 が何回か操り垂

される御詠歌を歌う｡

また97年2月から､葬列の低の前に､死省の遺影を称る龍磨(lo咽dinh)と呼ばれる′ト

型の熊を保寿会がA8人して､全長の葬式に用いられるようになった一

さらに､保寿会は遺族と相漠して､聯 時間 ･野 Jの出発時間を決める｡1996年8月の

保寿会大会では､国家､省レベルの規定である､死後24時間内埋葬の弾力的運上的､決定さ

れた｡もちろんこれは村長､合作祉管理鹿のTJi前の同志の下に行われたことは明白である

が､それにしても､保寿会かむらの規約に関する一定の決定鳥を持っている｡また､会見

が死亡した場合にはチュオン(chuong)と呼ばれる放i･磨り､線香､ビンロウ樹の実とキン

マの井を持っていく｡これらは6万 ドンに細当する.但し､この弔問のためのセ用が､当

初の会見によって作られた基金よりも高塀になり､追加の寄付5,000ドンを数回に渡って

袋めた｡しかし､寄付に応じない会員が1996年の段階で1人いたというC大会報'L=耳案は

このことについて r説得にも関わらず､悲しむべきことである｣と縫括した｡ただし､寄

付に応じない会Bの名前は､大全の垢で名指しされることはなかった｡

州社会改発O病気 ･困鰍 こ遭遇した会見や､烈士 ･俗病兵への見舞い､換肋

(亘)病気の会員に第-回Elの見舛いで05kgから1kgの砂糖を勝る｡第二回Ejの見料 ､

には0.5kgの砂地を勝るQまた､常に老人会々月や人民に恥じ､を払い､突然丑網や飢え

に見弄われた人がいたら､すみやかに合作社と生産隊長に報告することにした

②障害があるこどt)の家庭の援助､非常に閤集な変庭の援助

③6万ドンを集めて､烈士と傷兵の6世常に一万ドンずつ勝る ｢l機 (いれh叩hlaJ

を行った｡

④旧正月の寿の掛 ､に､辛に先ま-･'てお茄子を食べ､お茶を飲み､寿の掛 ､(EXL65

70､75､80歳とそれ以上の者)に記念品を贈呈.記念品はl㈱ 年の旧正月はタオル (一

本3.000ドンX168枚-計55万 ドン)､t997年は ヴィエムサ-村高齢者会｣と各人の

名,年齢の入った小さな劫く5,000ドン×59枚)､50歳と55歳の者にはタ*Jレ(2･200ド

ン×39枚)ーさらに執行委Å会にも一枚3.500ドンのタオルか足られた.

魯収寿会の基金から､生産や家畜飼育､困姓を抱えた家庭など､必軌 人に月400の

札良で散発する｡利息は社会政萩対象 順 病兵､烈士の家族)に対しては考慮する, 二
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の彩度 は国家の提唱する茸緋 誠(g1ungheo)政熟 こ合致するものである｡

15)偲 史並 軌 などの宗故施設への投姿･- などの公共串其

①亭 1992年にスウl デンの文化援助乙000ドルとぺけ ム文イ緒 の援臥 むら内

外の寄付で事を修築し･文化省の 憧 史並軌 の認定証を迎える良式を行った｡その際

棚 行列であるズオブクを行った 重要な事の糾 Lでの鉄式であるテー (漢字で 胤

)のための湖 R25乱 大桑のための衣齢 3乱 日除け*10本､臥 チュオンなとをA一入

した｡

②王母のデン｡太鼓 神臥 俊を安正する四つのガラス･ケ-ス､乱 急乱 果物を

供える底部か掛 ､盆を肪入した｡弧年2月には･ある夫妻か;轍 の鎖?を寄付し･お披

礁EI(1elrinh)の礼と併せて､75万 ドン相当の寄付かあった｡また別の大別 鏑封の二

羽のtBの俊を智付した｡

③私 15万 ドンの花瓶の寄付 (1人)｡45万 ドンと (二体の俊とお披霞目の礼)で45

万 ドン､約 0万 ドンの寄付 (1人)｡また､小規模の修繕や大盆(TLan)などの購入に37

万ドン.さらに果樹も植えた○デン･クンと合わせて46本､ほとんどは魚眼である｡外

噂も建設したO寺には寺田か4サオあり､入札にかけて耕作させるo入札代金として､

一務ごとにサオ当たり軌00k8を保貯金に納めさせる｡これは革命前の寺田 (当時は6

サオ)を復活させたものである｡

④デン･クン｡L99畔 に312003･500万 ドンをかけて､本臥 接客所､祈願のための

香炉を納める建物を建て､上岸里臥 水晶公王､玉容公立の像やガラスケースもPl入し

たd世用は主に功櫨であろ｡以前lま5万 ドン以上を功徳した人､現在は10万ドン以上功

雀した人の名を恥 こ則んでいる｡現帥 】益の性格か掛 ,聖母信仰は､むら内外から多く

の参拝者を艶め､功徳の軌 旭 常の月には34-35万 ドン､半月から一月で100-150万 ド

ンにものはるという デン･クンのih.A-にあたって､合作杜は煉瓦と木材のみを援助し

た`

また.境内の地面と､境内にある井p (宗必的に･L鯉 の対象であり､むらぴとに対す

る飲料水を提供する)の捜し､をコンクリ-トで扱うことについてのfT用は150万 ドンで

あった 境内の緑化は199496年以降も推挽して行われているOまた､井戸の汝淋 こか

かるfF用 ボン7のリ ス代､操作技師の日当Hiとは､全て保寿会か負担している(

1996年は台姐があったので､三月三E3のデン･クンの祭礼以外にさらに二回の綾藻を行
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った｡また欄7年の祭礼前に､接客所与もう一軒増築し､門前の逝塙を篇装した｡この

丘用も約-千万 ドンかかったという

⑤安置所(nhalane)｡むらの見習でlま､むらの外部で死亡した者 (#錠での死亡､事

故死など)の遭体をむらに入れない√従って7ン･ヴィェン(phun8VleDg.むらぴと

が死者の家族を訪れて死者に敬舌をあらわし､遺族と悲しみを分かち合い､供物を鰍 f

ること)は､むらの入口にある安定所で行われる 従来､四本の石柱に屋椴を&せただ

けの簡素な建物だったか､1珊 年にスラブ穿てに代わった｡この際､併接する竿控の壁

も建設した｡費用930万 ドンは保寿会が支出し､さらに保方会員らによる労伽科 b)(≡

日間に渡って､午後に行われた｡

⑥寺の倍 (寺を再建した高札 1920年代半ばに死去)を記念する仏塔の建設 it設鞍

材購入費など､保発会が260万 ドン支出｡合作社は煉瓦一万個を援助｡

⑦その他､植臥 コンクリ トの住､道路の舗装で120万ドンを支出した｡

(6)財政事業

(D前述した低利での融ff｡

②保寿会執行委は儲導(】anlldaoニ合作祉管理臥 村長､覚書吉己)の同意を得て､臼

転車修理屋､お茶屋､物記りに一カ月三万ドンで安正所を貸し､四半胤ごとに徴収す

る｡

(71その他

社とともに､二年間に二回に凍って600Jiトンを拡め､ r指示を30万トン凪過 した

111 町有

主要な財源は､むらの宗教施設に対して､むら内外の参拝者か行う功始である,特に､

現世利益的な空母信仰のデンであるテン･クンでは､月30万トン以上､多いときは､r一月て

100万 ドンを越えることもある こうした切光背薮lこ虚まれていることはむらの建設に有

利11条件を作りだしている 各宗救施設=とに､功徳符があり､致カ月に-臥 或いは祭

礼ごとに執行委員か回収して､会計に渡寸 会計は1ドンに至るまで計辞して､執行苛且

に領収書を渡し.厳格に管理している.
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さらに葬式に関しての功立や､宗梯 没の装飾品､署などの現物による功乱 寺田から

の収乱 安邑所の宜賃料､保力会益金からの血筋の利息があり､放額で年間2.400-2･500

万 ドンにのはり､前述のような年一千月 ドン規模の建設事業を可能にしている｡

rv.具体的活動の事例

臭休的活動の事例として)排 年11月4Elから5El(旧居九月二十四一二十五日)に行わ

れた､寺僧の孟祭を挙げておこう｡この倍は前述したように､高僧であり､荒れ果ててい

た炎会社の寺を再興したことで､凝在もむらぴと (略に老人)の敬恵を集めており､1920

年代頃亡くなった｡最近に11って保fl会が260万 ドンを､合作社が煉瓦一万個を拠出して

僧を言己念する塔を建てたことはすでに述べた｡

lI月1日の午後2時頃から､保寿会の執行垂良会が､寺の後ろにある建物で､具体的な

相談や準偏を始めた｡今年の祝宴に出すごちそうは､むらぴと用に45マム (大盆｡lマム

4人とすれば180人分)､むらの外からの来客用に25マム (同じく100人)が予定されて

いるとのことであった｡

午後3時､バクニン市内にあるダイタイン (大城)寺から､ハ′(ック省 (当時)の仏教

会堤である､釈徳森和尚 (68才)が､L9才の若い僧を連れてやってきた｡

本日の和尚の来訪の目的は､43人のむらぴとの女性が T柿仏(句uyphat)｣ (仏教に帰依

すること)し､ r号lを正式につけてもらう儀式を行うことである｡ただし､各人の r号

.は､和尚かつけるので11く､むらのタイクン (祈i3師)であり､同時に93位最高齢古で

ある具上の役を勤めるミィ竜によって､予め用点されていた｡帰仏するのは､50歳を迎え

ようとする女性が多く､この l号.は､死ねばそのまま液名に11る｡

寺の本韓の祭吐 くヴィェムサーではこれを 三宝(lazlbao)｣と呼んでいる)の前で､

q上 ミィ氏と､保克会長,( 民地3人の保発会執行委且が､二人の僧を迎えたC

女性執行委ilのルンさんは､クオックグーでLTかれた13人の本名と､ 号｣を読み上げ

ると､ft]尚はそれを次々と蔑了で､&色い紙に苫き入れていく｡

午't%3時30分から二人の僧と､貝上か戟杓の前に座り読経を始めた｡女性たちは､手に

手に線香を持って､読姓する三人の後ろに座り､時々屯らされる鐘を合図に頭を下げる｡

読経か終わると､和樹ま三又 (殺生､並み､梓欲)､四文 (唖をつくことなど)三宝 ･三

先〉(仏 ･法･僧について)1- 1J.とについて､鈍放した.そLて､仏に頼放した各弟子の

なすべきこととして､iiしき古を軽蔑せず､寺を守り､朝晩 r南無阿弥陀仏｣をIBえるこ
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となどを挙げた (残念ながら､筆者のuuき取り能力と仏教に対する知Ztの欠如のため､こ

れ以上の高度な内容については､理解できなかった)｡会長は技で払亡､にメモを破ってい

た｡

午後5時頃記法は終わり､A]尚らは本年が集られている寺の後ろの建物 摘 僧の如 く安

荘されている)に適され､保寿会長､見上らとともに､食事をした｡その間､珠の鍵屋で

は執行委員や軌良たちが､明日の宴会の食事の準掛 こ取りかかっていた｡筆者が少々暮い

たのは､食事中に､明日のごちそうに供される豚一頭(106kg)が､生きたまま良い掛二足

を縛られてー担がれて運び込まれてきたことであった (さすがに副会長の老女は､和尚の

顔を見て､ r申し訳ありません｣という表情をしたが)｡和6](淵IHこ気にとめる風もなか

った｡食事が終わると､保森会長が35万 ドンとバナナ一房､もち米のオアン (供え物の一

種)を渡したが､和掛まそのうち5万 ドンを､むらの寺に対して r功徳｣した.,

その間に､カウ7両を挟んで北仙 こあるヒニップホ7(HteT)‖oa)県のむらから､女性たち

がやってきた｡12キロのjfi-のりを4時間かけて捗いてきたのだという｡この後､やはりカ

ウ河の北8tIにあるヴィエ yトイエン(VlelYen)爪のむbからもⅠ2人の老婆がやってきた｡

73歳を頑に､-人 (55歳)を除いて､皆60170代であり､今俊はヴィェムサ の寺に泊ま

るのだという｡彼女たちとヴィエムサーの老女たちは､お互いにク7ンホ民謡を歌って､

楽しんだ｡このように､祭礼の夜､平やデン､寺､或いは個人の家に非まって､クアンホ

民謡を客と掛け合いで軟いあったりして､もてなすのがヴィエムサ の見習である.

午後8時近くになって､バ ドン (皐丑-女性の霊媒)でもある女性が､彼女の投石弟

千 (蛋煤や祈弓師に栂萩部を撞いてbらったり､ベ トナム固有の女神である聖母信仰に箱

依する時に導いてもらうことを､浪呑舟子[coohuoJtgdetu]になるという)らしさ女性

を連れて寺にやってきて､議壬圭を始めた｡この′く-ドンは､保寿会の執行委月ではIiいが

むらの祭礼でしばしは女性の読蛙役を務めることかある｡サイゴン政権l与代の南ベトナム

で出版されたクオックグーの捉文を持っていて､それを詠むのである｡次から次へと､あ

りとあらゆる神の名 (仏救だけで11く､玉皇上帝なども含む)と､ 鳩 無西方塩交大世界

大慈大悲阿弥陀仏｣を唱えながら､謎陸は延々2時Rilにt'及んど.合作杜の放送局の技師

がや.I,て来て､マイクロホンとスピーカーを設置していったので､彼女の詔至は大音丑で

むらじサうに響きわたる｡tl'

その2時間のうちに､さきはど寺の境内に担ぎこまれた豚は,新来姫の悲屯をあげて解

体され､バ-ドンが品性している寺の墜-鯛 てた中庭の石Ltはflっ赤に染まるか､この

-193



辺のところは､誰も全く気にとめている様子はない｡庫樫では･大男が書にかけられて殺

気を上げている｡執行委員と親長たちは家族の手伝いも得て､内を切りわけたり･払拭を

持ち込んで､ベ トナム且のハムである./ を作っているQ作り方Iilまず朗 に豚肉とヌ

ォックマム (爪uOCqAL-魚甘)を｢掛 こ入れてすり身にするOその後､すり身を豚の血の

入った洗面器に入れ､塩と味の素､腹の内jEを入れてかきまぜ､′け ナの票で巻いてから

点るのである｡点る時間は線香一本か堆え尽きるまでである｡庫理の性の隙間に､線香か

差し込まれて時計かわりになる｡こうした準仔は床夜 1時すぎにJ=うやく終わり､最後に

豚の肝と血の入ったお粥をみんIJ.'ですすって､人々はま路についた｡

翌日は̂ 一雨であった｡朝7時3051に､筆か く前夜泊めてくれた執行委且とともに､寺に

行くと､女性の執行委員はもうやって来ていて､ごちそう作りを始めていた.

この日は､僧は訪れることなく､朝9時少し前から､ ｢三宝｣の前で､具上が r討沸科

Jという経を読みはしめた｡寺には次から次へと女性がやってさて､拝んでいく｡仏像だ

けでなく､ベトナムの寺の守り神である､亀厨 (duechUa-この ｢厨｣という字はチュノ

ムで T寺｣の意味である)という巨大な神像にも供え物をしていく｡

これは､′くンコアン(bankhoan)という風習で､子供 (樽に男子)の髄やかな成長を祈

って､寺や女神に子供を売る.Jt文を着くのである｡通常は､3､4歳から13､14歳位まで

の間､寺や女神に ｢JFを売りl､その後 ｢71い戻す｣のであるが､ヴィエムサ-では､当

の息子が20歳を過ぎ､結婚して子ができても､毎年寺に ｢売りつづける｣朝もいるほどで

ある.またバンコアンをする日は､ヴィェムサ-では特に決まっていないが､寺の観封や

やはり寺に安置されている r母(nu) (または仏婆扱者とも)と呼ばれる女神にう3･られ

ることが多いので､寺僧の命Flや､正月十五Elの寺の祭礼の時が多いようである｡その際

女性の保寿会執行委員や､こうした信仰に詳しいパードンが､片面に石灰を塗った二枚の

銅銭で r院隈を占 い､神意を判断してやる｡ヴィェムサーでは適常､聞き届けられる (

すなわち､一枚は石灰の篭った面が出て､i)う一枚は石灰を塗らない面か出ること)まで

行わわる.また､′くンコ7ンのために直接寺にやって来るのIL はぼ例外なく女性のみで

あり､男性の姿は見かけなかった(ヴィェムサ-では､その際の供え物は､操番一包みと

ビンロr?樹の実､キンマの更であり､東成(1998)の調査村である-ノイ郊外のむらのよう

に､肉が供えられることはない..揺さ先の†帆 から､生膏のあるヴィエムサ に rJFを売

りにJ来る人もいる

こうして､人々は与を訪れ 仏性や神任のひとつひとつに線香を供えて回る 寺の健全

194

てに鼻番を供えもわると､今度lま後ろの仕掛 こ行って､本Ejの忌祭の寺僧の俊や､仏峯他

者の軌 こt)線香を供える｡

具上は本尊の前で経を詠みおわると､後ろの珪軌 こ行き､寺僧の俊の前で接を詠んだ

ちJ=うど午前1順 であった｡鑑文は r迎師開定科 書棚皇祖奉科｣などである この間も

執行委員と細長は､ごちそうの準侍を進め､必要11時には接客をした.見上が寺僧俊の前

での読経を終えると､既に昼であり､宴会が始まった｡しかし､折からの人両で村外から

の賓は､ほとんどいなかった｡

宴会が終わると､具上､専守､老婆たちは寺に戻り､衆生(chu叱 Smh)(-だる.5-のい

ない孤弟[cohon]のこと)に供える､粥､らくがん､バナナ､ビンロウ崩､キンマ､もち

米のオアン､鑑で作った衣装､靴､相子などを寺内に広げ､衆生を r招いてJ祈った｡衆

4=.は､だってくれる者がいないので､むらの中を俳宿して､豚や鶏を食べたりすると恐れ

られており､こうしたむらの象礼から､個人の蒙における祖先祭だ儀礼に至るまで､最後

は必ず衆生儀礼で締めくくられる｡紙で作られた冥器は､寺の中庭で燃やされて､衆生た

ちに贈られ､老婆たちはお粥を食べ､その他の食物は ｢禄｣として分配される｡こうして

全ての儀礼が終わると､午後3時近くになっていた｡

執行委員と組長は後片付けをして､経常の収支をチェックする｡会員224人が3.000ト

ンずつ寄付し､その他 r功軌 などを含めて､83万8,000ドンか災められ､その中から45

万2.100ドンが支出され､残りは保力会の益金に換り入れられる｡寺僧の忌缶にLMしては

合作社からの援助は一切なかった｡

保方会の活動を牧泰していて強く轟ずるのは､その組接性と､執行委員､軌11らのrl発

性であるDまた､公共弔浬への投資や､労軸奉仕によるインフラ建設には rむらの皆のた

めに｣という意義が表れている.

第二街 丁仏教会

｢仏教会｣とは､むちびとと掛 (便宜的につけたものである ベトナムでは､仏故の

信仰商動は女性によって担われているL50歳か近づくと女性の多くは､仏教に錯依 (r帰

仏[quyphat]J)し､寺で依礼を行い､ 号 (-威名)を付けてもらう M 'はむらの

寺ごとの ~富者帳 に記載される｡こうして仏教に帰依した女性たちか､寺の黙礼†中心

的な役割を果たす 男性は寺の守を除いて祭礼にははとんと幽わることはないし､日常的

に寺に拝みに訪れることもまれである これらの仏教に関わる女性たちl三･実質的に保ji
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会と重なっているか､仏教の信仰清軌 ま保寿会の活動と徽抄にずれる｡ファン ケ̀~.ど

ンは(PhanKebinhI990r1915]=181)鳩 婆会 (hoIChuba) と呼んでいるが､ヴィェ

ムサーではこの語は使われてい11い｡では何とよぷのかという､筆者の問いに r仏教会｣

という答えか返ってきたのだか､この名称でふだんから活動しているわけではない｡また

前節で述べた僧侶の姐焦する ベ トナム仏救会Jとは･別の姐麻である｡そこで以下の記

述では､この女性の仏教信仰雌 をカツコ付きで 仏教会｣と呼ぶことにする｡

ヴィエムサ の r仏汝会Jの主な活動は∴ 1)前述した全点の葬式で､老婆たちが注文が

ぎかれた長い布を東上に称 fて 祈りの横Jを作り､財 Jの先導をすること､②寺の集り

(正月 卜五日.前述の寺何の命Elとは別)を岨枚すること､③寺で行われる死者の49日儀

礼を遺族とともに主催すること.49日儀礼は､故人の自宅で営まれる場合と､寺で行われ

る場合があるが､故人か女性の壌合､寺で富まれることが多い｡またその場合､故人の女

性適族と,むらの r仏教会｣の老婆たちのみが参列し､タイクンと専守以外の男性が参加

することはfiL､｡④毎月一日と十五日にー寺に典まって祈持することB

第 1号でも述べたように､1945年以前は､老婆たちが 1ハオずつ拠出して､5人のタイ

クンや遺族とともに､この依礼を行っていたという｡つまり､むらが遺族とともに､死者

の魂を送っていたことになり､革命以前の炎舎牡における ｢公共｣的億域の一側面であっ

たと言える｡

嵐在でも､衆生に供える粥を作る米2kgと紙で作られた冥器 (死者があの世で使うため

の劫瓜や靴､テレビなど)だけを遺族が用蘇するという.線香などその他の供え物は､ r

仏教会｣が用意することになる｡

1996年7月ZlElは､ゴ ･ティ.ティエン (呉氏嬢)の49日 (r親族 の章で紹介した

葬式の事例参照)であった｡

朝7時40分､具上でもあるタイクンのミィ毛か､寺内の 三宝 に向かって左手にある

伝 (供養を条件に寺や辛にEE棚 などを寄付すること)をした人々の俊と位牌の前で､ 祖

師牌定科Jを読みはしめ､白いTfJを巻いた親族はいっせいに泣きはじめた｡いつものこと

だが､こういう墳合､タイクンは一重の蛙を遡して読むのではなく､何巻かの経文や硫文

をとっかえひ一かえ､必要な所だけ読んでいく.后の俊の前には､卓が置かれ､その上に

輯台に立てられた赤い簸輯二本､-ナナ､もち米のオアン､鞍石鉢､ 菜教加持奉行法事

盈fJ とutかれた範色い人さli枕か立てられる｡これを 操 と呼び､封筒の役割を果た
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す｡つまり､この中にあの世への通行証の役割を果たす碇文を入れるら

また､寺の床にはマムがひとつ鼠かれ その上に冥若 く菅笠､衣服､サンダル､批旺な

ど)が供えられている｡さらに,七恥､勘 噂 の梯に莞をつけたまま立てられており､そこ

:､二:;I:::こL:､うーミ.I,:∴ これ:i:.::Al.'btq.!l与こ て::I.ニ丁.㍗:一三L:::てILl:r::::..～:

九をファン(phan)と呼び､死者のむ tよりつくのだという｡ また､床には水が入った三

つの杯と､ジャックフルーツの責を串にさして､ちJ.うど杓のような形にしたものが.や

はり三つ置かれている｡

白い巾をした親族 (約30人) J̀'は､誌性の問泣いているが､そのうち泣かないように

江森される0-万､巾をしていない老婆は搬 ではなく r仏教会｣良として､抄 JLてい

ると考えられるが､これが約20人いる｡専守は今日の儀礼の目的を r迎亡(ruocvong)J

だと説明してくれた｡

8時10分､タイクンが ｢三宝jの前に移動する｡クオックグ-の弔文をこ聯 読むが､

一つは老人専用の､もう一つは婦人専用の弔文であるとの題名がついている｡これらの弔

文はいずれも､本をコピー横で世等したもので､死者祭だの領域にも技術革新の印 が及

んでいることが興味深い｡

弔文の後､タイクンは再び軽文を読みはじめる｡この時､巾をした親族の女性たちは､

后の俊の前で泣き､巾をしていない r仏教会｣良として参加している人々は､ r三宝Jの

前でタイタンの経に合わせて拝むという､分任が見られる｡ただし､故人の嫁と共の娘は

后の前でなく､タイクンが軽を読む峡にひかえている｡

肴文は二度類用意され､読みおわると 奉行蔑事臣詮｣と沓かれた l封Jに入れられt

r三宝｣の蟻で燃され,あの世に送られる｡

それが終わると､再びタイクンは后食前に移動L､線香鉢の前で手に持った攻番を､('

るぐると回す｡ r聖化｣しているものと考えられるCそれから r召豊科Jという経を滋み

はじめ､親族の女性たちに泣くように促す｡タイタンは生妻の糞を杯に入った水に浸して

振り回しながら､祈るよう11動作をする｡こ集荷を番いているのであろう｡良男の嫁が､頻

で作られた杓を使って､水を杯から杯に移す動作をする. 仏叔会Jの女性たちか誌捷す

る｡それが終わると､部族が冥器を寺外に持ち出して法やしたb

前節の寺僧の忌E]前夜に､品性をした′く-ドンが后の前で､タイクンに代わって読経を

始める｡タイクンはこの時､笥者に向かって l望攻は今やって来て.それを滞めるために
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経を読むのた と説明してくれた,

再び､タイタンは r三宝｣の前に移れして､表文の軍写本の桂を軌 ｡その後･羨文の

コピー本を持ち出し､ 文王呉氏並 と呼ぶと､3･イクンの曲にひかえていた進の長男の

授か､ rlまい(da)Jと答える｡タイクンの読む経は･ r(前略)雨足等坂依法#欲､寺坂

依僧衆中寺一転依沸不落地臥 坂依法不苗放免､坂依僧不落畜生 (後略)Jとあり･俳 ･

汝 ･軌 こ頼って､死者の安辛を祈るものであることかわかる｡

タイクンは更に ･召重科俵 を読み､老婆たちか和詠歌を歌い､.I-ドンが r阿軸雌

を蒜も.この頃には栽族lま三々五 掠々っていく｡Il時30*には親族はlまとんどい11くな

る さらにタイクンとバ ドンか蛙を臥 ′で､それからタイタンが r呪食軌 を読んで亡

淫を食事に招く｡鼓っていた致少ない乱族が泣く｡

Bt後に r都 子証Jが入った r乱 が燃され･死者の魂は･あの世に舟っていった｡そし

て絡めくくりは衆生儀礼である.粥が ｢三宝｣の前に･鏡に入れられて準備され､ r本日

各官の皆様をお招きしました.贈り物は少ないですが･心は多いです(qualL･longnhle

u)｡むらの民が舶 経 増し､平安を分かち合うようにお掛 ､致します｡どうか､ (贈り物

香)受け収ってお掠りください｣との口上が述べられるo

このように49日射 いま死者の進族と､むらの r仏教会Jか共同で死者の魂を送る儀礼で

ぁることがわかる｡はじめの就姪の町こ､rr]をした親族は泣くが､ r仏教会｣艮Il泣かな

いこと,最後の衆生儀礼の抑 こ､巾をした親族のほとんどが帰ることなどから､両者には

役宵扮伽 {ある｡振り返しになるが､この老婆たちによる ｢仏教会｣は保発会の女性金男

と蚤なるか､その活動は､男性が参加しないことから､保寿会の活動と甘抄にずれる｡し

かし､保発会と同じように､むらぴと (この併合は掛 こ死者と､その遺族)に奉仕するも

のである｡

さて､楯 では保発会に焦点を戻し､合作杜と保寿会かとbIこ､むらぴとに奉仕するこ

とを目的としなから､両者の方針か必すLも一致せず､緊張状憩が生まれたことや･その

解決について述べる｡

第二節 付ぷ会と合作杜の緊張状態とその解決

既に述べてきたように､ryイエムサ 広兼合作社は､祉rlによる入札代金をその道宮野

金としているが､それが不足しているために､必要なインフラ建設や社会政道の-執 二･
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着手することができず､保冶金が自己の財源で捕っている (具体的には宗教抵没の庄設や

むらの授化､環頃保全など)｡このように合作牡と保寿会は相互に依存しなから.むらの

建設をすすめているわけであるが､両者の考えは常に-致しているわけではなか っ た.

輸 iそのことに最初に如 ､ついたのは､1996*旧暦三月三日にテン･クンで行われた

聖母神の命日の祭礼であった｡

デン･クンの境内には､むらぴとに政科水を提供している井戸があって､集札の時にそ

れを汝漠して､内壁をきれいにするのか重要な宗故的行事であるとともに､環境保全にb

liっている｡汝藻のためには､芯動式ポノブで水を汲みあげなければならず､そのポンプ

と操作は有料で人を雇わなければならない｡ところが､現在合作杜が祭礼に金鉄を支出す

るのは､国家の r歴史遺跡｣に認定されている革と､クアンホ民顎の祖と言われているヴ

7-,I- (王母)神のデンの祭礼の二つだけで､あとは保寿会が､主に会月からの寄付と

むら内外から参拝に来る人々による r功'di｣でまかなっていた｡テン･クンの祭礼費用､

ポンプ珪賃料とその操作者､境内の坂かけをした人々や放送局技師へのEI当､そして恐ら

く接客のために衣装を着て歌ったク7ンホ団員､井戸の内壁清掃を担当した共産主畿廿年

団員への何らかの手当て (現金か食事か)は.保寿会が支出した｡

ところが､保寿会見の一部には､合作杜が保寿会に非協力的であると映ったようであっ

たO祭礼の当日､筆者が串の梯子を鬼にいくと､亭守のイー老とその友人の老人政人がい

たC竺者がしばらくそこで話し込んでいると､専守の老人がやってきた｡はっきりとはun

き破れなかったが､彼は位債した様子で r昔は井戸の汝さ勤ま､四盤かちゃ/L'とやったもん

だ｣と言った｡J945年の革命以前には､亭内の席次で四軌 こ位置する人々か､祭礼の'R務

を取り仕切っていた一また､井戸の汝萩も彼らの仕可iであった｡被は革命前の田立は､現

iEの r地方政権J指導者 (すなわち合作社管理姓と村長)に相当すると考えており､その

の四泰に比べて､今の合作社管理椎や村長が祭礼の挙行に軌亡､でないと批判しているので

あった｡

さらに､この日の昼の宴会には､合作杜陣取ま招待されたにもかかわらず姿を見せず･

村長一人が保寿会執行委員会の老人たちとマムを囲んだ｡

そこでは､これからの祭礼のありかたについて､合作杜幹部と保方会敏行萎月会とのrgl

に謡._34,があったことについて.再びトゥ.,ク村長 (兼党支部書記)と保力会長カ モの間

で話しあわれた｡またカー老は､ヴアIJく- (王母)神か′くク二ン地方一帯に伝わるク7

ンホ民謡の祖であるという伝承を､JGのクアンホ文化センター (毎年旧正月や､b月日3
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の国教こどもの8､10月 1日の固辞老人のElにク7ンホ民謡コンテストを主催する)が公

認してくれるように交渉中であるか､Jj:かなかうまくいかないとも･%った｡カー老Iまrだ

から私は､センタ の所長に言ったんだ｡我々は一党制定の国IJ･-のだから､見解をお互い

に r扶-(tho噌 nhat)JLllればならない､とね｣と言った｡カ-毛は､センターのお墨

付きを得ることで､ry7 A,(-神のデンへの参拝者が増え､むらが有名になり､それに伴

って T功徳 の胡b増えて,保方会の財政叢生が二大につながることを期待しているようだ

った｡しかし､村長はそれには横島的に賛成はせず､ただ rお祭りを r金儲け(kinhJoan

h漢字の~経g-の羨蛙音)Jにしてはならない と答えたのみだった (ベ トナム語の r

撞宮｣には､E)本語と同L=五味と､否定的ニュアンスの両方がある)也

合作杜と保発会の歓抄な不一教は､苛有るごとに明らかになった｡1挑 年の8月21Elに

行われた保寿会捻会に (96年の捨金は､二年に一度の役員改選を行う重要な年であった)

合作杜幹軌ま招待されたにもかかわらず r病気｣r多忙｣を理由に姿を見せず､村長だけ

か出席した｡村長は明らかに､両者の鰍 こ立つ詞並役を自らに課しているようだった｡

また､同年9月の串の祭礼は､草が国家の ｢歴史追跡｣に認定されているために､合作

杜も祭礼柴用を支出することになっていたが､朝がすくなかったため､輿に神位を載せて

行列するズオックを行うことができなかった｡また､合作杜管理下にあるクアンホ尾51団

を､接客のために動員して欲しいという保お金の申し出を､合作社は拒否した.

さらに96年は台風や大雨があり､水か萌ったので井戸を前述のテンの祭礼を含めて､三

回汝淋しなければならなかったが､合作杜は一切費用を出さなかった｡台風後の漁港の前

El､保寿会の副会長ヴオン婆か.合作杜主任宅に r明日の汝藻の許可.Jを求めに来たとき

の主任の答えは rどうぞJという一言だけで､その掛 こ偶然いた筆者が聞いた印象では､

けして暖かい貫阻気のものでもー合作牡の力及ばず申し訳ないといったものでなかった｡

このように､合作杜管甥淡と保方会の不一致が生じる原因は､もちろん合作杜にfE金が

集いということが最大の理由なのだが､他にもいくつか原因があるようだO

①保有金の主な事菜である祭礼は､伝統的に (つまり革命前から)老人たらの仕事と考

えられており､20 40代の合作祉僻動 くそもそも的心をもっていないこと｡

⑳恥在の合作祉幹部かこどもの頃は､抗仏 .坑米戦の組 員体制を支えるためのた源節

約の批点からJ LB官を前てズオックを行うような糾 いま軌 L-されていた｡また､社会主義

的 r唯物論(buyvat) で､こうしたT,功 行為は r唯心i(duyLaJ)｣として､否定的に

扱うように教育をされてきたoこのような見方は､老人たちのLLt代と比べて､未だに若い
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世代に影書を及ぼしている｡ただし､それでlま､これらの若い世代が保分会の執行委月に

なった時･保発会の活動が鼓過するかといえば､けしてそうはならないだろう｡もし現在

の国家政策や･保寿会の財政基盤が現在の水準以下に低下することが無いかぎり､彼らな

りのやり方で､保寿会の遷宮を行っていくだろう｡1945年以前に､むらの祭礼などに関し

ての役割分担を及定していた年帥 棟的搬会は､未だに鼓存している｡すなわち､50歳の

保寿会入会年齢までは､彼ら若い幹部は無礼の挙行に本格的に関わる必要がないだけであ

り､現在はまだ､集札よりは､それに伴って行われるサッカー試合により興味かあるし､

サ-}カ-だけやっていることが許される｡しかし50畝 こなって保発会全称 こなり､さらに

執行委員にでも凄ばれればそうはいかず､祭礼挙行の責任を負わなければならない｡

③ある幹部が筆者に語ったことだが､ rおじいさん､おばあさんの世代は (十分な裁青

を受けることかできなかったので)その見ラ恥こは限界があり､保寿会の活動は (そうした

人たちによって担われているので) rE月給Jを欠いている｣という冷やかな見方か､若い

世代にはある｡確かに､92年から弧年の二期に渡って会長を努めたカー老は､革命前に致

年間学校教育を受けただけであり､あとは遊撃隊や合作杜幹部として､実務の中で見丑を

身につけてきただけといえば､そう首うこともできる｡しかし､カー老は96年の保発会 一̂

会報告草案をA4版の把に10放ページ分用意し､これは読むだけで二時riilかかる握の長さ

であり (大会前の執行委員会で､さすがに長すぎると半分に削られることになった)それ

だけのものを自分で準備できる知識､能力があることを証明している8

また ｢Eg結｣に関しては､確かに保発会大会や執行委月食では､延々と議論するたけで

何も決まらないという傾向はある｡大会中の出締着の私語は議長団から注意されるほどで

あり､議iの洗れを轍 した r意見発表Jもあるが､逆に言えばそれだけ自由に允L,Tでき

るわけでもあるQ

以上､二つのことから､筆者は前述の幹Sの意見には繋同でき1iい｡

④これもある幹私が語ったことだか､年蛤秩序か重視されるベ トナム村落社会では､&'

人を敬い､その意見に くたとえその場限りでも)従わねばならないという規範かある｡ま

た､老人と若者が同好すると､若者は所作に気をつけないと､老人の批判を受けることt)

ある｡つまり､老人は若者にとって 煙たい 存在なのである｡合作杜砕鉱が駄存会の招

待を断るのは､こうした理由のせいだと幹部は言う｡

このように､合作社と保寿会はともに､ 咽 は一人のために､一人は皆のため に 団

軌 して放拝を建設するという白ばでは一致し,相互に依存しあいなから､お互いの方針
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は必ずしも-敦したものではなく､合作杜の佃が､祭礼やむらの環境保全に協力しなかっ

たり､保寿会の要計や招待を斬ったりといった面か目についた｡

ところが､この間題は97年に入ると,笑顔転8tを迎えることになった｡すなわち､旧正

月に､省のクアンホ文化センタ か主催したクアンホ ･コンテス トで､わがヴィエムサー

クアンホ団が伸 したのである｡このことは､ベ トナム国営テレビの夕方7時のニュース

でも放送され､ヴィエムサ むらの名前は全国に知られることとなった｡このことが､ヴ

イエムサーむらの祭礼に変化をもたらしたのである｡

まず､97年の旧居二月五Elから七日に行われるヴ71バー神の祭礼は､クアンホ文化セ

ンタ とイエンフォン県､ホアロン社から挿助金をもらえることになった｡また祭礼の初

日には､ヴィェムサーの孝の前に特設ステージが設定され､他村からの参加者も交えて､

ク7ンホ民謡が歌われるコンサ トが開かれ､ベ トナム国営テレビをはじめ､新Ail記者な

とも取材に訪れ､多くの参拝者でデンや串はにぎわった｡96年と97年のヴア･′く-神の祭

礼の規操の違いは､姓的に丑用で比べることができる｡

1996年 総支出250万 ドン(うち功軌 10万 ドノ､合作杜支出140万 ドン)

1997年 稔支出1737万3200 ドン (うち功徳750万 ドン､クアンホ文化センター補助30万

ドン､イエンフォン県補助80万 ドン､ホ7ロン社補助100万 ドン､合作社支出

987万3200ドン)

コンテストで俊捗する前と後では､無礼の絵支出､功徳 (すなわち参拝者の布施)､合

作杜の支出とも約7倍になったのである｡

そして･この脹わいは､ヴ7･バ 神の祭礼にとどまらず､旧居三月三日 (すなわち､

前年､合作杜管理如 く保寿会の招待を断って､両者の間に緊張が生まれた)の聖母神の祭

礼のあり方をも変えることになった｡96年と同様､昼の安全はー寺の境内にある､寺僧の

俊 (本章第-15)Vを参臓)を安ELしている建物で行われた｡しかし､躯年が床に虚接マム

を温さ､lまとんど保原会月と村長､そして筆者だけの宴会であったのに比べ､97年には､

全部で20マム (Lマム4人としてL00人分)のごちそうが用表され 齢 こ座るのではlj:く

金属穀のこぎれいなテーブルが建物内に運び込まれ､-ノイから里借りした客たちを含め

プラスティック製の掩f-にすわって､郎 ii･したのである｡さらに､96年に招待を斬った

合作吐幹部t,･97年は主任をはじめ姿を見せ､保冶金現役執行季臥 粥年までの元執行委
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凸とともにテ-プルを転んだ｡

このようにーヴィェムサーの保刃金が中心となって活動するむらの祭礼は､クアンホ長

石コンテストに度点したことにより､上扱行政洗閑やマスコミ､非tB力的な面もあった合

作杜の支援を取り付けることかできたのであった｡集札の規操は拡大し､参拝客は増え､

むらのインフラ建設莞用として､保寿会の軸 となる r功竜｣の朝も増えた｡ヴィエムサ

ーの村落建設は､ r肌 の方向に活路を兄いだしつつあるというのか､苛者の31査抵丁

時点での状況であった｡

以上で､むら全体のレベルで ｢生存接待のG理｣を実現しようとしている､保方会につ

いての検討を終え､それよりも小さい兼用レベルでの生存維持を目指す､日本の r頼母子

講｣に相当するチョイホや同年会の活動に触れる｡

第四時 チョイホ(cholho)及び同年会

l チョイホ

チョイホは日本の r頼母子講｣に相当する組鞍であり､気の合った仲間とうLが､定期

的 (通常､年二回の収穫後)に籾や金を持ち寄り､必要度の高い者から棚番にこれを借り

ていく｡ヴィエムサーでは､借り手に返済の戎掛 まなく､次の持ち寄りの時に､他の成ii

と同じ額の､自分の持ち寄り分を拠出するだけという形式が一般的であるという｡とする

と､チヲイホの基金のような物が甜 されないことになる｡また､全ての成員が一回ずつ

借りて､一回りすると解散するのか普遍である｡或いはプールされた題金の管理をめぐっ

て問題が生じるのを避ける心理が働いているのかもしれない｡--eIを挙げる｡

(事例)グ工ン･ヴァン･タン(NguyenVanThamE)氏は､19%年に家屋を改築した○同

一監敷地内に二軒の家屋を祉て､一軒にはタン氏大事とその手､タン氏の南淡が､b

ぅ一軒 こタン氏の弟夫妻が住む｡それぞれの家屋は宅を分けている｡新築にかかった総

や用は3500万 ドンで､27002800万ドンは自己や金でまかない､残りの7800万 ドンを

借りた｡

タン氏は､幼いころからの遊び仲ru12人で構成される r同性会 (ho.dongliDIJ)｣ (

196?_-65年生まれと､年鰍 こか tあり､ 同年全jではない)に入っており･そQ)うら

の6人がチョイホをやっている｡タン氏の薮の改築にあた-て､チョイホの成員Ii､全
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部で軌 00kg(19万 ドン )8ドル相当)と豚肉50kg(50万ドン相当)を援助した｡

前述の同性会12人のうち､6人しかチョイホに参加できない｡なぜなら鼓りの6人は

経済的に rソン77ンでないJ (ソン77ンこ借金をJq限通りに返す､または割り勘の

蛋)からである｡しかしチョイホに参加しない6人も､捷上げ式の宴会には参加し､ま

た練上げ式に金 (きん)2チ- (100ドル相当)をJ*った｡

このような相互扶助のあり方は､成文化された奴約こそないものの､ r一人は皆のため

に､皆は一人のために｣という､Bi範によづいてiF宮されているDその意味では､良薬合

作杜､保有金､父系規族組鞍ゾンホ (./ンホの成文規約については r親族Jの章参照)と

同じ粗放原理でjF宮されていることになる｡こうしたチョイホは･経済的な互助姐轍であ

るが､同性会から､チョイホが形成されてきた提栓を見ればわかるように･もともとは親

しい感情､お互いを大切に思う r伯感(Linhcap)｣から発していることは明白であろうo

u'また､このよう11チョイホは､気の合った仲f-J]どうLで姐松されるだけでなく､同年

生まれの者たちで形成される r同年金｣でも行われるo

u 同年会

1945年以前の同年会は､訊 く特に父親)の年齢によって､成員の間に鮭しい序列があり

旧正月に会の宴会を準備する際にも､序列が~T;の者ほど､きつい仕車を割り当てられ､け

して平等な帆係ではなかった｡また相互扶助意識も､同年会ごとに差はあるものの､一般

に希薄で､同年会でチョイホが行われることはなかった｡

しかし現在の同年会には､滞命以前のような序列は見られず､男女一一括に組擁されてい

るが､その間の関係も平等である｡また､会員の問でチョイホが形成されることもある｡

(弔例1)1948年生まれの同年会は､全部で23人 くうち女性6人)で構成されている｡同

年生まれの全てが参加しているわけではない｡会は1987年 (つまり成員か数え40歳の時

)に桔成された｡一一年を,二務 (務とは収捜期のこと)に分け (I-5月､6 12月)

務ごとに5万ドンずつ持ち寄り (叛20kgでt)可)､計110万 ドンを必要な者一人が借り

る 一触 こ二人以上が借りることを申し出た壌合は､話し合いで譲り合い､くじ引きな

どはしない｡こうして､ 一年に二人ずつ､I2年半かけて全点が借りおわったらチョイホ

は解散する,また､策式 ･結婚式の際には､一人7000ドンずつ､計15万4000ドンを挽助
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する｡

(事例2)J973年生まれの男性のみ18人で捕成されている比較的若い伺年会は､務こと

に850kgを持ち寄る｡73年生まれの男性は全巻で35人いるか､気の合った仲間どうしの

プル-プがいくつもあるのでー同年だからといって､ひとつの会にまとまるわけではな

い｡

このように同年全といえどb､その基軌 ま､気の合う､合わ11いといった r情鐘 レベ

ルで括成や参加が左右されるのである｡またチョイホを行わ11い同年会の例では､

(事例3)1947年生まれの同年会は､以下のような活動を行う

①旧正月の二日に新年会を行う｡

②旧暦八月六日の亭の祭礼にお参りをすろ｡

③結婚式がある時は､男性会見が3万 ドン､女性会員が )万5千ド/を贈り､宴会に参

加(anco)する｡

信)会員の両親が病気の時は､見粁いにいき､砂糖とコンデンスミルクの缶を細る

⑤葬式のときは､同年会の名前で花輪 (2万5千 ドン相当)と果物 (雅式にはバjナ一

房を腔る見習かある)を肥る｡

⑥チョイホはやらないか､会員が経済的に朋♯な状況にある時､お金を任すことがある

｡無利子であり､状況によっては返済しなくてもよいこともある｡

が義務づけられている｡このように､同年会は r情感Jに基ついて桔成され､互助姐強

的性格を持つ｡

第五節 /川吉

以上 保寿会､チ｡イホ､同年会の活動を見てきたが､それらの遷宮を支える姐脚

は､崖藁合作杜fiとと同様に. r一人は柿のために､皆は一人のために というものであ

る｡保寿会がむら全休レベルの生存維持を回ろうとするのに対して･チョイホや同年会は

より小さなレベルの生存維持を目的としたものである.

さて､次章では患iとして､rlィエムサ の村落構造の変化と､組放尿理について芳名
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の見解を述べる｡

江)

I)このような説法は､筆者の朋いた限りで-ま､日本仏鼓のそれ (例えば r仏教辞如 (中

州妬 1989など)の説明とさほど変わらないようであった｡なおベ トナム北執ま大乗仏

政局である｡

2)射 Lや合作社大会､保発会捨金などは､スピーカ でむら中に放送される0

3櫛 4草 rie鼠 でも説明したが､この巾を巻く胡族の範囲は､億L教の儀礼書やことわざ

の範B]を超える｡このElも故人ティエンの亡夫の姉の子の委たち､すなわち第4章のEg14

に.J(されたグェン･′く一･イ の至などが巾を趣いていたのが印象的であったoイ-から

見ればティエンは T母の弟の&Jにあたり､喪に服さないことが 博 撮家礼Jに規定され

また､ことわざにもなっていることは､親族の帝で既に述べた｡

4)r情感(tinhcab)Jの定射 こついては､第 1董 r革命前のむら ′ト括参胤

第7葦 括毒

第6章までの議iに基づき､ウィLムサ むらを常例として､本主文の組 を提示する

具体的には､①20世だ初頭から現在までのベ トナム此S村落頼通の歴史的変化､②ベト

ナム北鉢社会の組簸原理の二点である

第一時 ベ トナム北部村落構造の歴史的変化(190719971

I 1945年以前

20世紀初頭から1945年までのヴィエムサー (炎舎)は以下のような構造的特徴を持って

いた｡

(Dむらの中には､耕地面積の25%ほどを所有し､これを丑任して小作料を得たり,農業

労働者に耕作させるごく少数の上層良民 (全世帯の4タ｡)と､これらの地主の土地を耕す

小作や農業労働､その他の貨労働に従事する､生存を維持するのがやっとの零細土地所有

者や土地無し屈､両者の問に位鑑する中点などの階層分化が存在した｡

このようなむらの成員問の不平等は､捷済的Ij:面にとどまらず､経済力を王政fi背鼻と

する地位のヒエラルキーにも見ることができた｡すなわち､むらの男性は､Jl,って我とい

う丑格を大金をはたいて幼いうちから1-1い,さらに措翌を行って姉文金に入って官且とな

り､串の祭礼に参加する権利を得ようとした く近､前文,宮且は本来の蒙昧を失い､むら

の文脈に読みかえられた) 城瞳神は rむら全体の歴史､智債､道徳,法のシンボルであ

ると同時に､共通の希望｣であり(Dao1985[】938:207)､ゆえにむらぴとは城隆神を軌 ､

その加護を信じた(ToanAnゎ1992[L9681:275)のである.串の祭礼に参加できないことは

｢社会の最下層｣と見なされた√

さらに官員の資格は､正副里長屯や書目､正占雌 の地位を手に入れてむらの中で鳥力を

振るう前提であった｡むら独自の巌約である 特約Jには､地位の細等･上昇ごとの輯翌

に関する義務が詳鰍 こ規定されており､むらぴとの､地位のヒエラルキーに対する並々li

らぬI娘心を示している.

ただし､この地位のヒエラルキーは､炎含杜では通常言われるように串での庶次に去れ

るのではなく､席次は串の守りを除いて､年齢階梯秩序によって決定されていた そして

席次の高い高齢者の中からは苦役が遺出され､官軍の応接､兵丁選出の名詩作り､会合･
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公事への参加なとの牡桝 ､事務づけちれていた.また四軌 まか Lの実務を破りしきったく

このような年齢階脚 lま､むらの正式な或良であれは･庶次は年齢を重ねるごとに上昇し

年齢 (席次)に見合った公田の分絵を受けたり､祭礼実務を取りしきる四五を削 )ること

ができ､基本的には誰でb､前述したような点者を持つ者役に選出される権利を持つこと

ができるという舌味で､平等性を持つt>のであった｡このように､むらの権力l雌 済力を

立郎 曹長とした地如 )ヒエラル手 と､平等主義的な年齢階梯秩序の併存により尉 寺さ

れていた-

さらに正副里長､蓄EL 正i雌 11とは輔表の両取やインドのカ-ストのように､世劫か

前以とriる (末成 198745-48;691761となる生得的な地位で-まなかった｡玩文達の族が

役宅者を多く出したといってt)､それはあくまで個人の努力 (買収ですらも)に負うとこ

ろが大きかった,粂合社は,*I萄中国にしばしば見られるような･有カリネ ジが村落を

ILご∴ :I:.:::: .ここ ∴∴ ∴ .7:,:∴∴ '1㌦ ∴∴ 恥 叶 ･.

胴金を肘瀕とする独白の財政を営んでいた.すなわち､むらは一定程度の自治を行ってい

た.その自治の内容には､ r公共の福祉｣的IitTらぴとの経済的 .社会的地位の如何巷間

ゎず弟月ほ れる､平等主脚 沌 側面があった○すなわち･むらの事や寺に財産 (耕地)杏

-iH寸した者､むらを益人から守るために命を苗とした者で子の13:い者に対しては､后田の

形でむらがその寮監に斉任をもった.このような家族 .親族の枠を超えた､むら全体によ

るむらぴとへの福祉の側面臥 葬式の輿のような､むちびとなら誰でb無料でアクセスで

きる公共財や､寺で老婆たちによって行われる49日依礼､公田分給にも見ることができる

ただし焚舎itには､スコット(Scott1976)が､モラル ･エコノミー論で絶民地化以前の

如繭アジアにおいて想定したような､むら全体にかかわる弔者救済蔵能は存在しなかった

公EB分給は､むらの正式な成且である成人男性だけに分治され､他の村落のように､黍

垢､孤児などの社会的弱者には分治されなかったし､災富や飢錘の時の 義倉｣もなかっ

た.,

しかし､むらぴとの間には経済的障朋差､地位の差がありなから､一方で集団的規範に

強く縛られ､相互に括ひつけられていた

]1.194-p-八月私余以降

以上のようなむらのあり/Jlil915年の/Ulqi命で 変した 1916年まで入相の儀式は扶
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ったが､席次は廃止され･亜ごとの地位の高低を表象していた高床も取り払われた`事の

祭礼は愉索化され､ズオックや事内での吏会､手UlRを書て行うテ-臥 1947年から行われ

なくなったO玩朝 ･植民地株制の行政制度内に位置づけられていた正副嬰､正..Fi雌 はもち

ろん･甲や亀､斯文金､先次版など､むらぴとの掛 こ社会的 ･政治的地位や経済的差異を

作りだす制度､役軌膿 止された｡公軌ま土地無し島民に康先約に分配され 50年代の′ト

作料引下げ連動や土地改革から､点兼合作杜による集団併作-と捷く社会主義化の為柁で

平等(tliDhdang)一 r衡平(caJ)do主) か追及されることになる｡

1955*からヴィエムサーでは土地車馬が始まり､むらぴとは階扱という新たな牧点から

分断され､一時期1945年以前のヒエラルキーか逆転し､Ⅰ945年以前には､むらの政治的推

力の座につくことかできなかった貧農､庖良､リテラシーに欠ける人々か能力を糧った

しかLJ959年農薬合作社が成立して､富の指e-である耕地が私有でなくなったとことで

むちびとの意識にも変化が起こり､階級による分断は､むらの内部では益本的に解消され

た｡農業合作社は､iR団圭糾乍制度の下で､社員の労働を労働点数で評価し､その点数に応

じて樹 を与えるものであったが､正当な理由で労働点数が足りず､困宕した者には､食

料を安価でを販売する制度があった｡ここにおいて､合作杜-むらという共同体今体のレ

ベルで T生存維持の倫理｣を実現し､弱者救済戊能が突行されることにIiったo

農薬合作社制度は､インフラ鮎 で生産を向上させたことは了好実であるが､生建物の最

終的な処分権が､農民に与えられないことで､生産意欲を喚起することかできず､農民は

副菜､自留地産首､ 白紙契約JIiとさまぎな方法でこれに抵抗した｡捨局､At阿併作制

度は､ベ トナム戦争終結後の経済観熊がさまざまliPf由ですすまなかったことにより､破

船する｡国家改正は､1979年から徐々に農家の捷常傭を認める方向に転換し､1988年のい

わゆる見政治局け号決議で､完全に公正されることになった 以降､農民b社会王領市場

皇室坊のなかでの経営を迫られることになった

ヴィェムサ では､この段鰍 こおいてt,合作杜は解体せず､実質的に村(lhon)行政横隅

として機能したOそして､鳥めてユニ クli遷宮方法を取る｡すなわち､合作祉BLに耕地

を交付し､経営権を認めた妓りの､将来の人口増加に点えた合作祉保留分の耕地を入札に

かけて,足首能力 ･意欲 ･賢金 に感まれたL=官に耕作させ､その入札代金を元手に･-椴

社員の畏地使用税や水利缶を約半矧 二浪朝したり､インフラの建設､独自の社会政策を実

行しているのである 入札収入はiFl軌約24,220米 ドルに相当する この財原をもとに現在

の農某合作社は､多掛 こ渡る澄務をこなし､鼻炎生産たけでなく､実質的に行政の役割そ
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b果たしている｡第5章で辞述したことの揺り返しになるか･簡単に現在の合作杜の澄株

を以下に列挙する｡

日I合作社の兼務

Lal毎年良美生産 ,村蕗建設 ･社会攻掛こ関して r計画 をたて､それを実行する

Ib)国家から提供される/1gに関する偶 を社且に周知し､水利､防硬 くいわゆる地物

防衛に附する情報提供や家畜の予防接鹿)に対する有dtのサーヴィス提供

(cI公有地管理とその運用C将来の人口増加に卓えて合作社か土地を保留し､経営能力

と点欲のある社員に入札させ､代金を徴攻する

Idl付の安串維持

Le)農地使用税､水利22､社会基金､水害基金､民工､電気代 (各戸の使用分も合作社

か代理徴収)､家屋税､家畜解体現､50/o地基金の徴収と国家､亀力会社､水利公社へ

の納入

ELI村山身の社現役幹部の給与の9カ月分負担､社退敬幹部の退職年金の9カ月分負担

村長 (一部)､合作杜幹部 (含水利組､安寧租)の給与支払い

l郎皇女価､少年団､老人会､婦女会､千年団､退役軍人会など祖国戦線の各大衆蜘体

の活動へのjE:出､村のク7ンホ民缶田の活動-の支出

Ihj幼稚園､保育蘭への支出､幼稚胤教諭への給与支出

(i併式､五困家屋援助など社会政策目的への支出

Ul道路舗装 ･描畦などインフラ建設への支出(9596年度は2,024ドル､96 97年度は

2.454.5ドル相当の投資)

岬 ､王母神のやしろ11どの祭礼への支出

日放送局の運営

州紛争の詞解横能

InI生産隊の宗教活動 (大官瀬での第四生産隊のみ)

このように合作杜か社Eiに対して点地使用税､水利督､各種基金の一部肩代わりを行う

ことを'/ィェムサ では､合作杜による ′､可か,プ (baocap)一と呼んでいる.この哲

は中国語の 包蛤 のベトTム語読みで.本来は必要物ffを国･Eが丸抱えで支給する｡つ

はり経済計井制､利潤牡会の導入に対遺される意味を持つ (桜井 1991b=313) しかし､
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ヴィェムサーでは入札という経営意欲 ･能力 .官金を持つ合作社且 (丘膏)か､そうでな

い社且､陶砦した社jLの農美点 ･水利書 ･各稀基金の負担を軽浸し､インフラ建設､社会

政策への資金を出すことに意味が変質してしまっている(合作社は､この入札収入から支

出する独自の社会政策を行っている｡

(21合作社の社会政策

社会改掛ま､いわゆる r社会政策対象 (do主luor)gchlnhsack Jahot) に対するEilま

鼓動 (ある｡これは保 ･病兵､主食烈士膏族-の恩給と農地使用税減免と､便良11耕地の

俊先的配分などであり､一方で合作社が独自に行う社会政策は以下の通りである｡

Ia)革命烈士本人 (死者)に対する10%地交付と､侮 ･病兵､烈士家族に対する宅地収

得時の価格割り引き

tb病弱者への耕地貸与

IC棚 に樹を食べ尽くした世帯 .困窮世常への籾貸出 (96年3月｡計3735.0kg｡12

1Lu幕)

rd)水害 ･煙害時の経袈徴収減免

Le)r収入分配(°hanpllOILllunllap)J-テト手当て (7000ドン/人｡社会政正文･倣 LLr

等)5.000/戸)

(r庁･トに貧困世帯に対して汁320kgの椀援助

Ig堺式時の棺桶と埋葬の労務捉供､花蛤支始,霊肱車の貸与､交際の雇用､汁35万ト

ン相当

こうした合作社独自の政策は､ドイモイ政策で国家が抱けるスローガン 富民強凶､公

平で文明的な社会(damglau.nuOC Ba血 相 ho■coDgbangvan･inh)Iや r井困軽iZ(

glaDngheo)｣政熟 二台致するものである.しかし合作社幹部の努力と社員の合か ､ない

限り､このような合作杜運営は不可能である.

｢なぜ国家の社会政策以外に､合作杜かこのようIj:故買を放るのか′経営能力のある社

Elは自分の資本や9;.伽を投入し､苫労して収様を挙げるのに､それを経営能力や意欲のな

い姓Llのために合作社に納めることは舶得しかたいのではIiL､か という剛 .に対して･

合作杜幹執 ま -合作杜にとって､もっとtJ屯酌 LL一軒ま犠 平 (candol)Jを図ることで
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ある｣と石える｡前述のように合作杜は転年社且大会で一一年間の 計画｣を提示し､それ

に基づいて合作社かjfgされていることは､社史の全書の証拠ともいえよう (筆者が傍培

した97年5月の合作祉大会では. r意見発表 の時間に合作杜に対して多くの批判が寄せ

られたか､この問題に関する批判的な意見はなかった)

固まの主張する ｢公平な社会Jという理念を､合作社幹雄と社長は一つのむら-合作杜

の枠組みの中で誠実に実行しようとしている｡このような運営方法は現在のところ､まか

りなりにt,桟能しているとはいえるが,必ずしも安定したものではない｡それは荘的には

合作杜に称する祉fiの入札代金 (国家や水利公社に対する社員の負担を軽鼓し､村のイン

フラを建設し､社会改正を行う主要な､はは唯一の財源)未払い (債務二noコ)問題として

現れている 社且の恒常的な債額は年間6.000ドルを超え､合作社にとって大きな負担で

であり､この財源不足のため合作杜はインフラ放没､社会政策を完全に実行できないでい

る｡むら全体として見た場合､合作社が財源不足のために放り組むことができない領域を

rR質的に揃完する役割を負っているのか､保舟会 (老人会)である (詳軌 ま第6章)0

(3)保寿会

保ガ会は全員の寄付と､むらの宗教施設への功蝕 (布施)の管理､寺田からの収穫､保

右会基金からの低利融資､安配所 (村外で死んだむらぴとの遺体を安置し､葬儀を行う場

所)をEl転車修理屋､お茶屋に貸す賃史料などで､年間2.400-2,500万 ドン(約2.200-2.

300 ドル相当)にのはる収入を持ち､この収入を財源に､以下のよう11乎菓投資を行って

いる.,

ta)むらの r歴史並鉢 11と宗教施設の保存 ･管理 t当LLi､礼拝省の接待)

lb)祭礼の準備 -挙行

(cI会月の葬式への援助 と婆たちによる葬列の先導と勧詠歌の斉唱｡小型の輿の貸与

.放､線香､ベテル支給

td憎母神のやしろの鮎 L994年に本殿､接客所､折最の香炉奉納所廷設 1997年に

接客所 1捷増等

Le碇花市故等 さらにFS蛙する学校の壁を保も会ilの三日間の午後の労飴奉仕で鯉設

Ig倣科水用の井戸の韓乱 井戸の周胴のコンクリ ト化 台現役の井戸の綾況

h庖臥 退路舗装.その他

2)2

このように､ヴィェムサ では､共同体全体にかかわる I生存維持の生理｣か､むちび

とに広く共有されている｡これが1945年以前のむらとの穀も大きな違いである,入札代金

はむらの主要な財源であるか､稲作で見ると､入札請負史的者は､着常の交付地に比べて

合作杜に納入する籾のIが､もっとも契約丘か低い田でも､交付地の楓納入iの3.16倍､

良も契約丑の高い田では実に14.49倍となる,これはとの格差と負担を受け入れて､契約

訪色世掛 ま生産を行っている｡

スコット-ボブキン菖争では､共同体的村落との利益と私的利益か対立することに11っ

ている｡しかし､実際の村落社会では両原理のP.ilに不鼓合が存在しない状況､村落のu -

ファンドを利用するなかで､そこから投資資金を借用する個人は､自己の私的な守本鞘

を実萌した場合､同時にこのファンド安産をも増加させる義務を持つ場合かある (友部 1

990:116-117)｡例えば､高地ネ′(-ルのタカリ(Tbakall)と呼ばれる人々の烏番制信用シ

ステムでは､むらの首長をはじめとして､ほとんどのむらぴとが参加することを求められ

個人の苗を増すと同時に､むらのファンド全体を増す義務から連れること (つまりフリー

･ライダーであること)はできず､利益を生んだ時には､個人とジャート(JaL=カ スト

であり､内婚単位であり､むらでもある)の双方がともに利益を得る.個人的苗と舶a]的

誌の相互依存状況､或いは個人的な経済的利益が､むら全体の利益になる状況が存在しう

る(戸arker1988:190-191) ｡ヴィエムサーにおける入札代金を納める計色典約農家と合作

社との㈹係も､そのようなt)のと考えて良いであろう｡

第二節 ベ トナム北恭社会の地脈

序章でt>述べたように､東南アジ7社会の組接原矧 ま､基本的に二者関係の累抗体であ

る｡そのことを関本照夫 (1986)はF_パル ト(BarthJ966)を応用して トラノサクノ

ヨン と､前田(1989)は二者牌係の累積休としての世幕か､東南アジアを適度する生活共

同単虻であると述べた｡このような組払原理に即 吋tた社会はコ ボレイト11払抜､或い

は′(ルトの言うインコーポレーションを生みにくい

しかるに1945年の八月革命以前のベト1ム北部村蕗社会は､実族､父系排族Ai団′ンホ

モして集村形塵を取り婚姻臥 信仰魁を同しくし､独自の規約や共有財産である公田を持

ち､一定の自治を行うむらなと､さまざまriレヘルでコーポレイトな弘田を形成してきた
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このような社会を規律する原理は､二者関係の累積体ではありえない.そこでは共同体

成員か､社会的､政治的､撲前的差異を持ちなから,お互いの存在を認苦し･掛 '規範と

捷帯で岳はれていた

このようli関係をベトナム語で表現するならは､ rEg括(一oanbet)Jということになろ

う く他にも ｢同心(dDnglaJ)) r一心(nhaH aJLnhatlo噌) r同心同遠くdongLaJldo

ngdue) 同̀心払力(do叱 taJhiepluc)｣などの衷現もこのような的保を表すことば

と考えられる) t･rEE軌 の.5は､炎舎社に関する朝廷の文書に見られるように19世

た半ばに兇られるか､19世た兼から20世紀始めに,おそらく中国の洋番 .変法運動時代の

r斬首 の影書で､へトナム知1人の間に定着したものと考えられる｡'2'1907年に開校

した､東京義塾の時期に出版されたといわれる r新訂倫理教科｣ r国見読本｣などにもそ

の語か見え､】9】0年代以降ファン･ポイ･チャウら民族主義者の詩文にも ｢団結J r結包

｣が#i繁に登場する｡例えば1911年にチャりが､在タイの民族王点者を防問した際に詠ん

だとされる r変種歌(AIChungca)｣(PllaT)SolChau1968[】911]:128-129)には､

(前略)我等が培団するにはどのように話し合わねばなりぬか

字に白く ｢同種同胞J

愛し合う我等はどのように (フランスに)復書を考えねばならぬのか

内外を交字 (注)させたければ､

六十五省も一つの官のように

南北を和合させたければ､

2.500万 (の民)もただ-つに

人に載らず､才に崩れるな

小払(r･engOho)を捨て､共通の利(lo.chung)を考えよ (後略)

(注)観 互いに.Xのあること､心を同じくして疑わないこと｡

このように 団乱 し､ 小私を捨て典適の利をt･える ことか､ヘトナムの独立に必

柴なことときれたのである (ウソドサイトWoodsldcl976 は､ベ トナムの草食運動のm

粗は l組綴された共同休(orEan'ZedcoAhun.い) 同体tdoanthe)｣を求めろことであ 1

たとしている)ーこの考え方は､社会改苛プログラムを持つ民族主義連動に引き払か礼

2tI

八月革命の成功後に本格化する｡1950年代後半からの社会主集化 (島村では農業合作杜に

よる虻団併作)で､ ･平等 r衡平｣か目だとなり､ rl当人主襲(chung山acanham)｣

が社会主義を阻害するものとして対置され､ rA_団主権の行使J r射ヨ主人公胤 という

肋 唱墳した｡そこでは人々lir全ての物質と文化の集Fj]主人であり(nguoIChuLapI

he)､福利t義掛 こついて平等である｡ゆえに r自らは皆のために､皆は自らのために()
iDhvi加ingL101.耶inguoivi■lnh)Jという見放を疎く理解しなければlJ.･ら11い (

ホ一･チ.ミン)とされ､公民の億判 ･蛮坊が､国東や個人にあろのではfiく､ r共同社

会｣における一員の地位に由来するものとして位正づけられた (帖京 1993126) 自ら

は皆のために一昔は自らのためにJという文言は､-時期豊法規定 (いわゆる8畔 JE法)

にも取り入れられる (ただし､92年.8法では削除)｡

この r自分は皆のために､皆は自分のためにJという菖理こそ､ベトナム北部社会の r

団軌 を規律するものであった｡このi掛 ま､農民が小伝統として持っていた r大同世界

｣として､受容された.特に1945年の革命以降 (さらに言えば､1950年代後'紬 ､らの社会

主虫的改造期から)の r平等j r衡平 を追求する過程で､この論理は r市命近世(daod

uccach岨nh)Jとして､俊先されなければならぬ舶範としての地位を占めることと11っ

たOヴィエムサーでは家族､父系親族集団であるゾンホ､互助耕絞､保有金､鹿芙合作社

はいずれもこの詮理を追求するものとして叙1府されている.,同一尾敷地内で rjELLJする

家族は､その成員問はもちろん､他良敷地に出た者､婚出した娘を含めて,相互に依存し

合う｡

ノンホについて見れば､我々はすでに親族の章において､グエン･ヴァン族 (カウ系)

の規約に r一人は (他の)21人のために､21人は一人のために｣と鑑定されていることを

見た｡突庚にはこの規約は､族長未亡人 (後妻)と､先妻の長男 (薪族長でなければなら

ぬはヂ)との祭把権をめぐる対立を調停する目的から制定されたのであるか､対立の解決

(どちらかを族の行*から排除するという制故)を先送りにして､相互扶助腿 を実行し

たのである｡

またEj本の頼母子執 こ相当するチョイホは､同年会の成員どうし､気の合った友人どう

Lでむらの中でよく行われるbのであるか､この組焦形態は､現金や桝を定カJ的に持ち21'

り､必要性の高い者から噸番にそれをLriていくというbので,本来実利的Iit･のであるか

そのチョイホですら､この畠理を作現するものとして払拭されている⊂

また､現在のむらの規約である 文化のむらiE設成約 には､その前文て･
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ジェム (玉者建一ヴィエムサ-のチュノム名)むらは古くから共同生活(co昭 do昭 d

a爪CU)を形成し､現在も家族､親臥 むらの関係を持つ｡その中で､ひとりひとりは生

きる身体(cothe)の細胞の主件である｡I)Ltt全でfiければ (身性としてのむらは)た

んたんと萎諒するであろう ゆえに全乳 各組史 ･盟掛 ま(中略) r自らは皆のために

掛ま自らのために.という生活を送らねはならないp 庇いあって団捨し､経済生活や日

常生活でお互いに助けあわなければならない

と規定され,意法から消えた表現が厳然として扱っている｡

現在､合作社は､鵬 宮茨木 ･意欲 ･能力がある合作社員から高額の入札代金を徴収

し､そうでない社月のrJ'地使用税､水利穀の補IBに回し､公共寄集や合作牡独自の社会福

祉政策への投句を行っている｡また保身会 (老人会)が､むらの宗教施設への功櫨を厳格

に管理して､合作杜が丑金不足で手のつけられない領域 (宗教施設や学校の壁建設､緑化

井pの汝深)などへの投資や自発的な労働奉仕を行っているのは､単にこの r自らは哲の

ために､皆は自らのために｣をスロ ガンしてだけではなく､実現しようと労力している

ことの表れである｡

このような 咽 抵｣のあり方が､架南アジ7社会に支配的な組耗原理である二者関係と

とのように兇なるのか (図 1)に示した｡二者関係の典型として挙げたのは､東南アジア

社全分析で頼繁に言及されるパトロンークライアント開床であるOパ トロンとクライアン

トの関係は二者隣保(dyadlC)的なものである｡パ トロンが複数のクライ7ントを持ってい

てt)､クライアントとうLに汎係はなく､しばしはお互いの存在さえ知らない(ScottL97

7･.)28)｡これとは異なり､ヘトナム北部の ｢同捨j関係では､成且は-つの 咽 l｣ (=サ

ークル)を形成して､お互いの存在を知っており､成月相互は r情感｣と義務で法ほれて

いる 'n1945年以降 (特に1恥()年頃にむらの全F.-か合作杜に加入してから)の成員相互

の関係は､19JI5年以前とは晃riり､基本的に平等であり､身分 ･地位に差はない｡

それでは､この (団結 によって吸立した r集団(Lapthe) あるいは r団体(doanLh

e)J-､それぞれの成Llである 個人(canhan) との的係はどのようなものであろうか｡

基本的には､ 自らは皆のために､棒は自らのために という言糞に表れていることく､

一対多,多対一という関係性の11かで､拍互利益と自己利益をともに増進することか自虐

となるような関保である.それは､日本杜会に対する一連の研究で肩口恵俊か主張してい

2I6

る､ rta同主義J的な原理または店値扱､つまり､成長が互いに協力しあ13て ト集団.の

日雇を達成することに努め､そのことを適して同時に各成月の生活上の欲求充足ないし､

福祉が柾保されるとする ｢協同EZl体主義(corpDralivisA)｣ (京口 1996:178)とはは同様

のものと考えて良いだろう ‖

ただしこの ｢団鈷｣の基丑となるのは､ウ ･yドサイト仲oodside1976L79)が.言う､ r

夏着(altachJnent)を基怨とした小史団 であったoすなわち家族､挽鼓､むらの範盟がそ

の主要なものであった｡フィン･キム･カイン(HuynhKitKhanh1982.･68-69)か指耗する

通り､ベトナムの共産主義連動がそれまでの抗仏運動と一･線を画すのは､革命理JT̂の井仔

を基盤にしていたことであったが､実際の免租魚建設にあたっては､夏着を基盤にした小

娘団､一つのむら､工境などを利用し､それらの実際的でロー*)レな問題を解決して支持

を拡大するという方法を取り､この戟略は､抗米戦争中の南ベ トナム氏族解放依扱にまで

継承された(Yoodslde1976)｡

このようlj:｢愛着に嘉つく小乗頗Jによる､いわば lむら意乱 的行動スタイルは,現

在のベ トナム人の社会生活の至る所に表れている｡前述したヴィエムサーの r文化のむら

妊設現的｣前文には､ r何人も (この規約に)違反があった時､それはむらの名声や人格

を侵醤したものと見fi･す｣と規定されている.古田(1996b)が指鮪するごとく､外国人ベ

トナム研究者が､ヘトナムでの調査活動において､しばしば併/け る研究機関の関係を似

重に考慮した上で行動しなければ11らないこと､さらに筆者の経験から言えば､同一研究

横関内の人間関係 (端的に言えば派閥)に対してすら考慮が必要なことに表れているよう

に国家及び覚横関内の rむら 的先FfIの対立は､広く見られる現象である｡

その意味において､血栓を基掛 こしliから､日本の ｢イエ集団 か､よく統制されてい

る限りは地綾的性格を脱しやすく､藍茶化の不可欠な条件である -企美帆 の原型となり

うる可能性を含んでおり (村上 ･公文 ･佐藤 1979‥88,89.131.149.154)､また､それを基

軌 こ形成された ｡本的珪 乱 形垂で､イ工の血緑色を払拭しえた (村 ヒ･公文 ･佐曲 1

979:458)のに対し､ベ トナムの r′1嘆 EilJは､地縁性､血汝性を払拭して拡大することか

困耗な性格を持つ｡むらにおけるものではない机 都市における祁菜経営にこのようなS

例をいくつか見ることができる

(弔例 1)高級レストランBは､フランス時代の住宅をレストランに改装したもので･

主人以下､ウエイター､ウエイトレス､識理人を家族 ･溌族で胞い･その家族的畑 作
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かなサーヴィスは外国人客にも好評であった｡ところか評判が高まり･客か増えてt)､

経営殻掛 ま基本的に拡大せず･ウエイター､ウエイトレス､認理人を身内で馴 らるとい

ぅ経営卒軌 こ変化が見られ(ib､ったため､増えた客に対してEIが行き届かず､浩異とし

てサーヴィスは低下した

(珊 2)高扱レストランPは､ハノイーの格を誇り･訪出した日本の外務大臣I)昼食

を取った程である｡ところか経営をめ(･って､捷富者の安濃 (または親族)間にいさか

いか起こり､括局分裂し､出ていった佃は･ほとんど鰍 こ､ほとんど同じ名前で､別の

レストランを閑菜した｡

(-好例3)ハノイのEl本科姐苫M-ま､在日ベ トナム人女性と､ぺ け ム国内に残ってい

た､その兄か始めたものたった○ところが･経営方針をめぐって両者は対立し･在日ベ

トナム人女性はMを出て､二つ離れた盛りに､彼女のEl本名を取った店Cを新たに開港

した｡二つの店lま､メニューの内容も､それを打ち出したしながきのワープロ文字t,ほ

とんど同Lであった｡しかし日本語に堪能で､E一本的な客あしらいにも通じたC女の店

は兼威し､大入りij;･員状態｡一方､従弟fiと顧客をさらわれたMは閑古伽 iP･Bき､結局

分裂後一年ほどで閉店に追い込まれた.

(事例 l)は顧客の増加にbかかわらず､血縁者のみによる家族足首という方式を改め

なかったため､売り物であったサーヴィス低下を招いた弔例である｡ (事例2)と (事例

3)は､経営規陵が家族 ･親族の範囲を越えriいところか･その内部の対立から､ 唱僻

別 れ｣という形で分裂していくt'のである｡

このような捉宮のあり方は､非血汝者である奉公人も､奉公人分家､暖簾分けという形

で経営の共同に参加させ､商官を r活力か ､fiものとして､不断に更新させる- (中野

)978.6873)よう11､B木の 哨 官同族EB の経営とは発なる｡特に (事例2)と (邸例

3)の境合札 親族･安族内においてすら､ 暖簾分け によって家技官相互の階枕的共

同か侠たれる 仲 野 1978731のとは全く半なり､対立する○いずれにせよ･経営の方向

は､官族 ･親族の枠の外へは向かないのである

しかし､このような判即まあるものの､ ひとりは債のため､皆はひとP)のため)に

団結Jして､相互利益と自己利益をともに巧守過させることが最t,可能なのは･ 増益に葛
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づいた′J､集団｣においてであり､その具体的なものが､血縁でI割fれ家族､親族兵団､他

者で結ばれたむら､ r情息Jで結ばれた互助組拝である｡こうした r小梨軌 が国号や覚

の捷関､地域社会にひしめきあっているのが､ベ トナム北部社会なのである｡

注)

(l)r同心J r一心 は､宗教俵礼の折卓において､よく使われる音更である｡また､前

者は,ファン-ポイ･チャウのような民族主義名の詩文にも頻繁に登場する` 同心同達

｣は､ r大越史記全書Jなどにおいて､皇帝か戦いに望む時の詔勅などに 使 われている

r同心協力｣は宗教蟻礼の前席にも使われ､またグエン･アイ･クオ7クの r革命の道J

でも使われている言葉である｡

(2) ｢同法｣の使用例として､鹿も早いのうちのひとつと考えられるのは､永佑五(1739)

年の ｢囲括法｣であろうE,これは隣接する4 5社､或いは6 7社から丁 (成人yi(-)

数人ずつを出して一間を形成し､武器を持って防衛することを定めた法である (陳荊和Gi

校､佼合本 l大捜史記全漕J19861092).

(3) r情感｣の定義については､苅 1哉第五節 ｢小結｣を参月護｡

(4)実際には必ずしも ｢皆｣の利益が､ r自分Jの利益と一致しない似合があり縛る｡6,

000ドルにものぼる入札代金の未払いは､そのことを物語る (たたし､この郡魅を r日常

的な抵抗｣(ScoLL1985)と捉えることができるとは言い切れない｡合作杜は､社民にとっ

て搾取者であるとは言いがたいし､それでは国家がそうかといえば､ヴィエムサーの船台

には合作杜が緩衝装置として機能し､国禁と農民の直接対決を回遵しているからである

そして､この荘衝装忍か威能しなく+i:った場合､ベ トナム農民の取った選択は 日常的な

抵抗_よりも､直接行動であった すなわち1997年5月から､紅河デルタ下流のタイヒン

省で起こった､地方幹軌 こよる地方税 (インフラ建設のために徴収された)着服に対する

返還要求､汚屯幹瓢糾弾運動は､省の半//)の地域を巻き込む実力行使とriり､行政棟関へ

の放火､破壊を伴った.

rhrl掛 ま､これまで述べてきたような祉全構造において､ 個 rの利益と r空所 の利益

か一致しない場合､ 個 はそのように両石の′くランスを放るのかということである 玉

古としては､明確な回答を与えられないでいるのか醐 犬であり､太芸文では心 紺Jに考牢

の対象としては､扱えなかった｡今後の汲謡としたい
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ただ､現在考えているのは以下のようなことである(すなわち､ r団括Jという r情義

と轟捗で点ばれた関係においても､計掛 こ益づく私的利益を図ることが､何ら矛盾せず

また非#されるわけではない局面が存在するのではないかということである｡以下のよう

な耶例を検討してみたい｡

(棚 )グエン･ヴァン･バン氏は､1996年に家屋を改築した｡同一屋敷地内に二軒

の東岸を建て､一軒にはバン氏夫妻と良男夫妻とその子か､もう一軒には三男夫妻が住

む｡それぞれの家屋はitを分けている｡新築にかかった生母用は3500万 ドンで､27002

800Jfトンは自己資金でまかない､残り7-800万 ドンを借金したo

改築に殿して､ハン氏とその安掛 ま以下のような取引(transacL10D)を行った｡長男

タンは合作社と煉瓦の入札史約 (入札地に炉を建て､入札地の土を原料に､人を雇って

煉瓦を生産させる)を結んでいるので､自己調達したCまた､長男の幼児からの遊び仲

間12人で構成されている r同性会 (holdongtlnh)Jは､練上げ式に金 (きん)2チ-

(100ドル相当)を贈った｡r同性会J中の6人は､チョイホという日本の ｢頼母子鵠

｣に似た組按を構成しており､軌00kg(19万ドン-L8ドル相当)と豚肉50kg(50万 ドン

細当)を援助した｡また､パン氏の輩親の息子は､以前煉瓦を借りていたので､それを

返した｡パンの兄の息子はLt設労鰍こ参加する一方､同性会の成員として籾と豚肉を俊

肋したうちの一人である｡

前述の同性全12人のうち､6人しかチョイホに参加できない｡なぜなら成りの6人は

鐘済的に ソンファンでIiいJ (ソン77ンSoJICphang-借金を期限通りに返す､また

は割り勘の意)からである｡しかしチョイホに参加しない6人も､振上げ式の宴会には

参加した｡

同性会は成員が互いに 情感 で鰍 まれた粗描であるか､成長全てかチョイホという経

済的に 割り切った 計掛こ益づく親株には入ることができない しかし､もともと r情

感 かなけれは､チョイホは形成されない このように､怖感とソンフ7ンlま盈腹の関係

にあり､同-の人間的孫の巾で･ある時は 川嘘 に毒つく行動が取られ ある時は､私

的利益のu頂 に基ついた行伽 Ⅶ られる どちらの行動が取られるかti､関係を取り結ぶ

両者の朋掛こ応して･似 ､分けりれることになるL 情感は情感､経済はソン77ン

かつて灘しいへ トナム人か･拍手か相場よりもかなり低い値段で筆者のラジカセi･買おう
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としたので､相執 こ近い値段を旺示した人に売ることを申し出た時､筆者は内心､これで

彼と私の r情感｣酪味か凍れることを患い､恨促たる気持ちになったのであるか､虎は特

に気にもならぬといった且であっさり､こう言った)なのである｡

また､その際に重要Ij:判断基準になるのは互j汁性の ｢均衡｣であるように患われるL古

式 .捨婚式後に行われる宴会では､肋 ､詳細につけておいた客のリストが､蛮要tJL'役割

を果たす｡それにもとついて､遺族は埋罪後の壬全への招待者を決めていく｡この招待は

かなり巌格に行われ､披招待者が来なければ､何度も使いを出して招き､それでも臥白な

ら､翌日の更に近親者のみの規模の小さい婁掛 こ招く｡とにかく､来るまではあきらめな

いといった態度が見える｡またこのリスト(調査者が関東できることはは杯̀ 可能である

那)は､そこに記載された者の家族のその後の冠婚葬祭の庚にも参興され､その昔への対

応を決める基準となる｡これを ｢ロ乱 を返すといい､真金の規模が大きくなりすぎて娘

班であると近代的知識人に批判されてきた蛭姓があるDそこには､常に受け手でいると､

与え手に対して劣虹にLRかれる(phaltheo-phaiは英語のDuSt､Lheolま従うという恵昧)

という志茂がある｡り有感｣関係は､常にこうした関係ばかりではないか､ ｢均衡Jを保

つという計井が働いている側面を忘れてはならない｡ただし､既に述べたように､この

均衡｣は ｢情感｣関係のなかでのものであり､サ-リンズのいう ｢均衡の取れたh]互性

のように､契約的で､JF人格的であったり､当･17者たちか互いにことなる程前的､社会的

利害を持ったものとして､対決するような性質の交換 (サ リンズ 1983[1972･234)では

ない｡交換を繰り返していく過程で､双方はますます rt苗感｣により､むすぴつけられて

いくのである｡
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